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リゼルの寝起きは相も変わらず余り良くない。だが充分に睡眠がとれてさえいれば、早朝だろうと夜明けだろうと目を覚ます事が出来る。


朝焼けが闇色の空を薄っすらと白く染める頃、リゼルは眠気を引き摺らずにパチリと目を覚ました。魔力不足により泥のように眠った体は寝すぎで多少だるいが、頭はすっきりとしている。


「（あ、珍しい）」


隣のベッドで眠るジルの姿をじっと見る。リゼルが起きた時にはいつも身支度を済ませているので、先に起きられた事が少し嬉しかった。


「（どこか出掛けてたのかな）」


熟睡していたので知らないが、夜に出掛けて寝るのが遅かったというのもあり得そうだ。そう思い、なるべく静かにベッドから降りる。


寝る時は半裸のジルなので、毛布から覗く肩は肌が剥き出しだった。寒くないのかな、とリゼルはそっと毛布をかけ直してやる。


「……お前にしちゃ早ぇな」


「すみません、起こしました？」


相当気を付けたつもりではあったが、やはり起こしてしまった。


「大体この時間に起きてる」


「寝てて下さい。昨日は大立ち回りしたんですから」


「いい」


二度寝を勧めるも首を振られ、ジルが上体を起こすのを何となく眺める。露あらわになった上半身を見て、冒険者をしていれば自分もいつかああなれるのだろうか、なんて思いながらリゼルは着替え始めた。


結局同じように活動を始めたジルと共に身支度を整えながら、さて今日の予定はどうしようかと話す。商業国マルケイド滞在は本日が最終日だ。


「ジャッジ君の家に行くには早すぎますよね」


「帰りは昼頃出発っつってたろ」


「彼の事だから、早めに出発するかと思ったんですけど」


「どうせ爺がうるせぇんだろ。昼飯ぐらいは、とかな」


「仲睦まじくて何よりです」


リゼルはジャッジの祖父に会った事が無いが、ジルの話から聞く彼は相当な孫溺愛できあい具合だ。少しでも長く一緒に過ごしたいと思うのも当然だろう。


ジャッジからは、昼前に迎えに来るよう頼まれている。だが折角の家族水入らずなのだから、昼食くらいは邪魔はしない方が良いのではないか、なんて考えていればジルがちらりと視線を寄こした。


「泣くぞ」


「ですよね」


半泣きになったジャッジが容易に想像出来た。


リゼルはふわりと上着を羽織る。胸元のベルトを止め、襟えりを直し、そして手を上着に潜らせるようにポーチを身に着けた。裾すそを払い、頬へと触れる髪を耳へとかける。


「時間もあるし、ギルドにでも行きましょうか」


「ああ」






新種の魔物、迷宮の攻略情報、そういった情報提供をギルドは積極的に受け入れていた。


貢献すればギルドの覚えもめでたくなり、少なからずランクアップへの足掛かりとなる。更には情報の有益度に比例した報奨金も出る。


情報提供は義務ではないが、冒険者達は新しい情報を得る度にギルドへ提供する者が大半を占めた。


「隠し部屋と地底竜、幾らぐらいの情報になるでしょうか」


「さぁな」


リゼルにとっては二回目となる商業国の冒険者ギルドは、早朝だからこそ多くの冒険者で賑わっていた。


「おい、見ろ」


「貴族か？　領主じゃねぇだろうな」


「いや、隣見ろ。一刀だ。なら噂の……」


王都パルテダでは今やリゼルがギルドにいても早々騒がれないが、初見の人間が多い此処ではやはり視線を集める。更にジルが一緒となれば尚更だ。つい先日絡まれ、圧勝した一刀の噂は既に商業国の冒険者達の間で広まっている。


「情報提供って、誰に言えば良いんでしょう」


「知らねぇ」


数多の迷宮を攻略し、恐らく誰よりも情報提供を行える筈はずのジルだが、勿体もったいない事に一度もやった事がない。ギルドへの貢献など考えもしない自己中と言っても良い。


リゼルは苦笑しながら、ふと目についた〝サポート〟の看板へと歩く。どの冒険者ギルドの片隅にもあるサポート窓口は、地図の販売から魔物・植物図鑑の貸出、冒険者向けの宿の紹介など、その名の通り冒険者に対するサポートの全てを行う窓口だ。


「地図の更新に来たんだし、此処で良いでしょうか」


「駄目なら駄目で良いだろ」


「そうですよね」


違ったら移動すれば良いのだ。今まさに地図を購入している冒険者達の後ろに並ぶと、彼らの内の一人が振り返りビクリと肩を揺らした。貴族にしか見えない男の所為せいか、噂の一刀の所為かは彼のみぞ知る。


そしてリゼル達の順番が来た。出迎えたのは、蕾つぼみが弾けて花開くような明るい声。


「おはようございます、御用件はなんでしょうか！」


冒険者ギルドでは珍しい、女性の職員が元気良く笑みを浮かべて座っていた。先日、地図を購入に来た時には見なかった顔だ。


若い女性が荒くれ者のド真ん中で働こうというのだから、彼女もスタッドのように強力な自衛能力でも持っているのだろう。満面の笑みのまま固まってしまった女性へと、リゼルはにこりと微笑んだ。


「元気な挨拶あいさつですね。おはようございます」


彼女はぱちぱちと目を瞬かせ、次いで頬を染めてパッと輝くような笑みを浮かべた。純粋に褒められたのが嬉しいと、そう伝えるような素直な笑みだった。


「地図の更新をお願いします」


「はい！　何処の迷宮ですか？」


「水晶の遺跡で」


「え!?」


職員の驚きに賛同するように、会話が聞こえる範囲にいた冒険者達もざわめいた。


「あの迷宮古いから、もう探られ尽くして何年も更新なんて無いんですよ!?」


「見つけちゃったんです」


「見つけちゃったんですか……」


悪戯っぽく笑うリゼルに、感心したように職員が頷いた時だった。


「おい、待てよ」


ふいに一人の冒険者の男が声を張り上げる。がっしりとした体つきをしている若者が、威嚇いかくを露わにリゼル達の前へと立ち塞がった。


「ガセネタはリスク高いと思うぜ。そんなにレイラちゃんに良いトコ見せてぇか？」


ジルは顔を顰しかめ、まさかこんな茶番に巻き込まれるとはと若干の恨みがましさを覗かせ隣を見た。当のリゼルはレイラと呼ばれた職員とほのぼのと会話を交わしている。


「貴女の名前ですか？」


「あ、はい」


「可愛らしい名前ですね」


「うぉっ、ありがとうございます！」


「さっそく口説いてんじゃねぇ！」


ジルには祖父が孫を褒めているのと似たような光景に見えるのだが、男は激昂げっこうした。リゼルにとっては貴族社会で身に付けた挨拶のようなもので、レイラも色気も何もなく喜んでいるだけだが、彼女に恋焦がれている男からしてみれば由々しき事態だ。


「水晶の遺跡で、しかもてめぇみたいな優男やさおとこが新規の情報だ？　有り得ねぇだろ！」


「つまり？」


「つ、つまり？　つまり……し、証拠を寄越してみろよ！」


やや楽しそうなリゼルに、ジルは溜息をつく。


揶揄からかうのが楽しいというよりは、一刀絡みでなく絡まれたのが嬉しいのだろう。普通に絡まれる程度には冒険者らしくなったのではと、冒険者として振舞っているのに冒険者扱いされないリゼルは喜んでいるのだ。


ジルにしてみれば、絡んできた男は恋だの愛だのでまさに盲目になっているだけなのだが。しかし少しぐらい夢を見させてやろうと水は差さなかった。


「地図の更新に証拠って必要なんですか？」


リゼルがレイラへ問いかける。


「いえ、いらないです。嘘ついてもどうせバレるし、信用ダダ落ちなので誰もしませんし。なので、遠慮なくどうぞ！」


でんっと胸を張るレイラに悪気はない。ギルドと冒険者の信頼関係を誇っているだけだ。なので、男の眉が情けなく下がったのには気付いていない。


同時に、男のリゼルへの憤りが増す。逆恨みだ。


「いいや、俺は信じねぇぞ！」


「構いませんよ」


「そりゃガセだって認めんだな？」


「いえ、ギルドにさえ信じて貰えれば良いので」


あっさりとそう告げたリゼルに、思わず男はぐっと言葉に詰まった。


普通なら、他の冒険者に疑われれば反論する。売られた喧嘩は買う。だからこそ反論すら出来ない者達は虚偽を疑われても仕方がない。


しかしリゼルとしては調べれば分かる案件なので、今疑われようと何ら問題はなかった。


「でも、そうですね」


だが商業国に居るのは今日が最後。立ち去る瞬間に抱かれる印象が疑惑では味気ない。


「証拠、折角なので出しましょうか」


「は!?」


自ら要求しておきながら、本当に証拠が出て来るとは思わなかったのだろう。男が声を上げる。そんなもの、実際の迷宮に足を運ぶぐらいしか方法はないだろうと誰もが思った。


リゼルは驚きの表情を浮かべる男と、此方に意識を向ける周囲を揶揄うように笑い、一冊の本を取り出した。


「納得、して貰えました？」


それは攻略本だった。周りから驚嘆の声が漏れる。その希少性から、冒険者であっても実際に目にする機会はなく、事実この場の誰もが初見であった。


「そ、んなもん今更」


「隠し部屋だったので」


確かに探索されつくした迷宮の攻略本には〝用無し〟の烙印らくいんが押されるが、だからこそ気付く事もある。男の言いたい事を悟り、そして周囲の熱気が上がったのを感じてリゼルはにこりと微笑んだ。


「勿論、宝箱は貰っちゃいましたけど」


あー……と落胆の声がそこかしこで漏れる。


迷宮内にランダムに配置されるものと違い、隠し部屋に固定で現れる宝箱は最初に見つけた者勝ちだ。祭壇にあった宝箱も、ランダムな宝箱が偶然そこへ現れない限り二度と復活はしない。


「でも入る価値はあると思いますよ。奥に、とてもレアな魔物が」


「ちょ、ちょーっと待ってください！」


「大丈夫、此処ここまでしか言いません」


慌てて止めに入るレイラに、リゼルは笑って口を閉じた。


ギルドとしては、情報を開示されすぎて地図の購入者が減ってしまっては困る。ただ、隠し部屋に入る価値があると広まれば購入者の数は膨れ上がるだろう。


折角提供した情報なのだから、需要は大きい方が何となく嬉しい。それだけの理由で絶妙に情報を零こぼしたリゼルを、ジルは呆れたように眺めていた。


「そういえば、情報提供って初めてで」


絶句して固まっている男をそのままに、リゼルはレイラへと攻略本を広げて見せた。


「ここなんですけど、仕掛けとかも話した方が良いんですか？」


「どっちでも良いですよ！　ただ、話して貰うと報奨金が増えます。おぉ、すっごく正確な地図……」


「じゃあ」


リゼルが口を開きかければ、初めての攻略本を感動したように見ていたレイラがパッと顔を上げた。そして片腕を足元に突っ込みながら、ちょっと待ってというように片手を掲げる。


「すぐ準備します！　消音器サイレンサー、消音器」


そして机の上へと取り出されたのは一つの魔道具だった。


小さなランプのような見た目をしており、レイラが徐おもむろにその根元にある小さなレバーを引く。すると、リゼル達三人を一瞬だけ薄い光の膜が囲った。


「こんな小さな消音器もあるんですね」


「えっ、これすっごい高級品……」


消音器はリゼルの元居た場所にもあり、実家の公爵こうしゃく家も部屋一つ覆えるようなものを複数個持っていた。なにせ内密の話も多い。


感心したように零すリゼルへ、レイラの語尾が消えていく。理由はお察しの通りだった。


「これ、外からの声も聞こえなくなるんですね」


「モノによんだろ」


範囲外で、何やら喚いている男をリゼルとジルがのんびりと眺める。恐らく彼女に近づくなとか、そういう類たぐいだろう。無音なのに賑やかだった。


「じゃあ、どうぞ！」


当のレイラにそれらが全く伝わっていないのだが。是非とも頑張って欲しいものだ。


「そうですね、まず此処なんですけど」


ならば早めに済ませてあげた方が良いか、とリゼルは広げた攻略本の一か所を指さした。


「一見普通の壁なんですが、この部分だけ破壊が可能でした」


「なるほど、破壊できる迷宮とか盲点ですね」


迷宮は破壊されない。冒険者ならば誰もが知る常識を覆すような情報に、レイラが真剣な顔をして頷く。


「そこをジルが蹴破って」


「蹴破って!?」


その真剣な表情も、直ぐに驚愕へと変わったが。彼女はジルと攻略本を激しく見比べた。


「このぐらいの厚さで」


「ほんとの壁じゃないですか！」


「あ、でも水晶なんですよ」


「硬いじゃないですか！」


「レンガ蹴破んのと似たようなモンだろ」


「出来ませんけど!?」


リゼルの手が作る幅に叫びながらも、レイラは綺麗に書き写した地図の隠し部屋部分に〝要ハンマー？〟と書き加える。怪力自慢の冒険者でも、道具無しにそれが出来る者は極々僅わずかだろう。


そもそもリゼル達は例外で、通常の冒険者は空間魔法付きの鞄など持っていない。ハンマーが必要となるなら、酷く荷物になりそうだ。


「そこを進んだ先に祭壇のある小部屋があって、床に転移魔法陣がありました」


リゼルがページを捲めくって行き、最深層の一歩手前。地図上で何処にも道の繋がっていない小部屋へ、トンッと指先を置く。


「成程、それでこの部屋に飛ぶんですね」


「飛ぶというか、落ちました」


「落ちた!?」


「魔法陣が発動した途端床が消えて、幅二メートルぐらいの水晶の穴を……」


言葉を切り、ジルを見る。


「二分弱、でしょうか」


「じゃねぇの」


「長く思えて短かったですよね」


あれが走馬灯だろうか、なんて朗ほがらかに話すリゼルとジルにレイラはぽかんと口を開ける。二分弱の落下、それはどれ程の距離なのか想像すらつかない。だが確実に死ぬことだけは分かる。


「結局、魔法陣は帰り用でした」


そんなレイラを、リゼルはトントンと机を指でノックして促した。


「そ、それ！　無事だったんですか!?」


「無事じゃなかったように見えます？」


「見えないですけど！」


辛うじてメモをする手を止めないまま、レイラが興奮したように矢継ぎ早に質問を投げかける。


外から見れば、随分と楽しそうに見えたのだろう。ジルがちらりと横を窺うと、話に入れない男が何やら悔しげに大声を上げて髪を掻き毟むしっていた。


此処までくるといっそ面白い、とジルが内心で思っている間もリゼルの説明は止まらない。


「底に地底竜が居たので、落下中はブレスに襲われるんですけど」


「ちょおぉぉーーい！」


力の限り両の拳を机へ叩きつけ、レイラが勢い良く立ち上がる。


あ、と声を上げたリゼルには気付かず、頭を抱えて天を仰ぎ、キャパシティを越えた思いの丈を腹の底からぶちまけた。


「数キロ落下して底には地底竜が待っててブレス強制直撃とか鬼畜すぎる!!」


叫んだ声はギルド中に響き渡った。その場にいる全員が動きを止めてレイラを見る。


当のレイラは色々スッキリしたようで、肩で息をしながらふと顔を上げた。そうしてようやく場の異様な雰囲気に気付いたらしく、疑問と共にきょろきょろと周りを見回す。


「え、え？」


「これ、倒しましたよ」


「え!?」


物音ひとつ無くなったギルドで、リゼルがほのほのと微笑みながら机の上を指差した。そこにはコロリと机を転がる、機能を止めた消音器がある。


やっちまったよオイ、という顔をしているレイラを尻目に、話すべき事は話したからとリゼルは攻略本をポーチへと仕舞った。


「ここまで来たら、折角なのでもう一つ」


入れ替わるように取り出したのは、一枚の鱗うろこだった。


大きさは大人の顔ほどもある。翡翠ひすい色の煌きらめきは決して人の手で作れるものではなく、最上級の魔物素材であると素人鑑定士さえ迷わず断言するような代物だ。


茫然ぼうぜんとそれを眺めている男を見て、そしてたじろぐ相手にリゼルはにこりと微笑んだ。


「証拠、信じて貰えます？」


「あ、はい」


もはや敬語だ。さらりさらりと白くなる男に対し、周囲から合掌がっしょうが捧げられる。


「はい、どうぞ」


「えぇっ」


男の様子に構わず、リゼルがレイラへと鱗を差し出した。


彼女はまるで壊れ物を触るかのように恐る恐る受け取り、それでこれをどうすれば良いのかとリゼルを見上げる。ちょい、と鱗が指差された。


「一応、提出しておきますね。信じない方もいるようですし」


「提……ッ」


レイラは一瞬鱗を取り落としそうになったが、根性で耐える。


「これっ、多分っ、売れば金貨モノなんですけどっ！」


「大丈夫ですよ、たくさん獲って来たので」


ジルが、とリゼルは付け足す。リゼルも手伝おうとしたのだが、鎧のようにびっしりと生えた鱗は固く、めくる所か隙間に指を入れる事さえ出来なかった。


よってジルがバキバキ毟っていくのを見物するだけに終わった。やはり冒険者は最後には力が物を言うのだ。


「帰り用の魔法陣があって助かりましたね」


「まさか一方通行だとは思わねぇよな」


「行きはただの罠でしたし」


マイペースに話す二人に、レイラはごくりと息を呑んだ。


このレベルの鱗が何枚あるかは分からないが、牙などを合わせ相当な稼ぎとなる筈だ。装備に変えれば冒険者としての格が数段上がる。思わず鱗を持つ手が震えた。


一体目の前の二人は何者なのか。絶対的な強者なのだろう。圧倒的な存在なのだろう。長距離の落下も、襲い掛かるブレスも、そして地底竜でさえ初見で突破できるほどの。


「で、では情報提供の証明にギルドカードを」


「二人分ですか？」


「はい！　……ひぇ」


そして受け取ったリゼルのギルドカードを見て、レイラは白目を剥むいた。まさかのＥランク。Ｓランクでようやく納得出来ただろうにＥランク。下から二番目。


「あの、大丈夫ですか？」


白目のままギルドカードを返されたリゼルは流石に心配になった。目の前で女性に白目を剥かれたのは初めてだ。


「ッは！」


びくりと痙攣けいれんして黒目を取り戻したレイラが、こくこくと頷く。


「えっと、もうランクアップの手続きとかしても良い気がするんですが！」


「これでも上がったばかりなんです。まだ冒険者になって二月ふたつきも経ってないですし」


「で、でも！　そのうち詐欺で捕まっても文句言えないような気がしないでも無いような！」


「まさか」


可笑しそうに笑うリゼルは、周囲の惨状に気付いていない。


Ｅランクと聞いた冒険者が軒並のきなみ白目を剥いている。新しくギルドに入って来た冒険者がその光景に悲鳴を上げていた。そしてジルは引いた。


「それに、余所でランクを上げると拗すねそうな子がいるので」


「へ？」


「いえ、何でも」


不思議そうなレイラに、リゼルは穏やかに首を振ってみせた。それを横目で見て、ジルが呆れきった様子で言う。


「甘やかしてんな」


「この程度、まだまだですよ」


「どんだけだよ」


呆れるジルに、リゼルは笑う。


ギルド内で他の職員に声をかけると露骨に此方を見て来るスタッドだ。随分と気を回して貰っている部分もあるので、それに報むくいる為にもリゼルは好意を惜しまない。


「それじゃあ、有難うございました」


「情報提供はいつでもどうぞ！」


礼を告げ、そして二人がギルドを出ようと振り返った時だ。


未だ白目を剥き続けている周囲の冒険者に、流石のリゼルも思わず足を止めた。余りにもホラーな光景にジルは溜息をつき、早く出るよう促す。リゼルが消えれば恐らく元に戻るだろう。


「マルケイドのギルドって個性的ですね」


「元凶に言われたくねぇだろうな」


「え？」


此方もようやく周囲の惨状の気付いたらしいレイラの叫び声を背に、二人はすみやかにギルドから出た。






「でも、ランクは早く上げた方が良いのかな」


「あ？」


ギルドを出て少し歩いた時だ。歩を進めながらもポツリと呟いたリゼルを、ジルは意外に思いながらどういう事だと続きを促した。レイラのランクアップの申し出を断った通り、ランクにがっつくような男でも無ければ、周囲の評価を気に掛けるような男でも無いだろう。


怪訝けげんそうに自身を見るジルをちらりと一瞥いちべつし、リゼルはうーんと悩みながら口を開く。


「君のリーダーがＥランクだなんて、示しが付かないでしょう？」


「気にしねぇよ」


「俺に対して何を言われようと気にしませんけど、俺の所為で君の成果が疑われるのは考えものです」


「アホ」


簡単に切り捨てたジルは、心の底から呆れていた。


地底竜の鱗をギルドへ無償で渡したのも、それが理由か。違和感はあった。リゼルがあそこで恩を売る必要など感じなかったからだ。


それはまさしく、討伐を疑われるのを避けるためだったのだろう。格を上げてみせる目的もあったのかもしれない。ジル一人が情報を持ち込んだのなら、恐らく疑われる事など無かった筈だとの判断から。


「疑われた所で何が変わる訳じゃねぇだろ」


「それはそうですけど」


リゼルの考えも的外れではなく、事実だろう。一刀一人ならば疑われない。


しかしジルは、もし本当にリゼルが原因で己の評価が下がろうと気にもかけない。元々周囲の評価など煩わしいものでしかなく、それを理由に離れるつもりもなかった。


「お前がＳだろうがＦだろうが、国王だろうが犯罪者だろうが関係なく俺は隣ここに居た筈だ」


「流石に犯罪者そこは避けて下さい」


鼻で笑うジルに揶揄うように返しながら、リゼルは目を細め口元を綻ほころばせた。それを見て、ジルも皮肉混じりに口の端を吊り上げる。


「じゃあ、最後の観光をしながらジャッジ君の家に行きましょうか」


「ああ」


同意しながら、ふとジルは意識を背後へと向けた。


先程のギルドでのやり取りを聞いていたらしい冒険者が数名、此方こちらを窺っている。間違いなく地底竜の鱗狙いだ。買取交渉か、あるいは。恐らくリゼルが一人になるのを待っている。


「こういうポスターの防水加工って、どうやってるんでしょう」


「さぁな」


表面上は至って普通にリゼルへと言葉を返しながら、さりげなく剣に手をかけた。視線の方角へと目を向ける。此方が感じると言う事は、あちらにも伝わるという事だ。


「お前んトコには無ぇの」


「あるけど長持ちはしないんですよね。花の精油を使うんですけど」


その瞳の動きだけで、鱗狙いの冒険者達はぎしりと動きを止めた。


逃げられもしない。体がその場に縫ぬい止められたようだ。知らず滲にじむ脂汗あぶらあせが顎を伝い、そして地面へと落ちる一瞬が永遠のようにも感じられた。


「こっちだってそんな長持ちはしねぇよ」


「やっぱりですか？」


「そこらの捲ってみろ。古いモン剥がした跡ばっかだろ」


捲って良いのだろうか、と思いつつもチラリと近くのポスターを捲るリゼルの後ろで、ジルは動けずにいる不逞ふていの輩を向いた。


途端、彼らは動けぬ理由を悟る。強者にとっては不愉快を示す為の一瞥に過ぎぬそれに、本能が理解したのだ。何もせず在る事だけが、生き残る為の唯一の路みちなのだと。


「ジル」


しかし、ふいに零された穏やかな声が彼らの意識を呼び戻した。


振り返ったリゼルが不思議そうにジルを見ており、そしてその視線を辿る。どこまでも清廉せいれんな視線が、呆然とする冒険者達を捉えた。


リゼルは微笑み、一本立てた指で唇へ触れる。その仕草に誘いざなわれるように、彼らは閉じた口を更に閉じようと奥歯を噛みしめた。


「折角の観光なので、楽しく過ごさせて下さいね」


それだけを告げ、歩み去るリゼルに呆れたようにジルも続く。その後ろ姿に、冒険者達は再度機を窺おうなどという気は起こらなかった。


それがジルの所為なのかリゼルの所為なのか、はたまた両者の所為なのかは、彼らにも最後まで分からなかった。






二人は時に気になる店を覗き、時に観光名所を眺めながらジャッジの家へと向かった。


ジャッジの祖父は商業国有数の大商家だ。しかも数代前からこの都市の発展に一役買っている古株でもあり、主に貿易業でその地位を築いている。


ジャッジの店は、元は祖父がその伝手つてを使って始めた道具屋だ。そちらでも成功を収めて以来、純粋に貿易一筋では無くなっているようだが。


「あ、此処ですね」


「でけぇ店」


商業国の有名商店が並ぶ通りに、ジャッジが今回滞在している店舗はある。


本家は別にあるらしいが、ジャッジ曰いわくそちらは倉庫のようなものなのだとか。実際に住居としているのがこの店らしい。


二人は迷わず入店した。中は様々な品に溢れ、人に溢れている。


「これはなかなか……あ、でもジャッジ君の店の方が質は良いかな」


「客層の違いだろ」


「確かに」


観光客も多い店内を眺めながら、さて誰に声を掛けるべきだろうかとリゼルは周囲を見渡した。すると、二人に気付いたのだろう。一人の店員が微笑みながら歩み寄って来る。


「失礼致します。もしや、ジャッジさんとお約束をされている？」


「はい」


店の中でも一番年長の男は、礼儀正しく謙虚な笑みを絶やさぬままに一礼した。


「ご案内するよう仰せつかっております。こちらへ」


店員に案内されるまま、二人は店の奥へと進んだ。店内からは死角にある扉を潜り、在庫の連なる棚と一緒くたになったような階段を上る。


流石は商人の家、とリゼルはそれらを興味深そうに眺めながら、ふと先を進む店員を見上げた。


「ジャッジ君の迎えが俺達だって、良く分かりましたね」


「ジャッジさんがおっしゃっていた通りの方々でしたので」


「ちなみに何て言っていたか聞いても？」


「〝貴族みたいで優しく微笑んでる人と、真っ黒な服を着た強そうな人の二人組〟だそうですよ」


ふふ、と笑いながら告げた店員は、ジャッジとは昔から付き合いなのだと言う。ジャッジさんが良くして頂いているようで、と付け加えた声色はそれを確かに納得させた。


リゼルは後ろに続くジルを振り返る。真っ黒と称された服装を見下ろし、釈然しゃくぜんとせず顔を顰めていた。褒めて貰ったのだから喜べば良いものを、と取り敢あえずフォローを挟んでおく。


「全身鎧よりは目立たないと思いますよ」


「うるせぇ」


一蹴された。


「此方で少々お待ちください」


階段を上り切った先の扉の前で、店員が足を止めて振り返る。


彼が腰元でノックをすること数回。扉の向こうからパタパタと速足で歩いてくる音がした。


「ジャッジさん、お待ちかねの方々ですよ」


足音が早くなる。そしてまるで飛びついたかのように扉が勢いよく引かれ、慌てた様子のジャッジが姿を現した。


「リゼルさん、ジルさん、すみません！　本当は、下で待ってようと思ったんですけど」


「慌てなくて大丈夫ですよ」


「依頼人なんだから威張っとけ」


「そ、そんな事はしません……」


現れたジャッジは完全にプライベートな格好だった。


ふわふわした栗色の長髪が纏まとめられず広がり放題で、普段リゼルやジルの前では決して見せない気の抜けた格好をしている。その手は所在なさげに裾を握り、恥じ入るようにソワソワと視線を泳がせていた。


「来るの、早かったですか？」


「い、いえ！　その、爺じい様がお土産にって色々用意してくれて、その……」


「ジャッジ！　ほれ、これも持っていけ！」


「も、もう良いってば……！」


成程、出発準備も出来ない程に祖父に絡まれていたようだと、リゼルがジャッジの後ろを覗き込む。すると居住区らしき奥の扉から、魔道具を手に一人の男が顔を出した。


「お？」


その視線がリゼルを捉え、そしてジルへと流れてピタリと動きを止める。嫌そうに顔を顰めたジルがさり気なく視線を逸らしたが、もはや手遅れだった。


「ジルか！　ジャッジから話は聞いてたが変わらんの」


「喧やかましい」


ドカドカと近付いてくる老人に、リゼルの首は徐々に上を向く。


まさにジャッジの祖父に相応しい長身。年を経ても少しも背が曲がらない立ち姿は、恐らくジャッジと同様か、もしかすれば高いかもしれない。


そして何より、若々しい。外見は勿論のこと、覇気と雰囲気も相成り祖父ではなく父と言われた方が納得出来る。その視線はしっかりとジルの腰の大剣へと固定されていた。


「使っとるな、儂わしが選んでやったんだから当然じゃが。手入れは怠ってねぇだろうな」


「当たり前だろうが」


「ならば良し！」


性格は随分とジャッジと違っているようだ。その不敵な目がつい、とリゼルを射抜く。


「そんで、お前さんが」


「初めまして、リゼルと申します」


リゼルは姿勢を整え、胸に手をあて微笑んだ。


「滞在初日の夜、大切な団欒だんらんの時間を頂いてしまい申し訳御座いませんでした」


「ううむ、文句のひとつも言おうと思っとったが先に謝られてしまったわ」


必死で庇おうとワタワタしているジャッジを尻目に、リゼルを見下ろす視線は鋭い。此処でリゼルが愛する孫の害となる存在だと判断したならば、直ぐに引き離すのだろう。ジャッジが泣こうと喚こうと、容赦なく。


「ジャッジ君、出発は昼食の後になりそうですね」


気付きながらもすんなりとリゼルはそれを流し、ジャッジへと声をかける。


海千山千の商人相手に猫を被ろうと意味はなく、何より探られて困る腹積もりも無い。要らぬ疑いをかけるだけなのだから、普段通りにしていれば良いだろう。


「大体の時間で、また出直しましょうか」


「いえ！　リゼルさん達とも一度話したいって爺様が」


リゼルが横目で当の翁を窺えば、ニヤリと笑われる。


「お昼ご飯、一緒に食べてもらえませんか……？」


「光栄です」


リゼルにジャッジを手放す気はない。可愛がっているのだ。ならば好きに見定めて貰おうと、祖父の思惑とは裏腹に純粋な誘いの声へと肯定を返す。


ジャッジは喜ぶようにパッと顔を輝かせ、ジルは呆れたように視線を流した。そして仕掛けた本人はというと、口を大きく開けて豪快に笑っている。


「見かけによらず図太いの」


片手を差し出された。


「インサイという。孫が世話になっとるようじゃ」


「俺の方が余程ですよ」


リゼルがその手を握り返す。長身に見合う大きな手は、リゼルの決して小さくない手をしっかりと包み込んだ。


「何か必要になる度、ジャッジ君の店にはお世話になってます」


「そういえば冒険者か、見えんの」


はっきりと告げるインサイにリゼルは苦笑し、ジャッジは「爺様！」と不服そうに声を上げた。
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ナイフとフォークを手に用意された昼食へと舌鼓したづつみを打つリゼルへ、インサイは胡乱うらんな目を向けた。


「何じゃ、冒険者ならもっと豪快に食べんか」


「爺様！」


「これでも結構豪快になったんですけど……」


「最初と比べりゃな」


四人で広い食卓を囲み、使用人によって続々と運ばれる料理へと手を付ける。


インサイがやけにリゼルへ絡むのは、滞在の間にジャッジがリゼルの話ばかりしていた意趣返いしゅがえしだ。愛する孫の関心を一身に集める存在への嫉妬ともいう。


当のリゼルはそういう事もあるだろうと全く気にせず、隣で肉を頬張るジルを見た。


「ジルとインサイさんの出会いは二年前でしたっけ」


「ああ」


「その剣、勧められたんですよね」


「勧められたかは微妙だな」


自分に合う剣も分からないのかと投げつけられ、そして金をかっぱらわれたのだから押し売りに近い。それでも今まで愛用しているのだから、使い勝手については言うまでもないのだろう。素直に頷かないジルに可笑しそうに笑い、リゼルはインサイを向いた。


「俺に合う剣、どうですか？」


「ああ？」


言っている意味が分からないと、インサイは大きく口を開いて眉を寄せる。


「剣なんぞまともに振って来んかった癖して、何バカな事言っとる」


流石はジャッジの祖父、むしろ彼の孫だからこそジャッジは最上級の鑑定士なのだろう。一目でジルと大剣を引き合わせた眼力は、リゼル相手にも遺憾なく発揮された。


人を見る目はジャッジ以上かと、リゼルは感心しながら冷たい紅茶を飲む。剣を選んで貰えなかったのは少々残念だが。


「そら、獲物の一つでも見せてみんか」


「これなんですけど」


インサイはリアクションこそ異なるものの、概ねジャッジと似たような感想を口にした。


「こんなモンまともに使える癖に、剣なぞ欲しがりおって」


「折角の機会なので」


「何言っとる。剣振るよか難しい事平然としおってからに」


奇妙なものを見るかのような視線がリゼルを向く。


「お前さん、無茶苦茶な頭しとるな」


「ただの慣れですよ」


リゼルは苦笑し、瑞々しい野菜の盛られたサラダへとフォークを差し込んだ。


同じくサラダを味わっていたジャッジが、インサイの言葉に首を傾げる。冒険者の深い事情にも知識が及ぶインサイと違い、戦闘などはジャッジにとって専門外だ。


「頭？」


「おぉ、気になるか！」


最愛の孫から疑問を向けられれば、彼の顔はだらしなく破顔する。


「あやつの銃は魔力操作の応用じゃろ？　これだけ精密な操作が出来る魔法使いは早々おらん」


「じゃあリゼルさん、凄いんだ……！」


「まぁ、凄いというよりは『ようやるわ』の方かの」


目を輝かせてくれるジャッジは大変微笑ましいが、インサイの言葉に「それ良く言われる」とリゼルは内心頷いた。別にリゼルしか出来ないものでもないのだが、敬愛する国王曰く〝手間がかかって仕方ない〟とのこと。


「お前そんなに面倒なやり方してんの」


「慣れですよ、慣れ」


ジルの問いを敢えて否定せず、リゼルはほのほのと微笑んだ。


「剣より難しいと言っても、君レベルになると比べるべくもないでしょう？」


「こっちだって慣れだろ」


慣れとコツ次第で大分楽が出来る魔法と違い、剣技は実力を誤魔化しようがない。そういうつもりで讃たたえれば、ジャッジの輝く視線が黙々と肉を消化していくジルへも向いた。


照れなのか何なのか。嫌そうな顔をするジルに、びくりと肩を震わせていたが。


「儂の孫を睨むんじゃねぇ！」


「素が出てんぞ、爺」


ジル曰く、インサイの性格は昔と比べ大分丸くなっているという。それが納得出来る覇気の強さで声を荒げた彼は、ジャッジの驚いたような視線にゴホンと一つ咳払いを零した。


「魔力操作もそれなりとはいえ、凄いっちゅうなら別のもんじゃな」


「え？」


「向きの固定と位置操作、反動制御に引き金まで魔力操作で引いとる」


普段から魔力を扱う人間でなければ、魔法の事など良く分からない。ジャッジも道具屋として必要な知識以外はさっぱりで、何が凄いのかは良く分からなかった。


インサイもそれには気付いているのだろう。熱いコーヒーを啜すすりながら、机に置いた指先でトントンとテーブルクロスを叩いてみせた。


「例を出してやろうかの。ほれ、頭ん中で一曲思い浮かべてみると良い」


「う、うん」


ジャッジは最近王都パルテダの街角で小さな楽隊が奏でていた、王都国民ならば誰もが知っている賑やかな曲調を思い浮かべた。話を聞いていたリゼルとジルも釣られて試してみる。


「出来とるか？　そこに、別の曲を足す」


「うん」


「同時に、二曲、正確にな」


「……ん？」


どういう事かとパチパチと目を瞬かせるジャッジに、インサイはにやりと笑ってみせた。


「ま、そういう事じゃな」


「インサイさん。これ、俺も出来ません」


「例えじゃ、例え。締まらんなぁ」


ちなみにジルも当然のように出来なかった。


だがジャッジには、とにかく凄い事をしていたのだと理解出来たのだろう。「やっぱりリゼルさんは凄い」とほくほく顔だ。何故お前が満足そうなんだとジルが内心で突っ込む。


「だから、無茶苦茶な頭しとるっちゅうんじゃ」


「それ、褒めて頂いてるんでしょうか」


「当然じゃろが」


こうしてリゼル達は雑談に興じつつ、惜しみなく出される昼食をとり終えた。食後の紅茶と小さなケーキが運ばれて来ると、ジャッジがハッとしたように席を立つ。


「あ、僕、出発の準備をしてきますね。ゆっくりしていて下さい」


「最後なのに爺と一緒にデザートは食べんのか！」


「爺様がそう言ったから、昼食も一緒にだったんでしょ……！」


下がり気味の眉をきゅっと上げ、ジャッジは決意は揺るがないとばかりに踵きびすを返した。事前に伝えていたのだろう、食後のデザートは三人分しか用意されていない。


インサイはがっくりと肩を落とし、名残惜し気に愛しい孫の去った扉を見つめる。


「むぅ……今まではこの手で二日は延長出来たんだがの。しっかりしたもんじゃ」


確信犯だ。同情の余地はない。ジルの冷たい視線と、リゼルの苦笑が向けられるも、インサイの鋼鉄のハートは全て跳ね除けた。


「（まぁ、原因なぞ分かりきっとるか）」


インサイがリゼルを見る。愛する孫が滞在中、ずっと話題に出していた男は、話に聞いていたよりもずっと貴族然としていた。ケーキを口にする仕草すら品に溢れ、微笑みに他意はなく穏やかだ。


あまりにも懐いている為に、やや警戒はしていたが杞憂きゆうに終わるだろう。そもそもジャッジの変化すら、決して悪い方向には向かっていない。


「おい、やる」


「折角出されたのに」


「食えねぇもんは食えねぇ」


変化というならジルもそうか、とリゼルにケーキを押し付けている姿を見る。


数年前に出会った頃では考えられなかった。あの〝一刀〟が誰かと組む事になるなど、それも自ら望んで共にいるなど有り得なかった筈だ。


これ程周囲に影響を与える人間も早々居まいと、目の前に二つケーキを並べているリゼルを見ていると、ふと視線の合った彼がフォークを置いた。


「あ、そう言えば一つ頼みごとが」


「あん？」


「これ、渡しておいてくれませんか？」


四つ折りにされたメモらしきものを差し出され、受け取る。開いてみれば、それは何かの地図だった。大きな円が一つ、後は縦横無尽じゅうおうむじんに走る線、よくよく目を通した後にインサイは目を見開いた。


「こういうの、出回ったら良くないでしょう？」


「こりゃ……此処マルケイドの地下通路じゃねぇか」


大きな円は国の外周、はっきりと描かれた線は大通り、そして細く複雑に描かれているのが地下通路。インサイは、大衆に秘されるその通路の事を確かに知っていた。


それが出回ったのなら確かに大問題だ。何せ領主の屋敷に繋がっている通路もあれば、門を潜らずに商業国を出入り出来る通路もあるのだから。


「渡すって、お前さん」


「シャドウ伯爵に、です。インサイさんはご存知でしょう？」


ゆるりと微笑み、パクリとケーキを口に含んだリゼルを、インサイは睨み付けるように見据えた。地下通路の存在を知っているのは歴代領主と、そして領主と顔を合わせる事を許されている商業国の重鎮のみ。そのメンバーすら硬く秘匿ひとくされている。


「ジャッジにも教えてねぇぞ」


「あの子は気付いてると思いますけど」


その言い方から、ジャッジから聞いた訳ではないのだろう事は分かった。老いても現役の商人の眼光は鋭くリゼルを射抜く。


「そんなに睨まないで下さい。地図を手に入れたのも、偶然なんです」


しかしリゼルは苦笑し、それを流した。


「偶然だぁ？」


「オークションで落札した本に挟まっていました。随分と古い本に、挿絵のように」


リゼルがポーチから一冊の本を出してみせた。


〝世界最古のミステリー〟の通り名を持つ本は、表紙が擦り切れていて題名もほとんど読めない。しかし読むのに苦労するほど劣化している訳でもない。


「紙を隠すには本の中、定石じょうせきですよね」


リゼルがそれを地下通路だと気付いたのは他でもない。元は有事にそれを利用する側で、幾つかの実例を知っていただけに過ぎなかった。


もちろん出入り口については一つ二つ、マルケイドを観光しながら確認はしたが。正体を確信出来なければ、インサイに任せて良いかも分からない。


「貴方が領主様を知っていると思ったのも、代々領主様へ協力していると思ったからで」


「ほう、訳ぐらい教えて欲しいもんじゃ」


「だって本に書いてありました」


じゃん、とは言わないが、やや誇らしげにリゼルは一冊の本を取り出した。その表紙を飾る〝マルケイドの興り〟の文字を、また出た、とジルが頬杖をつきながら眺めている。


「貴方の商会も、マルケイド開拓に一役買ったんですよね」


「お前さん、何でそう本ばっか持ち歩いとる」


だから冒険者らしくないのだ、と呆れるインサイに、こればかりはジルも同意した。趣味なのに、とリゼルは心なしか拗ねつつ取り出したばかりの本を仕舞う。


「それで、儂の先代が協力したからって今も協力しとると？」


「ええ、間違いなく」


断定するリゼルが楽しそうに唇を笑みに染め、そっと目を細めて優しく紡ぐ。


「ジャッジ君、とても義理固い良い子です。そんな彼を育てた貴方が、そうでない訳がない」


「……ハッハッハッ！」


直後、膨れ上がった歓喜を吐き出すようにインサイが大声で笑った。楽しそうなそれにジャッジが不思議そうに顔を出すが、どうやら仲良くなったようだと判断したのか、ジルが追い払うように手を振ると安心して準備に戻って行く。


「はぁー、こりゃあ参った参った」


言葉通りに両手を上げたインサイは、未だ笑いを引き摺りながらも紅茶を飲み干した。


「なんじゃ、あやつの名前も知っとるなら顔も合わせたんか」


「ええ、夕飯を奢ってもらいました」


「たかったんだろうが」


「ハッハッ！　あのシャドウ相手にか！」


仮にも領主相手である筈だが、呼び捨てる程度には交流があるようだ。年齢を思えば、インサイにとって息子のような存在なのかもしれない。


リゼルはそんな事を思いながら、一つ目のケーキを食べ終えた。ジルと違い、甘い物は嫌いではない。二つ目のケーキを引き寄せる。


「あやつも張り合いのある相手と話せて良い息抜きになったじゃろ。意外とそういうの嫌いじゃねぇしの」


リゼルとジルはシャドウの仕事中毒具合に若干同情した。息抜きでまで仕事しなくて良いのにと思わずにはいられない。


「ま、この地図は確かに渡しておくから安心せい」


「お願いします」


「お前さんの名前も伝えた方が良いんか、リゼル」


「お好きなように。ただ、間違いなく渋い顔をされそうです」


「そりゃいかん。是非とも伝えておこう」


分かっていたが、やはり良い性格をしている。この祖父の元で良く、ジャッジがあれだけ純粋素直に育ったものだと感心してしまう程だ。


「インサイさん」


反面教師というものだろうか、なんて考えながらリゼルは相手の出方を窺うように口を開いた。身長差から微かに上目になる瞳に、地図を畳むインサイが片眉を上げてみせる。


「もう一つ、頼みたいんですが」


「なんじゃ、可愛いこぶりおって。なかなか似合っとるし頼まれてやろう」


「流石にこの年でそれは……いえ、有難うございます」


リゼルは苦笑し、そしてふと隣のジルを見た。


「ジル」


「あ？」


呼びかければ、肘をついていたジルが訝いぶかし気に顔を寄せる。そしてインサイには届かないだろう声色で尋ねるリゼルに、緩慢に頷いた。基本的にジルがリゼルのやる事に対して異いを唱える事は少ない。


何だ内緒話かと良い年して不満を唱えているインサイの前で、パーティメンバーの了承を得たリゼルがポーチから何かを取り出した。


「ふむ、竜の鱗……かなりの大きさじゃの。形状からして地底竜か、綺麗な翡翠色をしとる」


「流石です」


机の上に並べられたのは、先程ギルドでもお披露目したばかりの鱗だった。幾つか並んだそれが、窓から差し込む日を反射して鈍く光る。


「これがどうしたんじゃ」


「買い取って頂きたくて。出来れば、大々的に宣伝して売り出して貰えませんか？」


インサイは鱗を一つ手に取り、角度を変えて精査しながら考え込む。どうにもリゼルの言葉の意図が掴めない。金に不自由しているようには全く見えない為、余計にだ。


「つい昨日、〝水晶の遺跡〟で手に入れたものです」


「まぁ、ジルもおるし驚かんが……ん？　あそこのボスは竜だったか？」


「隠し部屋の主」


「ほう、まだ残っておったか」


ジルの言葉に、インサイが感慨深そうに数度頷く。


〝水晶の迷宮〟はインサイが生まれた時には既に存在していた。既に探索されつくしたと思われていた古い迷宮の新たな情報に、なんと浪漫ろまんのある事かと感心してみせる。


「それを、今朝ギルドに寄って報告して来たんです」


彼はリゼルの言葉に目を瞠つむり、そしてにやりと笑った。


「お前さん、物事の影響ってもんをよく知っとるな」


全て伝えずとも理解を示したインサイに、リゼルはただ微笑んだ。


リゼルがそれらの情報を持ち込んだのも、Ｅランクの冒険者だというのもすぐに広まるだろう。しかし、他人の成功を素直に受け入れられない人間は何処にだって存在する。


地底竜に挑もうとする者は少なく、バレやしないとＥランクが名声欲しさに嘘付いて、何処ぞで購入した鱗を見せびらかした。そう判断する者が居てもおかしくはない。


「鱗を幾つか市場に流して、地底竜が実在するってのを宣伝しろって事じゃろ」


「お願い出来ますか？」


インサイならば、宣伝力も説得力も申し分ない。商人どころか冒険者にまで噂は確実に広がるだろう。


「勝手に疑って勝手に死ぬ奴なんざ放っとけっつうんだよ」


「でもあの迷宮、有名な観光地でしょう？」


「迷宮の中を見られるなんぞ、他で聞いた事ねぇの」


異世界に迷い込んだかのように美しい迷宮を見に、わざわざ商業国の外からやってくる人々も多い。そんな迷宮で帰らぬ冒険者が急増すれば、流石に外聞が悪いだろう。


「そこまで気ぃ回してくれるなんざ、嬉しいもんじゃな」


そう言って笑うインサイは、確かに商業国を支える一商人の顔をしていた。商業国を気遣う提案を無下に出来る筈もなく、する気もない。誠意には誠意を以って返す。


「あの領主に恩でも売りてぇの」


「うーん、恩を感じてくれるでしょうか」


「ハッハッ、良い良い。タダ働きなんぞするモンじゃねぇ」


否定も肯定もしないリゼルに、インサイは機嫌良さそうに笑った。手にした鱗をリゼルの前へと戻し、ひのふのと数を確認する。


「ふむ……お近付きの記念に格安で譲ってくれりゃあ、儂は大喜びなんじゃが」


「どれだけお近付きになれた記念ですか？」


「抜け目ねぇな、お前さん」


インサイは好戦的に唇を笑みに歪めた。リゼルの言葉はつまり、自分の為にどれだけ動いてくれるのかと告げている。頼んでいる筈のリゼルにさらりと主導権を奪われた。


久々に血湧き肉躍る商談へと向かうような気分だ。商売人として覚醒したインサイはまるで若返ったかのようで、その雰囲気が更に老いから遠ざかる。


「でも、今回は止めておきましょう」


獰猛どうもうさすら滲む笑みを向けられながら、しかしリゼルはふっと肩の力を抜いた。


「適正価格で売ります。じゃないと、宣伝文句に説得力がなくなるでしょうし」


「ま、それもそうじゃの」


穏やかに告げるリゼルに、インサイもあっさりと好戦的な空気を解いた。


今回の目的を思えば、身内贔屓びいきはない方が良いだろう。疑いを晴らそうというのに、冒険者と商人が結託しているなどという新たな疑惑を挟まれる訳にもいかない。


「ならさっさと鑑定を済ませてしまうか。ジャッジ、ちょっと来てくれんか！」


「爺様、僕もう少しで準備が終わる……」


「ジャッジ君すみません、ちょっとだけお願いします」


「はい！」


この差。インサイは心から嘆いた。


打ちひしがれる翁おきなを尻目に、リゼルは速足でやってきたジャッジへ鱗の鑑定を依頼する。鑑定料と日頃のお礼に一枚あげるね、と言われた彼は真顔でリゼルを二度見した。


「え、これ、やっぱりリゼルさん達が……？」


「主にジルですけど」


「け、怪我とか！」


心配で声を上げかけたジャッジは、ふとジルと目が合ってスッと落ち着いた。ジルが一緒に居てリゼルが怪我をする事はない。それは彼にとって、極々当たり前の事実だった。


「えっと、これ、ですよね」


ジャッジが自らを落ち着かせるように一度深く深呼吸して、鱗を一つ一つ手にとる。


提示された金額は鱗の大きさや形、色合いなどで若干異なるものの、全て金貨に値した。魔物の鱗というジャンルにおいては最上級のものだ。それも当然だろう。


「有難うございます、ジャッジ君」


「いえ、僕、支度に戻りますね」


後少しだから、とジャッジは照れながらも奥の部屋へと戻って行った。


リゼルはやや温くなった紅茶を手に、戦闘一回分の戦果としては充分すぎる値のついた鱗を見下す。本来ならば壊れた装備などを買い直して消える事も多々あるのだが、冒険者の基準がジルであるリゼルにとってはやはり破格でしかない。


「竜って稼げるんですね」


「お前が金のこと口にすんの珍しいな」


「そうですか？」


まるで他人事のような口ぶりに、ジルが皮肉気に笑って口を開く。


「目標金額は？」


「え？」


「そういうとこだよ」


言っている意味が分からないと首を傾けたリゼルに、ジルは可笑しそうに目を細めた。


物の価値は分かっても、金自体に価値を感じない。リゼルにとって金銭とは手段でしかなく、目的の為に惜しまず使うべきものであった。多ければ出来る事が増え、少なければ別の手段を講じるに過ぎない。


金を溜めるという発想がないにも拘らず、金に困らないのは陰にジルの存在がある事を思えば不思議ではないだろう。


「ほれ、さっさと受け取らんかい」


話していれば、鱗の金額分の金貨と銀貨が机へ置かれる。


トレーに見栄え良く積まれたそれを、リゼルは礼を言って引き寄せた。そしてジルに寄せれば、ざっくりと半分鷲掴わしづかんで戻される。当然のような態度で視線すら寄越さないジルと、それに疑問すら抱かず素直に受け取るリゼルを、インサイは随分と似合いのパーティだと呆れたように眺めていた。


「お、お待たせしました……っ」


そうこうしている内に、準備を済ませたジャッジが部屋へと戻る。


「おお、ジャッジ。戻ったか！」


「準備、終わりました？」


「はい！」


随分と急いだのだろう。階段を行ったり来たりして息の上がった彼をリゼルは手招き、紅茶を差し出す。


「何か手伝えば良かったですね」


「いえ、そんな、全然……っ」


「どうせ爺が馬鹿みてぇに土産持たせたんだろ」


「当然じゃろうが」


インサイが胸を張る。土産の量は愛情の量だ。ジャッジも嬉しくは思っているし、思っているからこそ今せっせと馬車へ積んできたのだろう。


リゼルは微笑み、隣に立ってぬるい紅茶で一息ついているジャッジを見上げた。


「行きに言ってた、空間魔法に入らない道具とかも？」


「あ、あります！　安く仕入れられたので、つい」


「後で見せて下さいね」


嬉しそうにふにゃふにゃと笑うジャッジも、一人前の商人だ。祖父に会いに来る為とはいえ、商業国に来て何も仕入れず帰るような真似はしない。


「安いっつうと」


「ほら、前に爺様が言ってた、質は高い店」


「あそこはあんま行儀良い店じゃねぇじゃろ」


「うん、結構ギリギリな仕入れ方してるのかも……？　でも、お陰で、ほとんど原価で買えたよ」


控えめで、嬉しそうな笑顔。いつものジャッジの笑みだ。


しかし百戦錬磨ひゃくせんれんまの商人であるインサイが〝行儀が悪い〟と称し、聞いている限り非合法スレスレな買い付けを行うような店に赴き、それでも確かな質を持つが故に高値で売り捌きたいだろう商品を原価で仕入れられる。満足げなインサイの笑みを見れば、そういう事なのだろう。


「商売上手ですね」


「意外と押し強ぇんだよな」


「やる時はやる子です」


小声を交わしていれば、ジャッジが不思議そうに見下ろして来た。リゼルは何でもないと微笑み、さてと立ち上がる。ジルも立てかけていた剣を手に取り腰を上げた。


「何じゃ、もう行くんか」


「はい、御馳走ごちそう様でした」


「爺様も元気でね」


「おうおう、ジャッジも腹冷やさんようにな」


ジャッジの顔を見た途端、デレリと顔を緩めるインサイに大商人の風格は無い。先程の、商人としての本気とは酷いギャップがあった。


とはいえ最愛の孫相手では仕方ないだろう。リゼル達は家族の語らいを邪魔しないよう、先に部屋を出ようと扉へ向かう。だがドアノブへ手を掛けた瞬間、他ならぬインサイによって呼び止められた。


「孫を頼む」


真っすぐに向けられた視線に、リゼルは穏やかに目元を緩める。


「頼まれずとも、立派な商人です。頼りにしてますよ」


「そりゃ分かっとる」


年にそぐわぬ若々しい笑みを浮かべるインサイだが、今は確かに孫を案ずる祖父の顔をしていた。茶化したリゼルに不敵に笑う姿が、まさしく彼らしい。


「此方こそ急な頼み事、有難うございました」


「儂マルケイドの為になる願いじゃ。図々しいとは欠片も思わん」


インサイが真摯な色を瞳に宿し、そして此方も感謝するように小さく頷く。やはり街一つ支えて来た人は違うと、リゼルは最後に微笑んで今度こそ部屋を出た。


「あと一日おらんか！　爺ちゃんと一緒にもう一回遊びに行こうな！」


「今帰るんだってば！」


閉じた扉からしっかりと聞こえてきた声に、やはりただのクソ爺だと呟いたジルが思い切り溜息をついたのが可笑しかった。






出発が遅めだった為、マルケイドを出て半日も経てば空は茜色あかねいろから濃紺のうこんへと変わる。リゼル達は適当な場所で馬車を止め、相変わらず豪華なジャッジ手製の夕食をとった。


食後の片づけをジャッジが素晴らしい手際で済ませて行くのを、焚たき木の近くに腰かけたリゼル達は食後のお茶を片手に眺めている。手伝いは勿論断られた。


「空間魔法が一つあると、仕入れも楽ですよね」


「一応、物は増えてるけどな」


視線を馬車へと向ければ、開かれた後部の扉から中の様子が見える。リゼル達を十全に気遣うジャッジが馬車内を狭める筈がなく、隅に積まれた程度ではあるが、帰り際にインサイが色々持たせた事もあって多少スペースは減っていた。


「今夜、ジャッジ君とジルは並んで寝れるんでしょうか」


「す、すみません、爺様が……！」


「俺は座って寝るから良い」


リゼルが温かな紅茶を一口のみ、そして揶揄うよう目元を緩める。


「くっついて寝て下さい、面白いので」


「えっ」


「お前がこいつに腕枕されて寝んならやってやるよ」


「え!?」


鼻で笑うジルには通用しなかったが、流れ弾が全てジャッジに直撃した。目を白黒させて二人を見比べた彼は、しかしただの戯たわむれだと気付いて羞恥から目を逸らす。


実際、そこまで荷物が多い訳ではない。多少窮屈には思うかもしれないが、行きと変わらず快眠できる事だろう。


「今日も俺が先で良いですか？」


「ああ」


そんな姿に可笑しそうに笑い、リゼルがジルへと問いかける。見張りの順番の事だ。


初めての寝ずの番から変わらず、リゼルは最初の見張りに立候補していた。一度もトラブルが無かったのは魔物避けが効いているのか、それともジルが選んだ野営地が良いのか。


「新しい本、たくさん買った甲斐がありました」


「ちゃんと見張れよ」


「頑張ります」


正直、最初は本に集中し過ぎる事もあったが、基本的には勤勉なリゼルだ。ジルから日々コツも聞き、今では読書しながらでもきちんと見張りの役割を果たす事が出来る。


「だから、君もちゃんと寝て下さいね」


「別に座ってても寝れるけどな」


「それ、疲れは残るでしょう」


「分かってる」


夕食の片付けから、寝支度へ。テキパキと馬車の内部を整えて行くジャッジの動きには一切の無駄がない。


ジルは飲み終えた紅茶のカップを肘置きに器用に置き、立ち上がった。冒険者として休める時に休んでおく事の大切さは知っている。座っていても、などと言ってはみたが実行する気など無い。


「おやすみなさい」


「ああ」


向けられた就寝の挨拶に適当に返し、ジルがほぼ準備を終えた馬車内を覗き込む。分厚いマットと柔らかそうな毛布、そして今まさにまふまふと二つ並べられた枕。


左右の壁際に引っ付くように露骨に離れて置かれた枕に、ジルは大剣を壁に立てかけながら口を開いた。


「俺がこいつと肩並べて寝りゃ、お前も腕枕されて寝んだな？」


「それだと釣り合いません。せめてジャッジ君のこと抱きしめて寝て下さい」


「え、ちょ、それ僕どっちも無理で……！　っえ、本気じゃないですよね！　ね！」


気にされるとからかいたくなる大人げない大人二人に、ジャッジは存分に遊ばれた。


そして、そんな彼も片付けが一段落するとリゼルに促されて就寝へ向かう。小さなサイドテーブルにティーポットを用意し、「おやすみなさい」と少し申し訳なさそうに告げる姿を、リゼルはやはり何とも人に尽くす人だと微笑んで見送った。






二人が寝入ってから幾らか経った、しかし交代には程遠い時間。


リゼルは揺れる炎に照らされる本へ視線を落としながら、傍らのカップへと手を伸ばす。ぬるくなってしまった紅茶は、しかし火の近くで渇く喉には有難い。


パチパチと小さな火の粉を散らす焚き木に、そろそろ薪まきを追加するかとリゼルが本を閉じた。その時の事だった。


「……」


微かな違和感があった。薪へと伸ばした手を止めないまま、違和感の正体を探る。


リゼルにはジルの云う気配や殺気は分からない。だが貴族社会で培ったお陰で空気の変化には敏感だ。向けられる好意や敵意、警戒を解かせる為の会話、あるいはその逆。相手も貴族である故に隠される感情を、しかしリゼルは暴いてみせる。


そんなリゼルだからこそ、辛うじて気付けた。何かは分からない。だが何かが変わった。


「（揺れる草木、死角からの視線、靴擦れの音）」


それらが有るという前提で探れと、ジルは言っていた。そうすれば気付ける確率が上がると。


街道から外れ、やや森に入りこんだ沢に程近い場所。見通しはやや悪いが、焚火周りは開けており魔物が姿を現わせばすぐに分かる。その中心で、リゼルは薪を炎へ放り込んだ。


そしてゆっくりと椅子に背を預ける。瞬間、森から微かに何かが軋む音がした。


「……ん？」


ギィンッと金属と金属がぶつかり合う音が森へと響く。一つは森の奥から飛来した矢、もう一つはリゼルが咄嗟とっさに出した魔銃ライフル。ではなく、馬車から投げられたナイフだった。


「きちんと寝てました？」


「寝てたっつの」


振り返れば、上着へ腕を通しながらジルが馬車を降りた所だった。片手には抜身の大剣が握られている。


「ジャッジ君は？」


「寝てる」


「ぐっすり寝ててくれると良いんですけど」


苦笑しながら、リゼルは浮かべた銃を矢の飛来した方角へ向けた。


夜の間は常に小さく開けられている馬車の後部扉は、ジルにより閉められている。このやり取りは届いていないだろうが、今後の展開次第では起きてしまうだろう。


「起きても出て来ねぇよ」


ジルの云う通り、ジャッジは起きても馬車の扉を開けはしない。戦闘で自分に出来る事などないと理解しているからだ。護衛を付けたからには、守られる側も守られ方を理解する必要がある。


「怖がらせたくないんです」


「過保護」


森の奥から、再びキリリ……と微かな音が聞こえた。今度は複数だ。


「安い弓使ってんな」


「盗賊？」


「弓矢なんざ人間かゴブリンかだろ」


「なら前者ですね」


囁ささやくように声を交わし、リゼルがすすっとジルの背に隠れた瞬間だった。風切り音と共に飛来した矢を、ジルが一閃の元に斬り捨てる。


直後、リゼルは森に向かって発砲した。飛来した矢の数と同数、全く同じ方向、ジルの肩口から顔を覗かせながら即座に撃ち抜く。その数四発、しかし呻き声は三つ。


「あれ、一発外しました？」


「いや、方向は合ってた。……避けたな」


「最低一人、実力者がいますね。ただの夜盗にしては統率もとれてます」


リゼルが言いながら背後へ掌を返せば、前方を向いていた銃がヒュッと半回転した。そして方向を定めず数度の発砲。銃弾が木の表面を削り取ると同時に、「バレたぞ！」という声が上がる。


「そして、もう居ない」


ただ探りを入れただけの攻撃に、慣れた者ならわざわざ反応したりはしない。リゼルはジルと背中合わせになりながら、音を立てて飛び出して来た盗賊たちへと向き合った。


二人を囲むように、人数は十二人。その内の負傷している三人が弓使い。微かに触れる背の温度を感じながら、平静のままに微笑む。


「捨て駒にされた気分はどうですか？」


「でけぇクチ叩けんじゃねぇか、優男」


「此方としては、引いて欲しい所ですが」


「ハッ、命乞いか？　そりゃ出来ねぇな、此処で見逃しゃ俺達が殺されちまう」


盗賊達にとって、リゼルは余りにも奪い甲斐のある絶好のカモだった。馬車の中にはどれだけの金銀財宝が眠っているのか、人質にとって生家に金銭を要求しても良い、ありとあらゆる手を使い金を絞り尽くしてやろうという欲望に支配されていた。


だからだろう。武器を構えてニヤニヤと笑い、己の破滅に気付けない。


「交渉決裂ですね」


微笑みが合図だった。まるで〝待て〟から解放された獣のように、盗賊達が一斉に襲い掛かる。


「このフォーキ団に目ぇ付けられた事、後悔すんだなぁ！」


「頭領さんの名前、フォーキさんじゃないですよね？」


弓を持つ者が矢をつがえ、しかしそれよりも早くリゼルの銃が相手を射抜いた。その目の前で剣を振りかぶりながら吠えた男は、背中越しのジルによって振り向きもせずに斬り捨てられる。


「あまり大声を出さないで」


囁くように告げ、崩れ落ちる男を一瞥する事なくリゼルは一瞬馬車を窺った。きっと、ジャッジは起きてしまっているだろう。


「よそ見してんなよ」


「すみません」


見えていない癖に、見通すように告げられた言葉へ苦笑を返す。直後、一切重さを感じさせない一閃が風を切る音と、矛盾する様に重い何かが幾つも地面へ落ちた音が背後から届いた。


魔物との戦闘に特化している筈の冒険者が、対人戦こそ真骨頂とするなど奇妙な事だ。リゼルは可笑しげに目を細め、感心するように吐息を零し、そして目前で逃亡を図る盗賊を撃ち抜いた。


「容赦ねぇな」


「君に言われたくありません」


戯れの後のち、喧騒けんそうが止む。


「見逃しても同じ事でしょう」


「だろうな」


不利を悟り、即座に引いた彼らの統率者こそが英断だ。それにも拘らず獲物に執着した輩が、大人しく逃げたままでいる筈がない。


ならば見逃したとしても、彼らは報復を諦めないだろう。今後の道程を思えば、此処で始末をつけるのが護衛依頼として正しいとリゼル達は判断した。


「移動するぞ」


剣を鞘へと仕舞い、ふいにジルがリゼルへと視線を向ける。


「俺が動かす。お前は乗ってろ」


「まだ交代には早いですよ？」


「思う存分甘やかして来いっつってんだよ」


分かっている癖に遊ぶなと呆れたような声に、リゼルはにこりと笑って礼を告げる。そして馬を回収しに行くジルへ後を頼み、ゆったりとした歩調へ馬車へと歩み寄った。


頬へと落ちた髪を耳へかけながら視線を送ると、水音と共に煌々と照る焚き木が沈黙する。何かを思うように視線を伏せれば、吹き抜けた風がその身を包んだ。


闇は惨状を隠すだろう。最上の素材で造られた装備は、風に扇がれただけで血の匂いを散らす。リゼルは馬車の扉を開き、靴を脱いで乗り込んだ。恐らく朝までは、馬車を降りる事はない。


「ジャッジ君」


まるで寝物語を語るかのように、優しく呼びかける。ジャッジは震える身を毛布で包み、壁へと背を押し付けるように隅で小さくなっていた。


「馬車、少しだけ動かしますね」


向かいに膝をつき、視線を合わせるように覗き込む。涙をいっぱいに含んだ瞳が、ゆるゆるとリゼルを見た。


「事前に防げなくてすみません。怖かったですね」


今にも零れ落ちそうな涙を拭おうと、リゼルは手袋を脱いだ手をゆっくりと持ち上げる。ジャッジが怯えるようなら直ぐにその手は引かれるだろう。僅かな罪悪感すら抱かせず、さり気なく。


「そんなの……ッ」


だからこそジャッジは、咄嗟に差し出された手を握り締めた。


「そんな事じゃ、なくて」


くしゃりと顔を歪めるジャッジに、リゼルは促すように首を傾けてみせた。微笑み、自らの手を包み込む大きな掌を握り返す。


「無事で、良かった……！」


涙に溺れたかのように震える声と瞳が、真っすぐにリゼルへと向けられた。

            





    
  
  




信頼されていない訳ではない。恐らく彼はリゼル達が負けるなどとは微塵も思っていない。それでも自らを殺めようと迫る存在に恐怖するのは当然で、リゼル達が怪我をしないかと心配するのは彼の優しさだ。


「大丈夫、俺もジルも何とも無いですよ」


それを嬉しいと微笑み、リゼルは握られていない手で涙の滲む目元をなぞる。下瞼したまぶたから溢れそうな涙が耐え切れず零れるのを、慰めるように頬を撫でた。


「きちんと隠れていられましたね」


「はい……っ」


「良い子」


そのまま柔らかい髪に手を差し込み、落ちつけるように優しく叩けば、ジャッジがぐすぐすと鼻を鳴らしながら肩へと額を押し付けて来た。擦り寄られれば、首筋を撫でる髪がくすぐったい。


リゼルは笑みを零しながら、柔らかな髪を撫でる掌を後頭部へと滑らせる。握り締めたまま離れないジャッジの手は、未だ小さく震えていた。


「眠れる？」


「……ちょ、っと」


ジャッジがふるりと首を振る。未だドクドクと跳ねる彼の心臓を思えば当然か。しかし肩に埋まる彼の額は暖かく、眠気が無い訳ではないのだろう。


リゼルはそんな事を考えながら、小さく丸まっている広い背中へゆっくりと掌を滑らせた。心臓の裏に差し掛かった辺りで止め、握られた手を握り返す。


「大丈夫ですよ」


「はい……」


「手、握ったままで良いので」


囁けば、掌に伝わる心臓の音が徐々にその音を小さくしていく。そろそろと顔を上げたジャッジに微笑み、床に落ちた毛布を手繰り寄せた。


優しく促せば、今度はジャッジも素直に横になる。未だ揺れる瞳に微笑みかけ、その瞳を覆う様に掌を被せた。震えるまつ毛が掌をくすぐる感覚がこそばゆい。


「目を閉じて、おやすみなさい」


リゼルは暫くそのままでいた。そしてジャッジが寝息をたて始めたのを確認し、静かに目元の掌を外す。安眠というにはやや悩まし気だが、どうやらきちんと眠れているようだ。


毛布を肩まで引き上げてやる。ふいに微かな振動と共に馬車が止まったが、ジャッジは目を覚まさなかった。


「……寝たか」


静かに馬車の扉が開き、ジルが顔を出した。月明かりが差し込む。


「すみません、後はお願いします」


「いいからお前も寝ろ」


その言葉に甘え、リゼルもゆっくりと横になった。


片手で器用に毛布を被る姿に、ジルは呆れたように溜息をつく。握られたままの手を、外す気もないと差し出す姿に、流石に甘やかし過ぎだと思わずにはいられない。


翌朝、羞恥のあまり死にそうになっているジャッジの姿を、そりゃそうだよなと眺める事になるなど想像するに容易い夜だった。
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スタッドが頻繁に新人の受付を担当している理由は幾つかある。


一つは、王都パルテダの冒険者ギルドで最も接し辛い彼に最初に当て、強制的に慣れて貰おうというもの。これにはギルド職員を舐めてかかる冒険者の反抗心を徹底的にぶち折る目的もある。


もう一つは、純粋に優秀だということ。まだ何も知らないが故の突飛な質問にも淡々と答えられ、そして日に何件も無い新人受付の空き時間に臨機応変に他の業務を行える。


「説明は以上になりますが質問があればどうぞ」


彼は常と変わらず、淡々と新人冒険者への対応をこなしていた。本人に全くその意図はないが、感情の一切浮かばぬ絶対零度の風貌は他者を怯ませる事も多い。


今も喧騒と共にギルドに人が出入りする中、視線を固定され続けている新人冒険者が盛大に顔を引き攣つらせている。しかし、そんなスタッドも最近は少し変わったと噂される事があった。


「や、特に……」


新人冒険者はそう答えながら、ふと違和感を抱いた。


一切外れなかった視線が外れた気がした。余所で乱闘が起ころうと、騒音じみた笑い声が上がろうと、何も関心がないと此方を見据えていた視線が。


あまりにも一瞬だった為、気のせいだったかと疑問を抱きつつ、再び自身を向いたガラス玉のような瞳を見た時だ。


「特に無いんですね」


「は……？」


「有るのならさっさと言えと言っているんです。質問はありませんか」


淡々とした抑揚のない声が、まるで圧力を持ったかのように襲いかかる感覚は、このギルドで冒険者登録をした者が一度は通る道だ。言葉を失い、頷くしかない冒険者を笑う者はいない。


そんな彼の肩に、彼を引き入れた現役冒険者が同情を込めてポンッと手を置く。彼は別の国でギルドに加入した冒険者だが、王都ギルドで過去に一度職員に強く出てしまった事があり、スタッドの洗礼を受けていた。


「おい、ハッキリ言ってやれ」


促され、新人冒険者は意を決したようにキッと眉を吊り上げる。


「無いです!!」


「ではギルドからの説明は以上です。お疲れ様でした」


いかにも定型文、といった無感情な声でそれだけ告げてスタッドが立ち上がる。


ぽかんとそれを見上げる新人冒険者の前で、彼は脇目も振らず依頼窓口へと向かった。そして一つ空いていた席へと座り、とある冒険者を迎え入れる。


「予定より早いですね」


「順調だったので。ただいま、スタッド君」


優しく髪を撫でる手をすんなりと受け入れる姿に、それを目撃した新人冒険者は椅子から転がり落ちそうになったが、その内慣れるという先達からの言葉に何とか耐えた。






「フォーキ団ですか。馬鹿みたいな名前ですが最近よく聞きますね」


「馬鹿みたいというか……いえ、何でも無いです」


盗賊団の事を尋ねてみれば、それだけでスタッドは全てを察したのだろう。まるで夕食のメニューを提案するかのように、あっさりと口を開いた。


「襲われたんですか。分かりました、ギルドの総力を挙げて殲滅せんめつしましょう」


「大丈夫ですよ。襲ってきた人達は対処したので」


無表情ながら、どこか不服そうな雰囲気を醸かもし出すスタッドにリゼルは苦笑する。彼の背後を見れば、一人のギルド職員が決死の表情で大きくバツを作っていた。


スタッドが出来ると言うのなら間違いなく出来るのだろうが、確実にギルドへ多大なる負担がかかる。盗賊退治はギルドの役割ではないのだから、とリゼルはやんわりと窘たしなめた。


「盗賊っつうなら国の担当だろ」


「憲兵けんぺいですか？」


「どっちかっつうと騎士」


憲兵は幅広く治安維持、騎士は対人特化、そして冒険者は対魔物特化。そうざっくりと説明するジルに、リゼルは成程と頷く。自らが生まれ育った国とはやや体制が異なるようだ。


「とはいえ、騎士の根本は守護でしょう？」


リゼルは、王都で過ごす内に色々な情報を耳に入れている。


見る限り、この国の憲兵は優秀で充分な信頼を受けている。こちらは対面した事はないが、騎士も民の尊敬を集めている。そんな彼らが持て余しているのなら、件の盗賊は相当悪知恵が働くのだろう。


「相手は引き際も弁わきまえてて、不意打ちにも通じていて、とにかく相性が悪いんだと思います」


「拠点を全く掴ませないとは聞いた事がありますが」


「きっと移動型ですね。いえ、特定の拠点は持たないのかも」


「ただの盗賊にしちゃ用心深ぇな」


フォーキ団と名乗った彼らの活動地点は多岐に渡るらしい。


パルテダール（本来の国名はパルテダだが、今では王都をパルテダと呼ぶ事が一般化してしまった為、国土全体を指してこう呼ばれる）近郊で主に活動しており、神出鬼没の盗賊として恐れられている。


「あんだけ使い捨て用意出来んなら情報も掴ませねぇだろ」


「何も知らなさそうでしたしね」


襲い掛かって来た盗賊達の事を思い出しながら、リゼル達は和気藹々あいあいと話す。


つまるところ、ただの暇潰しの雑談だ。護衛依頼の終了手続きは通常のものより時間がかかる。スタッドも会話に加わってはいるが、その手元は澱よどみなく動いていた。


「まぁ、暫く遠出の予定もないので関わる事もないでしょう」


「疲れてんのか」


「そういう訳じゃないんですけど」


話していれば、ふとスタッドの動きが止まった。視線はリゼルのギルドカードから読み取った情報、それを映し出す魔道具へと向けられている。


「ん、何か変な所でもありました？」


「いえ、地底竜を倒しているならランクアップしても良いのではと思っただけです」


「倒したっていっても、ほぼジル一人だったので」


「その魔物を倒す為に充分な貢献をしていれば、討伐数にカウントされます」


貢献といっても、大部分が地底竜への道中の手伝いで地味に役に立っていただけだ。締まらないなとリゼルは苦笑するが、ギルドカードにそう記録されているのなら事実なのだろう。最新の魔法技術と〝迷宮だから仕方ない〟の原理がふんだんに盛り込まれたそれらを疑っては、冒険者などやってはいられない。


「（変なとこ冒険者らしいんだよな……）」


内心の考えを悟ったかのように、ジルが呆れたように眺めていた事をリゼルは知らない。


地底竜という文字を見ても淡々としているスタッドとは裏腹に、聞こえる範囲にいた冒険者から二度見を受けながらも気にせず問いかける。


「こんなに直ぐ上がっちゃって良いんですか？」


「地底竜を討伐出来るなら問題はないかと。特に貴方は依頼の選り好みもしませんので」


ランクを上げる為には、ただ闇雲に依頼を達成していれば良いというものではない。


例えば討伐依頼ばかり受けていては、多様な依頼を達成出来ないとみなされる。逆に満遍まんべんなく依頼を受けていようと、ランクが上がった先のレベルの魔物に太刀打ち出来ないと判断されれば上がれない。


「お前変な依頼とか一人の時に受けてんだろ」


「誰もやりたがらない依頼は正直ギルドの印象も上がりやすいです」


「え？」


変、誰もやりたがらない、などリゼルには心当たりが一切ない。どれの事だろう、とは思うものの、結果オーライだと気にせず終わる。


「そうですね。ランクアップの要件を満たしてるなら、喜んで」


「分かりました。直ぐに手続きに入ります」


微笑めば、スタッドが手元の動きを再開させる。


「Ｄか」


それを眺めていれば、ふとジルが此方を見下ろして来た。リゼルは少しばかり機嫌が良さそうに目元を緩め、視線を返す。


「順調ですね」


「まぁ、Ｄまではな」


「Ｃは難しいですか？」


「お前は大丈夫じゃねぇの」


基本的に、Ｄランクまではどの冒険者も行き詰まる事が無い。上がるのが困難になるのはＣランクからで、ＤからＣに成れずに伸び悩む冒険者も多い。そしてＢランクまではギルド職員の判断で上がれるが、それ以降はギルド長クラスの許可が必要となる。


「Ｂにも？」


「ハッ、まだ早ぇな」


リゼルが悪戯いたずらっぽく問いかければ、ジルも口元を笑みに歪めてそう返す。ジルが大丈夫だと言うなら大丈夫なのだろうし、まだと言うならいずれ機会は来るのだろうとリゼルは納得して可笑しそうに笑う。


「ランクアップのお祝い、冒険者の人達は飲みに行くんですよね」


「名目があるってだけで普段の飲みと変わんねぇけどな」


「でも、折角なので。今日、付いて行って良いですか？」


飲みに行くだろうと、そう問いかけるリゼルにジルは微かに眉を寄せた。別に行くのは良い。大した手間でもなければ、落ち着ける店でさえあれば外飲みも嫌いではない。だが、と口を開く。


「飲めねぇだろ」


「飲めませんけど。雰囲気だけです」


全く飲めない癖に、冒険者らしい事がしたいのだ。


折角のパーティだからと言われてしまえば断る理由もない。基本的に一人で飲むのが好きなジルだが、柔らかい声を聞きながら飲むのもたまには悪くない。


小さく息を吐き、代わりにそんな事をしても冒険者には見えないという言葉を飲み込んだ。ジルにも良心はある。


「終わりました」


「あ、有難うございます」


そうこうしている内に、ランクアップが終了した。差し出されたギルドカードを受け取り、リゼルがその色の違いをまじまじと眺めていた時だ。


「パーティ、入れてくんないッスか！」


突然、声をかけられる。明らかに自身らへ向けられた声にリゼル達がそちらを見れば、一人の青年が愛想の良い笑みを浮かべて立っていた。


最初に目に入ったのは鮮やかな赤だった。一つに結ばれた赤く長い髪が、まるで蛇のようにしなって揺れる。そして特徴的な箇所がもう一つ、片頬に硬質な鱗が数枚。


「俺達の、で良いですか？」


「当然」


切れ長の目を更に細め、彼はにっこりと笑った。


しなやかで細身の体躯たいくは、しかし確かに鍛えられていると分かる。リゼルには剣の良し悪しなど分からないが、腰に下げられた二本の短剣は良く使い込まれていた。


チラリとジルを窺えば、一見ただ面倒そうにしているだけだが胡散臭うさんくさそうな目で彼を見ている。状況的に当然かと、リゼルは常と変わらず穏やかに青年を見た。


「自己紹介と志望動機、お願いします」


「名前はイレヴン、冒険者ランクはソロＣ、長所は毒に強ぇトコと正直なトコ。短所は朝に弱いトコと寒さに弱いトコ。地底竜倒せるパーティなら入りてぇなってのが志望動機！」

            





    
  
  




邪気の無い笑みを浮かべて溌剌はつらつと答えた青年に、リゼルもにこりと微笑む。


「長所と志望動機が矛盾してます。またどうぞ」


「また来るッス！」


下された結論に、しかし彼は笑みをそのままにあっさりと背を向けた。軽い足取りでギルドを出て行く姿にめげる様子はなく、むしろ何処か機嫌が良さそうにも見える。


そのままギルドを去った鮮やかな赤を見送り、リゼルは可笑しそうに笑った。


「色々な意味で色気のある子ですね。癖が強くて、雰囲気があるっていうか」


「面倒そうなのホイホイ相手にしてんじゃねぇよ」


「ちょっと気になったので」


リゼルが何が気になったのかは誰も分からない。


ただジルは嫌そうな顔をしただけで、それ以上の追及を止めた。イレヴンが自身も敵わないような強者なら話は別だが、そうでは無いのだから好きにすれば良い。


「で、嘘くせぇから却下って？」


「いえ、あれは多分アピールです。正直だけど利益のある嘘はつけるっていう」


「それはもう正直じゃねぇだろ」


呆れたように言うジルに然さもありなんと頷きながら、リゼルは会話に横槍を入れられて不快そうにしていたスタッドを見下した。手を伸ばし、宥めるように髪を撫でれば、リゼルには無表情な彼の後ろにポンッと花が飛び出したように見える。


「スタッド君、彼は？」


「ほぼ口にした通りかと。ソロＣに値する実力はありますが、あまり熱心に依頼を受けるタイプではありません」


「獣人で、蛇でしょうか。毒に強いのも寒さに弱いのも、種族の特性ですよね」


「じゃねぇの。この辺りじゃあんま見ねぇな」


「当ギルドでは過去に一人、前例があるようですが」


リゼルにとっても獣人は当たり前に馴染みのある存在だが、蛇の獣人は見た事がない。


元いた国でも同様で、あちらには存在しなかったのか出会う機会が無かっただけなのかは分からなかった。蛇の獣人の特徴も、此方で読んだ本に書いてあったものだ。


ちなみに外見的な特徴がどれほど表れるかは完全にランダムだが、特徴が大きければ大きいほど獣人にとって喜ばしい事らしい。何故かと聞くと「何となく」と返って来る。


「パーティに入れるんですか」


ふと此方を見上げるスタッドに、リゼルはぱちりと目を瞬かせた。


「んー……ちょっと難しいですね」


どういう意味かとジルとスタッドの視線が集まるが、リゼルからはそれ以上の返答は無かった。


それに対し、口にしないのなら大した事ではないのだろうと結論付け、スタッドはそっと安堵した。そして、じっとリゼルを見る。


「もし今夜飲みに行くのなら、御一緒しても宜しいでしょうか」


「勿論です」


無感情のまま、しかし微かに懇願を孕はらむ眼差しにリゼルは微笑んで頷いた。事後承諾をとるようにジルを見れば、やや眉を寄せながらも頷かれる。


「てめぇと飲む日が来るなんてな」


「私は今でもその気はありませんが」


ジルは自身の変化を自覚している。スタッドは気付かないし気付く気もない。やや微妙そうなジルと淡々としているスタッドを、リゼルは別に嫌い合っている訳でもないのだからと気にせず流す。


「迎えに来ましょう。何時くらいが良いですか？」


「七時の鐘に上がります」


上がれます、ではない辺りにスタッドの本気を見た。


「じゃあその頃に来ますね」


そうして立ち去ろうとしたリゼルが、頑張ってというようにヒラリと手を振る。スタッドも小さく手を上げ、そして手など振った事がない為にそのまま下ろした。


それを見て可笑しそうに笑う姿に、それならば良いかとスタッドは仕事を再開させた。






まるでバーのような馴染みの酒場で、四人は一つの机を囲んでいた。丸い机にリゼル、ジル、スタッド、そしてジャッジが席に着く。


スタッドを迎えに行った際、護衛依頼の報酬を納めに来たジャッジと偶然鉢合わせ、折角だからと誘ったのだ。ジャッジは嬉しそうに頷いて付いて来た。


「今日はランクアップ記念なので、俺が奢りますね」


「何でてめぇが奢るんだよ」


「ん？」


祝い事があれば見栄を張る為に客人を招く貴族社会では、当然主催者が出資する。そんなリゼルの発言は、この場では全く的外れなものだった。


一瞬疑問を浮かべながらも、そういえば違うのだったとリゼルは納得しつつ頷く。


「とにかく今日は俺の奢りなので、いっぱい食べて下さい」


「あの、僕が出し」


「私が出しますから愚図ぐずは黙っていて下さい」


「何で当たりが強いの……！」


ジャッジは時に貴族も客となる商店の主、スタッドは冒険者ギルドでギルド長に次ぐ実質ナンバーツー。後者に至っては一切の散財に興味がない為、給料は溜まる一方だ。


それがリゼルの祝い事となれば惜しむ筈もなく、自分がと立候補し合う姿にリゼルは微笑んでメニューを差し出した。


「年下に奢らせる気は無いですよ。注文、何にしましょうか」


はい、と手渡された二人がひとまず言い合いを止める。年下に奢らせないと断言したリゼルに、無理やり押し切って恥をかかせる訳にはいかないと素直に引き下がった。


「とりあえずエール、ペールで」


「え、と……僕もエールで、ブラウンを」


「辛口でそれなりのものを適当に」


「三人とも飲めるんですね。あ、サラトガを」


慣れたように頼む三人に感心しながら、リゼルもいつも通りノンアルコールのカクテルを頼む。


飲めもしないのに時々訪れて、食事をして帰るリゼルにマスターは全く嫌な顔をしない。今もカウンターの向こうで寡黙かもくな顔で頷いている彼は、スタッドの曖昧な注文にも完璧に答えて見せる腕の持ち主だ。


「リゼルさん、飲めないんですね。ちょっと意外です」


適当に食事も注文しているジルとスタッドを尻目に、ジャッジが意外そうにリゼルを見た。馬車の護衛で飲まなかったのは、依頼中だからと思っていたからだ。


「ワインとか、似合いそうなのに」


「こればかりは体質で……。一口でも酔い始めちゃいます」


「ちなみに、酔うと？」


「残念ながら、覚えてなくて」


恐る恐る問いかけるジャッジに、リゼルは残念そうに眉を落として苦笑した。


「ただ、元教え子からは飲まない方が良いと言われているので、碌ろくな酔い方をしていないんだと思います」


お恥ずかしい、と恥ずかしげもなく告げるリゼルが初めて酔ったのは実家での事だ。


酔って記憶を無くすなど、口約束でさえ馬鹿に出来ない貴族社会であってはならない。それ以来自制している。


「一緒に飲んだ父は、別に変な事をした訳じゃないんだからって笑ってたんですけど」


「じゃあ何したんだよ」


「それは教えてくれませんでした」


独特の感性を持つ自らの父の言葉をリゼルはいまいち信用出来ず、禁酒を決意した。


「その元教え子とは一緒に飲んだんですか」


「はい、それが二回目です」


自制していたリゼルが再び飲んだのが、自らが仕える国王にどうしてもと言われた時だ。当時はまだ国王の地位になかった彼だが、リゼルが拒否する筈もない。


しかし当の国王も、翌日酔いが冷めた後のリゼルに酔っている間の事を教えてくれなかった。ただ、ニヤニヤと笑いながら唯一聞けたヒントはしっかりと覚えている。


「普段と真逆、だとか」


それはつまり、とジル達は各々口を開いた。


「（普段性欲なんて欠片もねぇ顔してるし）色狂いになんのか」


「（普段すごく優しいから）態度が冷たくなる、とか……」


「（普段甘やかしてくれる分）甘えるようになるんですか？」


「今日はジルの奢りになったので、ジャッジ君もスタッド君も遠慮はしないように」


しまったと顔を顰めたジルが舌打ちを零すが、リゼルはにっこりと笑う。流石に自分の記憶がない間に、余所の令嬢に手を出しているなどという失態は考えたくもない。ジルも分が悪いと悟ったのだろう、それ以上不満を吐く事はなかった。


「腹に溜まるものが欲しいですね」


「でも、おつまみも」


「おい」


ただしリゼルの奢りからジルの奢りに移った途端に、流れるように注文を始めた年下二人には一言言う。男二人、腹が減っているのは分かるが先程までの遠慮は何処へ行ったのか。


ちらちらとジルを窺うジャッジと、堂々とメニューを眺めるスタッドにより続々と追加の食事候補が上げられる中、トレーを片手にマスターが机の隣に立つ。


「乾杯とかもするんですよね」


「やりてぇなら良いんじゃねぇの」


「はい、折角のランクアップだし、お祝いさせて下さい」


四人の前に、それぞれのグラスが置かれていく。手に取り、口火を切ったのはスタッドだった。


「ランクアップおめでとうございます」


「スタッド……もうちょっと、なんか」


酷く淡々とした音頭おんどだった。とはいえ、あまり煩い雰囲気が似合う店でもない。


リゼル本人が酷く満足そうにグラスを持ち上げ、チンッとスタッドのものと合わせているのだから良いのだろうか。ジルとジャッジも「ならば良いか」と納得し、グラスを合わせる。全員、リゼルを祝う気持ちは確かなのだから。


「ああいう飲み方は、少し憧れるんですけど」


「そうですか」


グッと一口で飲みきる勢いのジルと、意外にもごくごくと途切れることなく飲み続けるジャッジ。良い飲みっぷりだと二人を眺めるリゼルを横目に、スタッドもゆっくりとグラスに口をつけた。そして、じっとグラスへと視線を落とす。


「美味しいです」


「それは良かった。マスター、常連が増えるかもしれませんよ」


「……そうか」


丁度食事を運んで来てくれたマスターにリゼルが声をかければ、相変わらずの様子で頷かれる。愛想はないが、薄っすらと口元に浮かぶ笑みに彼の本心を垣間見た。


そして暫く腹を満たしながら雑談していれば、話題は終了したばかりの護衛任務へと移る。


「今回の護衛依頼はどうでしたか。この愚図の事なので道中は他と比べると快適だったかと思いますが」


「また、愚図っていう……」


「まさか全く迷惑をかけていない自信があるとでも？」


「う」


思わず言葉に詰まったジャッジに、スタッドの淡々とした視線が突き刺さる。リゼルは苦笑し、否定するようにカランとグラスを回してみせた。


「むしろ、俺達がお世話になりっぱなしでしたよ」


「言葉通りな」


思わずジルも呆れて同意する待遇の良さだった。


「やっぱり、あれが普通じゃないんですね」


「お前、どうしてあれが普通だと思えんだよ」


「確認ですよ、確認」


それが普通の環境に居たリゼルだが、流石にジャッジのもてなしが破格だという事は分かる。何せ、事前にジルから通常の護衛依頼の事は聞いていた。


「リゼルさんに頼むんだから、あれぐらいは普通だと思って……」


「当然です」


照れた様子のジャッジにジルは照れる部分じゃないと思ったし、真顔で同意するスタッドにリゼルはきょとんと眼を瞬かせた。Ｅランクの冒険者なのに何故、というリゼルの疑問は残念ながら誰にも理解されない。


事実、ジルが呆れているのも「気持ちは分かるがやり過ぎだ」という一点に対してのみ。冒険者云々など一切考えていなかった。


「やっぱり一度くらい、他の護衛依頼を受けてみるのも良いですね」


「依頼人に気ィ遣わせそうな冒険者だな」


意地が悪く笑うジルに、わざとらしく拗ねてみせながらリゼルは喉を潤した。


辛口で爽やかな口当たりは、今までに飲んだものより更に飲みやすくなっている。何度か来ている内に好みを覚えてくれたのかと思うと、少しばかり嬉しかった。


「他の護衛依頼って、荷物扱いされて、無理矢理狭いスペースに押し込められるっていう……」


そんなリゼルを恐る恐る見ながら、ジャッジが何やら深刻そうに呟く。


「依頼を受けるからには、無理矢理って訳じゃないと思いますけど」


「駄目です！　そんな、リゼルさんが……そんな扱いされるなんて……！」


タンッとグラスを机に置いて、何を想像したのか震えながらジャッジが声を荒げた。そのグラスが空になっているのを見て、リゼルは取り敢えず追加を注文してやる。


これは酔っているのだろうかとも考えたが、弱いのならば遠慮するだろうジャッジだ。多少は酒の力を借りているかもしれないが、間違いなく本音でしかない。


「大丈夫ですよ。それに、ほら。ランクアップには色々な依頼を受けないと」


「私も反対です」


スタッドからまさかの発言が飛び出した。


「数を稼ぎたいのなら、この愚図が何度も依頼を出すのでそれを受けて下さい」


「ギルド職員の台詞とは思えねぇな」


「他者を納得させるだけの説得力があれば良いんです。そもそも貴方もほぼ討伐依頼だけでＢまで上がった異例ですし」


決まった基準がなく、ギルド職員の判断によるならばそういう事もあるのだろう。リゼルは自分では無理そうだなと納得しつつ、感心したようにジルを見た。嫌そうな顔をされたが。


「僕、リゼルさんが望むなら、何度も依頼出します……！」


「大丈夫だから、二人とも落ち着きましょうか。ほら、ロールキャベツが来ましたよ」


皿を渡すと、二人はもぐもぐと食べ始めた。素直だ。


溜息をついたジルが酒を追加し、マスターが空いたグラスを下げて行く。次第に瓶で頼み始めたジルに触発され、若い二人はどんどんとグラスを空にしていた。


グラスを空ける度に、リゼルが楽しそうに酌しゃくをする所為でもある。また飲むこと自体が久々で、ハメを外しているというのもあった。何杯目かのエールを飲み干し、更にワインに手を出して気分が良さそうなジャッジが、ほんのりと染まった頬でふにゃりと笑う。


「そういえば僕、スタッドに自慢する事があったんだ」


「貴方の自慢が私に何の関係があると？」


全く変わらない顔色で答えるスタッドは、口調も変わらない。二人とも意外と強い、なんてリゼルとジルは揃ってその様子を眺めていた。ジャッジなどは直ぐにヘロヘロになるイメージがあったのだが、多少は酔いつつも全く潰れる様子を見せない。


「僕、リゼルさんと隣同士で寝て、寝顔もしっかり見れたし……羨ましいでしょ？」


いきなり話題に出され、リゼルはぱちりと目を瞬かせてジャッジを見た。どことなく得意げな姿に、自分の寝顔など見て何か楽しいのかと思いながらスタッドの反応を窺う。護衛任務なのだから当然だと一蹴するだろうという予想は、しかし大きく外れた。


三人は無表情のままのスタッドの背後に、ピシャーンッと雷が落ちるのを確かに見た。


「隣同士っていうのはどれくらい隣なんですか愚図のくせに」


「帰りはちょっと狭かったし、その……色々あって、手も繋いで貰えたんだよ」


これが子供とは云えない年齢である、しかも男同士の会話だというのだから面白い。話題にされているリゼルはもはや見守る姿勢で全てを受け止める微笑みを浮かべているし、ジルは笑いを耐えて横を向くが失敗して小さく咳き込んでいる。


「ね。スタッドは、絶対羨ましいでしょ？」


手繋ぎ発言でスタッドの背後に二度目の雷が落ちたのを確認し、ジャッジは大きな体で小さく胸を張った。それに苛いらっときたのか、スタッドがすっと姿勢を正して淡々と目の前のジャッジを下から見下す。


「貴方ちょっと媚こび過ぎなんじゃないですか。商人なんて皆腹黒い癖に」


「それ差別……それを言うならスタッドだって、リゼルさんの前では大人しい癖に」


「私は自分に素直なだけです。なので今晩貴方の部屋に泊まりに行っても良いですか」


ふいに話を振られ、生ハムへフォークを伸ばしながらリゼルは頷いた。


「俺は良いですけど、一人部屋なのでベッドが一つしかないですよ？」


「一緒に寝ます」


脈絡無く振られた会話と、無表情の満足顔。リゼルはこの時ようやく、スタッドが酔っているのだと理解した。


普段のスタッドは、甘えはするものの配慮もする。此方の反応を窺いながら言葉を口にしているのだってリゼルは気付いている。迷惑だとは全く思わないが、果たして明日起きた時にスタッドは色々と大丈夫なのだろうか。


「ジル、二人部屋って空いてましたっけ」


「知らねぇ」


宿のベッドを思い出す。男二人が並ぶと割とギリギリだ。


「一緒に寝るっつってんだから一緒に寝てやれよ」


「そうは言っても、狭いと可哀想で」


面白がるジルに反論しながら見れば、ガラス玉のような瞳がじっと此方を向いていた。ただの無感情にしか見えないそれから、しかしリゼルは彼の願いを汲くみ取った。


そして仕方なさそうに微笑む。寝床が狭くなる以外に断る理由は無く、本人がそれを気にならないというなら問題はない。酔って寝るなら広いベッドでゆっくり寝た方が、とは思うが。


「じゃあ、一緒に寝ましょうか」


無表情の後ろに満開の花を咲かせ、スタッドは淡々と頷いた。直後、前振りもなくガクリと全身の力が抜けたように崩れ落ちる。


「スタッド君」


「寝てるだけだろ」


咄嗟に手を差し込んだジルにより、顔面を皿に突っ込む事態は防がれた。寝ているだけとは言うが、崩れ落ちたままぴくりとも動かない姿にリゼルは気遣うようにその背を撫でてやる。


「飲み過ぎかな。スタッド君、大丈夫ですか？」


「スタッド、限界まで飲むとこうなるみたいで……だから、心配ないと思います」


ちなみにジャッジは顔見知りのギルド職員からそれを聞いた。爆笑しながら教えてくれた彼だが、直後のスタッドの登場に一瞬で真顔になっていたのを良く覚えている。


「てめぇのが強いとか意外だな」


「あ、有難うございます」


ジルの視線を受け、ジャッジがはにかむ。少しも怯まない辺り彼も酔っているのだろうと、リゼルはそろそろお開きにしようかと提案した。


スタッドは共に宿に向かう事になったが、ジャッジは一人で店まで帰るのだ。此処から然程遠くないとはいえ、あまり酔いすぎても遅くなりすぎても心配だ。


「マスター、御馳走様です」


「……ああ」


一つ頷いたマスターが、スッと伝票をジルへと差し出した。


冒頭の会話を聞いていたのか、この面子ではジルが払うべきだと考えたのか。顰めっ面で代金を支払うジルは、誰より飲んでいたにも拘らず全く酔った様子を見せない。


いつか酔っぱらったジルが見たいものだとリゼルは笑い、机に突っ伏すスタッドの肩を揺すった。


「スタッド君、ほら、一緒に帰りましょう？」


「一緒に帰ります」


呼びかければ、一瞬後にしっかりした声が返ってくる。これは酔いが冷めるのも早いのかもしれないと思うが、返事とは裏腹にその体はピクリとも動かない。指通りの良い髪を少しだけ掻き回すように撫でてやれば、甘えるように片手がその手へ触れた。


「スタッド、行こうってば」


「分かっています」


スタッド自身、一度も此処まで酔った事はない。労いたわる様に髪を撫でる手が心地良く、どうにも頭が上げられなかった。


「ジルに運んで貰いましょうか」


「嫌です」


即答だった。


立ち上がろうとしたスタッドに、リゼルがさり気なく椅子を引いてやる。ふらつきはしない辺り流石だが、いつも機敏な彼にしては珍しく少しばかりゆっくりとした印象を受けた。


先に出て、扉を開けて待っているジャッジが擦れ違いざまに声をかける。


「大丈夫？」


「貴方に心配される謂いわれはありません」


「直ぐそういうこと言う……」


最後に会計を済ませたジルが店を出て、扉を閉める。途端、落ち着いていようと酒場特有の浮ついた空気が完全に遮断された。


すっかり闇に包まれた街は人通りがほぼ無く、静かだ。酔ってはいないリゼルさえ、気分がスッと落ち着くのを感じる。思考がクリアになるような感覚が心地良い。


「じゃあ僕、こっちなので……」


「本当に送らなくても大丈夫ですか？」


「はい！　その、また、誘ってくれると……嬉しいです」


恐る恐る返すジャッジに微笑みながら頷けば、彼は嬉しそうに小さく手を振って去って行った。


これでジャッジの店までの道中に物騒な地域があれば無理にでも送るが、立地が良いお陰でそれもない。柔らかな髪を揺らしながら小さくなっていく背を穏やかに見送る。


「俺達も行きましょうか」


「お前は本当に年下に甘ぇな」


「可愛いじゃないですか」


分かんねぇ、と呆れるジルがスタッドを見下ろした。常の冷えきった空気は鳴りを潜め、淡々としながらも何処かぼけっとした雰囲気を出している。


その違いが分かる程度の距離になったのかと思うと複雑だが、仕方が無いと割り切れもする。同じ存在に惹き込まれたこの感情は、惹き込まれた者にしか理解できない。


良い言い方をすれば同志なのだろう。言い方を変えれば、同じ穴の狢むじなか。


「そういえばスタッド君、珍しくジルに喧嘩腰ですね」


ふとリゼルがそう口にした。


確かに他者へ興味を持たず、淡々と無感情なスタッドが自分には少々噛みつくか、とジルは自らの黒い髪を掻き混ぜる。とはいえ、リゼルと出会う前は大した会話など交わした覚えはないが。


「あー……」


心当たりは有った。ジルは面倒そうに頷き、そして言葉を続けようと唇を開く。しかし続きが語られる事はなく、その視線が建ち並ぶ家々の屋根の上へ鋭く投げられた。


瞬間、リゼルの隣を淡々と歩いていた筈のスタッドの姿が掻き消える。


「ん？」


リゼルが瞬いた刹那せつなの出来事だった。


ギャリッと何かが砕ける音と共に、キラキラとした何かが月明かりを反射しながら宙を舞う。スタッドは既に地面を蹴り、民家の壁を伝うように屋根へと降り立っていた。


「予想はしてたが速ぇな」


いつの間にか立ち位置を変えていたジルの足元で、宙を舞う欠片が落ちて跳ねる。それが凍らされた矢であるとリゼルが気付き、そしてジルの視線を辿った時には、既に事が済んでいた。


「あいつが俺に突っかかって来る理由なんざ簡単だろ」


「そうですか？」


「お前と行動してるのが気に入らねぇのと」


続いた言葉に、リゼルは確かに納得する。


「同族嫌悪」


屋根の上で舞う鮮血。静かに行われた粛清は、淡々と終わりを告げた。


雲の合間から微かに零れた月明かりが、屋根の上に立つスタッドの手元を照らす。氷のナイフがキンッと甲高い音を立てて砕け、血溜まりへと零れ落ちて直ぐに溶けて行く。


無感情な目が、じっとリゼルを見下していた。

            





    
  
  




「何となく分かる気がします」


本人が聞けば嫌がるだろうが、とリゼルは可笑しそうに告げてスタッドを呼ぶ。彼は音もなく屋根から降り、そして何事も無かったかのように歩み寄って来た。


傍そばで足を止め、そして淡々と口を開く。


「早く一緒に寝ます」


「そうですね、色々話すのは明日にしましょう」


普段と変わらず微笑むリゼルも似たようなものだと、ジルは血溜まりの向こう側を一瞥した後、溜息をついて宿へと歩みを再開させた。

            





19．


スタッドは己の出自を知らない。気が付いたら王都の裏側で生きており、それ以前の記憶はなかった。


時折何処からかやって来る男に言われるまま人を殺し、それで得た金で日々を暮らしていた。手渡される金は生命を維持する目的以外に使い道が分からず、溜まったそれらはまとめて地面に埋めた。


そんな日々がある日、突如終わりを迎える。いつもの男とは違う大人がスタッドの前に姿を現したのだ。


スタッドに危機感は無かった。悪い事をしていると思ってもいなければ、何かあれば息の根を容易に止められるだろう実力差もあったからだ。


大人はスタッドと視線を合わせるように膝を付き、スタッドが見た事のない表情を浮かべて何かを話しかけてきた。今思うとただの笑顔だったのだが、当時は良く分からない変な表情だった。


『君はもう、人を殺さないで生きられる』


大人はそう言うが、スタッドにとってはやりたくてやっていた訳でもなければ、やりたくないと思った事もない。強いて言うのなら生きる為に殺していた。よって目の前の男の提案を拒否すれば、金が手に入らずに死んでしまうのだろうと思えば、とても従おうとは思わない。


『君が人を殺す度、金を渡す人間は全員死んだ』


『……』


『やる事が無くなっただろう。どうだ、私の元で働かないか』


『……』


『衣食住の保障プラスおやつも付けよう』


頷いた。生きるのに不便が無さそうな提案だったからだ。


了承を示したスタッドの手を大人が握ろうとして来たが、良く分からなくて反射的に手首を斬り落とそうとすれば、困ったような顔で肩を竦すくめられた。


こうしてスタッドは、冒険者ギルドの一員となった。


「その大人が今のギルド長です。憲兵に突き出そうとしない点についてはそれなりに感謝しています。以来ずっと、私はギルド職員として働いているので昨晩のような殺しはしていません」


「……ごめんね、もういっかい頭からおねがいします」


淡々と語られた情報は寝起きの頭には全く入って来ず、ベッドに横たわるリゼルは目も開き切らないままにそれだけ告げた。


どうやら昨晩の事を、酔っていた上にリゼルを狙われた事で過剰反応してしまっただけだと言いたいようだ。つまり、嫌わないで欲しいということ。そう判断して片手を持ち上げ、ぽんぽんと此方を覗き込む頭を撫でる。


微かに肩の力を抜いた姿に、当たっていたようだとリゼルはゆるりと微笑んだ。






リゼルの想像通り、スタッドは朝起きた時から昨晩の出来事を淡々と考えていた。


ギルド職員の朝は、冒険者と同様に早い。なのでいつも通りの時間に目が覚めたスタッドには、たっぷりと時間があった。なにせ今日は休日だ。休みなど取った事は無いが。


「（酔ったのは）」


頷く。問題ない。酔った勢いでこうして甘える事が出来たのだから結果オーライだ。


「（殺したのは）」


頷く。問題ない。リゼルを狙ったのだから当たり前で、むしろ褒められるべきだ。


ならば反省する事など何もないのでは、と自分の中で結論付ける。ならば後は、リゼルが自分に対してどう思ったのかだ。怒られでもするだろうか。なら反省すべきだろうか。そうして思考は振り出しに戻り、再び淡々と考え始める。


「……」


スタッドは、ふと改めて部屋を見回してみた。


一人部屋というだけあって狭い室内には、其処かしこに本が見えた。書き物机の上、ベッドのサイドテーブルの上、昨晩は読んでいなかった筈なので普段から出しっ放しなのだろう。


壁にはスタッドの上着が掛けられている。そういえば促されて脱いだ覚えがあった。ここぞとばかりにボタンを外して貰ったりもしたが、リゼルは嫌そうな顔一つしなかった。もし自分がジャッジに手伝ってくれなどと言われれば、差し出された手首を真逆に折る自信があるというのに。


「（寝顔）」


ふと、ジャッジが酒場で自慢していた事を思い出す。スタッドは昔取った杵柄きねづかとばかりに気配を消し、音も立てずにリゼルを覗き込んだ。


此方に後頭部を向けて眠るリゼルの体を跨またぐよう、そっと手をつく。身を乗り出し、寝顔を隠す柔らかな髪を静かによければ、普段より少し幼く見える寝顔が露わになった。


これで同等だと満足し、じっと見つめる。奇しくもジャッジと似たような感想を抱きながら、スタッドはそのままリゼルが起きるのを待つことにした。起きたら直ぐに、自分の事を話せるように。






そして今に至る。


まさかずっと覗き込まれていたなどと露つゆ程も思わず、リゼルものんびりと上体を起こした。ベッドの上で向かい合い、全く寝癖がついていないスタッドの髪を梳すく。


無表情ながらぽんっと花が一輪飛び出す光景が見えたので、嫌がってはいないのだろう。ベッドの端から足を下ろして窓の外を見れば、空は薄っすらと明るい。ギルドの営業が始まっている時間帯だ。


「今日はお休みなんですよね」


「はい」


「もう少し寝ていても良いですよ」


「いえ、いつも同じ時間に起きていますので」


「ジルもそう言うけど、羨ましいです」


基本的に気の済むまで寝るリゼルは、同じ時間帯に起きる習慣など持っていない。流石に昼まで寝る事はないが、ジルなどの生粋の冒険者をしている人間には遅いと言われても仕方無い時間に目が覚める事もある。


リゼルは立ち上がり、そして装備を身に着けたままの己を見下す。流石に上着などは脱いだが。


「そのまま寝ちゃいましたけど、流石は最上級。皺しわひとつ無いですね」


しげしげと呟くリゼルの、余りに普段通りの姿にスタッドは安堵する。


頭を撫でられたからには、嫌われた訳ではないようだと気付いていた。そもそも一緒に寝る事を許されたのだから、とベッドに腰かけ無表情にリゼルを見上げる。


無かった事にされた訳ではない。何らかの感情を用いて受け入れた様子もない。リゼルにとっての自身は何も変わってはいないのだと知り、ふっとスタッドの瞳が揺れる。


「何か質問などはありませんか」


「そうですね……昨日の事で、スタッド君が不利益を被らないかは気になります」


「見るからに何処ぞの盗賊でした。発見されたとしても大した問題にはならないかと」


無法者が一人死んだとして、内輪揉めだと処理されて終わるだろう。惜しむ者など一人も居らず、悲しむ者さえ存在しないのだから。


「なら良いですけど」


ふと、リゼルがスタッドに視線を合わせるように身を屈める。両手を差し出し、言い聞かせるように肉付きの薄い頬を包んだ。


「今後も、君に不利益が出るようなら手は出さない様に」


「ただ見ていろと？」


「俺だって自衛は出来ますよ。ジルも居ますし」


「貴方に不都合が無いように十全に配慮します」


微かに不服を宿す声色こわいろに、リゼルは高貴を宿すアメジストの瞳を甘く滲ませ、そしてゆるりと首を傾け微笑んだ。


「君を失う方が不都合だと、そう言った方が良いですか？」


ぞくり、とスタッドの背筋が粟立った。それが歓喜によるものだと彼はまだ気付けない。


自分の為に動いてくれる人間が減るのは困ると言われたようなものだ。しかしスタッドはそれを喜んだ。彼にとっては、打算も偽装もない優しさのほうが恐ろしかった。


理由のない優しさは、理由もなく離れてしまう危険を何時だって孕む。リゼルから向けられるのが理由の無い優しさならば、彼はどれ程惹かれようと手を伸ばそうとはしなかった。


「（理由さえあれば、それを守る限り離れて行く事は無い）」


リゼルの優しさはスタッドの優秀さに起因する。スタッド自身、自覚があった。


だが何も問題はない。ただ優秀な人間に好感を持つ傾向が他者よりも強いだけで、そこに利用してやろうという思惑も悪意もないのはとっくに知っているのだから。


「……分かりました。貴方にも私にも不都合のない範囲で動きます」


「はい、宜しくお願いします」


向けられる好意を全て否定するような真似はせず、リゼルは可笑しそうに笑ってパッと手を離した。その手を目で追って、スタッドも立ち上がる。


「良ければ朝食もご一緒しませんか？」


「是非お願いします」


素直に頷くスタッドから上着を受けとり、リゼルも身支度を整えた。揃って廊下へ出れば、早朝らしい透き通った風が開けられた窓から流れ込んでいる。


ちょうど人々が活動を始める時間帯という事もあり、窓の外からは遠く騒めきが聞こえた。それに耳を澄ませながら、二人は宿の階段を降りていく。


「ジルは部屋かな」


「いえ、早朝に出掛けたようです」


「軽く体を動かしに行ってるかもしれませんね」


勿論、迷宮へだ。ほのほのと微笑むリゼルに、そんな準備体操代わりに迷宮に潜る冒険者などいないと突っ込める者は残念ながら居なかった。スタッドも冒険者が何の為に迷宮へ潜るのかなど欠片も興味が無い。


だが、昨晩の事もある。リゼルを一人にする気はないだろうから、自身が帰るまでには戻って来るだろう。スタッドはそう考えながら、リゼルに続いて食堂の扉を潜った。


「此処の食事、美味しいですよ」


「楽しみです」


この宿は、長期で泊まる客も多い。既に食事をとっている面々はリゼルの存在に慣れた者がほとんどだ。その中の数名の冒険者は、スタッドの存在を見止めた途端に色々と噴き出していたが。


「おや、リゼルさん。そっちの子は泊まっていったのかい？」


「ええ、事後承諾になってしまってすみません」


「必要ならば宿泊代も払います」


淡々としながらも礼儀正しいスタッドに、女将は好感を抱いたのだろう。アイン達が訪ねて来た時とは違い、歓迎するように豪快に笑い声を上げた。


「ちょいと遊びに来ただけだろう？　別に構わないよ！　朝食代もおまけしようかね」


そうして女将は、酷く感心したようにスタッドを上から下まで眺める。特に何も反応しないスタッドを気にする事なく、数度頷いた。


「へぇ、その制服は冒険者ギルドの……リゼルさんってば本当に冒険者だったんだねぇ」


「まだ信じて貰えてなかったんですか？」


女将なりの冗談だろうとほのほの笑うリゼルを、スタッドはじっと見ていた。


そして二人は勧められた席に座り、雑談を交わしながら朝食を待つ。ジャッジの飲みっぷりだったり、依頼傾向の変動だったり、はたまたギルド規定の抜け穴探しだったりと会話に花を咲かせていた時だ。


「貴族さま、おはよーっ」


ふいに、一人の幼い少女がリゼル達の机へと駆け寄って来た。両親が仕事の都合でこの宿に長期滞在しており、度々顔を合わせている少女だ。ちなみにジルは一度泣かれた。


以前問題となったにも拘らず、この近辺の子供達はリゼルへの貴族呼びを止めない。誤解は解消しているし、とそのままにしているリゼルはにこりと微笑んで少女を見下した。


「お早うございます」


「どっか行くって言ってたけど、かえってたんだね」


「はい、昨日に」


「またべんきょう教えてね！」


頷けば、少女は嬉しそうに頬を染めてパッと満開の笑みを浮かべた。


そして、そこでようやくスタッドに気付いたのだろう。自らを淡々と見下ろす瞳を恐れる事なく、不思議そうに首を傾げる。


「きょうは、ちがうお兄ちゃんといっしょなの？」


「……」


「こんにちは！」


笑顔で良い子の挨拶をする少女に対し、スタッドはひたすら無表情だった。相変わらずの冷たいまでの無表情。口も開かなければ身動きすらとらない。


落ちた沈黙に、徐々に少女が不安そうな様子を見せ始める。おろおろと助けを求めるようにリゼルを見れば、スタッドの視線も同じくそちらへ向けられた。


「（ギルドに子供は来ないからなぁ）」


リゼルは微笑ましそうに目元を緩め、何も言わず首を傾げてみせる。


スタッドにとっては完全に未知との遭遇だ。だからこそ沈黙は、自らの言動でリゼルの立場を貶おとしめないようにという最大限の配慮なのだろう。それに気付きつつ、見守る。


「えっと、あのね」


最初に口火を切ったのは少女だった。スタッドを見上げ、懸命に言葉を紡ぐ。


「貴族さまのおともだち？」


「……」


「ん、っと……お兄ちゃん、きれいなお顔してるね！」


一瞬の間。


「……有難うございます」


ようやく返って来た反応に、少女の目が輝く。それで満足したのだろう、玄関で女将と談笑している両親の元へと楽しそうに走って行った。


「褒められたのでしょうか」


「褒められたんですよ」


「貴方は普段、子供に勉強を教えているんですか」


「本当に時々ですよ」


頬に落ちる髪を耳にかけ、リゼルは苦笑する。ギルドで依頼を受けない日、依頼から早く帰って来た日、少女を筆頭とした近所の子供達に時々声をかけられる。


食堂で一人、うんうんと学び舎の課題に向き合っていた少女に教えたのがきっかけだ。分からなかった箇所がすんなり理解できるようになって喜んだ少女が、仲の良い子供を誘って来るようになった。誘いに乗るか断るかは、リゼルの気分次第だが。


「結構断ることもあるんですけど、気にせず声をかけてくれる良い子達です」


「そうですか」


「ただ、ジルと一緒に居ると全く声をかけられません」


「でしょうね」


スタッドは力強く頷いていた。


「あ、でも彼女達のお母様方は、最初俺が冒険者だって知って戸惑ってましたよ」


「それは」


当然では、と口にしかけて止める。リゼルが言っているのは其処ではないだろう。言葉を選び直し、紡ぐ。


「冒険者なんてあまり子供を近寄らせたい人種でもないでしょう」


冒険者被害、という言葉もあるくらいだ。冒険者による国民への被害の事をいう。


基本が荒っぽく、言ってしまえば力に物を言わせて金を稼ぐ集団だ。そんな存在に子供を預けたがる親など居ないだろう。実際の所、母親たちの戸惑いは「冒険者なの……」が一割、「冒険者なの⁉」が三割、「本当に良いのかしら」という畏おそれ多さが六割だったのだが。


「今でも教えているのなら解決したんですか」


「はい。やっぱり、それなりに勉強が出来ると親御さんの受けが良いみたいで」


可笑しそうに告げたリゼルに、スタッドはどういう意味かと一度瞬いた。


それは少し前の事だ。子供達が「絶対大丈夫！」と何やら力押しで説得しながら連れて来たのは、何処かの立派な学院に通っているらしい青年だった。死んだ目をして何かをブツブツ呟いている青年を目の前に引っ立てられ、リゼルも思わずどうすればと子供達を見れば、何やら苦戦している課題があるという。


彼が手に持っているレポートを覗き込み、これなら何とかなりそうだと幾つかヒントを与えれば、青年は「やっと寝られる！」と狂喜乱舞して帰って行った。そのエピソードが母親間で広まったようだ。


「貴方は時々〝元教え子〟と言いますし、教え慣れていそうですね」


「どうでしょう。教えたのも、その一人だけだったので」


そんな事を話していると、出来立ての朝食が運ばれてきた。


大振りのソーセージが入ったミネストローネ、焼きたてのバケット、瑞々しいサラダが並ぶ。女将の料理自慢の旦那によって作られる食事は、他の安い冒険者向きの宿とは一線を画している。そういう事をジルが教えないので、リゼルは知る由もないのだが。


そうして、ゆっくりと話しながら食事を終えた時だった。食後のコーヒーを味わっていたスタッドが、ふと食堂の扉を見る。


「スタッド君？」


「一刀も帰ってきたようですし、朝食も頂いたのでそろそろ帰ります」


流石のスタッドも、休日だからとリゼルを一日連れ回す気はない。一緒に寝た事である程度気が済んだというのもある。


「流石ですね。俺は全然分かりません」


今朝の話を聞く限り、スタッドも気配に敏さといのだろう。気配も殺気も分からないリゼルが感心したように告げれば、褒められたのが嬉しかったらしい。やや満足げだ。


「何故狙われているのかは分かりませんが、充分にお気を付けください」


「有難うございます。スタッド君も」


スタッドは残るコーヒーを飲み干し、席を立つ。ひらりと手を振るリゼルに、やはり手は持ち上げるものの振らないまま下ろした。


そして食堂の扉へ手をかければ、丁度あちら側から開いたのだろう。何処かで水を被って来たらしいジルが濡れた髪を鬱陶うっとうし気に掻き混ぜながら、多少身軽な格好でドアノブに手をかけ立っていた。


「何だよ」


「いえ」


何も言わずに視線を交わすこと数秒。何事もなかったかのように擦れ違おうとした二人は、しかしスタッドの言葉に再び足を止めた。


「似ているとか止めて貰えませんか。戦闘狂バトルジャンキー」


「俺だって言いたかねぇよ」


昨晩のジルの言葉をスタッドは聞いていた。


彼は表面上無感情ながら、マイナス感情に関しては器用に主張する。露骨に嫌そうな雰囲気を醸す姿に、ジルも顔を顰めて舌打ちを零した。


扉を塞いじゃ駄目ですよ、とリゼルの声がかかり、二人は一瞬そちらを窺って互いに歩みを再開させる。


「隣に居たいなら必死で守れ、一刀」


通り過ぎ様にそれだけを言い残したスタッドは、言われるまでもないと鼻で笑うジルを振り返らない。二人が殺し合えば間違いなくジルが勝つ。だからこその言葉だった。


信頼などという綺麗なものではなく、ただの事実でしかない。コーヒーカップへと口を付けてそれを眺めていたリゼルは、やはり何か似ているなと小さく微笑んだ。






「まぁ、間違いなく盗賊繋がりだろうな」


「弓矢、全く同じでしたしね」


リゼルとジルは、昨晩の襲撃のことを話し合いながら全く気負わぬ様子で歩いていた。


ランクアップして受けられる依頼が増えたので、良い依頼がないかギルドを覗きに行く道中だ。金に困ってはいないが、多種多様な依頼に興味のあるリゼルは割とマメにギルドを訪れる。


「仲間殺られた程度で復讐なんざ有り得ねぇだろ」


「ジルじゃなくて、俺狙いっていうのが何とも……俺だったら簡単だとか、そういうのかな」


「あー……逃がした一匹、撃ったのお前だしな。逆恨みでもされたか」


貴族社会では敵を作らぬよう上手く立ち回っていたリゼルだが、此方では度々逆恨みの対象となる。しかしジルは然程心配していなかった。


なにせあちらでは立場上出来なかった経験だ。多少の不利ならば楽しめる余裕もあれば、自身の安全を前提に置いておくだけの節度もある。そして、そこに自分の存在が含まれている事も知っている。


「けど、あの後の三日間の道中では音沙汰おとさた無しでしたよ」


「なら腹いせか」


「ん、近そうです」


何かを考えるように頷いたリゼルを見下す。ただの腹いせだというなら、当の襲撃者は既に居ない。だが、と口を開きかけたジルは、結局何も言わないままに口を閉じた。


「終わりませんよ」


見通したように、微笑んだリゼルが言葉を引き継いだからだ。此方を見上げる瞳に、ジルは呆れたように溜息をついた。


昨晩、ジルは確かに襲撃者とは別の存在を察知した。極限まで消された気配は、視線さえ向けられなければ気付けなかったのではと思わせる程だ。それを知らないにも拘らず、しかしリゼルは断定してみせた。


「もう一人居た」


「昨日？」


「ああ。弓の奴よか数段格上だな」


意外そうな顔は、やはり気配を消した存在に気付いていた訳ではないようだった。ならば何故その結論に達したのかと思うのは今更だろうか。


「なら、同じ矢を使ったのも、いかにも盗賊な襲撃者もわざとでしょうね」


「自己主張強ぇ奴も居るもんだ」


つまり昨晩、絶対零度の粛清を受けた男は捨て駒でしかない。ならば、もう狙われないと考えるのは楽観視し過ぎだろう。


「ただ、目的らしい目的が見えなくて」


「お前にしちゃ珍しいな」


盗賊達をああも簡単に使い捨てにしたのだから、復讐というのはありえない。


そして恐らく昨晩の襲撃は失敗が前提だった。獲物に自らの存在を認識させ、甚振いたぶるように弱らせたいという嗜虐しぎゃく心の現れ。ジルの存在を把握し、その実力差を知りながら手を出すなどの退廃的な面もある。


「俺の事が憎い訳でもない。殺したい、とも違うのかな。弱らせたい？」


「なら簡単じゃねぇか」


あっさりと告げたジルが確信をもって告げる。


「お前の余裕面ぶっ壊してぇんだろ」


ぱちりと一つ目を瞬かせ、そしてリゼルは吟味ぎんみするように口元に触れた。


理解は出来ないが、納得は出来た。弱らせて何かしたい事がある訳でもない。その結果、利益が生ずる事もない。ただ思い付き、やってみたいだけの、愉快犯。


「そんなに余裕そうに見えますか？」


「気持ちは分からなくもねぇ程度にはな」


「襲撃側そっちに同意しないでください」


揶揄うように唇を笑みに歪めたジルへ、リゼルはわざとらしく不満げに視線を向けて見せた。鼻で笑われる。


「まぁ、お前相手じゃなきゃ有効な手段だったんじゃねぇの」


「ジルは俺の事、何があっても動じないと思ってます？」


「心底思ってる」


なぜそれ程、と不思議そうなリゼルを流しながら、ジルは辿り着いたギルドの扉を潜る。リゼルがＥからＤへとランクアップしたお陰で、彼らのパーティランクは二人の平均をとってＣ。Ｂランクの依頼まで受けられる。


「Ｂって戦闘系が多いですよね」


「ランクに合わせるとどうしてもな」


冒険者も捌け始めた依頼ボードの前に立ち、二人はアレが良いかコレが良いかと話し合う。すると、ジルが何かに気付いたように微かに眉を寄せ、視線のみで振り返った。


ボードに貼られた【急募！　劇団の手伝い】を興味深そうに眺めているリゼルの腕を、促すように肘で軽く押す。リゼルがどうしたのかと振り返れば、目に入ったのは艶つややかな赤。


「パーティ、入れてくれねぇッスか！」


「あぁ、昨日の」


頬の鱗を歪め、愛想良く笑う姿にリゼルも微笑む。


「じゃあ、どうぞ」


「ソロＣ。長所は声が良いトコと顔が良いトコ。短所はひょろく見えるトコと目立つトコ。二人とも目立つんで、パーティ組んだら視線が気持ち良さそうなんスよね！」


一体何アピールだと聞いていた冒険者達が内心で呟くも、野次が飛ばないのがイレヴンの言葉が間違っていない証拠だ。リゼルは成程と頷き、そして結論を下す。


「冒険者アピール失敗です。またどうぞ」


「駄目かァー」


前回と比べて改善は見られたが、冒険者としてのアピールではない。断られたイレヴンはといえば、言葉とは裏腹に楽しそうにしながら軽い足取りでギルドを出て行った。


それを見送るリゼルをジルが怪訝そうな顔で見下ろし、そしてその手元にある依頼用紙を見て溜息をつく。


「……それ受けんの」


「気になってます」






【急募！　劇団の手伝い】


ランク：指定なし


依頼人：劇団〝Phantasmファンタズム〟


報酬：銀貨10枚（＋α）


依頼：舞台の設営など、力仕事を任せられる人員を募集中。


舞台装置の魔力込めもあり。魔法が得意な方も是非（銀貨30枚まで応相談）。






魔力を流し込むだけなら魔法使いじゃなくても出来る。だが敢えて魔法が得意だと限定するのなら、それなりの魔力が必要なのだろう。それをギルドに依頼するのなら魔法使い目当てで、基本的に数の少ない魔法使いを対象とするには安い報酬は、どうせ引き受けては貰えないと大した期待などしていないのだろう。


「俺はやらねぇぞ」


「俺がやりたいんです」


リゼルも特別魔力が多い訳ではないが、それなりに有る。恐らく大丈夫な筈だと、嫌そうな顔をしているジルを見た。


「嫌ですか？」


「嫌だ」


「どうしても駄目ですか？」


「……」


ジルは舌打ちを零し、視線を逸らす。


放っておいたら一人で向かうだろうリゼルを、今この時に一人にするのは憚はばかられる。休日の癖に、いつの間にか受付に座っているスタッドの「この嘘つき野郎が」という冷たい視線もある。結果、ジルは渋々頷いた。


「受けるのはお前一人にしろよ」


「分かってます」


依頼を受けず、付き添いとして近くで暇を潰せば良い。そう結論付けたジルに、リゼルは感謝を伝えるように嬉しそうに微笑んだ。依頼用紙を手に持ち、受付へ向かう。


歩きながらポーチからギルドカードを取り出し、真っ直ぐに此方を見ているスタッドへと用紙と共に差し出した。


「結構飲んでたし、休んだ方が良いんじゃないですか？」


「翌日に持ち越した事はありませんから大丈夫です」


隣で朝帰り朝帰りと囃はやしし立てる職員を強制的に黙らせ、スタッドは当然のようにリゼルの依頼用紙を受け取った。それを見て一瞬動きを止めたのは依頼のチョイス故か。


だが時々、リゼルが一人で風変わりな依頼を受けている事を彼は知っている。楽しんでいるのも知っているので、意外ではない。


「貴方方が商業国に行っている間に出された依頼です。明日の朝八時、中心街前東広場に集合して下さい」


「集合？」


「他にも二組受けています。どちらも設営希望なので魔力補充は空いていますが」


「それなら良かった」


微笑み、手続きを進めて貰う。他の冒険者と合同で、というのは初めてだ。それに元の国では特別席に招待はされても、舞台の裏側など見る機会は無かった。


色々と貴重な体験が出来そうだと楽しみにしているリゼルに、ジルは諦めたように溜息をつく。そして今日受けられる依頼は何か無いかと、改めて依頼ボードへと戻って行った。
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王都の中央にあり、城を中心として格調高く栄える中心街。その周りはぐるりと川に囲まれ、東西南北に立派な橋がかけられている。その橋の外側には人々が多く行き交う広場があり、その内の東広場と呼ばれる場所にリゼル達は立っていた。


「はーい、冒険者の皆さんこっちでーす！」


見回せば、広場の一角を仕切って既に作業を始めている姿がある。彼らが劇団員なのだろう。その内の一人が、劇団に相応しい張りのある声を上げて大きく手を振っている。


「明日の本番に向けて、頑張りましょう！　頼りにしてまーす！」


何故ここに、という他の冒険者達の視線を受けながら、リゼル達はのんびりと声を張り上げる女性の元へと向かった。


「明日かよ」


「人の行き来が激しい広場ですからね。どうしてもスケジュールがぎりぎりになるんでしょう」


だからこそ冒険者を募って準備期間を短縮し、劇本番の日程を増やしたいのだ。


国から国へと移動しながら公演をしている劇団だというし、今も冒険者へと呼びかけている女性に気負った様子はない。いっそ単純な作業は行く先々で冒険者を雇う方が安上がりなのだろう。慣れたものだ。


「今日はありがとうございます！　皆様には主に舞台設営を任せたいと……あの？」


何故ここに、という顔をされた。


「冒険者です。魔力担当で」


「え!?　あ、いや、失礼しました！　まさか本当に来て貰えるとは思ってもいなかったので……！」


リゼルの言葉に、他の二組の冒険者が納得の表情を浮かべる。


どちらも比較的若いパーティだった。冒険者なら危険と向き合ってなんぼという風潮に流されず、割の良さで依頼を選ぶあたり、要領が良いのか財布の危機なのか。


どうやら共に力仕事をする訳ではなさそうだ、と安堵する彼らの姿をジルは見ていた。気持ちはわかる。


「では、設営の二組の方々は私について来て下さい。魔力補充の方は、あの馬車までお願いします。団長がお待ちですので！」


そう言って彼女が指さしたのは、滅多に見ない程の大型馬車だった。この馬車に様々な舞台道具や設営材料を乗せているのだろう。


リゼル達は指示された通り、馬車へと向かった。準備中の団員達の間をすり抜け、資材を跨ぎ、ロープを潜る。そして辿り着いた馬車の後部で、幾つも並べられた木箱に腰かける小柄な女性を見つけた。


「団長さんでしょうか」


「じゃねぇの」


一心不乱に紙の束へと何か書き込む姿に、話しかけても大丈夫だろうかと二人は顔を見合わせる。すると突如、彼女は頭を掻き毟りながらバッと顔を上げた。


「ッ足りない、こんなんじゃ足りねぇぞコンニャロ！　愛ラブが！　冒険ドキドキが！　友情トキメキが！」


「すみません、魔力補充の依頼で伺ったんですが」


「お前良く話しかけられんな……」


何を以って大丈夫だと判断したのか。絶叫を上げた女性に平然と話しかけたリゼルを、ジルは呆れ半分感心半分で眺めていた。


女性はリゼルの言葉にピタリと動きを止め、見開いた目でまじまじとリゼルを見る。掻きまわされた髪はボサボサと浮き上がり、黒い眼鏡はサイズが合っていないのかズリ落ちていた。しかし彼女はそれを直そうともせず、ポトリとその手からペンを取り落とす。


「団長さんですよね？」


「団長だ！　魔力補充、してくれんの!?」


「はい」


「公演二週間あんだけど、それ分の補充出来んの!?」


「見てみないと分からないですけど、多分」


「見ろ！」


団長は脇目も振らず、持っていた紙の束を撒き散らかしながら馬車の奥へと駆けこんで行った。


リゼルはバラ撒かれた紙を一枚、拾い上げる。見れば台本のようで、元の文章が分からなくなる程の書き込みようだ。明日から公演の筈だが、未だに変更を続けて大丈夫なのだろうか。


とはいえリゼルには演じる側の事など分からない。本人達がやれると言うならやれるのだろうと納得し、目につく台本を拾い上げる。


「すっげぇな……」


「熱意が形になってますよね」


それを覗き込むジルへ、台本を傾けてみせた。


「〝幻想の旅人〟、きっとオリジナルです」


「どんな」


「流し読む限り、面白そうですよ。世界観が独特なのに単純で、とても分かりやすいです」


「そう、そこ！　そこが一番苦労したんだコンニャロ！」


分かるか、と嬉しそうな団長が、両手で何かを抱えて戻って来る。そしてドスンと配慮の欠片もない動きで木箱の一つに置き、被せられた布を取り払った。


格好良く翻ひるがえった布が、盛大に埃ほこりをまき散らす。やや離れていたリゼル達はともかく、団長は直撃を食らい激しく咳き込んでいた。


「ゲホッ、どうだ、これ一つで雨も雪も雷だって映し出せる優れものだ！　範囲狭いけどな！」


姿を現した魔道具は、一見ただの四角い箱だった。大きなレンズのようなものが上部に取り付けられている。


「出来るか!?」


「触りますね」


リゼルが箱を覗き込む。魔道具だというのなら、何処かに魔力を溜め込む為の魔石がある筈だ。


団長に聞けば、レンズが外れるのだという。それを外して箱の中央に魔石を見つけ、手を差し込んでそれに触れた。魔力を流し込む。


「あ、大丈夫そうです」


「よっしゃあぁぁぁ！」


限界まで入れれば二週間は確実にもつだろう。結構な量を持って行かれそうだが、何とかなりそうだ。微笑んでみせれば、団長は膝を床に打ちつけながら天に向かって両手でガッツポーズをした。流石劇団員、感情表現が激しい。


「これ使えるならあのシーン入れて、あれ止めて！　最っ高に盛り上げて！」


「差し出がましい質問なんですが、今からでも間に合うんですか？」


「知らん！　いつも私をボロクソに罵倒して開き直るから大丈夫だろコンニャロ！」


なかなか苦労しているようだ。団長ではない、団員が。


リゼルは近くの木箱に腰かけ、しばらくぽつぽつとジルと会話を交わしながら魔力を流し入れていく。こういう用途の魔石は一気に補充しようと思っても出来ない。一杯になるまでは、もう少しかかりそうだった。


「魔力不足になんなよ」


「なりませんよ」


同じく木箱に座って頬杖をつくジルに、リゼルが可笑しそうに返した時の事だ。


「それをどかせ！」


甲高い馬の嘶いななきと怒号が広場に響き渡った。


リゼルからは劇団の馬車が邪魔して何も見えない。ジルを見れば、つまらなさそうにしながら体を傾け、騒動を確認している。ざわつく広場は落ち着かず、騒動は継続中なのだろう。


「あー……ここの奴らと憲兵が揉めてる。馬車連れだし、道を塞ぐなとでも言われてんじゃねぇの」


「うちはちゃんと許可とって此処に居んだぞコンニャロ！　うちの団員にイチャモン付けてんのは何処の誰だ！」


ジルの言葉に、台本に集中していた団長が跳ねるように立ち上がった。


明らかに喧嘩を売る気満々で駆け出しかけた彼女の腕を掴み、リゼルも魔力補充を一旦止めて馬車の影から覗きこむ。荒ぶる団長に現場を見せない為の配慮だ。


「何で止めんだコンニャロ！」


「貴女の公演を楽しみにしているから……と、言うのは卑怯ですね」


公演を盾に取り、泣き寝入りをしろと言うつもりはない。戯れるように、しかし清廉な声は誠意に満ちて、団長はひとまず怒りを収めた。もしリゼルの戯れが本音だったのなら、彼女は直ぐに腕を振り払って駆け出していただろう。


「俺も、あちらに用があるんです」


「はぁ？」


「先手、譲ってくれませんか？　その後の事は貴女にお任せします」


ゆるりと目を細め微笑むリゼルに、品の良い雰囲気に反して随分と好戦的な物言いをするものだと、団長は訳が分からず顰めていた顔をニヤリと歪めた。交渉成立だ。


「おい」


「行きましょうか、ジル」


「何でだよ」


「丁度、挨拶しておきたかったんです」


訝し気なジルに、言い合いがヒートアップしている現場を指さしてみせる。その冒険者らしからぬ整った指先が示すのは、憲兵に先導されている一台の馬車だった。


「あの馬車の紋章、見覚えがあるでしょう？」


ジルは眉を寄せながらそちらを見やり、そしてやや面倒そうに顔を顰めた。






「俺らも決められた範囲内で活動してんですけど？」


「そうとは言っても通行するならば道を空けるのが常識で」


道行く人々が遠巻きに眺める中、劇団員と憲兵との言い合いは平行線を辿っていた。


どちらも言い分を譲らない。何とも融通が利かない事だと互いに思いながら、もはや先に妥協した方が負けだという雰囲気すら漂い始める。


その渦中に、近付く者が二人。


「そっちが避けりゃ良い問題でしょうよ」


「此方にも立場というものが」


「お久しぶりです」


「ある……ッな⁉」


ふいに声をかけられ、生真面目そうな憲兵が驚きを露わにした。


不意を突いた張本人であるリゼルは、唖然とする憲兵ににこりと微笑んでみせる。そして、驚いた顔とリゼルの言葉に既視感を覚えたのだろう。ここでジルもようやく、リゼルに貴族疑惑がかかった際に宿を訪れた憲兵長であると気が付いた。


一瞬の邂逅かいこうで良く覚えられるものだと呆れるジルの視線を受けながら、リゼルは数名の憲兵に囲まれている馬車を見る。


「乗っていらっしゃるの、子爵ですよね。少し御挨拶したくて」


「は、あ、いやでも貴殿は冒険者で……ん？　いや、貴族……違う、お前は冒険者なので」


何も知らない野次馬は、貴族同士が会話を交わすのかと興味津々で騒動を眺める。事情を知っている冒険者ですら、マジかよと二度見はするが疑問など抱かない。


本来ならば冒険者が軽々しく声をかけられるような相手ではないにも拘らず、違和感が無さ過ぎた所為で憲兵は大混乱だ。もはや口調すら定まらない。


「全く、避けて通れるならばそうすれば良いだろうに」


その時、馬車の窓が開いた。周りの憲兵が諫いさめる声に悪びれもせず、煌く金の髪が窓から覗く。


「お前は憲兵長になろうと、何とも頭が固い……」


誰もが好感を抱くだろう快活な笑みは、しかしリゼルを目に止めた事で驚きへと変わる。だがそれも一瞬で、直ぐさま輝くような笑みを取り戻していく整った顔へと、リゼルは微笑んで胸に手をあてた。


「お久しぶりです、レイ子爵」


「リゼル殿、君か！」


ゆるく首を傾けてみせれば、レイが窓に手をかけ身を乗り出した。


「待っていたまえ、今そちらに」


「いいえ。どうぞ、そのままで」


「君達を見下ろしたくはないのだけどね」


変に注目を集めるこの場で、更に騒動を大きくさせる訳にもいかない。押し留めるようなリゼルの言葉に、レイは不満を露わにしながらも従った。


これに驚いたのは憲兵長だろう。貴族にしか見えないとはいえ冒険者が、自身ら憲兵を率いる貴族と顔見知りだという事。しかも自由奔放を絵に描いたようなレイが、リゼルの言葉に従った事。彼に多大なる衝撃を与えるには充分すぎた。


更にはそんな彼に追い打ちを与えるように、荒ぶった団長がダンダンと足を踏み鳴らしながら迫る。


「うちの可愛い団員に喧嘩売ったのはお前かコンニャロ！」


「け、喧嘩などと……！」


「許可内でやってんだからイチャモンつけてんじゃねぇぞコンニャロ！　確かに資材を広げ過ぎたってのも……おい本当にいつもより広がってんじゃねぇか。準備はコンパクトにってのが基本だろうが設営担当コンニャロ！」


「ごっ、ごめんなさいー！」


自分へと向かっていた筈の矛先を、即座に直前までは庇っていた筈の団員に向ける団長に憲兵長は目を白黒させていた。そして何故か、言い争っていた筈の団員を必死に庇い始める。そんな彼は確かに真面目過ぎると言われても仕方ないだろう。


憲兵長と団員数名がかりで団長を取り押さえている様子に、レイは面白そうに笑った。流石は「避けて通れば良い」と言っていただけあり、劇団を咎める様子はない。


「そういえば、マルケイドはどうだったかな。楽しかったかい？」


「はい、賑やかな国でした」


「そうだろうとも」


レイが満足げに頷く。商業国とはいうが、パルテダールの一都市だ。国に仕える貴族である彼が好評価に喜ばしく思うのも当然だろう。


「頂いた手紙も渡せたので、ご安心を」


「ふむ、上手く会えたようで何よりだ」


「上手くも何も、こいつ手紙も使わねぇで夕飯奢らせたぞ」


「ジル」


何故言うのか。リゼルが困ったように笑ってジルを見れば、意地が悪そうな笑みと共に見下ろされる。


「あのケチに奢らせたか！　いや、素晴らしい！」


反面、レイは酷く楽しそうだ。声を上げて笑い、素晴らしいと幾度も繰り返す。


「とはいえ、警戒を深めてしまっただけのような気もします」


「うん？　何か言われたかな。あいつも警戒心の強い男だからね」


「いえ、そういうのは全く」


監視は付けられたが、リゼルにとっては特別気にする事でもない。常に一挙一動を見られていた以前の生活と比べれば、不穏な動きをしなければ良いだけの監視など有って無いようなものなのだから。


「君が、私の紹介だからと気を遣う必要など無いよ」


レイが深く低く、落ち着いた声色に笑みを乗せる。


「まさか私が、君の為に奴に会える機会を作ったとでも思っているのかい？」


「違いました？」


「ああ、全く逆だとも」


貴族が他の貴族に、懇意にしている冒険者を紹介するのはどういった時か。大半が優秀な冒険者をキープしているぞという自慢、滅多にないが冒険者への報酬として人脈を与える為の紹介。普通はそうだろう。


だがレイはそれを否定した。変わらぬ快活な笑みに企みの色を滲ませ、内緒話をするように囁いた。


「奴の為に、君に会って貰ったんだ。偏屈だが友人だからね、リゼル殿には覚えておいて欲しかった」


それは、何かあったら頼むなどという生易しいものではない。目をかけておいてくれと、ただそれだけを願う。遥か高みの存在に、そうして貰うだけで意味があるのだと告げるように。


「過大評価も過ぎると、流石に畏れ多いです」


「ハッハッ、謙虚な事だ」


対するリゼルはというと、穏やかに苦笑するだけだった。だがその姿に満足したようにレイが笑う。そして、ふと思い出したかのように口を開いた。


「あぁ、そうだ。一昨日の夜のことだけれどね。街中で盗賊らしき遺体が見つかったんだが、何か知らないかい？」


「そうですね……意外と冒険者の間でそういう噂って流れなくて」


リゼルの返答に、レイは成程と一つ頷いた。そして姿勢を直し、ジルを見る。


「ジル、君も仲間をしっかりと守る事だ」


「散々言われたっつうの」


「宜しい。さて、そろそろ出発しよう！」


忌々しそうに舌打ちを零しながらも拒否しないジルへ、レイは笑みを深めた。そして号令をかける。いつの間にか団員と共に資材を端に寄せていた憲兵長が、ハッとしたように戻って馬へと跨った。


彼ら憲兵に先導され、レイは最後に貴族らしくヒラリと片手を振って去って行く。


「分かってんなら仕事しろよ」


遠ざかる馬車を何となしに眺めながら、ジルが呟く。


「分かってても動けないんですよ。国でさえ慎重になってるんだから」


レイは間違いなく、一昨日の晩にリゼルが狙われた事を知っている。国中を警邏けいらする憲兵の頂点に立ち、そして何よりリゼル達を実際に知る彼だからこそ知り得た情報だ。


また、盗賊に関しての質問は確認だった。もし狙われたと答えれば、保護を申し出たのだろう。しかしリゼルが流した事で、レイはそれらが不要なのだと判断した。


「お前をアテにしても盗賊なんざ捕まらねぇだろ」


「その期待は無いと思いますけど」


リゼルは、フォーキ団へ然して関心を抱いていない。それを知るジルが鼻で笑うように言えば、リゼルもほのほのと微笑む。


盗賊退治は冒険者の仕事ではない。レイ達、または騎士達には是非とも頑張って欲しいものだ。


「じゃあ魔力込めの続き、しましょうか」


「まだかかんのか」


「後少しだと思います」


そしてリゼル達は、何故貴族と知り合いなのかという視線を露骨に受けたり、力尽きた団長が大の字で倒れているのを見たりしながら魔道具の元へと戻って行った。


団長については良いのだろうかと思ったが、他の団員達が邪魔そうにその体を跨いでいるので問題ないのだろう。他の冒険者達もそわそわと彼女を窺う中、リゼル達は順調に進む設営を眺めながらのんびりと魔力補充を続けていた。






暇そうなジルと話をしながら魔力を流し続けること十分、ようやく終了の兆きざしが見え始めた。少しずつしか入らなかったので、意外と時間がかかってしまった。


「ジルも記念にちょっと入れてみませんか？」


「やらねぇ」


そんな事を話していれば、ダッダッとアグレッシブな足音が近づいて来る。どうやら団長が復活したようだ。


「私とした事が、公演は明日だってのに潰れちまったぜコンニャロ！」


「団長さんも役者として出るんですか？」


「ちょっと生意気な奇跡の美少年だ！」


堂々と言い切る辺り、彼女のプロ根性が垣間見えた。自信なく演じる役者などに、観客が心動かされる筈がない。


散らばる台本をかき集めて再びペンを握る団長を、リゼル達は改めて眺めてみる。ぼさぼさの髪にサイズの合わない眼鏡、しかし裏を返せば整えれば美しい髪と小さい頭。勝気な顔立ちは確かに少年らしくもあるだろうとリゼルは納得したが、ジルは胡散臭そうな目で彼女を見下ろしていた。失礼な男だ。


「……うん、もう一杯かな。団長さん、終わりました」


「助かった！」


団長は折角集めた台本を再度放り投げ、魔道具へと駆け寄って来る。そしてわさわさと撫でまわしたと思えば、レンズに手を置いて「フンッ!!」と気合を込めた。魔力の込め方は人それぞれだ。


「あ」


「お」


「良っし、使えるなコンニャロ！」


リゼル達の周りに、ふわりふわりと雪が舞う。リゼルが手を翳せば、ぼんやりと光る雪の結晶は触れた途端に淡く弾けた。


「気候を映す、というより、魔力を雪や雨粒の形に変える魔道具ですね」


「そりゃ魔力も食うだろうな」


まるで本物の雪のように幻想的で、舞台で使えば酷く盛り上がるだろう。戯れのようにぱたぱたと手を振って光の粒を掻き消しているジルを眺めていれば、いつの間にか馬車へ潜っていた団長が布袋を手に戻って来る。


「ほら、報酬だ！　銀貨何枚欲しいんだコンニャロ！」


「既定の十枚で良いですよ」


「魔力担当は三十枚まで応相談って書いてあっただろうが！　持ってけ！」


聞いておきながら有無を言わさず押し付けられた銀貨三十枚を、リゼルは可笑しそうに礼を告げて受け取った。多少乱暴な口調だが横暴ではなく、仲間を庇う事に躊躇ちゅうちょしない彼女はきっと、団員からの信頼も厚いのだろう。


「ついでにやる。持ってけ」


「チケット、良いんですか？」


「明日のだからな。観に来るなら使え！」


「二枚ありますけど、ジルとか見てただけですよ」


「私がそんなケチ臭く見えんのかコンニャロ！」


手渡された二枚のチケットには、版画で押された美しいイラストと演劇名、劇団名。そして手書きで日程が描かれている。リゼルは有難くそれを受け取り、必ず観に行く事を約束した。


ぶっきらぼうながらも嬉しそうな団長が、ニッと歯を見せて笑った顔が印象的だった。






そして翌日、リゼル達は再び東広場へと向かっていた。


道は人に溢れ、人々は高揚したように顔を見合わせる。舞台前に設置された椅子に座ろうと思えばチケットが必要だが、仕切りの外から立ち見をする分にはその限りでは無い。


「凄い人ですね」


「のんびりしてるからだろうが」


リゼルが相変わらずジルの後ろにつきながら、人混みの間をすり抜け席へと向かう。席の指定が無い為に早い者勝ちで、前半分は既に埋まっていたが、二人は関係者として前列へと通された。


「成程、早めに来ないと駄目なんですね」


基本的に、観劇に向かえば直ぐに席へと通されて来たリゼルだ。そもそも席をとるという発想が無いのだろうと、呆れながらジルは椅子へと座る。


見れば、昨日準備に携わった冒険者の姿もあった。普段は演劇などに興味が無い彼らでも、制作に携わっただけあって記念に観に来たらしい。流石に私服なだけあって「冒険者達が何故ここに」という視線は受けずに済んでいるようだ。


「ジル、浮いてますね」


「煩ぇ」


ただジルは浮いた。ガラの悪さと強者の雰囲気で役者かと勘違いされるレベルだ。


そういうリゼルも視線は集めているが、貴族が観劇に来たのだと勘違いされる分には特別不思議ではない。二度見はされるが、それほど浮かずに済んでいる。


長椅子に腰かけた二人の左右にさり気なく隙間が空くのが物悲しい。


「後、どれくらいでしょうか」


「もうちょいじゃねぇの」


ギリギリにならないようには宿を出たので、やや待ち時間はある。リゼルが本でも読んで時間を潰そうかとポーチへと手を伸ばした、その時の事だ。


ふと、先日散々聞いた団長の怒鳴り声が聞こえた気がした。他の冒険者らも怪訝そうに顔を上げたので、聞き間違いではないだろう。


「今日も荒ぶってますね」


「気合入れるにしちゃ切羽詰まってそうだけどな」


退屈そうにしているジルの言葉に同意し、舞台袖の方を見る。


前列にしか届かないような微かな声だが、とても発声練習とは思えない。何かあったのだろうかと窺えば、舞台の袖から一人の女性団員が姿を現した。


設営の際、冒険者を指揮していた女性だ。役には就いていないらしく、変わり映えしない格好で焦ったように此方へと駆け寄って来る。どうした、と冒険者らの視線を集める中、彼女は声を潜めて口を開いた。


「皆さんの中で、ヴァイオリンが弾ける方っていますか!?」


いねぇよ、というのが全員の総意だろう。お願いします、報酬は出します、依頼もします、と切羽詰まる彼女には悪いが彼らは全力で引いていた。


「昨日、演奏の練習をしてる方がいましたけど、その方は？」


リゼルが不思議そうに問いかければ、団員が何かを言いかける前に答えが寄越される。


「何やってんだコンニャロ！　転んで手ぇついて捻挫するとかガキかコンニャロ！　お前、明日までに直さなけりゃ蹴るからなコンニャロ！　今日は寝とけ！」


「大体分かりました」


聞こえた声に、リゼルは一つ頷いた。


幸い演奏は無くとも公演は出来る。しかし、有るのと無いのとでは盛り上がりに雲泥の差があるだろう。やはり駄目か、と傷心したように肩を落とした女性がぺこりと頭を下げた時だった。


「今から曲は覚えられないので、弾ける曲での有り合わせでも良いですか？」


「え？」


バッと顔を上げた女性が、向けられる穏やかな微笑みにぽかんと口を開ける。


「本職には敵いませんけど、それでも良ければ」


いい加減に貴族スペック自重しろとでも言いたげなジルの視線と、やっぱこの人冒険者じゃねぇよという冒険者達の視線と、呆然としている女性の視線を気にせずリゼルは先を促してみせた。


「おい暴走してんじゃねぇよコンニャロ！　無理だ、打合せ始めんぞ！」


「み、見つけました団長ー！」


「居んのかよ!!　あれだろ、絶対あいつだろ、すげぇ品が良いの！」


遠くから聞こえる団長の声に、まぁ分かる、と冒険者達が頷いた。


これは歓迎して貰えているのだろうか、と一瞬疑問を抱いたリゼルだが、すぐさま団長から連れて来るように団員へと声がかかった。舞台袖とリゼルを焦ったように見比べる彼女へ了承を示すように立ち上がり、そしてふとジルを見下ろす。


「んー……いざという時は、タイミングを合わせましょう」


「あ？」


怪訝な顔をするジルににこりと微笑み、リゼルは案内されるままに女性へとついて行く。舞台裏に通されれば、全員すっかり準備を整えているらしく煌びやかな衣装を身に纏っていた。


その中に一人、床で土下座している人物がいる。人数の少ない劇団の、唯一の奏者が彼なのだろう。手首に巻かれた包帯が痛々しい。


「外傷ならすぐに治るんですけど」


視線を集めながら、リゼルはポーチから一つの瓶を取り出した。


「低級ですけど、明日までには確実に治ると思います」


「全員拝め！」


団長の掛け声により、一斉に膝を折る団員はとても息が合っていた。劇団員ならではの綺麗な祈り姿にリゼルは面白そうに笑い、隣で天を仰いで祈りを捧げる女性団員へと回復薬を渡す。


「ただ、迷宮産じゃないので凄く痛いと思います」


「大丈夫だ！　良し、やれ！」


そして奏者は数人がかりで抑え込まれ、そして回復薬をぶっかけられた。口に突っ込まれた布のお陰でくぐもった悲鳴が観客に届く事はなく、それを尻目に、団長が台本を持ってダッダッと近付いて来る。


「覚えろとは言わねぇ！　タイミングだけ説明する！」


「五分も頂けば、一通りの流れは覚えられると思いますけど」


「覚えろお願いします!!」


彼女は自称した通り、奇跡の美少年へと変貌していた。女性って凄い、なんて思いながら勢いよく差し出された台本を受け取る。


普段はゆっくり堪能したいのでやらないが、リゼルはやろうと思えば相当な早さで一冊読み終える事が出来る。それも流れだけで良いのなら、五分もあれば十分だった。


「質問、どうぞ」


「何曲弾ける、腕は!?」


ぱらぱらと本を捲りながら穏やかに促すリゼルに、団長は口から零れそうになる深い感謝を堪えながら口を開いた。今は、微かな時間も惜しい。


「耳の肥えた貴族様に聞かせても、不評を買わない程度には」


「充分だ！」


「一曲通して弾けるのは、楽譜無しで十と少し。昨日見た台本に合いそうなものは四、通しでなくて良いならプラス十」


「本当に冒険者かコンニャロ！」


正真正銘冒険者なのに、と苦笑してリゼルは台本を読みこんで行く。


台本は奏者本人のものだった。場面転換、そして演奏の開始地点、演奏の入り方と締め方、それが書き込んであるだけでも酷く分かりやすい。淀みなくページを捲る指先を、団長がじっと見つめている。


「開始の〝adagioゆったりと〟は」


「重くならない程度に、テンポはなるべく一定で……ワルツに近いな」


「後、この戦闘シーン。動きと合わせるのは俺では無理です」


「分かってる。ただ、ここの剣を打ち合わせる一瞬だけ無音に出来るか」


「タイミングが合えば」


最後まで捲り終えた台本の最初へと戻り、リゼル達は細部の打ち合わせを始める。冒険者を使うぐらいならばいっそ演奏無しの方が、と密かに不安に思っていた団員達も、落ち着いた話し合いに平常心を取り戻していた。


痛みについに失神した奏者をそっと隅に寄せ、各々普段通りに心の準備を整える。それを一瞥し、そして恐らく敢えて抑えた口調に変えた団長を見下ろし、リゼルは何とも協力し甲斐があるものだと目元を緩めた。


「おし、完っ璧だコンニャロ！」


「ご迷惑おかけするかと思いますが、宜しくお願いします」


「静かん中でやるよか良い！　私の団員はアドリブ強いからな、何でもフォローしてやる！」


「それは心強い」


途中ヴァイオリンを受け取り、練習を兼ねながら幾つか弾いてみせ、そして互いのイメージの擦り合わせを終える。


すると、女性団員が何やら大きな布を抱えて走って来た。リゼルからヴァイオリンを受け取り、傍の机に置き、そしてバッと布を広げて見せる。


「奏者は常に観客から見える位置に立ってるので、この衣装を！」


もはや本番直前、団員は手早くリゼルへとそれを巻き付けて行った。舞台映えするように美しく巻かれた布はほぼ全員を覆い隠し、フードも付いている。


リゼルは両手でフードを起こし、被る。そして目元まで隠れるよう調整した。


「弾きにくけりゃ顔出してて良いぞ」


「ばれると、余計に冒険者らしくないって噂されそうですし」


「今更だろうがコンニャロ！」


「それ、ちょっと傷つきます」


それより時間だと、団長が団員へと声をかけた。


舞台裏にも観客らのざわめきが届き、今か今かと待ち望まれているのが伝わって来る。団員らはそれぞれ視線を交わし、力強く頷いた。リゼルも応援の言葉と共にヴァイオリンを渡される。


「初っ端から出番だからな。行くぞ」


「はい」


まだ誰一人として姿を現さない舞台へと、リゼルは気負う事無く歩いて行った。


人前に立つ事に、今更緊張など有りはしない。それこそ大舞台と呼ばれるような場面を、何度も経験している。国民の前で、領民の前で、視線を一身に受ける事こそ日常だったのだから。


動作は滑らかで品があった。舞台の片隅で足を止め、ヴァイオリンを構える。


「（ジルくらいからは、見えるかも）」


ゆっくりと、テンポ良く。演奏を始めながらリゼルはそんな事を考えていた。


ひらひらした服だが、演奏の邪魔にはならない。ただ、リゼルより背の低い奏者に合わせて作られている為、ジル達がいる最前列からは目元まで見えているだろう。


最近良い感じに冒険者らしくなってきたのに、と内心で呟く。バレないように気を付けねばと、呆れたようなジルの視線を受けながらも思った。


「〝その首、落として見せしめにしてくれる〟」


「〝悪者の癖に甘いなぁ。見せしめなら、生きたまま首を引かなきゃ〟」


劇は進み、戦闘シーンへ。


鍛えられた団員達の迫真の演技に、観客が手に汗を握る。ジルはといえば「普通はあんな動きしねぇよ」などと冷静に眺めているが、彼なりの演劇の楽しみ方なのだろう。


「（良くやる）」


そんなジルが、激しい曲にも風雅を損なわないリゼルを眺めながら内心で呟いた。貴族というのも色々大変だ。


演劇の中の剣撃はクライマックスに近付いている。団員達が剣を合わせ、弾き、距離を取る。悲痛な声で叫ぶ主人公に、煽る美少年に、冷酷な悪役に、誰もが視線を釘づけた時だった。


ふと、ジルはリゼルの唇が何かを紡いだのを見た。演奏に合わせ、一定の間隔で紡がれるそれがカウントダウンなのだと気付く。観客は誰も奏者など見ていない。


「（Five、Four）」


マントの影から、視線が合った。その唇が無音の数字を刻む。


「（Three）」


微笑まれ、見つめ返す。ジルはスッと目を細め、微かに唇を開いた。Four、と過ぎた筈の数字を刻んでみせれば、リゼルが口元の笑みを深める。


修正されたカウントダウンを、リゼルは刻み続けた。「（Three）」、主人公が剣を振りかぶる。「（Two）」、その剣が悪役の剣を弾く。「（One）」、弾き飛ばされた剣が舞台上で弧を描き、落下する直前。


「Zero」

            





    
  
  




刹那、音の消えた舞台を暗闇が包んだ。カンッと剣が床を跳ねる音が響く。


そして直ぐさま水が引くように掻き消えた闇を、演出だと思ったのだろう。観客の大きな拍手に包まれる中、団員達の演技は続いていく。


「（流石だなぁ）」


突然のアクシデントにも動揺を見せない団員達を、演奏を再開させながらリゼルは窺った。一瞬、睨むように団長が此方を見た気がしたのが恐ろしい。


その後も盛り上がりは欠ける事無く、公演は何事もなく進んでいく。観客は華やかな舞台に視線を縫い止められ、その片隅に落ちている折れた矢とナイフなど誰も気付きはしなかった。






「説明しろコンニャロ！　突然真っ暗にしやがって！」


「すみません。でもほら、ご迷惑おかけしますって言っておいたので」


「そこまで具体的なこと言ってるとは思わねぇだろコンニャロ！」


荒ぶる団長を宥めに宥め、演奏に関する依頼料は不要である事と、回復薬を渡してあった恩を武器にリゼルはようやく許しを貰った。


ただ、彼女が深く追求する事はない。恐らく落ちていた矢にも、矢を止めたナイフにも気付いているだろうに。恐らく一団の長としての判断で、それは正しい。


ぶっきらぼうで酷く分かりにくいが、心配してくれているらしい団長に微笑み、最終的に団員に庇われながらリゼルは舞台裏から出た。彼らにも謝ったが、ひたすら感謝されたのでほっと一息だ。


「お前な、来るって分かってんなら名乗り出てんじゃねぇよ」


そして今、宿への帰路でジルに文句を言われている。


「折角手伝ったんだから、成功して欲しいじゃないですか」


あの劇団の実力ならば、演奏が欠けても成功を収めていたとは思うが。それでも妥協して欲しくなかったリゼルの我儘に付き合ってくれるジルには感謝しかない。


「なら先に言っとけ」


「説明する時間が惜しくて」


「で、惜しんだ甲斐は？」


「ありましたけど、やっぱりもう少し練習したかったです」


こいつ基本真面目だよな、という視線を向けられながらリゼルは考える。


公演の後、回収した矢はやはり盗賊が使っていたものと同じものだった。演奏中ならば防がれる事はないと思っての襲撃か、はたまた気を抜いてみせるなという忠告か。


「いい加減何とかしろよ」


「ちょっと楽しみなんですよね。次、どうやって動くのか」


微笑むリゼルに、ジルも哂わらう。


襲撃者にしてみれば、弄って遊んでいるつもりなのかもしれない。一刀に守られて余裕を見せる優男がどんな反応をするのか、命乞いでも見られれば楽しい、その程度でしかない。


見縊くびられたものだ、とジルは思う。自分が唯一下につく男が、ただの弱者である筈がない。随分と分不相応な真似をすると、未だ姿を現さぬ相手を嘲あざけった。


「悪い顔、してますよ」


「元々だろ」


ただ、リゼルが放っておくと言うならばジルも手を出すつもりはない。斬れと言われればいつでも斬れるのだから、今はまだリゼルの暇潰しになっていれば良い。


可笑しそうに笑う顔へと鼻で笑って返し、ジルは向けられた瞳を覆い隠すようにその額を手の甲で弾いてみせた。
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彼は、刺激を楽しむ性分だった。


生まれながらにそうだったのだろう。ほぼ独学で戦う術を手に入れてからは、単身魔物へ相対し、時に生死を彷徨さまようような怪我を負いながらも惜しかったと笑う子供だった。


死にたがりという訳でもなく、ただ趣味趣向が過激な息子を両親はそういうものだと受け入れ、「死ぬな」とだけ約束させて好きにさせた。彼はそんな両親を真っ当に尊敬している。


彼がそんな両親の元を離れたのは、一人で宿をとろうとしても拒否されない年頃になった頃だ。森の中で刺激を感じる事が少なくなり、両親に見送られ森を出た。普段は息子が半殺しにされていようと魔物狩りを止めない彼らだが、様々な餞別せんべつを持たせたのは息子を愛するが故なのだろう。


彼は両親の愛情の重さに感謝しながらも旅立った。






そして彼は冒険者という存在を知り、趣味と実益を兼ねてギルドへと登録した。


実力だけなら、十分に冒険者として成功出来ただろう。そんな彼が何故、盗賊となったのか。それは成り行きとしか言いようがない。


依頼の魔物を探して森を歩き回っていた際、盗賊に襲われた。それを返り討ちにし、頭領と思わしき人間を殺したら、何故か生き残った盗賊達に持ち上げられて新たな頭となっていた。


当時からの付き合いがある盗賊に話を聞くと、とてもカタギとは思えなかったという。余所の盗賊が斥候せっこうを送り込んだと思ったのだとか。甚はなはだ遺憾だった。


とはいえ、善悪の区別はつくものの刺激に飢えていた彼は、流れに逆らわず盗賊として生きるようになった。才覚があったのか、小さな盗賊団は組織と呼べる程の規模となる。


冒険者と盗賊団の頭領という奇妙な両立生活は、日々刺激に溢れており、それなりに悪くなかった。


途中、盗賊団の名前を決めようなどという、ふざけた提案が飲みの席で出た事がある。適当に返せば何故か定着し、しかも聞き間違いによって馬鹿みたいな名前で広まってしまったのは頂けない。






そんな彼に転機が訪れたのは、一人の冒険者の噂を聞いたからだ。


まるで貴族のような冒険者。一刀を従え、羽振りは良く、貴族としか思えぬ高貴な姿をしているという。そんな男が護衛依頼で王都の外に出ていると聞き、一刀の実力も気になるし、さて幾らになりそうかと様子見を兼ねて襲ってみた時だった。


一台の馬車、火の近くで読書を行う一人の男。読書する姿はまるで冒険者に見えず、その清廉な顔を歪ませてみようかと弓を射た。


矢が弾かれると同時に現れた黒い影に、高揚した。久しく覚えのない、自らが絶対に敵わない相手との相対。自殺願望はないが、一度だけ斬り結んでみようかと弓を投げ捨て剣へと触れた。


直後、破裂音が響く。四人目だった。だから避けられた。一人目だったら、無傷だったかは分からない。


「………は？」


思わず漏れた声は限りなく素に近く、低かった。


破裂音が響いた方角を向く。穏やかで清廉な顔が、不思議そうに此方を見ていた。その顔に動揺はなく、敵意もなく、まるで見知らぬ他人とすれ違うかのような空気を纏い、微笑みを浮かべ一刀と言葉を交わす。


「ッは、はは……！」


ぞくりと背筋が粟立つ。それが恐怖か歓喜か自覚出来ぬまま、彼は跳ねる心臓を押さえた。


そして、彼は引き連れた者達をそのままに撤退した。間違いなく全員殺されるだろうが、特に問題はない。どうせ放って置いてもまた増える。


夜の森を駆ける彼の顔には、心からの愉しそうな笑みが浮かんでいた。






「パーティ、入れてくんないッスか！」


彼は早速、声をかけてみた。少しでも会話出来たなら儲けものだ。


何せ、幾ら情報を漁ろうと奇妙な程に何も出て来ない。それならば、確実に怪しまれるだろうが直接接触してみるのが早い。


向けられた微笑みは、あの夜と同じもの。警戒されているのか興味がないのか、それとも何か勘付いているのか。しかしリスクは承知の接触だと、愛想良く笑ってみせる。


「長所と志望動機が矛盾してます。またどうぞ」


ついた嘘は看破された。笑みに歪みそうになる唇を抑え込む。成程、一刀が共にパーティを組む価値があるだろうと納得し、敢えて粘らずギルドを出た。


少しは怪しめば良い。気付いてしまった。あのアメジストの瞳は自身に対して一切の関心を抱いていない。盗賊の襲撃もパーティ入り志願も、彼にとっては何方も取るに足らない事でしかないのだ。


嘘だと判明した直後、傍の二人さえ不信感を抱いたにも拘らず、変わらず微笑んでいた姿を思い出す。


「うっぜぇなァ」


吐き捨てながら、嗤わらう。


暫く退屈はしそうにない。最近は盗賊業もマンネリだしと、王都パルテダ内にある拠点の内の一つへ寄って適当に一人調達して弓を持たせた。


挨拶代わりの襲撃は、予想通り失敗した。姿を隠していた筈が牽制けんせいするような殺気を向けられ、流石は一刀かと機嫌良く人様の家の屋根を歩いてその場を離れた。


やはり動揺の一つも浮かべなかった穏やかな顔を、どうにか乱してやれないかと思った。






「パーティ、入れてくれねぇッスか！」


本番は、その翌日だ。


自身の接触と襲撃のタイミングを考えれば、誰であろうと警戒するだろう。にっこりと目を細めて笑うが、しかし返された反応は期待したものではなかった。


誰も疑わないような、清廉潔白な馬鹿ではない筈だ。にも拘らず、変わらぬ微笑みは自分の命を狙っているかもしれない相手に向けるものではない。


「冒険者アピール失敗です。またどうぞ」


嘘を交えぬアピールは、やはり却下された。


ギルドを出た二人を眺めながら、彼は先日の挨拶が意味のないものだったと悟る。歩く姿に周囲への警戒はなく、疲弊は望めそうにない。何ともマイペースな事だと、屋台で購入した串焼きに齧かじりつく。


結局その日も依頼帰りの彼らを弓で襲撃してみたが、一刀に掴まれて終わった。流石だ。






あの余裕はもしや、一刀が傍にいるからかと彼はふと思い立った。


そんな彼に絶好のチャンスが訪れる。何がどうなった、と内心で盛大に突っ込んだが、目標が一刀から離れて舞台の上に現れたのだ。見慣れぬ衣装に包まれた姿は、監視していなければ気付けなかっただろう。


そして奏でられる音楽に、確実に冒険者じゃないと若干引きながら、さて何時矢を放とうかと音色に耳を傾ける。演劇だというのなら、まさしく劇的なタイミングが良いだろう。


そして徐々に盛り上がる戦闘シーンでタイミングを図り、合図する。殺したい訳ではないので急所は狙わない。痛みに顔を顰める姿が見られるかと、まさに観劇の気分でその時を待つ。


「はぁ？」


直後、舞台を闇が包んだ。同時に弓を構えた盗賊の脳天を、ナイフが貫くのを見る。ぐらりと揺れる体から直ぐに興味を失い、闇の晴れた舞台を眺めた。


流れ続ける演奏は、滑らかに鷹揚おうようとしていて。これも失敗かと肩を竦め、その場を離れた。遺体は憲兵が掃除してくれるだろう。






範囲を指定された、闇属性の魔法。随分と器用に魔法を使う。


貴族と繋がりもある優秀な魔法使い。貴重な存在だ、本当にパーティが組めるならそれも良い。そんな事を考えながら、彼は冒険者ギルドで今日も声をかけた。


「パーティ、入れて欲しいッス！」


「それじゃあ、いつものお願いします」


「ソロＣのイレヴン、長所は極めた双剣と夜目が利くトコ。短所は礼儀に疎いトコとすぐ油断するトコ。昨日の演奏聞いて感動したんで、こんな人と依頼受けたらぜってぇ楽しいってのが理由！」


「んー……」


いつもと違い、即座に却下されない事に彼は唇の端を吊り上げた。冒険者アピールとしては上々だろう。後は、何かを考えているらしい男がどうやって断るのかが見物だ。


断った時点で、彼が自分に対して何らかの不信感を抱いている証拠となる。表面上は無関心でも、その感情に何らかの変化が起きている事が証明されるのだ。


逆に、受け入れられたのならば監視が目的か。どちらにせよ、相手は自分を見る。露骨な行動に出た甲斐があった。どちらに転んでも自身の勝ちだ。期待に瞳孔がきゅうと細まるのが分かる。


「うん」


優しい声が零された。薄らと浮かべられた笑みに、ふと疑問を抱く。


いつもの微笑みと違う。待ち望んだそれに、湧き上がる感情は歓喜ではない。ぶわりと鳥肌が立つ感覚が何処から来たのか、それを今まで一度も感じた事のない彼には分からなかった。


「油断、しちゃいましたね？」


弧を描く薄い唇と、高貴な色を深めた瞳から視線を逸らせなかった。






その日の朝、リゼル達は揃って宿で朝食をとっていた。ギルドへ行く予定がある日は大抵そうだが、普段は互いに活動開始時間が異なる為にあまり会わない。


劇団の依頼をこなしてから数日、リゼルもジルも冒険者ギルドを訪れていなかった。元々連日通うほど熱心でもなければ、金に困っている訳でもなく、何よりリゼルの読書欲が久々に高まったからだ。ジルはそれをストレスの所為かと一瞬怪しんだが、全くそんな事はなかった。


「今日ぐらい、また矢が飛んで来そうですよね」


「脳天ブッ刺しにくんのに扱い軽ぃな」


「当たらなければ同じでしょう」


これが外に出る度に命を狙われている者の言動かと、ジルは水の入ったグラスを片手に眺める。常人だったら、とっくに恐怖で引き籠っている筈だ。


「使い捨てだとしても、良く湧いて来るもんだよな」


「使い捨てにする程度なら、どれだけでも集まるんでしょう」


いい加減面倒になってきた、とジルは思う。本来喧嘩っ早い性質ではないが、それでも気が長い方では無いのだ。狙われているのが自分ならば適当に流すが、今は〝誰に向かって手を出している〟という微かな不快感がある。


「最近パーティ入りさせろっつうガキ、盗賊だろ」


「はい」


「あいつ捕まえて吐かせりゃ解決すんじゃねぇの」


「吐かせる、というより」


言いかけ、リゼルはぱちりっと目を瞬かせた。ジルから具体的な解決の提案を出されたのは初めてだ。今までは襲撃される度、どうでも良さそうに防いでくれていた。


しかし、それもそうかと頷く。最近は、外に出る度に行動を共にしていた。嫌な事は嫌だと言うジルなので失念していたが、彼にとっては窮屈だったかもしれない。


常に誰かが傍にいる事に慣れていると気付けないものだと、一人しみじみと反省する。


「変なこと考えてんなよ」


そんなリゼルをジルが訝し気に見ていた。


「まだ遊びてぇなら好きにしろ。俺も好きにしてる」


「本当に？」


「ああ」


リゼルは目元を緩め、そしてパンの最後の一口を口にする。


向けられた言葉に気遣いなど欠片も無い。事実でしかない。礼を言えば嫌がるだろうし、遠慮すれば不快に思うだろう。それでもリゼルにとっては感謝すべき彼の自称勝手な行動に、有難い事だと思わずにはいられない。


「でも、そうですね」


その気持ちを示すように、パンが一つ残った皿をジルへと差し出した。


「今日あたりきちんとアピールしてくれそうですし、そろそろかな」


「そろそろ終わる？」


「彼次第ですけど」


ジルは特に何も言わずパンを手に取り齧りつく。三口で平らげ、喉を鳴らして飲み込みながらも含みの多いリゼルの言葉に微かに眉を寄せた。


「痺れを切らして、周りに手を出されても困りますし」


「まぁ、お前も見た目は清廉潔白だしな。煽りてぇならやるだろ」


「見た目はって何ですか。もしジャッジ君達に手を出されれば、ちゃんと怒りますよ」


「へぇ、そりゃ見たいもんだ」


意地の悪い笑みを浮かべるジルに、不謹慎だとリゼルが苦笑した。


しかしジルは確信している。なにせリゼルは指定してみせた。ここにリゼルが守るべき国民など居ないのだから、見知らぬ他人がどうなろうと感情が揺れ動かされる事はないだろう。


冷酷というよりは、合理的。優先順位がはっきりとしている男なのだ。


「そういえば彼、盗賊の一員とかじゃないですよ」


「あ？」


ふと、ようやく朝食を食べきったリゼルが一息つきながら言う。


冒険者なんだから、という女将の好意によって用意される朝食は、リゼルにとって少し多い。ゆっくりと水を一口飲んで、そして唇を開いた。


「首領ボスです」






用意された部屋を、イレヴンは興味深そうに見回した。


先程感じたばかりの感覚は、既に鳴りを潜めている。未だに正体の分からぬそれを、怪訝に思いながらも気にせず流した。今は、他に意識を向けるべき男がいるのだから。


「少し、お話しましょうか」


ギルド内の応接室は、冒険者が行き来するフロアとは一線を画する。磨かれた床、向かい合うように置かれた立派なソファと、膝の高さの重厚な机。それを一言で用意させたリゼルを、彼は一瞬ギルドの要人かと疑った。


とはいえ、用意をしたのは話を聞いて即座に反応したスタッドなのだが。


「そんで、話なんスけど」


「折角座るところがあるんだから、座って話しましょう」


微笑んだリゼルに、イレヴンが機嫌良さそうにソファへと腰かける。勢いをつけて座ろうと、見た目通り高級だろうソファは柔らかく受け止めた。


リゼルはその正面にゆっくりと腰かけ、ジルも隣へと座る。スタッドはといえば、部屋から出る事なくリゼルの後ろへと立った。侍るように立つ姿にリゼルは苦笑し、しかし追い出しはしない。


「パーティ、入れてくれるとか？」


身を乗り出して愛想良く笑う顔に、リゼルはどうしようかと思いながらゆるりと首を傾けた。


「前々から、結構な数のヒントは貰ってましたよね」


「は？」


「でも、今日は決定打まで貰えたので」


「何」


「どうですか、向き合ってみた感想は」


微笑むリゼルに、イレヴンが微かに目を瞠る。そして愛想の良い笑みを消し、酷く愉快だと言うようにニィッと唇を歪めた。


「完ッ全にバレてんの？　マジで？　鎌かけとか萎なえるモンいらねぇよ？」


「かける必要も無いでしょう」


「ハハッ！」


さらりと答えるリゼルに、彼は大袈裟に体を丸めて笑う。


愛想の良い顔は、癖のある笑みに。空気をガラリと変えた彼はまさしく、盗賊の首領だと納得させた。ジルが不快気に舌打ちを零し、スタッドが淡々と冷気を纏う。


「なんでバレた？」


イレヴンは広げた足に肘を付き、その手に顎を乗せながらリゼルを見据えた。


感想はと言われても、想像していたような歓喜など微塵も湧いてこない。それは欲しいものが手に入っていないからだ。欲が満たされず、飢えまで感じている自身が酷く奇妙だった。


「むしろ露骨すぎてわざとかと思ったんですが、本当に油断しちゃったんですね」


「は？」


「ほら、志望動機」


やや乾燥した唇に舌を這はわせながら、イレヴンは自らの言葉を思い返す。〝昨日の演奏聞いて感動したんで、こんな人と〟、此処まで思い出し、そして彼は「あーあ」と肩を落とした。


「あの奏者が俺だと知ってるのは冒険者と劇団員、あと」


「襲撃者っつうの？」


声を潜めて団員から助けを求められ、そして舞台に出た後は姿も隠していた。余程注視していさえすれば、確かに予想程度は出来るだろう。しかし、矢を射るほどの確信ともなれば別だ。


「俺が劇観に行ってアンタ見つけたって発想はしてくれねぇんだ？」


「短所になるほど目立つ君を、舞台の上から見つけられない？」


衣装で目元が隠されていたとはいえ、姿勢によってはリゼルから観客が見渡せた。演奏を待機していた時もあれば、反応を見る為に周囲を窺う必要もある。本当に観客として居たのなら、見通しの良い舞台から鮮やかな赤が良く見えた事だろう。


「そんで気付いたんだ？」


イレヴンは嘲笑あざわらうように目を細め、ジルへと視線を流す。


「でもさぁ、盗賊って分かって直ぐ招き入れるなんざ、護衛がいるとはいえ余裕過ぎんじゃねぇの？」


「護衛じゃなくてパーティなんですけど……」


嫌そうに顔を顰めるジルを窺い、リゼルが苦笑する。


「それに、それほど直ぐじゃないんですよ」


「へぇ、いつ？」


敢えて不審がらせて遊んでいた部分もある為、イレヴンは特に驚きもせず問いかけた。


そう、遊びであった筈だ。意識の片隅でそんな疑問が浮かび上がった。ただの戯れに欲を抱き、飢えにまで届こうとしている。一刀に喧嘩を売る気などなく、暇潰しでしかなかったというのに。


「会った時からです」


しかし微かな疑問は、直ぐにリゼルの穏やかな声に塗り潰された。


「ただ怪しいってだけじゃねぇの？」


「いえ、割と確信でした」


イレヴンは肘を付いていた上体を起こし、そして背もたれへと凭もたれる。ソファへ肘をかけ、そして目を細めて目の前の清廉な男を見据えた。


当てずっぽうでは無いだろう。頭が回ると思っていたが、想像以上だ。その思考を一度覗いてみたいと思いながら、目に落ちる前髪を顔を振るって除ける。


「何で？」


「貴方以外が来ていたら、分からなかったかもしれないですね」


返って来たのは、可笑しげな笑みだった。どういう意味かと一度目を瞬かせたイレヴンに、柔らかな声が告げる。


「首領直々に、会いに来てくれたんでしょう？」


確かな確信を以って告げられた真実に、イレヴンは常人に比べ血の気の無い頬を紅潮こうちょうさせ、そして声を上げて笑った。


「ハハッ、そこまでバレてんの！」


「あれ程主張されれば気付きますよ。〝Forked二又の Tongue舌〟なんて名前をつけたの、君でしょう？」


「すっげ！　アンタ、世の中疑い過ぎだろ」


そしてイレヴンは笑いが収まらないまま大きく口を開け、舌を露出させた。リゼルたち唯人よりもやや細く、薄い舌の先端は浅い切れ込みによって二又ふたまたに分かれている。蛇の獣人の特徴だ。


「流石に蛇の獣人二人目、っていうのは無さそうなので」


「俺も此処らへんで俺以外の奴は見た事ねぇなァ」


高価なソファに躊躇いも無く両足を上げ、踏みつける。当然スタッドは良い顔をしないが、今は口を出さないと決めているらしく何も言わない。


「で、どうすんの？　どっか突き出す？」


「突き出すって言ったら逃げますか？」


「逃げねぇっつか逃げられる気がしねぇよ、そいつ相手に」


イレヴンは常に刺激を求めていたが、その分自分の実力をしっかりと把握している。死んだら元も子もないのだから、無理だと思ったらあっさりと諦める引き際の良さを持っていた。


そんな彼にとって、ジルはどうやっても敵わない相手だし、スタッドも容易に御ぎょせる相手ではない。手段を選ばず、成功率が限りなく低くても良いのなら、出来ないとは言わないが。


果たしてどうするのかと楽しげな視線を送る彼に、ふとリゼルは悩むように首を傾けた。


「正直、その辺りはどうでも良いんです」


「は」


「君が盗賊なのも、首領なのも、嘘つきなのも、行儀が悪いのも、然して重要ではなくて」


慈愛すら感じる柔らかな微笑みで、突き放された。イレヴンの顔に常に浮かんでいた嘲笑にも似た笑みがスッと消える。


「ただ、そろそろ俺の周りに手を出すでしょう？」


それを止めろと、それだけを言いに来たのだとリゼルは告げた。


向かい合って話している筈だ。それにも拘らず彼の意識はイレヴンへ向かない。他の誰かの為だと言う。最初は戯れだった。暇潰しになるかと思った。余裕のある顔をぐちゃぐちゃに乱してやりたかった。楽しんでいた筈だ。


それなのに、この煩わしさは何なのか。楽しめないなら捨てれば良い。次を探せば良い。自身が平静でいられていないと気付きながらも抑える事なく、イレヴンは苛立ちにも似た衝動のままに剣へと手を伸ばした。






ヒュッと風を斬る鋭い音と、ミシミシと何かが砕ける音がリゼルの耳に届く。同時に、何か暖かなものが片頬を覆う感覚がした。


その感覚に触れてみればそれは誰かの掌で、そちらを振り向こうとすれば目前に刃物の切っ先が現れた。それは小刻みに震えながら動きを止め、あと数センチ先にあるリゼルを狙い続けている。その短剣を持つ手首を砕き、押さえ込んでいるのは、目の前を横切るように伸ばされたジルの腕だった。

            





    
  
  




「有難うございます」


微笑み、徐々に離れて行く刃先を見送りながらリゼルは振り返る。


「スタッド君も」


守るように頬に当てられていた手を握り、リゼルは甘く目元を緩めた。そっと手を離させれば、透き通る蒼の瞳が瞬きを忘れたように此方を見下ろす。


「グッ、うっぜ……ッ手首砕けてんだろうが離せよ痛ってぇなァ！」


「砕けても力抜かねぇ奴を離すとでも思ってんのか」


未だ震える刃先は、イレヴンが全力でジルに抗おうとしている証拠だ。ジルの言葉通り、今彼が手を離せばそれは迷わずリゼルへと突き立てられるのだろう。


そういえば双剣使いだった筈だが、ともう片手を見れば、机に乗り上げた瞬間を狙われたのだろう。座ったままのジルの片足に縫い止められていた。


「ジルが後数センチまで接近を許したんだから、流石は盗賊の首領ですね。スタッド君とどっちが速いんでしょう」


「私も大分鈍りましたが易々と負けるつもりはありません」


「凄いですね。俺は速すぎると、あまり見えないので」


「見えるようになっとけ」


イレヴンはグッと奥歯を噛みしめた。襲撃した際、何度も見た光景だ。


命を狙われながら何事も無かったかのように悠々ゆうゆうと話し、微笑む。最初はそれが面白かった。だが今ばかりは、それが殺したい程に憎かった。


だがしかし踏みつぶされた掌はとっくに砕けている。ならばまだ使えるだろう激痛の走る手首へ力を入れるも、握りしめるジルの腕はピクリとも動かない。


「あーあ……ッハハ」


イレヴンは諦めたようにふっと力を抜き、低く笑った。


「誰が良い？」


まるで歪いびつに張り付けにされた罪人が、渇望するものを目の前にぶら下げられたような。そんな目をして、イレヴンは存分に愉悦ゆえつを含ませ呟いた。


「期待に応えてやるよ。なァ、出来ねぇと思ってんの？」


向けられたリゼルの視線に、鋭い牙を露わに唇を歪ませる。


撤退の目途は捨てた。そんなもの、もはやどうでも良い。そう考える彼はもう、分の悪い賭けになど出ない己の本質を見失っていた。見えているものは唯一つ。


「貴方は幼い」


その唯一が発した声に、イレヴンは動きを止めた。


リゼルへと向けていた剣も、見開いたまま瞬きを忘れた瞳も、戯れるように力を抜いていた体すら逆に全身の力を込めて動きを止めた。何が起こっているのか分からない。


だが、それはイレヴンに限らなかった。未だ彼を縫い止めるジルも、後ろ手に氷の刃を握るスタッドですら、一切の身動きが取れないままにリゼルを見ていた。


「多少の恐怖を快楽に変えてしまう貴方は、きっと恐怖を感じた事が無いんでしょう？」


「……、……ッ」


「さっきまでの元気な返事はどうしました」


机から身を乗り出したイレヴンの頬を、リゼルの指先がそっとなぞる。ひんやりとした鱗から、顎へ。そのまま顎の下へと指先を滑らせ、ゆっくりと持ち上げた。


然して力も必要なく露になった顔に笑みはなく、血の気が引いている。リゼルはゆるりと目を細め、微笑んだ。


「恐怖は自制です。貴方にはそれがないから、善悪を知りながら従う意義が理解できない」


イレヴンは、唐突に理解した。


何故ジルが彼と共に居るのか。スタッドが慕うのか。それは優れた知識でも魔法でもなく、甘やかされているからでもない。脳に叩きこまれた。思考より深い、感情より激しい、本能で理解させられた。


「だから、ね」


同時に思い出す。この部屋へと案内される直前に感じた、背筋が粟立つような感覚。それが恐怖というものなのだと、イレヴンはようやく理解した。


深く、色濃く、高貴な色を強めた瞳に、体の奥底から震えが込み上げる。


「余計な事をしたら、怒りますよ」


しかし、何故だろうか。これ程に恐怖を抱きながら、乞うように縋すがる先もまたリゼルなのだ。今のイレヴンを支えるのは、机についた両膝でも、ジルに押さえつけられた両腕でもない。ただ顎へと添えられているリゼルの指先だけだった。


震える喉で息を呑み、もはや震えと区別がつかない程に微かに頷くと、その指先も離れて行く。力の抜けた手から溢れ落ちた剣が机を跳ね、床に落ちると同時にジルの拘束も離された。机の上に崩れ落ちれば、ふと髪へと何かが触れる。


「手を出してはいけない範囲、分かりましたね？」


穏やかな声は優しく、たおやかな掌は一度二度と髪をすいて離れていった。まるで思考すら支配されるような空気が霧散し、ジルとスタッドも知らず詰めていた息を吐く。


「……ふ、ッぐ」


ふいに、机に縋りつくように身を丸めているイレヴンから小さな嗚咽おえつが溢れた。時折跳ねる肩は苦しそうで、彼が泣き慣れていないのだろうと一目で分かる。


リゼルは捕えるかと手を伸ばしかけるスタッドに首を振り、座っていたソファから腰を浮かすと躊躇わず床に膝をついた。伏せられた顔を、今度は無理に上げさせようとはしない。


「……ッひ……ッ」


「泣くほど怖がらせちゃいました？」


「ッ……！」


折れた手首を震わせ、その手で肩を抱きながら首を振ったイレヴンが何を否定したかったのか。無理もないとジルは溜め息をつき、スタッドに至っては不本意ながら気持ちが分かってしまう。


あの空気を纏うリゼルに、正面から牽制を受けたのだ。あれが生まれて初めて受けた恐怖だとは、いっそ同情しそうになる。自分達も同じ状況になればきっと、平常心ではいられないのだから。


「大丈夫、まだ怒ってませんよ。ほら、息を吸わないと。苦しいでしょう？」


机に散らばる赤い髪を、整えるようにゆっくりと梳いていくリゼルの手に、震えるイレヴンの手が重なる。踏み砕かれた手は腫れあがり熱を持っているが、止めずに好きにさせた。


縋るように微かに力を込められ、リゼルは無事だろう指先を爪をなぞるようにそっと撫でてやる。嗚咽が僅かに大きくなった気がしたが、気にせず続けた。


「もうしばらく動けなさそうです」


ジル達を振り返り、困ったように笑う。


「今日この部屋を使う予定はありません。私は仕事に戻りますがご自由にお使いください」


「お前、泣かれると弱ぇよな」


泣かせた癖に、と付け加えたジルに今回は仕方ないんじゃないかと疑問を抱きつつ、リゼルはイレヴンが顔を上げるまでずっとそうしていた。
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ギルドといえば冒険者ギルド、というのは冒険者に限っての話だ。商業ギルドや郵便ギルドなど、冒険者ギルドに負けぬ規模の職業ギルドも多々存在する。


商人であるジャッジが登録しているのが、この商業ギルドだった。登録は義務ではないが、様々な恩恵が受けられるとあって大抵の商売人は商業ギルドに所属している。


その一つに〝スタッフ貸し出しサービス〟があった。急な用事で店を何日も開けられない時など、申請すれば店番を任せられるスタッフを貸し出してくれるというものだ。派遣されるスタッフも様々で、露店での売り子が得意な者もいれば、高級店の店員をこなせる者までいる。


「あれ……？」


このサービスを、商業国へ向かう際にジャッジも利用していた。


鑑定も出来る販売員。休業しても良かったのだが、折角だからと頼んでおいたのだ。出発前に顔合わせを済ませ、帰ってきた後も何事もなく引き継ぎが済み、感じの良い人だったなとホッとしていたのだが。


「……足りない、気がする」


帰還直後は仕入れたものの片付けや後処理に追われていたが、何日か経ってようやく余裕が出来た。店を任せていた間に売れたものを帳簿で確認し、仕入れが必要なものがあるなと考えながら、早速空いたスペースに新しく仕入れた品を並べていた時の事だ。


帳簿で確認した数と、店頭に並んでいる商品の数が合わない。細やかに整理整頓されている棚をぐるりと見回せば、数ヵ所心当たりのない並びになっている事に気付く。


派遣されたスタッフが整理してくれたのかと思っていたが、それにしては違和感があった。


「（これ……）」


帳簿を引っ張り出してきて、次々と棚を確認していく。並びが変わっていた数ヵ所で、迷宮品が三点足りない。


ジャッジはざっと顔色を青くした。泥棒かと思ったがそれは無いだろう。泥棒がわざわざ盗んだ商品を誤魔化す為に、商品の並びを完璧に整えては行かない筈だ。


それにこの店は、招かれざる客に容赦はしない。


「商業ギルドと、事を構えるとか、怖すぎる……！」


ならば導き出される答えなど一つきりで、それでも泣き寝入りする訳にはいかなかった。


ジャッジは半泣きになりながら店に〝所用により出掛けております〟の看板を掛け、賑わう通りをとぼとぼと歩き出した。






「あれ、閉まってますね」


「あいつも出掛ける事あんのか」


ジルが無茶苦茶な事を言っている。とはいえ、いつも店を開けてせっせと働いているイメージが強いジャッジなので、言いたくなる気持ちはリゼルにも分かった。


今日は依頼【迷宮〝霧の森〟に生息する緋色ひいろ蝶の鱗粉求む！】で、迷宮に潜った際に手に入れた迷宮品の鑑定を頼みに来ていた。蝶というが立派な魔物、Ｃランクの依頼だけあって中々に骨のある依頼だった。


依頼人が料理人で、開発中の新メニューに使いたいという変わった理由を何故か気に入って受けたリゼルは、濃い霧の向こう側から絶え間なく襲いかかる魔物をジルが切り捨てる中で地道に燐粉を集めた。


「ちょっと余分に採ってきたし、どうやって料理に使えるか聞きたかったんですけど」


「聞いてどうすんだよ」


「気になりませんか？」


「ならねぇ」


これで「作ってみたくて」とならない辺りがリゼルだろう。


そのまま二人が、居ないものは仕方ないと踵を返そうとした時だった。ふと道の向こうから肩を落として歩いてくる長身に気付き、その足を止める。普段よりも余計に背を丸め、明らかに気落ちした様子にリゼル達は顔を見合わせた。


「止めとくか？」


「いえ、取り敢えず声をかけてみましょう」


リゼルが不思議に思いながらも呼び掛ければ、俯きがちだったジャッジがパッと顔を上げた。ひらりと手を振ると、慌てたように駆け寄って来る。


「リゼルさん、すみません、お店……」


「大丈夫ですよ、丁度今来たところです」


微笑めば、ジャッジがふっと肩の力を抜いたように見えた。その手が布のたわむ袖を握り、うろうろと泳いだ視線が地面へと落ちる。


「ジャッジ君？」


「は、はい」


「何かありましたか？」


「う、あの……」


真っすぐ見つめて問いかければ、ジャッジの瞳がじわりじわりと濡れて行く。これは泣くかなと二人が思った時だ。


彼はぎゅうっと口を噤み、きゅっと眉に力を入れて無理矢理涙を抑え込む。袖を握る手に力を込め、そして何でもないと首を振ってリゼル達を店内へと招き入れた。


どうする、とジルから視線で問われ、リゼルは店内へ足を踏み入れながら囁くように返す。


「弱音を吐かないなら、慰められたくないんでしょう」


なら、せめて仕事に打ち込めるようにとリゼルは敢えて鑑定を頼んだ。予想通りと言うべきか、鑑定が終わる頃にはジャッジの顔にも控えめながら笑顔が増えていた。


「その……有り難うございました」


「またお願いします」


恐らく様々な意味を込めただろう感謝の言葉に、リゼルは至って普段通りに微笑んだ。それに安堵したように緩んだ口許くちもとを見ながら、送り出されたリゼル達は閉まった扉の前で立ち止まる。 


そしてどちらともなく、自然と視線を合わせた。


「あの盗賊……じゃねぇな。あんだけ怖がった早々ちょっかいは出さねぇだろ」


「瞼ぱんぱんになるまで泣いてましたもんね」


散々しゃくりあげて疲れきったのだろう。「無理……帰る……」と目元を押さえて去っていった鮮やかな赤を思い出す。そうして窓から帰って行った彼が、ジャッジに手を出すとは考えにくい。


「ぅ……」


小声で話す二人に、店内から微かに聞こえたのは呻き声だった。涙を押し殺したような、どうしようもない何かを嘆くような声。リゼル達の消えた店内で一人悲しむジャッジに、二人はそっとその場を離れ、宿へと歩き出す。


きっと聞かれたくはないだろう。リゼルの前では涙を隠す事をしない彼が隠そうとするのならば、原因に見当が付かなくはない。そんな事を考えるリゼルを、ジルは視線だけで見下ろした。


「手ぇ貸すのか」


「んー……今は様子見ですね」


「へぇ」


苦笑しながら溢されたのは、意外な返答だった。


普段はなんて事ない場面でこれでもかと甘やかしておきながら、深刻そうな今回は突き放す。面倒事に巻き込まれたくない為かとも思ったが、そうではないだろう。


基本的に人に対して入れこまないリゼルだが、それでも内側に囲った相手には充分に気を回している。


「きっと、店関係で何かあったんだと思います。俺達が堂々と口を出して良い問題じゃないでしょう」


「そういうもんか」


「プロっていうのは、そういうものです」


ジャッジも一流の商人だ。その点に関してはリゼル達の方が素人だと言っても良い。ならば力になれる事など、精々気分転換させてやる程度に過ぎない。


「お前もか」


「どうでしょうね」


問いかければ、リゼルがからかうように笑った。


本来貴族である彼は、穏やかさに隠れがちだが貴族らしく傲慢ごうまんで矜持きょうじが高い所がある。その誇りは全て唯一人の為にあって、それをとやかく言われるのは確かに不快なのだろう。


万が一それを汚されでもしたらと思いかけ、ジルは考えるのを止めた。恐らく、イレヴンへの牽制など可愛いと思える程のものが見られるのだろう。


「大人しい奴ほど怒らせたら怖ぇっつうしな」


「ジャッジ君が怒ってるところなんて想像出来ませんけどね」


お前だよ、と溜息をつき、彼は辿り着いた宿の扉へと手をかける。


今日の迷宮は〝霧の森〟だけあって湿っぽく、見通しの悪いジメジメとした森林だった。そんな中を緋色蝶を探して歩き回ったので、未だに髪や肌が湿っぽい。


とはいえ、早くシャワーを浴びたいと襟元に手をかけるリゼルに泥臭さは欠片も無い。大抵の冒険者が泥だらけで帰ってくる迷宮から、汚れ一つなく帰って来れるのは最上級装備のお陰だが、雰囲気すら清廉なままなのはリゼルの気質によるだろう。


「泥ん中に突っ込みてぇな」


「え？」


ニュアンスは全く違うが、どこぞの蛇の獸人のような事を考えたからだろうか。


「あっ、おかえりなさーい」


宿の扉を開いた先ににっこりと笑った赤色を見つけ、ジルは眉を寄せ、リゼルは可笑しそうに笑った。


「昨日の今日は、流石に予想外でした」


「まじッスか。やりィ」


リゼルがジルの背後から覗きこんでみれば、愛想の良い顔を浮かべたイレヴンが仁王におう立ちをした女将と向かい合っていた。鮮やかな赤が、此方を振り返った拍子に蛇のように揺れる。


細身の体はしなやかに動き、ジルにより負った負傷は回復薬のお陰か全く問題なさそうだ。昨日の帰り際、彼が窓に向かいながら惜しみなく使っていたのを覚えている。普通に床もビチャビチャになったので、スタッドが静かにキレていた。


「ちょいとリゼルさん、またガラの悪いのに絡まれてんじゃないだろうね」


何か用か、とリゼルが問いかける前に女将から声がかかる。


「当たらずとも遠からずです」


「は、ちょっ」


「ほらご覧！　リゼルさんの知り合いとか嘘をお言いでないよ！」


的確すぎるリゼルの言葉に、女将がイレヴンへと詰め寄る。


イレヴンも誤解だと言える筈もない。むしろ、つい先日まで脳天狙いで矢をぶっ放していた。ジルが止めること前提だったのだが、それを言っても事態は悪化するだけだろう。


「アイン君たちでも最初アウトでしたからね」


「あいつらよかタチ悪そうだしな」


宿を取り仕切る女将の圧力は強い。助けを求めるように此方を見るイレヴンへ、リゼルは穏やかに微笑んだ。


「そうだ。シャワーが浴びたくて帰って来たんでした」


「俺も」


「俺放置ッスか！　え、ちょ、マジで!?　俺パーティ入れて欲し……ガチで行くし!!」


スタスタと階段を上って行くリゼル達を見送り、イレヴンはがくりと肩を落とした。無理に追おうにも女将に立ち塞がられているし、強行突破などもっての他だ。


今までだったら平気で出来ただろう。しかし叩き込まれたばかりの恐怖が彼を自制させる。この程度で怒るとは思えないが、どちらにせよ段階を踏まねば歓迎はされないだろう。


「ほらいつまでしゃがみ込んでるんだい、髪の毛が床を擦ってるよ全く」


「……俺、嫌われてんだと思う？」


「あのリゼルさんがどうでも良い人間をいちいち嫌う訳ないだろうに！」


「どうでも良い!?」


脱力し、しゃがみこんだイレヴンの長い髪が床にとぐろを巻く。ジャッジとは違い、気休め欲しさに零した弱音は、しかし慰めどころか反撃となって倍返しされた。


想像以上に沈んだ心に更にへこみながら、イレヴンは立ち上がる。つまり、女将に歓迎される立場になれば良いのだ。


「部屋空いてる？」


「いっぱいだよ」


撃沈した。






シャワーを浴びて部屋に戻ったリゼルは、濡れた髪を拭きながら目の前に立つイレヴンを見た。笑みの浮かぶ顔は達成感に溢れていて、椅子に腰かけたリゼルの前で礼儀正しく立っている。


何故彼が此処にいるのか。それは粘り勝ちだとしか言えない。


リゼルが降りて来るまで待つと主張するイレヴンに、シャワーを浴び終える頃を見計らい、全くどうしたもんかと女将が部屋へ尋ねて来たのだ。会う気が無いなら何としても追い返すけれどと告げる女将に、シャワーも浴びてスッキリしたしと許可を出して迎え入れた。勿論、散々心配はされたが。


「椅子、どうぞ」


「はーい」


向かい側に軽い仕草で腰かけたイレヴンが、座る瞬間にピッと結ばれた髪を弾く。下敷きにしないようにか。手慣れた仕草は然りげ無く、しかし不思議と目を引いた。


これで目立つなという方が無理だろう。そう思いながらリゼルは水が滴り落ちない程度まで髪が乾いたのを確認し、最後に軽く梳いて整える。


「それで、何か用があったんですよね」


何が楽しいのか、イレヴンが目を細めてやけに機嫌が良さそうに此方を見るのを苦笑しながら問いかける。


「パーティ入れてっつうお願いに来たんスけど、やっぱ駄目？」


「駄目です」


さらりと微笑むリゼルに、イレヴンは一旦口を噤んだ。


断られるとは思っていた。だが、想像とは違った。以前と変わらず流して「またどうぞ」と送り出されるのだと思っていた。この変化を、どう生かすのが正解なのか。


彼は昨夜からずっと考えている。すでに敵意がない事を示すにはどうすれば良いのか。むしろ、それを示す事が果たして正しいのか。小細工は見破られる。良い案は浮かばない。


ならば、とれる手段は一つきりだ。幾ら考えようと、パーティに入らないという選択肢など一度たりとも浮かばなかったのだから。


「もう二度と、アンタの事傷つけないって約束する」


笑みを消し、出来る限りの誠意を込めた。


「大丈夫、そこは疑ってませんよ」


駄目だった。


「じゃあどうすりゃ良いんスか！」


「ほら、諦めないで頑張って」


可笑しそうに笑うリゼルに、イレヴンはわざとらしく拗ねてみせる。椅子を後ろに傾け、そして両足を上げようとして下ろしたのは、昨日言われた「行儀が悪い」の影響なのだろう。


リゼルは目元を緩め、ならばヒントをあげようかと口を開いた。


「君らしい、君しか出来ない、そんなアピールが見てみたいです」


イレヴンが目を見開く。今までは、却下が前提のやり取りだった筈だ。だが今、可能性はあるとリゼルは告げた。右往左往する姿を楽しむような趣味の悪い真似をするようには見えない。


ならば、とイレヴンはバッと顔を上げ、そして笑う。癖のある笑みは楽しそうで、余裕に満ちていた。


「じゃあ、賄賂わいろ」


相手の出方が読めなかった為に控えていたが、イレヴンは手土産を持って来ている。促すように首を傾けてみせたリゼルへ、恐らく有効だろう手札を切った。


「今日、アンタと仲良い道具屋が商業ギルドと揉めたらしいッスよ」


「証拠の残らない、良い賄賂ですね」


「でっしょ？」


得意げに笑うイレヴンに、リゼルも微笑んで続きを促した。


ジャッジが知られたくないと思っているのは知っている。敢えて聞こうとは思わないが、知る機会があれば拒否はしない。ようは本人にバレなければ良いのだ。


「でも、どうやって知ったんですか？」


「最近探らせてたんで、その延長ッスね」


嘘をついてもバレるのだからと、イレヴンはあっさりと白状した。もう周りに手を出す気はない、というアピールでもある。


「ああ、それで。ジルが見られてるって舌打ちしてましたよ」


「マジっすか。前の雑魚ざこと違って、それなりに使える奴使ってんスけど」


イレヴンは先程顔を合わせたジルを思い出してみた。


扉が開いて視線が合った瞬間、苛立ち交じりに顔を顰められた。本物の盗賊すら腰が引ける程のガラの悪さだった。視線の原因がイレヴンにあると知った上での表情だったのか、あそこで斬りかかられなくて良かった心底思う。


「……アンタは怒らねぇの？」


チラリとリゼルを窺えば、意外そうに目を瞬かれる。


「俺にも付いてたんですか？」


「分かんねぇんスか」


「全く」


そりゃそうか、と彼は納得したようにリゼルを眺めた。


むしろ気付いたジルが知らせていない事が意外だ。気付いてないならそのままで良いという事だろう。支障がないから放っておいているのか、知らなくても良いと考えたからかは分からない。


「何かされた訳でもないですし、別に怒りませんよ」


「なら、良かった」


浮かべた安堵は一瞬で、直ぐさまその表情は取り繕つくろわれた。本音を隠したがるイレヴンに、難しい子だとリゼルが苦笑を零す。何か目的がある訳でも無く、ただ知られるのが嫌なだけなのだろう。


リゼルの前では比較的素直だが、本来の彼の性根は捻ひねくれきっている。それを、自身へ向けて真っ直ぐにさせたのがリゼルなのだが。


「それで、ジャッジ君なんですけど」


話の続きを促せば、イレヴンが組んだ腕を机の上に置きながら賄賂を再開させる。


「雇った店員に、商品何個か盗とられたらしいッスね。それが商業ギルド直属の貸出スタッフで、しかも上級スタッフとかで余計に揉めてるっぽい」


「そのスタッフが平然と否定して、過失を認めたくないギルドはスタッフを信じて、ジャッジ君が嘘つき扱いされている？」


「その通り」


見て来たかのように纏めたリゼルに、イレヴンがニィッと笑みを浮かべて肯定を返した。


「なら、下の方で処理されてるのかな」


リゼルが呟き、考え込む。


幼いジャッジと共に過ごす為、趣味で始めた店だったと、あの道具屋の事をインサイは話していた。しかし、それでも近隣で筆頭と謳うたわれる貿易商が営み、今は彼の孫が後を継いだ店だ。


商業ギルドの上層部が、それを知らないなど恐らく有り得ない。インサイを敵に回すぐらいなら、件くだんのスタッフを切り捨てた方が損害は桁けた違いに小さく済むだろう。


「（それでも、俺が商業ギルドに口を出すのはお門違いだし）」


そこまで考えて、ふとイレヴンが此方を見ている事に気付く。


リゼルの反応から、それなりに価値のある情報を手土産に出来たと察したのだろう。パーティ入りの判定を待っているようだ。


本来ならばジルと話し合って決めなければならない。とはいえ大体の場合でジルはリゼルが決めた事に反対しないので、恐らく問題はないだろう。呆れはするだろうが。


「君は、盗賊の首領でしょう？」


だが今は、それ以前の問題だ。


「流石にパーティに入れるのは避けたいです」


「じゃあ盗賊辞める」


拒否されたが、イレヴンは嬉しそうに目を細めた。


情報のタダ食いだ、とは思ったが別に良い。元々取引などではなく、貢みつぎ物でしかなかったのだから。それよりリゼルの口振りから、盗賊関係を清算すれば考えると暗に示唆しさされた事が重要だった。


「頭あたまのいなくなった盗賊は、捕まるまで無秩序に全てを荒らしますよ」


「まぁ確実ッスね」


「それに、君の事を知ってる人も居るんでしょう？」


「あー……」


イレヴンも有象無象に姿を晒したことはないが、完璧に隠していたかと言われればそうではない。特定はされないだろうが、疑いはされる程度の情報は出回るだろう。


「あ、じゃあ全員殺しゃあ良い？」


「人数、覚えてるんですか？」


物騒な提案にあっさりと返され、リゼルがどんな反応をするのかと内心で楽しみにしていたイレヴンは残念そうに組んだ腕へと顔を突っ伏した。


「……覚えてねぇッス」


「取り零した、なんて事があったら大変ですよ。そうじゃなくても君達ぐらいの盗賊団が全員殺されたなんて、新しい脅威の出現だって大騒ぎになると思います」


させておけば良い、とはリゼルを前にしてイレヴンは言えなかった。


顎を腕に乗せたまま、露骨に拗ねた視線を送る。何かにつけて否定されてしまえば、もしやパーティ入りさせるつもりがないのではと勘繰ってしまう。


どうすれば自分が盗賊を抜けた事になるのか。今になっては、面白がって成長させてしまった盗賊団が邪魔に思えて仕方ない。


「毒殺なら皆殺しにすんのも疲れねぇのに」


「それこそ蛇の獣人である貴方が疑われちゃいますよ」


「心配してくれてるんスか」


何も考えず口にした言葉に、返って来たのは穏やかな微笑みだった。


「勿論」


イレヴンは思わず、パカリと口を開けた。


確かに、盗賊と気付きながらも自由にさせているのが知られれば、リゼルにとっても危ういだろう。そういった意味での心配かもしれない。しかしイレヴンがどれだけ言葉の真意を探ろうと、全くそんな意図は見えて来ず。


もはや真顔になりながら絶賛混乱中のイレヴンを、リゼルは全く気にせずにその口元へと目を留めた。


「そういえば、毒殺出来るんでしたね」


「え、あぁ、楽勝ッスね」


「口の中の分泌腺ぶんぴつせんから毒物を排出できる者もいる、でしたっけ。一種類だけですか？」


書物で読んで知識だけは持っているリゼルだが、実際に質問してみたい事が幾つもあった。蛇の獣人は数少なく、かつ住んでいる地域が限られている為に情報が出回らない。


「これ、あんま言いたがる奴いねぇんスけど……」


さてどうしようか、とイレヴンは今までで一番興味を露わにしたリゼルを見た。パーティ入りして仲間になったら教える、とでも言ってみようかと考えかけて止める。普通に「じゃあいいです」と言われる未来しか見えない。


だが折角だし何か条件を、と打算を働かせていた時だった。ツゥ、と顎を滑る指先の感覚に全ての意識が奪われる。


「口を開けて」


甘く優しい声に、しかし逆らえずイレヴンはゆるゆると口を開いた。


思い出すのは、恐怖を覚えさせられた瞬間。顎に添えられた手で、自らの全てを支えられた記憶。獣人だからこそ唯人より強い本能が、目の前の存在に強烈な服従を示した時のこと。


添えられただけの指が招くように微かな力を込めただけで、体は勝手に椅子から腰を浮かせた。机に両手をつき、望まれるままに差し出す。


指先が唇の中へと潜り込み、鋭く尖った歯を掠めて出て行くのを、心奪われたように眺める。

            





    
  
  




「どうしました？」


「ッ」


ふいに掛けられた声に、イレヴンはパッと意識を取り戻した。


恐らくリゼルは気付いていない。獣人の持つ獣の本能は、獣人同士でしか理解できない。不思議そうに此方を見る姿に、静かに深く息を吸う。


「……別に、何でも？」


跳ねる心臓を押さえながら、分からないのなら気付かせる訳にはいかないと常つねの笑みを浮かべる。取り繕ったそれは当然バレるだろうが、しかし真実を知られるより幾らかマシだった。


「そんなに知りてぇなら、どーぞ」


「良いんですか？」


「その代わり、パーティ入りの件よろしくッス」


何事も無かったかのように再び口を開けたイレヴンに、リゼルは何かを誤魔化したのを察しつつもまぁ良いかと顔を寄せた。赤い口内に、唯人に比べて薄く丸みのない歯と、鋭く尖った一対の牙が見える。噛まれたら痛そうだ。


「分泌腺は牙の裏、だから」


本で得た知識を元に手を伸ばし、指先で牙に触れる。尖った先端に触れ、表面をつたって裏側へ。楽しげに目を細めるイレヴンに微笑み、その口の中を覗き込んだ。


「根元に切れ目、これが分泌腺ですか」


「ふぉっふ」


開けっ放しになった口から発せられた言葉はいまいち分からなかったが、微かに頷いたので当たりなのだろう。痛くないように、触るか触らないかの力加減で切れ目をなぞれば、イレヴンが喉を鳴らして笑った。くすぐったいらしい。


「両側にあるんですよね」


右から左へ、左右の切れ目をなぞったがピッタリと閉じているのが分かる。流れっぱなしという訳にはいかないだろうし、自らの意思で開閉出来るのだろう。


「そのまま、何か出せますか？」


「あー……」


口を開けたまま何かを考え、イレヴンが片手で頬を指差す。出してくれるらしい、と毒々しい程に赤い口を覗き込んだ。


「あ」


歯の根元にある切れ目がパクリと口を開け、切れ込みというよりも穴に近い状態になった直後。そこから少し粘度のある、透明な液体が少しずつ漏れ出した。牙を伝い、ゆっくりと先端に水滴を作る。


その水滴が口内に落下しようとする瞬間、リゼルは指の腹にそれを乗せた。目を見開いたイレヴンが一瞬動きを止めたが、リゼルは気にせず指を引き抜いて興味深そうに眺める。


そして、ゆっくりと指を滑り落ちて行く水滴へと徐おもむろに唇を寄せた。ちゅ、と小さな音が鳴り、突如覚醒したイレヴンがバッとリゼルの手を掴む。


「な、にやってんスか！」


「何の毒かなと……ん、ちょっと口と指先が痺れてきました」


「そりゃそうッスよ麻痺毒だし！　あーもうこれ飲んで解毒剤！」


服の内側を漁り、イレヴンが何処からか一つの瓶を取り出した。蓋ふたを開け、口元へ押し付けられた解毒剤をリゼルは素直に受け取る。痺れる指先は危うかったが、何とか握って流し込んだ。


何ともいえない味だ。回復薬といい、何故ダメージを後押しするような薬が多いのかと思わずにはいられない。


「マジ信じらんねぇんスけど！　致死毒だったらどうすんスか！」


「麻痺毒だったじゃないですか。でも毒の効かない君が何で解毒剤を？」


「交渉用！　解毒剤もすんなり飲むし、警戒心死んでんの!?」


憤るイレヴンに、しかしリゼルは可笑しそうに笑った。


解毒剤の効果は素晴らしく、すっかり痺れの消えた指先で瓶を置く。髪を拭って湿ったタオルで手を拭い、もう使えないかなと机の隅へと置いた。


「大体さァ！」


「心配してくれるんですか？」


「そりゃ……、……ッ」


先程のやり取りを思い出させるような問いかけにイレヴンは止まった。止まってしまった。誰にそう言われようと「勿論ッスよ！」と心にも無い返事を平気でするだろう彼が、言葉に詰まってしまった。


駄目だコレ絶対バレた、とグッと口を噤んだイレヴンに、追い打ちをかけるようにリゼルはゆるりと微笑む。


「君が言ったんでしょう？　約束するって」






『もう二度と、アンタの事傷つけないって約束する』






まさか本当に信じたというのか。あの時、本当に自分を心配してくれていたのか。低い筈の体温がぶわりと上がる。鳥肌が立つのを感じて、イレヴンはガタリと椅子を押し退け立ち上がった。


逸らした顔は本心を隠し切れず、それを見たリゼルが声をかけようと口を開く。その瞬間、イレヴンは無言で部屋を飛び出して行った。帰るのかという予想は、しかし直後聞こえてきた声にかき消される。


「ちょっと一刀のニィサンさァ！　あの人にどういう教育してんスか！　毒だって知っといて口に入れるとか無ぇだろ普通！」


「ドア叩くな煩ぇ……お前な、照れ隠しで当たんじゃねぇよ」


「ハァー!?　照れてねぇし!?」


「煩ぇっつってんだろクソガキ」


「ちょッ、なに閉めようとしてんスか！　つか俺ガキじゃ」


「構って貰えなくて癇癪かんしゃく起こして叱られて泣き喚いた奴の何処がガキじゃねぇんだよ」


「それ言われたら否定できね……閉めんなっつの！　あの人の教育方針についてさァ！」


騒ぎに騒ぐイレヴンの声に、リゼルも笑う。ジルに放置されたのに喚いている辺り、まだ様々な衝動が尾を引いているのだろう。発散方法も随分と賑やかだ。


「でも、言っちゃいましたね」


後でジルと顔を合わせた時、その表情はきっと顰められているのだろう。怒られたらどうしようと苦笑を浮かべ、リゼルは本でも読もうかと席を立った。
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「盗られたのは迷宮品ばっかッスね。どれも金貨一枚そこそこ」


先日、騒いで帰って行ったイレヴンが、何故か昨日の今日で夕食を共にしている。


全く別行動をとっていたリゼルとジルが外で偶然会ったので、折角だし一緒に夕食をと店に入った矢先の事だった。狙ったかのようなタイミングだが、ジルは既に自身の監視が外れているのに気が付いている。


もしやリゼルの方に付けているのかと、微かに険けんの籠る眼差しを向けるジルに、イレヴンはわざとらしくパッと両手を広げてみせた。


「や、偶然ッスよ偶然。それなりに情報漁ったんで、手土産持ってってパーティ入りアピールしに行こうかなって時に見つけただけで」


「随分と親切だな」


「元々ッスよ！」


全く信用ならない笑みをにっこりと浮かべ、イレヴンは「それより」と身を乗り出した。


「今度、手合わせどッスか」


「五分もつんならやってやるよ」


適当に返したジルに、イレヴンはニィッと唇を持ち上げた。到底敵う相手ではないが、だからこそ酷く刺激的だ。


五分かぁと呟くイレヴンを尻目に、手本のような仕草でステーキを切っていたリゼルがふと顔を上げる。


「ジャッジ君の店ってもっと高価なものも扱ってますよね。バレやすいからでしょうか」


「あと、売る時に間違いなく足つくッスよ。今も裏市場探らせてっけど、迷宮品が何点も流れたっつうのは聞かねぇし」


「そっちでは多分、出て来ないと思います」


見透かしたように告げたリゼルへ、どういう事かとジル達の視線が集まる。


しかし、何かを思案している姿に問いかけはしなかった。ジルは必要ならば言うだろうと思っているし、イレヴンはそんなジルに倣ならって口を噤む。


「口出さねぇんじゃねぇの」


その代わり、ジルは呆れたように突っ込んだ。ジャッジが気落ちしていた日、何を隠そうリゼル本人が〝堂々と口を挟んで良い問題ではない〟と断言していた筈だ。


「まだ何もしてないからセーフです」


「悪びれねぇな」


「それに、堂々とせずにこっそりなので」


「時々言うこと力押しなのどうにかしろ」


自身の発言にもしっかりと予防線を張っておくのがリゼルらしいか。いっそ感心しているジルの視線を流しながら、リゼルはジャッジが連日ギルドへ顔を出しているという情報を聞いて微笑む。


彼は、意外と頑固なのだ。気はやや弱いが、商人らしく大事な所で押しは強い。こればかりは譲れないのだろうが、しかし変な汚名を着せられては商売に不利だろう。


「明日、依頼を受けに行きましょうか」


「あ？」


微笑むリゼルが何を思ってその結論に達したのか分からないが、ジルは怪訝そうにしながらも頷いた。隣でイレヴンが「俺も行く！」と声を上げる中、リゼル達は話題を明日受ける依頼へと切り変えてステーキへと舌鼓を打っていた。






そして翌日の早朝、リゼル達は予定通りギルドを訪れた。


パーティランクはＣ、ランクＢまでの依頼を受けられるが、下のランクの依頼を受けられなくなる訳ではない。だが低ランクの依頼を受けた所で、メリットはほぼ無い。


しかしリゼルは興味を引かれたかどうかを重要視するので、下位ランクの依頼を選ぶ事も珍しくなかった。冒険者の中では新人の依頼を取らない為、というよりは単に臆病者だと噂されない為に誰も受けないが、リゼルはそんな事気にしない。


「これマジでやってんの？」


「ああ」


Ｅランクの依頼を眺めるリゼルにイレヴンが半信半疑で問いかければ、ジルからあっさりと肯定が返って来る。


その時、のんびりと依頼を眺めるリゼルへ声をかける者がいた。


「宜しいでしょうか。とある学院に通う青年から貴方宛てに【レポートを手伝って欲しい】という指名依頼が入っていますが」


「宿題は自分でするように、と伝えて下さい」


「そのように処理しておきます」


淡々と近寄って来たスタッドが、淡々と去って行く。


指名依頼は断る事が可能だ。だが依頼人とのコネを重要視する冒険者達は、滅多に断らない。しかも今回は有名学院に通う、将来有望な依頼人だ。


「これもマジで？」


「ああ」


イレヴンのみならず、周囲の冒険者達からも驚愕と悟りの入り交じった視線が集まる。


ちなみにリゼルが断った瞬間、ギルドの外で死んだような目をした青年が泣きながら走り去って行ったが、ギルドに居た者達が気付くことはなかった。


「さっすが、見た目通り頭良いんスね！　ここらで有名な学院とか、騎士学校か隣の魔法学院じゃねッスか」


視線が集まるのは指名を断った所為だけではない。イレヴンも立派に原因の一端を担っている。


リゼルを挟むようにジルとは反対側に立つイレヴンは、ニィッと愛想が良いとも挑発的ともとれる笑みを浮かべていた。鮮やかな赤は勿論のこと、細身の体を覆うような防御力皆無な装備や双剣も目を引く要因だろう。


「あ、でも騎士はお貴族様が集まるし違ぇか」


「多分、魔法学院の方だと思います」


変わらない身長のリゼルを覗きこむように茶化す彼は、色々な意味で有名なリゼル達パーティへの加入を望んでいるという、冒険者内では最近話題の存在だった。


「あ、ジル。この依頼は？」


「【新しい剣の試し切り】。お前が振れよ」


「ジルって剣へのこだわり強いですよね」


「折りたかねぇだろ」


普段最深層級の迷宮品を振るっているジルは、普通の剣を振ると時々折る。


「どんッだけ馬鹿力！　ほんとパーティ入りしてぇー」


「駄目です」


イレヴンがギルドでパーティ入り希望を口にするのは、リゼル達への懇願ではない。周囲へまだ仲間入りしていない事を主張し、リゼル達があらゆる不利益を被るのを回避する為だ。


それを理解しているからこそ、リゼルの断る声は何処か優しい。褒めるようなそれに、イレヴンは浮わつきそうになる表情筋を全力で普段の笑みに固めている。


「あんま面倒ごと起こすなよ」


「何が？」


牽制するジルに、イレヴンはにこりと笑った。


「（分かんねぇフリすんなら、こっちに面倒寄越さねぇ自信はあんのか）」


笑みに撓しなる瞳が、ジルの意図を察したように更に細まる。深淵を覗いたかのような色気と殺意を孕んだ笑みは、しかしリゼルに依頼に関する質問を受けた途端に消えた。


いかにも相手に懐いていると、そう伝えるような笑みへと変わったイレヴンに、あれはつまり肯定なのだろうとジルも視線を流す。リゼルと自身に関係がないなら好きにすれば良い。


「ジル？」


「……何でもねぇ。それ、受けんのか」


「どうです？」


「お前には微妙かもな」






【白ゴーレムの核入手】


ランク：Ｂ～Ａ


依頼人：ツールズ魔道具工房


報酬：核一個につき銀貨10～15枚


依頼：白ゴーレムの核を入手して貰いたい。


ただし魔道具制作に使用するので無傷のものに限る。


大きさの大小で報酬の変化あり（基準は裏詳細による）






冒険者に出すにはスタンダードな依頼だ。それ自体に問題はない。どういう意味かとリゼルがジルを見れば、反対側からも納得の声が上がった。


「確かに。ゴーレムって魔法あんま効かねぇし、アンタは危ねぇんじゃねッスか」


「でもゴーレムって、一度も見た事ないんですよね」


「好きにしろ」


ゴーレムは迷宮固有の魔物なので、迷宮の外で見かける事はない。全ての迷宮に出る訳でも無いので、割とメジャーながらリゼルは出会った事がなかった。


だが、本気で危ないのならジルは止める。危険は無いか、あるにしても充分ジルが捌ける範囲なのだろう。リゼルは嬉しそうに口元を緩め、用紙を手にスタッドの待つ受付へと向かって行った。


「甘やかしすぎなんじゃねぇのぉ？」


残されたジルが暇潰しに依頼を眺める横で、ふいにイレヴンがにやにやと笑う。


「危ねぇのに行くって、要はアンタに守れって事じゃん？　パーティとして、そういうの良くないと思うんスけど」


イレヴンが依頼手続き中のリゼルの背を眺めながら、煽るように口にする。


ただリゼルには聞こえないようにしている辺り、煽りたいのはジルなのだろう。ただ疑問に思っているだけなのか、それともぬるくなったと揶揄しているのか。


「お前に何か関係あるか」


「俺がパーティ入りした時に困んじゃん？　……それガチの殺気ッスか、スンマセン」


威圧感すらある鋭い空気をジルから感じ、イレヴンはそんなに鬱陶しかったかと顔を引き攣らせた。多少の刺激は快楽と出来るが、確実に自分の命を摘み取られるような危機なら別だ。


元々、ただの戯れでしかない。素直に謝れば、ジルも剣呑けんのんな空気を仕舞う。


「守らせる気なら最初から依頼なんざ受けねぇよ」


「だァって魔法効かねぇんスよ？」


「本人は真剣に冒険者してるつもりだからな」


イレヴンは無言でジルを見た。何も返っては来なかった。


「お待たせしました」


「何かあったか」


「ちょっとお願い事があったので」


無言のまま数分、何やらスタッドと話し込んでいたリゼルを迎え、三人は早速迷宮へ向かおうとギルドを出た。全力で納得できない雰囲気を醸し出しているイレヴンを不思議に思いながら、リゼルは一緒に歩き出した彼へと苦笑を零す。


朝からギルドで顔を合わせたのは、やはり偶然では無いようだ。このまま迷宮までついて来るのだろう。だがパーティを組んでいないので、リゼル達を手助けしようとイレヴンの依頼達成には数えられない。


「迷宮って一緒に入れるんですか？」


「そこら辺、空気読んでくれるんで。アンタ達に拒否されなけりゃオッケーッスね」


例え同じ時間に入ろうと、他のパーティには出会わない。迷宮内には自分達しかいない。そんな迷宮だが、空気を読む事には定評がある。


「そういえば、マルケイドでも冒険者と観光客が入ってましたね」


「互いに同意さえしてりゃな」


それをどう判断しているのかは誰も分からない。迷宮だから仕方ない。


拒否してやろうかと顔を顰めたジルが、ふいにイレヴンを横目で見て眉間の皺を深くする。パーティでない者をつれて依頼に行くのも、迷宮に行くのも言いたい事は諸々あるが、それ以前に。


「てめぇが居ると目立つ。離れろ」


「そういえば今日はやけに視線を集めますね……流石、短所になる程目立つ人は違います」


「いや普段から目立つって意味じゃねぇし。隠密行動には向かねぇってだけで」


何言っているんだこの人達、という目でリゼル達を見ながらイレヴンは悟る。これは完全に素だ。視線を集めようが気にしない性質が強すぎて、一周回って気付いていない。


「元々目立つ人達が何言ってんスか」


「え？」


「え、じゃなくて」


リゼル達を探っている時にもイレヴンは思ったが、とにかく情報が少ない癖に知名度は群を抜いて高い。


通常有名な冒険者といえば、以前のジルもそうだったが冒険者の中で名前が出回るだけだ。冒険者にあまり馴染みのない国民の間で話題に挙がる事は少ない。


だが、リゼルは違う。そしてリゼルと共に行動するようになったジルも違う。二人の特徴を聞けば、彼らを見た事がある王都国民は間違いなく納得顔で思い当たる。


「まず外面で目立つし、組み合わせ意外だし、何してても目ぇ引くし、歩いてるだけで二度見されまくりじゃねッスか」


「最近はちゃんと冒険者らしくなったんですけど」


「は、それマジで言っ……」


心底不思議そうなリゼルの後ろ、呆れているジルを見てイレヴンは全てを察した。


彼は言いかけた言葉を飲み込み、神妙に頷いて見せる。此処でわざわざ突っ込むのも野暮だろう。しかもリゼルがやや嬉しそうなのが居た堪れない。


「まぁ、俺はきっかけじゃねぇスか」


イレヴンが気を取り直すようにヘラリと笑う。


「これまで視線を送りにくかったアンタ達への、緩衝材っつうの？」


「送りにくいですか？」


「アンタは、あー……堂々と見んのも畏れ多いっつうか。子供と話してようが屋台でモノ食ってようが、なんか住む世界違うんスよね」


「それって親しみにくいって事じゃ……」


「あ、でも最近は慣れて来たって評判ッスよ！」


慣れ。


確かに慣れたと言われれば慣れた気もする、と納得したリゼルは知らない。この場合、リゼルが慣れたと言うよりは、周囲が慣れたという意味だという事を。


それにしても普通にしている筈なのに、と首をひねるリゼルにケラケラと笑い、イレヴンが今度はジルを見た。嫌そうな顔をされ、ニンマリと唇を吊り上げる。


「一刀のニィサンは〝目ぇ合わせたら斬られそう〟っつう空気出してたのに、最近は裏の姉ちゃん以外の女も見てんじゃねッスか」


「いらねぇよ」


「あ、でも裏の姉ちゃん達の中には前のが良いっつう人も」


「そういえば前、〝あの空気がクセになるのに〟って彼女たちが言ってるの、聞いた事があります」


ジルとイレヴンは思わず真顔になった。それはつまり、そういう事なのか。


リゼルはほのほのと微笑んだまま、何も気にせず歩を進めて行く。ジャッジが聞いていたら泣くな、と変な納得の仕方をしたジルと、微妙に衝撃を引き摺るイレヴンとの違いは付き合いの長さなのだろう。


「でも、基本的に冒険者って目立ちますよね」


「武器が目立つんだよな」


「それは仕方ないですよ」


「装備も凄ぇのあるッスもんね」


そして何事も無かったかのように話を再開させた。


「個性があって、俺は見てて楽しいんですけど」


装備は店で買う場合と、素材を持ち込んで制作して貰う場合がある。


冒険者の為の防具なのだから、素材は大抵魔物素材だ。よって出来合いでも職人や素材によってデザインが変わり、全く同じ装備は一つもない。


「先に〝こういうのが欲しい〟っつって職人に言っといて、必要な素材集める奴もいるよな」


「そんで出来上がった装備一発で壊れんスよね」


「世知辛いですね」


冒険者の装備へのこだわりは、いつだって見てくれと耐久性との戦いだ。


「アンタ達だってほとんど布装備とか、どんだけ良い素材使ってんスか」


「君だって軽装じゃないですか」


「俺は重いの嫌いなだけなんスよ。当たったら普通にダメージでけぇし」


布装備より金属装備のほうが、当然だが身を守るのに有効だ。駆け出し冒険者だって最低限皮素材の装備を身に着ける。だが、素材によってはその限りではない。


「げ、ここミスリル？　つうかコレって竜の」


ブツブツ呟きながらリゼルの外套がいとうをつまむイレヴンを尻目に話していると、国の外へと繋がる門へと到着した。門番にギルドカードを見せれば、すっかり慣れた門番が頷いて送り出してくれる。横に立つイレヴンを不思議そうには見ていたが。


「歩きですか？」


「馬車」


三人は国の外にある唯一つの停留所へと向かった。


そこを利用する馬車は、全てギルド所有のものだ。国の外にある迷宮を幾つか回り、帰ってくる。歩きで行ける迷宮には寄らないので、その時は徒歩でなくてはいけないが。


今回の目的である白ゴーレムがいる迷宮は、馬車で一時間半程の距離にある。歩きでは少し遠い。


「混んでますね」


「一番混む時間だからな」


早朝は皆、迷宮に繰り出す時間帯だ。停留所には多くの冒険者がいた。代わりに馬車の数も多いので、それ程待ちはしないだろう。


そのまま列に並ぶリゼル達に冒険者達が一瞬ざわめくが、すぐに収まる。王都の冒険者達は、初見以外は落ち着いたものだ。イレヴンが多少視線を集めたが、彼は特に相手にする事なくパッとリゼルの服を離す。


「で、何処の迷宮ッスか」


「白ゴーレムがいるのは〝白黒モノクロの城〟と〝箱の洞窟〟でしたっけ」


「ああ」


迷宮の内部はある程度決まっている。遺跡型、城型、洞窟型、森型など、それに特徴を付けたものが迷宮の名前となるのが定番だ。


ギルドの魔物図鑑も一通り目を通し終えたリゼルは、気になる魔物ならば生息地も大体覚えている。


「近い方で良いですか？」


「ああ。……そういや、最近前よか依頼受けんな」


「運動不足な気がして。君、ひたすら階段登ってても息切れ一つしないでしょう」


「この人と比べちゃ駄目ッスよー。マジ人間じゃねぇし」


「やっぱりですか？」


「後でツラ貸せ」


商業国から戻った後、以前より積極的にリゼルが依頼を受けている事にジルは気付いていた。元々頻繁に受けていた訳でもないので、増えたと言っても通い詰める程でもないのだが。


恐らく、言葉通りの理由ではないのだろう。嘘ではない。ただ、商業国での事を思い出す。ランクを上げた方が良いのかと、そう告げていた。


「気にすんなっつったじゃねぇか」


呟けば、リゼルは微笑むだけだった。イレヴンが、何か言ったかという目でジルを見る。


とはいえ、スタッド以外のギルド職員にいちいち何方どちらがリーダーか確認されるのが面倒なだけの可能性もあるのだが。何となくそっちな気もする、などとジルが考えていると、早速馬車が到着した。


「本当にギリギリまで乗りますよね」


「その為に座席取っ払ってるっつうしな」


一応馬車には座席もあるが、混む時間帯は畳まれているので使わない。満員まで乗り込み、最終的には屋根の上まで使って去って行く冒険者たちを見送る。


リゼル達は次の馬車に乗る事が出来た。ただ中はいっぱいになってしまったので、屋根の上だったが。


「この上は初めてですね、結構高そう」


「あ、あー、あー……か、変わるか？」


「大丈夫ですよ」


先に乗り込んだ者達が何故か居心地悪そうに尋ねるのを、リゼルは不思議に思いながらも微笑んだ。冒険者にあるまじき気遣いに、発言をした者へと視線が集まる。「分かる」という全力の同意だ。


「先行くぞ」


「登れる？」


通常の乗り込み口の隣、馬車に張り付くように設置されている梯子はしごをジル達は軽々と登って行った。それを見上げ、リゼルも成程と一つ頷いて手を掛ける。


次の馬車を待つ冒険者達が、見てはいけないものを見ているかのようにハラハラと見守る。そんな中、時折つま先で馬車を蹴りながらもリゼルは無事登り切った。


ただ、微かにカーブを描く屋根の上で余裕で立つような真似は出来ない。先に腰かけたジルに呼ばれ、出来る限り真ん中に腰を下ろす。


「意外と安定しませんね」


「そりゃな」


御者もやや不安を覚える中、馬車は予定通りに出発した


ジャッジの全てにおいて造りの良い馬車と比べ、ギルド所有の馬車は頑丈ではあるが、乗り心地は切り捨てられている。リゼルは中の座席に座った事もあるが、それなりの振動があった。


「尻、痛くねぇッスか」


「ちょっと痛いです」


走り出した馬車の上を危なげなく歩き、イレヴンも隣に足を投げ出しながら座る。そしてリゼルは彼の言葉に、そういえばとポーチを漁った。


「あ、有りました。ジル、どうぞ」


「ん」


「君も良かったら」


「何スかコレ、クッション？　うっわ……」


差し出された薄い下敷きを受け取り、イレヴンがドン引いたように声を上げる。


「幻狼の毛皮じゃねッスか。何でクッションにしてんスか」


「この馬車、中で座っても腰が痛くなるでしょう？　作って貰いました」


「勿体ねぇー」


幻狼といえば、その名の通り幻の名にふさわしい希少な魔物だ。普段は崖や岩場の急斜面に生息しており、崖から落ちても無傷だという頑丈な毛皮を持つ。


その毛皮は衝撃吸収に特化しており、冒険者垂涎の代物だった。それがまさかの馬車の振動対策。


「おー、ふわっふわ」


「でしょう？」


言いたい事は多々あったが、恐らく言っても不思議そうな顔をされるだけだろう。段々分かって来たイレヴンは諦めて尻に敷いた。


途端、振動は衝撃として伝わる事なく、酷く快適な座り心地となる。最悪の座り心地さえ克服されれば、屋根の上も決して悪くはない。リゼル達はのんびりと馬車の旅を堪能した。






平原を突っ切り、森の中へ。馬車は予定している一つ目の迷宮に向かってどんどんと進んでいく。


平原よりも森の方が魔物に襲われやすい。それは冒険者達が乗る馬車も例に漏れず、そういった場合は馬車に乗った冒険者達で対処するのが原則だ。ちなみにリゼルは今までそういった場面に遭遇した事がない。


「もうすぐ一つ目の迷宮ですね。俺達は三つ目、ですっけ」


「ああ、……」


通り過ぎる木漏れ日を眺めるリゼルへ同意したジルが、ふと今まで馬車が通って来た方角を向く。


「ジル？」


「どうし……あー、成程。獣人でもねぇのによく気付くッスね」


ジルが視線を向ける方角に、イレヴンもにやりと笑って目を向けた。二人の反応からして何かあるのだろうと、リゼルもそちらを見る。


何秒か後、走る馬車の後ろから何かが猛然と走り寄って来た。幾つかの影は徐々に距離を詰め、だんだんとその姿が露わになる


「凄い勢いで地面を走ってくる鳥って、不思議な迫力がありますね」


「あいつら飛べる癖に滅多に飛ばねぇよな」


「走った方が速ぇんじゃねぇスか」


流線型の体を持った、一メートル程の鳥。森の走り屋フォレストランナーと呼ばれる魔物だ。頭を低くして森の中を疾走する姿は鋭く、速い。


折りたたまれた翼は駆けるのに邪魔だと言わんばかりにぴったりと閉じられ、鉄のような嘴くちばしが木漏れ日に煌く。突撃されれば只では済まないだろう。


その時、馬車の中も微かに騒どよめいた。どうやら他にも気付いた者が居るらしい。


「ジル、落ちそうになったら頼みます」


「なるなよ」


基本的に、屋根に陣取る者が周囲の警戒をする暗黙の了解がある。御者に言って馬車を止めさせようとするイレヴンを制し、リゼルは屋根の端へとにじり寄った。


そして、そのまま逆さになって馬車の窓を覗き込む。その裾はジルにしっかりと握られていた。


「うぉっ!?　何だ、貴族さんか……」


「危ねぇだろ。間違えて攻撃するとこだったぞ」


「すみません」


一瞬ビクリとした冒険者達が口々に安堵や注意を口にしながら、逆さまのリゼルというシュール過ぎる光景を眺めた。


「それで、魔物か？」


「はい、フォレストランナーが三匹」


冒険者達が厄介そうに顔を顰めた。


これだけの人数が乗った馬車だ、逃げ切るのは難しい。しかも、当の魔物は酷く戦いにくいのだ。膝の高さを縦横無尽に駆け回り、一撃で木に穴を開ける嘴はまともに食らえば足が使い物にならなくなる。


「それで、この中に戦いたい方は居るかなと思いまして」


「は？」


仕方がないか、と戦う準備を始めようとしてた冒険者達の動きが止まる。


「特に欲しい素材がなければ、このまま倒して死骸は置いて行きますね」


それはつまり、馬車を止めないまま倒せると言う事か。まぁ一刀もいるし、と彼らは納得して各々頷いてみせる。


「分かりました」


柔らかく微笑んで屋根の上に消えて行くリゼルを、やっぱ冒険者じゃねぇよなと思いながら彼らは見送る。そして窓付近にいた冒険者が競う様に外を覗き込んだ。


猛然と迫る魔物の群れは、もはやその羽の模様さえも確認出来る程の距離まで迫っている。


「魔法ッスか」


馬車を止めないというのならそうなのだろうと、腰を浮かせかけたイレヴンへとリゼルは問いかける。


「君は、素材は？」


「いらねぇッスけど、何か……ちょ、それ何ッ」


驚愕の声と共に、連続した破裂音が森に反響した。イレヴンは目を見開き、馬車内の冒険者達は何の音だと疑問を浮かべる。


「あ、避けられました。流石に速い魔物は違いますね」


「あと二匹」


「はい」


一度途切れ、再び二度の破裂音。リゼルが「もう大丈夫ですよ」と御者に声をかけているのを聞き、冒険者達は襲撃が終わりを迎えたのだと悟った。魔法使いなのだから魔法で何かしたのだろう、などと納得している彼らの真上では、本日何度目かの納得できない感を胸にイレヴンがリゼルへ詰め寄っている。


「それ、ちょ……いや知ってっけど！」


「あ、知ってるんですね」


「なんか浮いてるし！」


「反動対策です」


「もっかい見せて！」


「駄目」


酷く食いついたイレヴンだが、最終的に〝迷宮だから仕方ない〟の結論に辿り着き落ち着いた。やや釈然としない顔はしていたが。


そしてリゼルがふっと息を吐く。過ぎて行く景色をぼうっと眺め、その様子をやや怪訝そうに見ていたジルへと体を傾けた。その肩に、凭れかかる様に頭を置く。


「どうした」


これ程度で疲れる事はない筈だがと、眉を寄せながらジルが問いかける。その顔は、直ぐに呆れたようなものへと変わった。


「酔いました」


「酔ったのかよ……護衛の時は平気だっただろ」


「あの時はこんなに揺れて無かったので」


リゼルは今まで数回、馬車を利用したがいずれも酔いはしなかった。だが結構な揺れの中、進行方向とは逆向きに集中して狙いを付けたのが仇あだとなったらしい。


そもそも元の国では、乗り心地も最上級の上流階級御用達の馬車に乗っていたリゼルだ。仕方が無いかと溜息をついて好きにさせておくジルの横で、ふいに、イレヴンが何かを考えて自らのポーチを漁った。


「大丈夫ッスか、はい」


「ん？」


「チョコ」


わざわざ包装を解いて差し出されたチョコを受け取ろうとしたリゼルだったが、避けられる。目を瞬かせれば、にんまりとした笑みと共に口元にチョコレートが運ばれた。


苦笑して口を開ければ、予想に反して甘さが控え目なそれが、不思議と頭をすっきりさせた。ほのほのとそれを味わいながら、ジルの手が襟元を緩めてくれるのに身を任せる。


「甘い物って、馬車酔いに良いんですね」


「どっかで聞いた事あんスよ」


するとイレヴンは続いてリゼルの手を取り、その掌から腕にかけてグニグニと揉み出した。気持ち良いけれど、とリゼルは不思議そうにそれを眺める。


「何のマッサージですか？」


「酔い止めっつう話だけど、正直眉唾ッスね」


「へぇ、初耳です」


馬車の上は相変わらず揺れているが、元々それほど弱い訳でも無い。徐々に回復してきた体調にイレヴンへと礼を告げれば、唯人より体温の低い手が離れて行く。


馬車の速度も徐々に落ちている。どうやら一つ目の迷宮が見えて来たようだ。


「至れり尽くせりですね。大分良くなりました」


「どッスか。俺結構役に立つと思うんスけど」


「そうですね、凄く良い子です」


微笑むリゼルに、イレヴンはぐぅっと喉を詰まらせる。元々打算があってやった事ではなかった。後でそれに自身で気付いた際に、それもどうかと自問自答して打算があったかのように振る舞ってみたのだが、すんなりと認められてしまった。


全く以って遊ばれている、と頭を抱えてしまったイレヴンを可笑しそうに笑い、リゼルはジルの肩から頭を起こした。馬車が止まり、数人の冒険者が迷宮の門へと去って行くのが見える。


「この迷宮は？」


「凄ぇ暗い洞窟」


魔物退治の礼なのだろう。軽く手を上げた冒険者達に微笑み、リゼルも手を振り返す。彼ら全員の腰には、魔道具だろうランタンが括りつけられていた。


「中、空きましたけど、どうします？」


「折角座れるし、このままで良いです」


天気も良いし、たまには馬車の上も悪くない。声を掛けてくれた御者に断りを入れ、リゼル達は再び進み始めた馬車の上でのんびりと会話を交わす。


二人の隣では未だにイレヴンが消化しきれぬ思いに唸っていたが、誰も気にしてはいなかった。
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〝箱の洞窟〟は、洞窟内部が真四角の空間を繋げたような作りとなっている。


床と壁とが直角で、酷く整然とした空間は照明など何処にも見当たらないのに明るい。石なのか何なのか、良く分からないツルリとした表面の壁は、少しの凹凸も無かった。


通路も比較的広いので歩きやすく、なかなかに評判の良い迷宮だ。


「白ゴーレムが出るのは三十階以降なので……ジル、どうですか？」


「最深層まで行ってる」


「じゃあ魔法陣で……あ、でも」


「俺もだいじょぶッス」


この迷宮は、上に登って行くタイプの全六十階層の迷宮だ。


三十階層というと魔物もそれなりに強者揃いの筈だが、ジルはともかくイレヴンも一人で潜っているらしい。それだけで彼の実力が窺える。


ちなみにリゼルは普通に無理だ。よって一人で迷宮を訪れる事はない。それが普通なのだが、身近に居るのがジルの所為で「自分もまだまだだな」と思っている。


「じゃあ、俺達の後に」


「はぁーい」


パーティを組んでいないので、同時に魔法陣を利用できない。リゼル達に続き、イレヴンも直ぐにそれを起動させる。


何の苦労もなく二十階層に到着した三人は、相変わらず代わり映えしない四角形の道を眺めた。ゴーレムも難なく行き来できる広い通路は、かなり見通しが良い。


「几帳面きちょうめんなくらいの造りをしてますね。俺は好きですけど」


「知ってる」


「イメージ通りッス」


洞窟というには整理されすぎているが、扉も何もなく枝分かれする通路はまぎれも無く洞窟のものだ。分かりやすくて良いな、などと話しながらさっさと歩き出したリゼルを、イレヴンは「えー……」と眺める。


何の特徴も無い道は距離感すら掴めず、自分が何処にいるのかも見失いそうだ。通常、地図を買うか、進路をメモしながら歩くものだが二人に一切その様子はない。


「帰る時迷うのイヤなんスけど」


「え？」


「は？」


不思議そうなリゼルに、そんなに変な事を言ったつもりはないとイレヴンは頬を引き攣らせた。


豊富な知識量に反して、リゼルの常識は時々ぽっかりと抜け落ちる。原因など分かり切っていた。我関せずと立つジルを、何故こうなったのかと言わんばかりに見る。


その時、イレヴンはふと奇妙な切れ込みの入った床を見つけた。


「あ、そこ罠あるッスよ」


「これですか？」


「ちょ、何で踏んッ……でぇ!?」


リゼルは戸惑いなく踏んだ。直後、足元の床が抜けそうになりイレヴンは即座に回避する。感心したように此方を見る視線に疑問しか湧かない。


「え、俺言ってねぇ!?　言ったじゃん！　何で踏んでんの!?」


「前もって罠があるって分かったのは初めてで、つい」


「つい、じゃねぇよ！　今まで一度も見てねぇ訳ねぇし！」


ほのほの微笑むリゼルが、足元の仕掛けを興味深そうに眺めている。


イレヴンは再びジルを見た。冒険者の事を教えているのは彼で間違いない筈だ。一体どういう教育をしているのか。いや、していないのかもしれない。


「あまり、罠を見つけるのって得意じゃなくて。ジルはあっても教えてくれないし」


「教えて欲しけりゃ言え」


「発動しても何とかなるし」


それで何とかなってしまうから駄目なのだ。ジルが居ればリゼルに危険はない。


床が抜けても回避し、矢が飛んできても掴み、魔物が溢れようと斬り伏せ、天井が落ちてこようと受け止める。そんなジルが罠を気にしないので、リゼルも気にしていない。


基準がおかしい、とイレヴンは思わず半笑いになった。


「そういえば、どうして君は罠があるって分かったんですか？」


「勘ッスね。ありそうだなーってトコ見るとあるし」


勘で罠を見つけるイレヴンも、充分に規格外ではあるが。何処に何を仕掛ければ効果的か分かっているが故なのだろう。人の嫌がることを的確に察知できる男だった。






白ゴーレムの出る階層だからといって、白ゴーレムばかりが出る訳ではない。


歩いていれば当然、様々な魔物に遭遇する。その中にはリゼルが今までに一度も見た事がない魔物も存在した。


〝空飛ぶ宝箱フライングボックス〟や〝殺人人形マリオネット〟など、無機質感漂う魔物がこの迷宮の特徴のようだ。それらを相手取る際に、リゼル達は初めてイレヴンが戦う姿を見た。


「何ていうか、独特ですね」


「両手持ちなんざ、余程のモノ好きでもねぇとしねぇよ」


地を這う様に駆け、時折宙を舞う。変化自在、縦横無尽、意識の外から向けられる剣先を防ぐのは相当難しいだろう。ジルのように一撃必殺ではないが手数は多く、的確な狙いは確実に相手を追い詰める。


「余裕そうですね」


「だろうな」


手数が多いとはいえ、さして苦戦する敵でもないらしく手早く仕留めていた。本人にしてみれば物足りないのだろう、少しつまらなさそうだ。


ちなみに動きが独特な上に速いので、リゼルは既に目で追えていない。赤く長い髪が動きの余韻よいんでしなるのを見て、ようやく「ああ攻撃してるんだな」と分かる程度だ。


「おい、ラスト」


「はい」


イレヴンの動きはリゼルには予想し辛く、誤射したら申し訳ないので援護は控える。代わりに、周りの魔物をジルが片付けるの確認してから、遠くから近付きつつある魔物を仕留めた。


同時に、片が付いたのだろう。イレヴンが手元で器用に剣を回しながら近づいて来る。


「やーっぱ一刀のニィサンと比べられると見劣りするッスね」


「俺にとっては正直、動きが華やかな君の方が凄そうに見えます」


「あんだけ避けてりゃ派手にも見えんだろ」


イレヴンは基本的に攻撃を剣で受けない。彼の剣も迷宮品だが、ジルの剣ほど上等な加護はついていない。むしろジルの剣の性能が良すぎる。


通常は、迷宮品の剣とは言っても市販品とあまり変わらない些細な加護がついているものがほとんどだ。


「不劣化と切れ味の加護は付いてっけど、欠けるんの嫌なんスよ。これ気に入ってるし」


「避けられるだけ凄いですけど」


魔物に囲まれ、全ての攻撃を避けきれる者など早々居まい。そもそも、イレヴンの場合は毒が効けば刃先を掠めるだけで勝負がつくのだ。


しかし魔物の中には毒が効かないものも多く、まさにこの迷宮がその手の魔物の宝庫なのだから、彼の実力を疑う要因とはならない。


「独学って言ってましたよね。綺麗な動きです」


「関節が柔らかいんだろ。稼働領域が広いから邪魔しねぇで二本振れる」


剣については全くの素人であるリゼルでさえ、実力を図れる程の剣技。ジルも手合わせを検討し始めているのだから、どれ程のものかなど言うまでもない。


「双剣遣いとか、あまり見ないからつい見ちゃいます」


「アンタの得物よかよっぽど普通なんスけど」


呆れたようにイレヴンが肩を竦める。


「魔力入れて貰えば俺でも使えるんスよね」


「肩砕けんぞ」


「やっぱ？」


銃の反動はとてつもなく強い。最低でも肩が外れ、下手をすれば砕けて腕が使い物にならなくなる。しかも本来は弾が入っているかどうかも分からないのだから、流石は〝いざという時の一撃に最高で、いざという時に役に立たない武器〟の評判通りだ。


「俺良く避けたよなァ」


「君くらいになると、平気で避けるんですよね」


「そこはまぁ、真っ直ぐしか飛んで来ねぇじゃねッスか」


「ジルもそう言うんです」


そんな雑談をしながら、緊張の無い様子で歩を進めること暫く。唐突にジルが足を止めた。


それに続き、訳知り顔で平然と足を止めるイレヴンにリゼルも倣う。耳を澄ませば、ゴゴッと僅かに岩同士がぶつかり合う鈍い音が、少し先にある曲がり角の向こう側から徐々に近付いて来ていた。


見なくても分かる程の存在感。流石に高ランクの依頼ともなると難易度が跳ね上がる。ゆっくりと曲がり角の向こうから姿を現したゴーレムは、地底竜を除けばリゼルにとって迷宮内での最大級の魔物だった。


「大きいですね」


「ボスでもねぇ魔物の中じゃでけぇ方か」


「でもトロいッスよ」


ゴーレムは幾つもの岩を重ね合わせ、表面を滑らかにしたような見目をもつ。その動きの遅さから、冒険者は容易に走り抜けて戦闘を回避できるので、ゴーレム関係の依頼を受けていなければスルーされる事が多い。


ただ、まともに戦おうと思えば非常に厄介な魔物だった。


「白は手強いんですよね？」


「他のと違って魔法効かねぇしな」


「その癖、剣もまともに通んねぇんスよ」


属性持ちの色付きゴーレムは、正反対の属性の魔法で太刀打ち出来る。だが、白ゴーレムだけは別だ。ゴーレム類の核は良く魔道具に使われているが、討伐難度の高さから白は滅多に出回らない。


「魔物図鑑には、最大十メートルって書いてあったんですけど」


「大体こんなもんじゃねぇの」


「流石に此処じゃ見れなさそうですね」


リゼル達の前に現れたのはおおよそ四メートルが一体、三メートルが二体。見上げれば相当な威圧感があり、両手を振り上げた姿は思わず茫然と見入ってしまいそうになる。


かなりの重量があるのだろう。地を踏む足は、近付くごとに腹の底を震わせるような重低音を響かせる。


「で、どうすんだ」


「ちょっと実験です」


「は？　魔法効かねんスよ」


行く手を塞ぐ壁のようなゴーレムへと、リゼルは銃を構えた。


ゴーレムに急所というものは存在しない。唯一核が壊れればゴーレムは壊れるが、そもそも核を壊すにはゴーレムを倒した方が早い。何せ、その核も体の何処に埋められているかは完全にランダムだ。


リゼルが頭に狙いをつけて、引き金を引く。


「……何で効くんスか。それ魔力じゃねぇの？」


破裂音と共にゴーレムの額に穴が開いた。微かな罅ひびが広がるも、その程度では動きを止められない。


「ゴーレムの核って、魔石と違って勝手にどんどん魔力を吸収するでしょう？」


「知らねぇ」


「そうなんスか」


自分が納品する素材がどういう使われ方をするのか、冒険者の大半は興味がない。何故気にならないのかと不思議そうなリゼルは、歩を緩めず近付き続けるゴーレムへと再び銃を向けた。


「ゴーレムに魔法が効かないのは、核が受けた魔力を吸収するからって図鑑には書いてありました。吸収して無効化してるらしいです」


「あー……色付きは持ってる属性しか吸収できねぇから、反対の魔法が効く？」


「その通り」


そして、リゼルは立て続けに銃を連射した。


頭へと何発も撃ち込んでいれば、徐々にゴーレムの頭に罅が広がって行く。やがて耐えきれず崩壊すれば、ようやく巨体が動きを止めて全身が崩れ落ちた。


「普通の魔法は、終点を魔物にしてるでしょう？　つまり、核に向けて魔力を送っています。けど俺の銃だと魔力がそのまま後ろへ貫通するので、吸収されないんじゃないかと」


勿論、運悪く核に当たれば吸収されるだろうが。


「実験は成功か？」


「はい」


満足気に微笑むリゼルに、ジルはならば良いと頷いて剣を抜いた。


既にその巨腕を振り回せば届くだろう距離まで近付いたゴーレムへと駆け、その両手が振り下ろされるのを待たず剣を振るう。正面から斬り付ければ間違いなく折れるだろう細身の大剣が、風を斬る音と共にゴーレムの体を真二つに分けた。


「そのスパッで終わんの何!?」


「うるせぇ」


その隣で、定石通りに両足の関節部を砕いたイレヴンが突っ込む。通常まともに狙えはしない部位を容易に破壊できるのだから、彼の剣技も人並み外れているのだが。


「はァー……この人達マジ信じらんねぇー……」


ドンッと衝撃で風を起こしながら倒れたゴーレムへ、イレヴンがスタスタと近付く。まるで目と口を模したかのようにポッカリと開いた頭の空洞へ、ポイッと何かを放り込んだ。


リゼルはジルに腕を引かれ、立ち位置を入れ替えられる。同時に、ドンッという衝撃と共に砕けたゴーレムの小石が飛び散った。


「盗賊の頭が何言ってやがる」


「元ッスよ、もーとー」


リゼルがそちらを覗き込めば、頭が吹き飛んだゴーレムが横たわっていた。成程、と一つ頷く。


「これ、核ってどれの事を言うんですか？」


「ん」


「真っ二つですけど」


「場所が悪かったんだろ」


早速、依頼品であったゴーレムの核を探そうとすれば、ヒョイッとしゃがんだジルが濁ったガラスの塊かたまりのようなものを手に取った。綺麗な断面を晒している。


丁度斬った部分に核があったのだろう。依頼品は無傷でないといけないので、使い物にならない。


「お前のも探すぞ」


「お願いします」


イレヴンの胡乱な視線を受けながら、ガコンガコンとゴーレムを踏み砕いていくジルを尻目に、リゼルは渡された核をしげしげと眺めた。そして気が済むまで観察し、ポイッと真っ二つの核を放る。


「何捨ててんスか！」


「え、だってジルもこれじゃ売り物にならないって」


「アンタのその信頼の根拠って何なの!?」


物凄い勢いで詰め寄られた。


「モノ自体珍しいんだから、真っ二つだろうが売れるッスよ」


例え割れようが魔力を吸収する機能は残っている。完全な状態から比べれば値は落ちるだろうが、普通の冒険者だったら喜んで売りに出す代物だ。


しかし面倒がってボスの素材しか剥ぎ取らないジルは、道中の魔物の素材に目を向ける事などほぼ無い。よってリゼルもよく知らない。


「そうなんですね……へぇ、確かに魔力が吸われる感覚が……」


「おい」


「あ、はい」


新事実の確認に余念がないリゼルと、そんな彼を放置して淡々と核探しをしているジル。慣れきった様子で核を投げて寄こすジルは、まさしく慣れているのだろう。


これはもう、いっそ楽しんだ方が楽なのかもしれない。そう考えるイレヴンは、本調子に戻りつつあった。初めて自制を覚えた彼は、今まで本来の奔放な気質まで抑えてしまっていたのだから。


「一刀のニィサン、俺のもやって」


切れ長の目を楽しそうに細め、ゴーレムへと近付く足取りは軽い。


「つかこれ踏み抜けるとか非常識ッスよ。蹴りだけでも倒せんじゃねぇの」


「さぁな。てめぇの分はてめぇで解体しろ」


「ゴーレム解体とかハンマー必須なの知らねぇんスか」


「知らねぇ」


ケラケラ笑うイレヴンに、リゼルも微笑んで核を仕舞う。


そして解体を押し付け合う二人に、やってみたいと声を掛けたら滅茶苦茶拒否された。やや寂しくなったのは秘密だ。






それからのイレヴンは絶好調だった。


何かが吹っ切れたかのように斬る。とにかく斬る。何でも斬る。ゴーレム相手だろうが鉄鎧相手だろうが、斬れる部分はガンガン斬る。その姿は生き生きとしており、リゼル達が手を出す隙を与えない。


「俺達の依頼なのに、良いんでしょうか」


「好きにさせときゃ良いんじゃねぇの」


三十階から四十階まで、一通りゴーレムを倒して核を集めた結果、結構な量の核が集まった。


「これだけあれば良いですか？」


「実際こんなにいらねぇと思うけどな」


「え？」


数にして四十弱、朝から昼過ぎまでに集めた数としては上等過ぎるだろう。


通常、冒険者が迷宮を攻略する際は、一日で次の魔法陣まで行ければ御おんの字だ。それを考えれば異例の成果だが、ジルにしてみれば遅いぐらいで、そのジルが基準なリゼルも同じく。イレヴンも常識人ぶってはいるが規格外であることに変わりなく、こんなものだろうと思っている。


三人はそろそろ引き上げようかと、ちょうど四十階層にある魔法陣を使い、そのまま入口まで戻った。


「中が明るくても、やっぱり本物の太陽は違いますね」


「迷宮内でも太陽昇ってる迷宮とかあんじゃねッスか」


「夜に潜ると良く分かんなくなんだよな」


「分かるー」


迷宮の外へと出れば、まだ日が高い。各々伸びをしたり深呼吸したりと気を緩め、迎えの馬車を待つ。


早朝は頻繁に行き交う馬車も、それ以外の時間帯は疎まばらだ。タイミングが合わなければ、一時間以上待つ事も珍しくない。それでも歩いて帰るよりは馬車の方が速いので、誰も文句は言わない。


「あと三十分ぐらいッスね」


イレヴンが迷宮の門にギルドがぶら下げている砂時計を見上げた。


馬車の御者が到着する度に逆さにされるので、前の馬車が着いてからどれぐらい経ったかが分かる。遅くとも二時間以内には馬車が通るので、二時間分の大きな砂時計は良い目安だと重宝されていた。


「もう昼過ぎですし、お腹が空いて来ました」


「こいつにやるからだろうが」


「美味かったッス」


門の近くとはいえ国の外。魔物の危険はあるが、しかし迷宮ほど積極的に襲いかかられはしない。三人はのんびりと馬車を待つ。


「迷宮内で弁当とか、正直マジかよと思ったんスけど」


「他の方、迷宮内では食べないんですか？」


「食べるけど」


一日がかりの迷宮攻略では、当然冒険者達も何らかの食料を持ってはいる。


だが、迷宮内ではのんびり食べる暇は無い。イレヴンのようにチョコレートだったり、あるいは一口で栄養補給が出来る木の実だったりするのだが、リゼル達は宿の女将が用意してくれた弁当を普通に食べる。


基本的に魔物が襲ってきてもジルが気付き、リゼルが座ったまま撃破するからだ。慣れるより楽しもうと決めたイレヴンでさえ、それは呆れてしまう程のんびりとした休憩タイムだった。


「つうか冒険者に渡す飯が弁当ってどうなんスか」


「俺一人の時は握り飯持たされる」


「あの人どういうイメージ持たれてんの？」


小声でのやり取りは幸いリゼルには届かない。


そしてイレヴンは砂時計を眺めているリゼルへと近付き、はいっとばかりに握った手を差し出した。リゼルが手を出せば、掌へ幾つかのチョコの包みが落とされる。


「じゃあ、これ。お詫びにあげるッスよ」


「有難うございます」


リゼルの弁当（肉と野菜たっぷりのサンドイッチ）は、良いなー良いなーと露骨に口を開けて待っていたイレヴンに譲られた。そのお返し、という事だろう。


その時は特に空腹感など無かったリゼルだが、流石にこの時間になるとそうはいかない。微笑み、有難く受け取った。


「あ、そういや時間あるしどッスか」


もごもごと口の中でチョコレートを溶かしていると、満足げにそれを眺めていたイレヴンがぱっとジルを見る。手合わせのことだろう。先程まで絶好調で体を動かしていたが、まだまだ動き足りないようだ。


それはジルも同様だった。ボスとも戦わず出て来た事もあり、物足りなさがあるのだろう。ちらりと此方を窺う視線に、どうぞと手で促してみせる。


「五分もたせろよ」


「やりィ」


リゼルは手に積まれたチョコレートを落とさない様に、そっと門に寄った。そして剣を構えた二人を見る。


双剣を持った両手をぶらりと下げ、獲物の隙を狙う捕食者のようにジルを見据えるイレヴン。そのまま持てば地面についてしまう大剣を手首だけで支え、自然体で立つジル。微かに吹く風に、地面に映る木漏れ日が揺れる。


「合図」


ジルの声に、リゼルはチョコレートの包みを開きかけた手を止めた。


静かな森の中。この近辺が果たして無事に済むのかと思いつつも止めない。微笑み、気負わず唇を開く。


「始め」


これから起こる事への合図にしてみれば穏やかな声は、不思議と透き通って二人の中を通り抜けた。


その声に聞き入りそうになりながら、トントンッとつま先を弾ませたイレヴンが不意打つように駆ける。地面を滑るかのような移動は鋭く、ジルの目前で更にスピードを上げた。


直後、その姿が掻き消える。それに動揺を示さず振り上げた剣で、ジルは背後からの急襲を止めた。同時に突き出された逆の剣を、微かに頭を傾けるだけの最低限の動作で避ける。


「ッハハ、これ避けんだ！」


初撃が失敗に終わったにもかかわらず、イレヴンは鋭い牙を露わに笑った。


瞬時に距離をとり、もう一度斬りかかる。金属と金属が打ち鳴らされる甲高い音が重なって聞こえる程の連続した攻撃をジルは全て防いでいた。


「（うーん、良く見えない）」


開けた空間を使い切る勢いで攻防を繰り返す二人だが、リゼルにとっては剣筋を目で追う事すら難しい。暫く頑張っては見たが、最終的に観戦気分でチョコレートを味わっていた。


「ハッ、なんでそんな大剣使ってて速いわけ、ッ」


「てめぇこそ首狙うの止めろ。手加減しにくい」


ジルの言葉に舌打ちしながらも、イレヴンの心は高揚していた。


刺激としては些いささかか足りないが、手段を問わず強者を蹴落とした瞬間の快楽は何物にも代えがたい。まだ蹴落とすまでは行かないが、その為の思考錯誤は苦ではない。


ただ自身の力を図る為に強者を求めるジルとは全く異なる理由で、彼は剣を振るう。


その動きがどんどんと速くなっている。最初から速いとしか分からないリゼルだが、風切り音がどんどん洒落にならなくなっているのには気付いた。そして、周囲の木々に少なからず影響が出ているにもかかわらず、自身の周囲には一切影響が無い事も。


ジルが配慮しているのか、それとも理性を飛ばしかけているイレヴンも無意識に避けているのか。もしそうならば、と微笑んだリゼルの隣で、ふいに迷宮の門が開いた。


「あー……やっぱ後一個が出ねぇなぁ。殺人人マリオネッ、ッうお！」


「馬車が来るまで、後少しだと思います。此処なら安全なので、どうぞ」


同じく迷宮に潜っていた冒険者達だ。ようやく迷宮から出た直後の異常な空間に、顔を引き攣らせていた彼らだが、安全という言葉に釣られて呆然としながらも従った。


リゼルから多少の間を空けて集まっている冒険者達は、辛うじて「すっげ……」と呟いて目の前の攻防を唖然と見つめている。


「ただの手合わせなので、心配しなくて良いですよ。ジルが上手くやってるようなので、最悪の事態にはならないと思います」


「て、手合わせ？　つうかその名前、い、一刀？」


ジルの名前を聞き、剣撃の音が支配する空間に視線を絡め取られていた冒険者達は、ようやくまともにリゼルを見た。そして固まる。


最近では、王都の冒険者でリゼル達を知らない冒険者はもぐりだと揶揄される程だ。当然彼らも、何故かチョコレートを立ち食いしている貴族のような冒険者に見覚えがあった。


集まる視線に、リゼルは折角だからと掌に乗せたチョコレートを差し出す。


「疲れたでしょう。良ければ皆さんでどうぞ」


「あ、ああ……」


そのチョコレートを、恐らくパーティリーダーだろう男が受け取ろうとした時だ。彼の手の指の先、それこそ爪を削ったかどうかの近さをヒュンッとナイフが掠めた。


男は自分の指が落ちたと思ったし、仲間達も同じく顔を青くしている。リゼルだけはパチリと目を瞬かせながらも謝罪し、ナイフが飛んできた方角を見て困った様に眉を下げた。


「今のは危ないですよ」


「だってそれ！　俺がっ、アンタにッ、あげたのに！」


迷宮では然程息を切らさなかったイレヴンが、ぜぇぜぇと肩で息をしながら此方を見ていた。


研ぎ澄まされた空気が霧散し、手合わせの続行は困難だと察したのだろう。ジルが呆れたように剣を振り上げ、その腹をイレヴンの頭に振り下ろした。ガンッと音を立てて脳天を直撃した衝撃に、イレヴンは頭を抱えてしゃがみ込む。


「あの通りきちんと叱ったので、許してあげて下さい。悪気は無いし、当てる気も無かったと思うんです」


リゼルはその様子に可笑しそうに笑い、可哀想な程に慎重に手を引いて行く冒険者と向き合った。普段ならば売られた喧嘩は買うとばかりに乱闘に持ち込むだろう彼らだが、完全にその意気を無くしている。


「これ、お詫びに」


引かれて行く手を呼び止めるように、ポーチから取り出したものを差し出す。


穏やかなリゼルの顔とそれとを茫然としながら見比べていた男は、ほぼ無意識で掌を上へと向けた。そっと乗せられた何かに意識を取り戻し、しかし確認ののち再び固まる。


殺人人形のリボン、彼らが数日前から受けている依頼で、今日まさに指定の数まで残り一本となった素材だ。


「ね、許してあげて下さい」


「あ、あぁ」


微笑むリゼルに、男の後ろの仲間達も思わず頷く。


なにせ、掌に乗せられたリボンは十本近い。殺人人形がまれに髪に付けて現れるそれは、倒せば必ずしも手に入るものではない。それが一本と言わず十本。


「本当に良いのか……？」


「ギルドにあった依頼ですよね。あの依頼だったら、追加報酬が出たと思うんですけど」


ギルドへ行く度、一通りの依頼に目を通しているリゼルだ。覚えている依頼内容と、冒険者達が迷宮から出て来た時の会話でそう予想したのだが、彼らの反応を見る限り間違ってはいなかったのだろう。


いっそ感謝すべきではと真顔でリボンを眺める冒険者達に交渉成立を察し、リゼルは一度にこりと笑ってジル達へと合流する。


「……別に、パーティでもない俺の事、庇わなくても良いんじゃねッスか」


しゃがんだまま露骨に不貞腐ふてくされているイレヴンが、複雑そうにリゼルを見上げた。迷惑をかけたと悔やんでいるのか、自身の為にリゼルが他者から許しを得る事が嫌なのか。


態度はふてぶてしいが、何処か落ち込んだ空気を出している様子にリゼルは申し訳なさそうに微笑んだ。


「俺が悪いんですよ。折角もらったのに、人に分けるのは失礼でしたね」


「……」


「一緒に食べましょう、ね？」


包みを開き、イレヴンの口元へ差し出す。薄い唇の手前まで持って行ってやれば、そのまま開かれた口へとそっと差し込んだ。指が唇に当たって、ようやくチョコが食はまれる。


イレブンは離れて行く指を目で追った。しゃがんだまま腕に顔を埋め、黙々と口を動かす。


「五分、もちましたね」


「それでお前を気にする余裕があんなら、もうちょい行けんだろ」


頭上から聞こえる雑談に耳をすませ、彼は埋めたままの顔を緩ませた。


今度があるという。それなりに認められたのだろうか。直後、ふっと頭に乗った重さに目を見開いた。


「あ、馬車が来ましたよ」


暖かい掌の温度は、直ぐにゆるりと離れて行った。それを惜しむように顔を上げれば、リゼルは穏やかに微笑み馬車が来ただろう方角を向いている。


瘤こぶが出来るほどの力で叩きつけられた剣が視界の端で揺れるのを見て、気遣われたのだと気付く。優しい仕草で一度だけ頭を撫でて行った冒険らしくない手に視線を奪われながら、イレヴンはゆっくりと立ち上がった。


「ほら、行きますよ」


「はぁーい」


何事も無かったかのようにグシャリと片手で頭を掻きまわし、リゼル達に続いて馬車へと乗り込む。この時間帯に帰る冒険者は少ない。リゼルもジルも、馬車内の椅子へと座っていた。


何となく気が引けたように同乗する冒険者達を笑い、イレヴンはリゼルの隣へと無理矢理腰かける。


「狭ぇよ」


「良いじゃねッスか！　それより、何であんなにリボン持ってんの」


「とある方へのプレゼントに、今度使ってみようと思ってたので」


「あー……」


納得したようなジルに、イレヴンはニヤニヤと笑いながらも何それ何それと問いかけた。
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「調べてみた所、確かに貴方の条件に該当するパーティが一組ありました」


「流石スタッド君、仕事が早いですね」


白ゴーレムの核を納品した後、リゼルは再びスタッドと話していた。


核はやはり多すぎたので、質の良いものから十個程を選んで納品している。予想外の個数に、完全に依頼人の予算を越えてしまったからだ。


リゼルは報酬の銀貨百五十枚を受け取った。そして依頼前にスタッドに頼んでいた調べ事の結果が早速齎もたらされた事に礼を告げ、そして無言で見て来る視線に応えるようにその髪を撫でる。


「此方でお伝えしても？」


「君が不都合じゃなければ」


撫でられながら、スタッドがスッと視線だけで周囲を見回した。


髪へ触れる手の袖を軽く引かれ、リゼルは微笑んで上体を伏せる。まるでスタッドの手元にある依頼書を覗きこむような恰好に、近付いた淡々とした無表情が小さく何かを呟いた。


抑えられた声量はリゼルだけに届き、リゼルは笑みを深める事で了承を示す。


「これで手続きは終了です」


「有難うございます」


そしてスタッドは、至って常の通りにギルドカードを返却した。リゼルも幾つか雑談を交わし、後ろで待つジル達の元へと戻る。


「お待たせしました」


「ああ」


「朝も今もやけに話してたッスね」


「ちょっとした頼みごとですよ。はい、これ」


訝し気なイレヴンが差し出された銀貨に目を瞬かせた。


輝く銀貨の枚数は、今まさにリゼルが受け取った報酬の三分の一。つまり、そういう事だろう。横取りみたいだと渋い顔で拒否するが、リゼルは構わず握らせる。


盗賊が横取りを嫌がるのか、と呆れた顔を隠そうともしないジルも文句は言わなかった。


「えー、こういうつもり無かったんスけど」


「君が一番頑張ったんですから、ちゃんとしないと」


「一刀のニィサンは良いんスか！」


「リーダーの決定だしな」


引かないリゼルに、イレヴンは諦めて銀貨を仕舞う。


これからも勝手に付いて行くつもりだが、恐らく今後も同じような事があるだろう。だが彼から見て、リゼルもジルも嫌な事は絶対にやらない人種だ。迷惑ならハッキリ言う。


ならば自分がわざわざ問題にする事でもないのだろうと、とイレヴンは簡潔に割り切った。元々気を使う人間でもなければ、細かいところを気にする性質でもない。


「そういえば、あのチョコレート美味しかったですね。何処のですか？」


「分かるッスか！　あれ中心街の西門トコにある」


そして三人がギルドから出ようとした時だった。


開け放しの扉からリゼルが足を踏み出そうとした瞬間、同じタイミングでギルドへ入って来ようとした冒険者達と鉢合わせる。リゼルの眼前に手を翳かざしたイレヴンと、腕を掴んだジルによってぶつかる事はなかったが。


向かい側からやって来た冒険者達も、たたらを踏んだように足を止めた。


「何処見てんだっつ……っあ」


相手はアインだった。傍に仲間の姿はない。


慣れたように威嚇の声を上げかけた姿は、リゼルの見知った素直な姿ではなかった。自分達以外の前ではこうなのだろうと思うと、少し微笑ましい。


アイン達の迷宮攻略にリゼル達が関わった事は、面倒事が増えるのを煩わしがったジルの提案により隠している。よって、今日まで接触らしい接触はしていない。


「や……あー……」


悪態をつきかけて、ヤバイと顔を引き攣らせたまま固まったアインにリゼルは苦笑した。助け船を出した方が良いか、と口を開きかければ、それより早く動く者がいる。


「何処見てるってか見る価値ねぇんだよ雑ァ魚。雑魚は雑魚らしく端歩けよなァ」


「あァ!?」


即行で喧嘩を売ったし、条件反射で喧嘩を買った。


ある意味冒険者としては正しい姿だ。本物の戦いを知っている者同士の眼の付け合いは何とも不穏で、冒険者に粗暴な者が多い印象もあながち間違ってはいないのだろう。


そう感心しているリゼルを、また何かしょうもない事を考えてるなと呆れた視線でジルが見下ろしている。


「ほら、出入り口を塞いじゃ駄目ですよ」


今にも武器を抜かんばかりの空気を漂わせる二人を、これはいけないと苦笑してリゼルは宥めた。


「君ではパーティを引き連れても彼に勝てないと思いますよ、アイン君」


「え、は……うぃっす」


「この前、馬車に同乗させて貰って以来ですね。有難うございました」


アインは一瞬、盛大に疑問符を飛ばしながらもハッと理解した。そういう事にする、という事だろう。


また、リゼルが恩を売った立場ではなく、受けた立場だと主張した事でリゼル達とアイン達との間柄を迷宮攻略だと結び付ける者は減るはずだ。気付いている者は既に気付いているだろうが、そういう者達は敢えて言い触らしもしまい。


「君も」


イレヴンはリゼルの知り合いだと分かり、不穏な空気を引っ込めた。それでもまだ、やけに不満そうではあるのだが。


リゼル達は塞いでいた扉からどいて、ギルドの外に出た。チラチラと此方を窺う冒険者達の視線も気にせず向き合う。アインは久々に顔を合わせた所為か、やや緊張の面持ちを以って小さく頭を下げた。


「ども、久しぶりッス。えーっと、すんませんっした」


出会い頭に悪態をついた事に対してか。リゼルの元へと通う内に、多少礼儀というものを身に付けたアインだった。今の所、それを示すのはリゼル達に対してのみだが。


「何か、変な奴にひっつかれてるみたいな噂聞いたんスけど」


「うっぜ」


当てつけがましく向けられた視線に、イレヴンは見下すように舌打ちを零す。いつまでも喧嘩腰な様子にリゼルが一声かければ、むっとしながら口を閉じて横を向いてしまった。


「今日は他の子は一緒じゃないんですか？」


「全員、二日酔いで潰れてるんスよ」


「君はお酒、強いんですね」


「まーそれ程でも！」


リゼルはそうして一言二言話をして、ギルドに用があるのだというアインを送り出した。軽装だったので、恐らく受けた依頼の報酬でも受け取りに来たのだろう。達成当日に受け取れない報酬も、依頼によってはある。


「あまり喧嘩腰はいけませんよ」


ギルドの扉に消えたアインを見送り、リゼルは微笑んでイレヴンを向いた。


「俺達に懐いてるアピールだったら、もう充分貰ってます」


「それ、冷静に言われるとすっげぇ恥ずいんスけど」


茶化すような声色だが、視線を意地でも合わさない辺りリゼルの指摘も間違ってはいないのだろう。


イレヴンのパーティ入りへのアピールは、見逃しそうな小さいものからさり気ないものまで多岐に渡る。今回もその手の意図が確かにあった筈だ。


しかし、全てが全てアピールではない事ぐらいリゼルにも分かっている。今回のアインを気に入らなかったのも本心で、庇ってくれたのも確かなのだから。


「で、何が気に入らなかったんですか？」


「だぁってさァ！　アンタが……ッ」


バッと此方を向き、言いかけて止める。


促すように首を傾げてみせれば、イレヴンはパシリと片手で顔面を覆った。そのまま視線を逸らすも、逸らした先に鼻で笑ったジルがいる。逃げ場は無い。


「……帰る」


「気を付けて」


不貞腐れたようにそれだけ言い残し、イレヴンは後退しながら踵を返した。派手な後ろ姿は、直ぐに路地裏へと消えてしまう。


「年下からかうの好きだな、お前」


「ジルこそなかなか楽しそうな顔してますよ」






その日の夜、宿で読書に興じていたリゼルは、ふと本を閉じて立ち上がった。


上着を羽織り、軽く身なりを整えて部屋から出る。月明かりしか頼りのない薄暗い廊下では、今まで明かりの近くで本を読んでいた目がなかなか慣れなかった。


ゆっくりと階段を下り、玄関へ。すると、片付けや仕込みを終えた女将が欠伸あくび混じりに食堂から姿を現した。今まさに寝ようとしていたのだろう。


「おや、リゼルさん。今から出掛けるのかい？」


彼女はリゼルの姿を見つけ、怪訝そうな顔で問いかけた。その声は、夜の空気に包まれて少しばかり控えめだ。


「はい、ちょっと飲みに行ってきます」


「飲めないのにかい」


ハッハッと笑った女将が、リゼルの後ろを見る。ジルの姿が無い事を確認したのだろう。心配そうな視線に、いつになったら冒険者扱いして貰えるのかと苦笑を零す。


「引き留めてすみません。お休みなさい」


女将は納得いかない表情をしながらも、諦めたように溜息をついて送り出してくれた。






昼間に比べ、人もまばらな道を歩く。


仕事終わりに飲もうという者達も、既に家に帰っているような時間帯だ。道を歩いているのは、遅くまで働く必要のある者か、冒険者か。それとも引き際を失った酔っ払いか。


そんな中を、リゼルは静かな空気を楽しむかのように目的地へと向かう。月を見上げ、星を数え、辿り着いたのは馴染みの酒場だった。


「……いらっしゃい」


「どうも」


寡黙かもくなマスターからの声に愛想はないが、向けられた視線にリゼルは微笑んだ。


机は一つ埋まっている。カウンターには一人も座っていない。リゼルはカウンターを選び、いつも一人で来る時に必ず選ぶ椅子へと腰掛けた。


そんなリゼルをちらりと見て、マスターは黙々とグラスを拭う。本当に客商売に向かない。


「いつものか？」


「お願いします」


リゼルは最近、マスターに注文を任せている。酒が飲めない事は既に把握されているので安心だ。


ふいに、彼の背後からコンコンと小さなノックの音がした。ワインの瓶が数多並ぶ壁一面の棚、その棚一つ分がぽっかりと壁の向こう側を見せるように開いている。そこだけ厨房と繋がっているのだ。


棚の上へと配膳された皿を、マスターが一つだけ埋まっている机へと運んでいく。向こう側にいる誰かは、空いた棚の位置が低めな為に指先しか見えない。


「今日、何も頼まなくてすみません」


無人のカウンターへ、リゼルは微笑みながら告げる。何も見えなくなった棚の向こう、そこからひょこりと手が覗き、ひらりと振られた。


それに可笑しそうに口元を緩めていれば、マスターが戻って来る。そして自分の分のドリンクを作ってくれているのだろう手付きをリゼルは眺め、少しだけ身を乗り出した。


「内緒話、良いですか？」


「……」


「いえ、マスターにです」


ちらりと以前使用した小部屋に視線を向けたマスターへ、否定の言葉を返す。一瞬止まった手付きが再開したのは、了承したのか拒否したのか。


それを了承だと判断したリゼルは、腕を組んで机へと乗せた。囁くように、唇を開く。


「商業ギルドのスタッフと冒険者の組み合わせが、あの部屋を使ったことがありますね」


胸元から銀貨を数枚取り出し、机へ一枚ずつ重ねて行く。机席から見えない角度、音も無く行われるそれをじっと見ていたマスターが、ゆっくりと重ねられていく銀貨に溜息をついた。


リゼルは手を止め、にこりと笑う。


「お願いします」


マスターは簡単に秘密をばらすような人物ではない。しかし相手が積んだ口止め料を越えた金額を渡してしまえば、マスターが義理を通す必要も無い。情報を扱うという事は、そういう事だ。


「……何組か居る」


「頻度は月に一度ほど、手荷物があります」


「恐らくだが、それらしい奴等が来た事はある」


「最後に来たのは？」


「一月ひとつきほど前だ」


こんなやり取りをしながらも、別にマスターが情報屋を名乗ったことはない。本来は騒いでも良いパーティルームとして作られた小部屋だ。


だが便利な小部屋の噂はどこからか広まり、口止め料にと幾らか置いて行く者が現れた。ただ利用者は多岐に渡り、大抵は純粋に商人同士の商談や、フラれて泣き喚く相手を突っ込む部屋として活躍している。


「じゃあ、今回はまだかな、そろそろの筈なんですけど……いつも、何時ごろ来ます？」


「……人が少なくなってからだ。丁度」


言いかけたマスターの声を遮るように、酒場の扉が開いた。


寡黙な表情を浮かべたまま「いらっしゃい」と視線だけを向けるマスターは、完成したドリンクを差し出しながらリゼルを窺う。


頬を覆う髪を耳にかけ、その整った指先でグラスを持ち、ゆっくりと口を付ける姿は目当ての人物が来ただろうに普段と何も変わらない。


「そこのウイスキー、二人分だ」


来店したのは冒険者らしき一人の男だった。


真っ直ぐにカウンターへと向かい、銀貨を数枚置いて小部屋へと向かう。了承の言葉を待たずして小部屋に消えた男を見送り、マスターは置かれた銀貨を棚の大瓶へと入れた。店の売上とは一緒にしたくないようだ。


「これ、美味しいです」


「……そうか」


リゼルが伏せていた顔を上げて微笑めば、マスターもタオルで手を拭きながら頷く。


冒険者相手では顔が売れてしまっているリゼルだが、然程明るくない室内だからか気付かれなかった。相手が敢えて、周囲に顔を向けなかったというのもあるかもしれないが。


「今日明日だと思ってましたけど、良いタイミングでした」


囁いたリゼルに、マスターは何も言わない。


ただ周囲から一線を画した印象を持つ客が、想像通りだったと判明しただけだ。様々な人物を見て来たからこそ、目が肥える酒場のマスターという立場においても穏やかな男の真意は掴み辛い。


結局のところ思うのは、酒は飲めないものの金払いも愛想も品も良い常連客が、危険な目に遭わなければ良い。それだけだ。


「……無茶をするなよ」


「はい」


普段は滅多に自分から声をかけないマスターの見守るような視線に、リゼルは嬉しそうに瞳を緩ませた。






もう一人の待ち人は、リゼルがグラス一杯を空けない内にやって来た。


今度はどう見ても冒険者には見えない男だ。細身の男は仕立ての良い服を着て、ちらりと店内を見渡す。そして、ふとリゼルへと目を留めた。


「良い夜ですね」


流石は高級店にも派遣されるようなスタッフだ。ふと自然に視線のあったリゼルを、自身が就くような店に訪れる客だと思ったのだろう。スマートに微笑んでそう口にした。


返すように目を細め、リゼルは何も言わず視線を逸らす。男は問題ないと判断したように、革靴を鳴らしてカウンターへと近付いた。


「待ち合わせなのだが」


「来ている」


当たり障りのない言葉は、まるで後ろ暗い事がない声色で告げられた。事情を知らなければ本当に待ち合わせで、静かに飲みたいから個室を使うのかと思ってしまうだろう。


接客業もプロにもなると役者だ、などと感心しながらリゼルは離れ行く背に視線を向ける。完璧な笑みだったがまだまだ、なんてグラスの中身を飲み干した。


「彼ら、いつもどれくらい居ます？」


「……長くて三十分程か。あまり長居はしない」


飲めないのに酒場で時間を潰そうと思うと、少々辛い物があるなぁと苦笑する。


だが、出来れば今日中にけりをつけたかった。必ずという訳ではないが、絶えず商業ギルドを訪れるジャッジは明日もギルドへと向かうだろう。


ああいった主張は、回を重ねるごとに対応がひどくなる。今でさえギルドは厄介そうにしているとイレヴンから聞いているのだ。


「誰か連れてくれば良かったですね。もう一杯、お願い出来ますか？」


空のグラスの表面へ爪を滑らせるリゼルへ、マスターは一度だけ頷いた。






ぽつりぽつりと会話を交わしながら、二十分ほど経っただろうか。奥の扉が開き、二人は揃って姿を現した。出る時まで別々となれば、後ろ暗い事があると認めるようなものだからか。


二人は当たり障りのない事を話しながら、マスターに酒代を払う。その際マスターが、男達がリゼルに気付き辛い立ち位置をとったのは偶然ではない。誰しも変な用事でしか店を使わない輩と、感じの良い常連だったら後者を贔屓したくもなる。


「御馳走様です。お釣りはいらないので」


男達が完全に扉の向こうへ消えたのを確認し、リゼルはゆったりと席を立つ。机へ置いた幾つかの貨幣に、マスターは不満そうに「今度返す」とだけ告げた。


リゼルが彼らを追う事が分かっているのだろう、無理に引きとめて返したりはしなかった。






人通りのない道で、探し人を見失うことはない。店の前で分かれた男達の内、冒険者の方へとリゼルは歩き出す。


リゼルに尾行の経験はない。ただ少し離れて後ろをついていくだけだ。しかし王都では冒険者用の宿が割と固まって存在している事もあり、行き先が同じだろうと判断されやすい。


拠点にしている宿に向かっているだろう冒険者の男も例に漏れず、リゼルが利用する宿と殆ほとんど同じ方向へと歩いている。帰る時に楽で良いなぁ、などと思いながら夜道を歩いていると、ふいに男が路地裏へと曲がって行った。


「（誘い込まれてるかも）」


男が曲がった先にそれらしい宿は無い筈だ。しかしリゼルは足を止めない。


「（何でバレたのかな）」


内心首を傾げるリゼルは、自身が遠目から見ても冒険者には見えない事を完全に失念している。適当な尾行じゃ駄目なんだな、と反省している本人は冒険者らしくなってきたと自負しているので気付かない。


「（今日は止めておいた方が良いかも）」


男の曲がった路地の前を、そのまま通り過ぎようとした時だった。


しかし足を止める。まるで空を見上げるように立ち止まったのは、丁度路地裏の入り口だった。


「チッ、尾行つけられたか……」


路地の闇から姿を現した男へと、リゼルは向き合う。


剣を抜いて此方を見る男は、月明かりに照らされた清廉な顔を見て驚愕を零した。何処かで噂を聞いたか、それともギルドで実際に見た事があるのか。


リゼルに心当たりは無いが、しかし一方的に知られているのは慣れている。変わらず穏やかな笑みを浮かべれば、男が警戒したように剣を構えた。


「尾行けてたっつうことは気付いてんのか」


「気付かれたら都合の悪い事でも？」


「ふざけんなら命の保証はしねぇぞ。一刀の腰巾着で冒険者やってるような奴が、舐めた態度とるんじゃねぇ」


リゼルの評価は、馴染みのない者から見れば未だジルの腰巾着から抜け出せないようだ。


ちょっとショック、なんて思いながらリゼルは危機感を抱いていない様子で苦笑した。完全に有利を確信している男は、世間知らずが仇となったなとせせら笑う。


「殺しちゃ駄目ですよ」


それを、男は自分に寄越された命乞いだと判断した。


「軽い命乞いだッッグァ！」


次の瞬間、剣を振り上げかけた男は地面へと顔面を叩き付けられた。酷く鈍い音が路地に響き渡ったが、近辺に住居はない。だからこそ男は此処を選んでリゼルを誘い込んだのだろうが、それが完全に仇となった。


「それ、大丈夫なんですか？」


「だーいじょぶッスよ、このぐらい」


屋根から飛び降りた勢いのまま、男の後頭部を掴んで地面に叩きつけたイレヴンが笑う。その片手は腰の剣を握り、直ぐ抜けるように備えていた。


「有難うございます、助かりました」


「アンタが一人で変な男に付いてってるっつう報告受けて驚いたッスよ」


「あ、俺にはまだ監視ついてるんですか」


「あと、気付いてねぇと思うんスけど……」


場に似合わないほのほのとした笑みを浮かべるリゼルに、イレヴンがニィッと唇の端を吊り上げた。直後、リゼルは後ろから伸ばされた掌に口を覆われる。


一瞬驚いたが、しかし直ぐに力を抜く。乱暴な仕草の癖して触れる掌は優しく、覚えのある感覚だった。そして背後から聞き慣れた溜息が零され、口を覆う手が外される。


「ちょっとは慌てろよ」


「ジルだって分かったので」


「お前、最初は気付いてなかったろ」


「ジルに本気でつけられて、気付ける筈ないじゃないですか」


「気配は消してねぇ」


「俺は気付いてたッスよ」


ハイスペックな二人と一緒にしないで欲しい、とリゼルは笑いながら振り向いた。一体いつから居たのか、ジルが呆れたような視線で此方を見下ろしている。


イレヴンはわざわざ姿を見せて屋根の上で手を振ってくれたので気付けたが、ジルに関しては完全に気付かなかった。


「いつからですか？」


「お前の下手くそな尾行の途中から」


「言うほど酷くはないでしょう」


「酷ぇよ」


そんな呑気な会話に耐えきれなかったのだろう。二人のやり取りにケラケラ笑うイレヴンに押さえ込まれている男が小さく呻いた。顔面を潰さんばかりに押し付けられている所為で、満足に喋ることも出来ないようだ。


そうしてようやく、リゼルは地面へと倒れ込んでいる男を見た。彼の剣は投げ出されている。必死に周囲を探ろうとしていた男は、その剣がジルへと踏み砕かれたのを見て抵抗を止めた。


「で、誰だコイツ」


「ほら、店の商品を盗んで行くスタッフが居たでしょう？　彼と繋がってる人です。盗んだ商品を下手に売ると足がつくから、彼に渡してギルドに売らせてたんでしょうね」


「あー、だから裏で探してもねぇんスか」


「迷宮品ばかり盗んだのも、冒険者が持ちこんで不審に思われない為でしょう」


上級スタッフが店番につくのは、高級店ばかりだ。ジャッジの店は例外とも言える。


慣れた様子で度々盗みを繰り返したのだろう事は想像に難くなく、ならば迷宮品もその都度冒険者にギルドへ持ち込ませたのだろう。迷宮で見つけた、と言えば怪しまれない。


高級店が扱うような迷宮品は迷宮の深層からしか出ず、しかし実力ある冒険者は危ない橋を渡らずとも自ら潜って手に入れる。よってリゼルがスタッドに調べて貰ったのは、〝ランクに相応しくない迷宮品を度々持ちこむ冒険者〟だ。


「これが、意外と居るんですよね」


「迷宮バグるからな」


「まぁ、そこは運ッスよね」


しかし定期的に複数回持ち込まれ、店売りしていそうな迷宮品に限定して探してみれば、該当するのは目の前の男のパーティだけだった。


違反ではないが、他のパーティを探るような真似はあまり歓迎されない。昼間のスタッドが周囲へ配慮しながら教えてくれたのもそういった理由があった。


「一つ、お願いがあります」


リゼルがゆっくりと男に近寄り、見下ろす。月明かりを逆光に、慈悲すら感じさせる笑みを以って微笑んだ。


「明日、朝一番で商業ギルドに今までの事を告白して頂けませんか？」


「………」


問いかけに、男は何も答えない。


それもそうだろう。認めてしまえば男達のパーティは間違いなく厳しい処分を受ける。ギルドカードの一時剥奪か、それともギルドを永久追放か。冒険者にとって、それは致命傷だった。


「あのさァ」


「駄目ですよ」


無言を貫く男に剣を抜こうとしたイレヴンを、リゼルが止める。


彼ら本人達に商業ギルドまで出向いて貰わなくてはいけないのだ。変に傷をこさえて行かせれば、変な想像をされてしまう。


「どうしましょう。俺、尋問とかって苦手なんですよね」


「お前が尋問とか違和感しかねぇな」


「調教とかなら想像つくんスけどね！　跪ひざまづかせて足を舐めさせてるトコとか一度見て」


「教育的指導しますよ」


戯れるように笑ったイレヴンは直ぐさま押し黙った。


確かにリゼルは口先に自信がある。会話を誘導して欲しい情報を手に入れる事も出来れば、相手の失言を誘う事も出来る。


しかし、こうして会話すら望めない相手には通用しない。有効な手段は一つだが、さてどうしようか。そう考え込むリゼルに対し、イレヴンからひらひらと手が上がる。


「良かったら俺やるッスよ」


「え？」


「明日の朝までで良いんスよね。だーいじょぶ、見えるトコに傷残さねぇから！」


にっこりと愛想良く笑う姿に、男はぞっと背筋を這い上る悪寒を感じた。


助けを求めるようにこの場で最も良心的だろう清廉な男を見るが、彼は既に此方を見ていない。隣に立つ黒い男へ問題が無さそうか確認し、ならば良いかと頷いている。


「なら、頼んじゃいましょうか」


「まっかせて」


まるで買い物を頼んだかのように軽い会話は、この場で酷く浮いていた。


ジルはこんな会話で命を左右される男を哀れだと思ったが、同情はしない。リゼルのものに手を出すから悪いのだ。この程度は可愛いものだろう。


必死に此方を見上げる男が、我武者羅がむしゃらに暴れる。口内に砂が入ろうが関係ない様子で何かを訴えようと声を上げていた時だ。


「じゃあ、最後のチャンスです」


落とされた声は穏やかで、男はそれに縋りついた。この場さえ凌しのげれば直ぐに国外へ逃げられる。二度と王都には近付かない。近付いてたまるものかと。


「明日、商業ギルドで貴方の罪を告白してくれますか？」


「ッする！　するから、離し……ッ！」


ふっとリゼルが目を伏せた。男から興味を失ったとばかりに、感情なく。


その行動の意味を察したジルとイレヴンが、薄暗い闇の中で射抜くように男を見下ろした。口先だけの嘘が通じる筈が無いだろうと、殺気すら込められた視線に男の喉がゴクリと震える。


「残念です」


直後、男の顔面が浮き、そして再度地面へと叩きつけられた。


「軽くですよ、軽く。素直に、自分から、罪を告白してくれないと駄目ですから」


「分かってるッスよー」


「パーティメンバーもグルです。彼らの居場所も聞いておいて下さい」


「りょーかい」


「絶対に脅して言わされたってなっちゃ駄目ですよ。それさえ出来れば後は良いので、絶対に恨みは残さないように」


「分かってるっつの！」


念を押せば、拗ねたようにイレヴンが吼ほえた。


しつこかったかと思うが、彼に対しては念を押しすぎても足りないとリゼルは考えている。放っておくと好き勝手やりそうな空気が今まさに出ているのだ。


リゼルの予想は大概当たり、イレヴンはリゼルがやっちゃいけないと言った事以外は何をやっても平気だと判断した。素直にする方法も、恨みを残さない方法も山程知っている。試したい事もある。伊達に毒持ちの獣人ではない。


「お願いします」


「はァい」


微笑むリゼルに、彼は嗜虐的に笑った。そして男を押さえつけていた手を離し、徐に立ち上がる。


「これ運べ。あー……第二拠点が音漏れないしソコ行く」


這い蹲った男が逃げ出すより早く、屋根の上から数人の人影が降り立った。


イレヴン曰く〝完全に気配を消せる奴〟だろう。リゼルは当然の如く気付いていなかったが、ジルは気付いていたようで特に反応はない。


拘束されていく男にもはや意識を向けることなく、リゼルは興味深そうに彼らを見る。この内の誰かが自分を監視していたのだろう。姿は覚えたし今後から気付けるだろうか、などと思いながら男を担ぐ姿を眺めた。


「じゃ、明日の朝には解決してるんで！」


目を細めて笑い、ひらひらと手を振り去って行くイレヴンを見送って、リゼルはふっとジルを見た。


「今更ですけど、無償で任せちゃって良かったんでしょうか」


「良いんじゃねぇの。勝手についてくる詫びだと思ってやらせとけ」


成程、と頷いて二人は宿へと歩き出す。


道中、何故男達があの酒場を利用していると分かったのかと尋ねられたが、リゼルは笑って流した。朝さり気なく仄ほのめかしてみたが、ジルとイレヴンは揃って真顔になっていたのだから。


「つうか一人で行くなよ」


「やだな、ジルが来ること前提ですよ」


「気付かなかった癖に良く言う」


戯れに鼻で笑ったジルへ、リゼルもにこりと笑ってみせた。
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ジャッジの店には昼休みがある。当たり前ながら昼食をとる為だ。


冒険者の客が多い彼の店は、日も頂点に昇る頃にはほとんど客が来なくなる。とはいえ、冒険者以外に訪れる人々もいるし、客が来てしまえば休憩中だろうと対応してしまうのだが。


しかし最近、その休憩時間には本当に店を閉めてしまっている。


「はぁ……」


弱々しい溜息をついたジャッジは店の扉に鍵をかけ、〝所用により出掛けております〟の看板をかける。今日もまた、まともに話を聞いて貰えない商業ギルドへと向かうのだ。気が重くなるのも仕方ない。


面倒そうなのも、迷惑そうなのも、そう思われている空気を感じるだけで気が引けてしまう。だが泣き寝入りして済む問題ではないし、納得できる訳がない。


「（それに、盗まれたものを、いつかリゼルさんが欲しがるかもしれないし……！）」


自らに言い聞かせるように気合を入れる。効果は抜群だ。


「良し……！」


だが、その気合も歩き出して直ぐに何処かへと飛んで行った。


悪い意味ではないが、良い意味かどうかは分からない。商業ギルドに近付くにつれ、向けられる視線と聞こえて来る会話に頭が完全に混乱していた。


「商業ギルドも落ちたものだな……ほら、彼だろう。被害にあったと気付いたのは」


「ああ、最近ギルドに訴えていた。彼が気付いてくれて良かったよ」


「まさか上級スタッフがねぇ……しかも、ギルドは隠そうとしてたらしいし」


あれ、これ何か解決してる気がする。


ジャッジは盛大に疑問を抱きつつも、取り敢えず予定通りに商業ギルドへ向かった。一体何があったのか、とやけに人の出入りが激しい扉を何とか潜れば、ギルド内は錚々そうそうたる有様だった。


詰め寄る商人、対応に駆けまわり頭を下げる職員、思わず帰りたくなる程にギルドの中は怒号に溢れている。どうしようと思いながらも、最近被害を訴え続け、しかし邪険に扱われていた職員の元へそろそろと近付いた。


「あの……」


「はい！　少々お待ち……ッ」


何やら書類をひっくり返していた職員が顔を上げ、ざっと青ざめる。ガタリと椅子を蹴飛ばして立ち上がり、直角に頭を下げられた。明らかに謝罪の姿勢だ。


「えっ!?」


今までの突き放す対応とは明らかに違う様子に、ジャッジはオロオロと周りを見渡した。集まる視線に、見渡さなければ良かったなどと思うがもう遅い。


「此方の不手際により、多大なご迷惑をお掛けしました事、誠に申し訳御座いません！　貴店の盗品は回収が済んでおりますので、直ぐに返品いたします。正式な謝罪はギルド長から対応を……！」


「い、いえ、そんな」


ジャッジとしては盗品を返して貰って、今後同じような事がなければそれで良い。


しかし周囲からは「問題のスタッフを出せ」だの「うちの店にもそのスタッフが入った事があるのにどうしてくれる」だのと盛んに声が飛んでいる。そこで問題のスタッフの名前が広まり切っている事に気が付いた。


ギルドがわざわざ広める筈がないのに何故、と思っていると、急かされる様に別の部屋に移動させられる。中心人物であるジャッジとの会話を周囲に聞かせ続けるのは拙まずい、という判断だろう。


「どうぞ、座ってお待ちください。ただ今ギルド長が参ります」


「はい……」


「お先に此方、盗難にあった商品で御座います。ご確認をお願い致します」


別室で勧められたソファに戸惑いながらも腰かけ、ジャッジは職員が持って来た品を受け取った。過剰な程に包装がされたそれを確認すると、確かに自分の店から無くなった迷宮品だ。


安堵し、隣に立つ職員に頷いて見せれば、職員は深く頭を下げて退室していった。


「お待たせして申し訳ございません」


「い、いえ！」


入れ違いで入って来た人物は王都の商業ギルド長であり、ジャッジは畏まって立ち上がった。しかしギルド長に丁寧に促され、再び腰を下ろす。そして向けられたのは沈痛な面持ちの謝罪だった。


「その、一応、商品が返って来た経緯を聞いても……？」


「勿論です」


深く頷いたギルド長が、今朝の出来事について語る。


何と、ギルドの営業時間中にやってきた冒険者達が、声を上げてギルドのスタッフと組んで盗品を売りさばいていた事を告白したという。ギルド内は一瞬音が消え、しかし冒険者達がスタッフの名前と盗品を出した直後にその場は騒然となった。


「私共は直ぐに冒険者ギルドに知らせました。件の冒険者達は、説明を受けたあちらの職員により問答無用で引き摺られて行ったそうです」


なんとなくスタッドっぽい、とジャッジは内心で呟いた。


ギルド長は疲れ切った表情を浮かべ、自嘲気味に笑う。先程の騒動を思えば当然か。


「情報を秘匿ひとくしようとした訳では決してありませんが……しかし異常な早さで噂が広まり、現状の騒ぎとなっております」


「その……スタッフの人は？」


「騒ぎに気付き、逃走しようとした所を不審に思った憲兵に捕まりました。処罰は当ギルドと憲兵との話し合いで決定する事となりそうです。決まり次第、ご連絡を」


「い、いえ！　僕は商品が返ってくれば良いので……！」


必死に否定するように首を振ったジャッジに、ギルド長はようやく小さな微笑みを見せた。いくらギルド長とはいえ支部のトップに過ぎない。苦労も多いのだろう。


彼はジャッジの退室を見送り、そして窓からギルドを去っていくその後ろ姿を最後まで眺めていた。一人きりの部屋で、ポツリと呟く。


「これが彼の祖父の耳に入ったら、どうなるのか……」


自分の首だけでは全く足りない。商業ギルドそのものに大打撃を与えかねないだろう。


自業自得だが、とギルド長は小さく溜息をつき、この惨状の対応の続きへと身を投じんと背筋を伸ばして部屋を出た。






「そんな事があったんですね。元気がないから心配しました」


「す、すみません……っ」


事態が解決したからだろう。最近の事情について、ようやくリゼルへと話して良いと判断したらしいジャッジが恥ずかしそうに話してくれた。


店の主として商品が盗まれた事を恥じているのだろうが、彼に責任はない。最近は俯きがちだった顔を明るくするジャッジに、リゼルは褒めるようにその頬を撫でた。


真横からジルの呆れたような視線を感じるが、気にしない。


「それで、その……？」


「あ、俺？」


頬に触れる掌の感触にふにゃりと笑いつつも、ジャッジは見慣れぬ客人へと視線を向けた。鮮やかな赤い髪を揺らす相手は、何となく怖い。自然と対応も引け腰になる。


頬の鱗を歪ませ、愛想良く笑った相手がいかにも人畜無害そうに口を開いた。


「この二人のパーティに入れて貰う為にアピール中のイレヴン。どーも」


「え!?」


「えって何だよ」


「だ、だって……」


不満を隠さぬイレヴンに、ジャッジはジリジリと彼から遠ざかる。手を掴まれたリゼルも自然と作業台の向こう側へと連れて行かれた。


充分に離れたことを確認し、恐る恐るジャッジが腰を折って長身を丸める。耳元に近付けられた唇に、内緒話かなとリゼルも耳を澄ました。


「ジャッジ君？」


「リゼルさん、本当に、その、あの人のことパーティに……」


控えめだが、人当たりの良いジャッジから出た言葉は意外なものだった。


リゼルは苦笑し、流石だと内心で称賛する。鑑定眼に優れた彼は、人を見る目も優れているらしい。今回の事件も、ジャッジ自身の人選でなかったからこそ起こった事なのだろう。


イレヴンに恐怖を感じるのなら、勿論盗賊だとは思ってもみないだろうが、彼の本質にも薄々勘づいているようだ。


「嫌ですか？」


「イヤ、っていうか……」


ジャッジは思わず言い淀よどむ。


自分が感じたものを、リゼルが気付かない筈がない。それを知りながらも傍に置いているのなら、ジャッジがわざわざ口を出す事ではない。それなのに何故、今こうしてリゼルを留めているのか。それはやはり、リゼルが言う通り嫌だからなのだろう。


ジルは良くて、イレヴンは嫌な理由。それは多分、ジルがリゼルを他の何より優先しているからだ。


あれ程吸っていた煙草だって、リゼルの隣では決して吸わない。一度恐る恐る理由を尋ねた時も、当然のように「似合わねぇだろ、匂い」と返された事がある。煙草を吸わないジャッジの前でさえ平気で吸っていたジルが、相手がリゼルというだけでそれを止めた。


だからこそジャッジは、偉そうな言い方をするならばジルが隣に居る事を許している。


「だって、リゼルさんのパーティに入るなら、もっと、こう……」


言い方を探しかねているのか、顔を寄せたままオロオロと上目で窺うジャッジにリゼルは苦笑した。何となく考えている事は分かる、と下がった頭を撫でる。


「大丈夫、まだパーティ入りした訳じゃないので」


「そ、そうなんですか……？　なら、良いや」


そしてリゼルはイレヴンを見て、どこか愉快げに此方を窺う相手へとにこりと笑った。


「ジャッジ君がどうしても嫌って言うなら断っちゃいますけど」


「は!?　ちょ、待っ……ジャッジっつったっけ？　マジで俺のパーティ入り嫌なわけ？　何で？」


見るからに相性が悪そうな相手に詰め寄られ、ジャッジは涙目で助けを求めるようにリゼルを見た。しかし何時の間にかジルの元に戻ったリゼルは、何かを話し合っていて此方を見ていない。失敗に終わる。


「なァ、何で？」


口調は必死ながらも笑みに唇を歪める相手に対し、そう言う所だなんて言う勇気はジャッジには無い。完全に腰が引けつつ、どうしようと混乱する頭で思い浮かべたのは、混乱とは無縁そうな友人の顔だった。


「ス、スタッドに聞いて！」


かくしてイレヴンは店から出て行った。


「それで、もし……あれ、本当に行っちゃいましたね」


「馬鹿なんだろ」


フットワークが異常に軽いイレヴンを、リゼルが会話を中断して見送る。


イレヴンもなかなかに隙の無い性格をしている割に、その場のノリで動く事が多い。恐らくわざとで、それすら楽しんでいるのだろう。


半泣きのジャッジがゆっくりと肩の力を抜くのを見て笑いながら、リゼルはふと思い出したかのように口を開いた。


「マルケイドって、商業ギルドが無いんですよね？」


「あ、はい、あそこは自治体みたいなものなので……」


商業国という割に商業ギルドを置かないのは、偏ひとえに商店を管理する領主が既に存在するからだ。勿論全くの無関係という訳ではなく、良好な関係は築いているようだが。


ギルドの登録には必要となる条件があるが、商業国ではそれらが要らない。どんな店であっても始める事が出来るし、ギルドの規定に縛られない。しかし便利なサービスは受けられない。


それぞれ異なる利点がある為、どちらを選ぶのかは人それぞれだろう。


「インサイさんはギルド登録は？」


「あ、してます。貿易業なので色々な国で幅を利かせる事が多いし、ギルド登録は必須なので……」


「じゃあ、きっと伝わっちゃいますね」


ふんわりと微笑んだリゼルに、ジャッジは首を傾げながらも釣られて笑った。直後、その笑みがピシリと固まる。


「ジャッジ君が元気なかった日、何か奢ってあげようかと思ってインサイさんへ手紙を出したんです。好きな物はあるか、って」


速達です、と付け加えられたが確実に駄目押しだ。


郵便ギルドの英知の結晶。本来ならば対象の国に対する手紙の量が一定を越えなければ配達されない手紙を、金の力で前倒しさせる。それが速達。


郵便ギルド職員たちは、頑丈な郵便カバンを背負ってただひたすらに馬を駆ける。かなり速い。


「うぅ……店主として情けないって思われるかも」


商業国ならば、二、三日で到着してしまう。むしろ既に届いているかもしれない。


不思議な程広まっているギルドの不祥事と、このタイミングで落ち込んだジャッジの事をインサイならば容易に結びつけるだろう。


「余計なことしちゃいましたね」


「いえ！　心配してくれたのは、その……す、すごく嬉しい、です」


頬を染め、はにかんで喜ぶジャッジに、ジルはそれどころじゃないとあらぬ方向を見ながら溜息をついた。誰から見ても孫馬鹿なインサイが、盗みを働いたスタッフやギルドの舐め切った対応を聞いて何も思わない筈がない。


下手をすればギルドから抜けて、ギルドを介さない独自のルートに流通を切り替える。この辺りの流通を一手に仕切ると言っても過言ではない存在を敵に回したとなれば、ギルドから離れる商会もあるだろう。


そうなれば最悪、商業ギルドが崩壊する事態もあり得る。


「（こいつの鑑定眼は時々バグるな）」


その可能性を作り上げたリゼルを心底優しいと思っているジャッジは何なのか。恐らくインサイへの手紙もジャッジの好物で終わっている筈がない。


気付いていながら甘えているのなら恐ろしいが、ジャッジはそこまで器用ではない。筈だ。


「元々奢ろうと思ってたし、折角なので解決祝いに何か食べに行きませんか？」


「良いんですか……！　い、行きたいです！　あ、でも奢りは……ッ」


ふにゃふにゃと笑うジャッジを見て、やはり普通にバグッてるだけかとジルは一度頷いた。






リゼルとジルはジャッジの店の前で分かれた。


元々、手に入れた迷宮品の鑑定の為に同行していただけだ。当然、その迷宮にもついて来たイレヴンだが、意外に彼がリゼルのプライベートな時間に割って入る事はない。だからこそ早々にスタッドの元へと駆け出したのだろう。


「（微妙な時間だなぁ）」


夕方というには空は青い。ややその色を色濃くしてはいるものの、宿で夕食を待つには早すぎるだろう。依頼が順調に終わった証拠だが、やはり手持ち無沙汰だ。


宿に戻って読書に励もうかと絶賛引きこもる計画を立てかけてふと、目に入ったのは喫茶店だった。遅めのティータイムというのも良いかもしれない。


「いらっしゃ、いませ……？」


「テラス、良いですか？」


ややぎこちなく迎え入れられたが、最終的に笑顔で席へと案内される。


リゼルはテラスが好きだ。店員からおすすめの紅茶を聞き、頼む。心地の良いざわめきに耳を傾けながら人通りを眺め、そして結局本を取り出して開いた。


頬に落ちる髪を耳にかけ、文字の羅列へと視線を伏せる。陽だまりの中で読書をする姿は相変わらず視線を引くが、リゼルは全く気にせずに活字を目で追った。


そして、運ばれてきた紅茶を口に運ぼうとして、ふと気付く。


「あ」


見覚えのある姿を見つけた。ひらひらと手を振れば、相手は一瞬顔を引き攣らせつつも変わらず歩を進める。


その姿に、リゼルは優雅に振っていた手を止める。代わりに来い来いと手招いてみせれば、彼は足を止めて自らを指差した。否定して欲しい、という意図は伝わって来るものの、ゆったりと頷く。


「どうぞ」


「……や、頭かしらに殺されそうなんで」


観念して入店して来た相手に向かいの席を勧めたが、これは拒否された。


彼はそのまま隣の席に座る。机は別れるものの、斜向かいにあたる位置だ。知り合いかどうか判断に悩む位置取りに、やや困惑する店員へと彼の分の飲み物を頼む。勝手なイメージで炭酸水だ。


「払うんで」


「いいですよ。俺が勝手に頼んだんですし」


「や、ホント払わせて下さい」


男は真顔で首を振った。もし自分達を率いる男に、リゼルに奢って貰ったなど知られればどうなるのか。想像するだけで恐ろしい。


運んできた店員へときっちり金を払う姿に、それならば自分で好きなものを頼めた方が良かったかとリゼルは思ったが、どうやら炭酸水で全く問題が無いようだ。差し込まれた麦わらのストローを使わず、グラスに口をつけて飲んでいる。


「君が今日の監視ですか？」


「まぁ、そんな感じですね」


前髪で隠れた眼元は全く見えないし、服装も昨晩とは全く変わってしまっている。だが間違いないだろう。昨晩目にした、イレヴンが率いる盗賊団の一員だ。


昨晩、顔を覚えておいた甲斐があったとリゼルは微笑んで本を閉じた。そうでなければ気付けなかっただろう。それ程に、完璧な監視。昨晩ジルに尾行技術を扱き下ろされた身としては羨ましい限りだ。


「昨晩は有り難うございました。きちんと寝られました？」


「心配するのソコなんですね。大丈夫です」


冒険者の事など全く気にかけないリゼルに、盗賊もビックリだと男は内心で呟いた。品の良い優しい顔立ちをしている割に、その心は聖人君子に成り得ない。


「や、それより。俺に何か聞きたい事でもあったんですか」


「初めて監視を見つけられたのが嬉しかったので、つい呼んじゃいました」


言葉通り嬉しそうに告げられ、マジかよと男がリゼルを見た時だった。


「それと」


細められた瞳と、笑みを浮かべる唇に一瞬視線を囚われる。まるで此処が日常的なテラスだと忘れさせるような、場の空気を塗り替えるような何か。


聞かれた事に嘘などつけはしないと、それが大罪であると思わせる空間はしかし、にこりと笑ったリゼル自身によって直ぐに霧散した。わざとなのだとすればタチが悪い、と男は内心で溢す。これでもう、リゼルに対して誤魔化しは通用しない。


「折角だし、君達の首領について教えて貰いたくて」


「……何を？」


「何でも。最近の様子とか、ちょっと良い子になりました、とか」


ねぇよ、と顔を引き攣らせる男に、後者は望み薄かとリゼルは可笑しげに笑う。


リゼルが把握している限りでは、最近は盗賊活動に手を出していない筈だ。それでも良い子と言えないのは、何かをやらかしているのか素で手遅れなのか。


ちなみに男は平静な顔を保ちながら、内心で滝のような冷や汗を流している。これでイレヴンのパーティ入りの合否が決まるのだとすれば、返答次第でリアルに首が飛ぶ。


「大丈夫、そのままの彼を教えてくれれば良いですよ」


リゼルが見透かすように告げ、促した。男は言葉を選ぶようにグラスを揺らし、諦めたように口を開く。


「あー……何日か前からアナタ達に対する態度は変わりました。まぁ、分かってると思いますけど」


イレヴンが墓穴を掘ってリゼルに警告された日の事だろう。当然だが、他の盗賊達は何があったか知らないようだ。あれだけ瞼が腫れていたのに、良く隠し通せたものだとリゼルは思わず感心してしまった。


男はその様子を眺め、そして窺うように続ける。


「それからは、アナタに対しては監視っていうより警護って感じでして」


「警護？」


「あー、や、アナタが困るのは嫌だから、とか言ってましたんで」


本当はもっと物騒な物言いだったのだが、彼は自己判断で都合が良い部分だけを抜き出した。向けられたリゼルの瞳から、視界を覆う前髪に感謝しながらさり気なく視線を逸らす。


「昨日の事についてはどうですか？　少し簡単に任せすぎたかなと、思ったんですけど」


「や、むしろ嬉しそうな感じでしたね」


言いながら、男はグラスを傾ける。喉で弾ける気泡が、頭をクリアにするようだった。


「最近はパーティ入りする方法とか色々考えてましたけど、昨日は純粋に頼りにして貰ったって感じで」


「君は、彼との付き合いが長そうですね」


「まぁ、一応。頭の盗賊入りからの付き合いですけど」


感情を全て素直に表に出しているように見えて、全て嘘だという事も珍しくないイレヴンだ。そんな彼の気分が乗っているかどうかが分かるなら、それなりの付き合いがあるのだろう。


「（使い捨てと、そうじゃない精鋭を使い分けてるのかな）」


リゼルは考える。最近のイレヴンの様子、目の前の青年の物言い、もう少しかと思っていたがそろそろ良さそうか。そう、紅茶を飲みながらのんびりと思考する。


「もう一つ、質問です」


「はい？」


今この瞬間をイレヴンに見られても言い訳が利くようにか、まるで他人のように振る舞っていた男が再びリゼルを見た。


「君達みたいな精鋭以外の、大勢の下っ端が俺に殺されたらどう思います？」


恨まれる事があるかと微笑んだリゼルに、その顔から出るには物騒な話題だなと男は思う。それだけだ。他に思い浮かぶ言葉はなく、感情の変化すらない。


「や、言っても使い捨てなんで」 


常識的に話しているように見えて、彼は何処までも盗賊でしかない。あっさりとした言葉は天気の話にも似ていて、それはリゼルにもはっきりと伝わった。


「むしろアナタに殺されるなら、下っ端風情は光栄に思うべきだと」


この短い時間で随分と毒されたものだと、男は前髪の下の瞳でリゼルを窺う。


ゆるりと微笑まれ、彼は自らの頭が何故彼に固執するのかがぼんやりと理解出来た気がした。期待に添えた時の褒めるような眼差し、それが向けられた瞬間の満たされる感が半端じゃないのだ。


「俺、やりましょうか」


「いえ、それは大丈夫です」


思わず止まりそうになる思考を無理矢理動かし、問いかけた男にリゼルは首を降る。そしてふっと、テラスの隣を過ぎる人混みへと声をかけた。


「少し良いですか？」


「はい、私ですか？」


リゼルが呼び止めた相手は、憲兵の制服を纏っていた。


やや戸惑いながら近付いて来た憲兵に、盗賊の男は動揺を見せる事なく炭酸水を飲んでいる。彼にとっては天敵だろうに、肝が据わっている事だとリゼルは微笑んで憲兵へと向き合った。


「今日は貴方達の姿を良く見ますね」


「ああ、ご安心下さい。確かに人手は多く出ていますが、危険は有りませんよ」


恐らく、朝の商業ギルドの一件だろう。ギルドが憲兵に協力を依頼したのか、被害店舗の確認に憲兵が出回っているようだ。わざわざ探さずとも、テラスで待っていれば掴まる程に。


「その出回ってる方達の中に、憲兵長はいますか」


「？　はぁ、どの方の事でしょう」


何故そんな質問を、と不思議そうな憲兵に、リゼルは考えるように口元へ触れた。


「そう、名前が分からなくて……すごく真面目で、でも要領が悪そうで、世渡りが下手そうな正義感の強い人」


盗賊の男は噴き出しそうになったのを耐えた所為で噎むせせたし、憲兵は固まった。


後者に至っては、ピンポイントで思い当たる人物がいたからだ。果たして特定してしまって良いのかと目を泳がせている。そして、覚悟を決めて肯定した憲兵へとリゼルは微笑んだ。


「近くにいます？」


「はい、この先の商店で確認作業を」


「じゃあ、呼んで貰って良いですか？」


憲兵は呆然としている。


これが常ならば、「業務後に伺いますね」の一言で済む。しかし目の前の酷く高貴な存在は、問いかけつつも否定されるなど考えてもいない。


姿形も言動も、まごう事無く貴族だ。しかし、貴族に似た冒険者の噂も最近は良く聞く。もしそうなら、いや、そうでも呼べば良いのではないか。拒否など出来る筈もない。いやいや憲兵として此処は。


「今すぐ、でしょうか」


色々考えながら、恐る恐る口を開いた憲兵へ、リゼルは不思議そうに首を傾けた。


「駄目ですか？」


「いえ、駄目といいますか」


「レイ子爵と知り合いの冒険者って言えば伝わると思いますけど」


「直ちに!!」


子爵という、雲の上の存在を出されて憲兵は即座に駆け出した。


もはや本当に知り合いかなどと疑う所ではなかった。むしろそんな懐疑など浮かばなかった。冒険者とか聞こえた気がしたが気のせいだろう。そう自分を納得させた憲兵が走り去ったのを、リゼルは紅茶を飲みながら見送った。


「や、本当に知り合いとか凄いですね」


感心しているのかしていないのか、そんな声色で盗賊の男が言う。


「君が見張ってる時も、子爵とは接触したでしょう？」


「あの時は遠かったので、会話までは」


男は言いかけ、そして言葉を止めた。


自分があの時、リゼルを見張っていた事など知られていない筈だ。なにせ普段の監視でさえ全く気付かない相手なのだから。だが、鎌かけにしてはリゼルが此方の反応を窺う様子もなかった。


何処までも掌で転がされる感覚は、いっそ清々しい。


「あ、来た来た」


人混みを眺めていたリゼルが、ふっと顔を上げる。


「お忙しい所すみません」


「私を呼び出すなど貴殿は冒険者で……！　いや、お前は冒険者でして……ッいや違う、貴殿は……！」


「毎回混乱させてしまうのもすみません」


駆けてきた所為で軽く息を跳ねさせ、必死で何か言いたげな相手にリゼルはほのほのと微笑んだ。息を整えたらどうかと紅茶を差し出せば、生真面目にも職務中だからと手で制される。流石だ。


ならば、忙しい所を呼び出したのだし手早く用件を済ませてしまおう。そう思い、文句を言いながらもピシリと立つ憲兵長を見上げた。


「子爵に窺いたい事があるので、アポイントメントを取って貰いたくて。出来るだけ近い内に伺いたいと、そう伝えてくれませんか？」


「は、いや、私程度ではそうそうお目通り叶う事は……」


「今回の報告、するでしょう？」


憲兵長とはいえ、全体から見れば決して上の存在ではない。レイと顔を合わせての報告など間違いなくない。果たして憲兵総長に有るがままを伝えたとして、取り合って貰えるのか。


「総長には、そう伝えておこう。良いな」


「有難うございます」


しかし憲兵長には、レイが申し入れを断らない確信があった。むしろ喜んで歓迎するはずだ。ならば判断するのは自分ではないと、彼は悩み尽くした上で頷いた。


生真面目だし要領は悪いし世渡りも下手だが、しかし彼は融通が利かない訳では無い。


「返答は、以前の宿に持って行けば良いだろうか」


「お願いします。お仕事、お疲れ様です」


労いの声をかけるリゼルに、やや葛藤しながらも敬礼を返して彼は去って行った。


そのキビキビとした背中を眺め、そして視界から消えたのを確認し、リゼルは盗賊を振り返る。


「という訳なので明日の朝、俺の所に来るように伝えて下さい」


「や、うちの頭、突き出されると困るんですが」


「じゃあ、来るか来ないかはそちらの判断に任せます」


確実に行くだろうと思いながら、盗賊は諦めたように了承した。リゼルから与えられる選択は選択権がない。どちらを選ぶかなど、彼はとうに知っているのだから。


「そろそろ出ますね」


温くなった紅茶を一口飲み、リゼルがさてと立ち上がる。


それを何と無しに眺める男は、連れでもないのだからと座ったままだ。しかしそのまま去って行くかと思われたリゼルが自らの机の傍に立ったのを見て、まだ何かあったかと彼は炭酸水を飲み干そうとした動きを止めた。


口元に運びかけたグラスをそのままに、清廉な顔が近付いて来るのを見る。体は縫い止められたように動かない。


「君は多分、本気で言ってるんでしょうけど」


男が手に持ったままのグラス、その全く使われていないストローをリゼルがゆっくりと咥えた。僅かに傾けられた面と、伏せられた視線。ストローを咥えた際に小さく見えた歯まで、まさに男の目と鼻の先にある。

            





    
  
  




こく、と小さく鳴った喉の音を聞きながら、ストローを離して小さく開いた唇と、支えを失って揺れるストローを呆然と見た。


「殺されませんよ、絶対」


微笑み、そう言い残し、歩み去るリゼルを盗賊は何も言えず見送った。


何故なら向けられた言葉の意味が理解出来たからだ。やばい居る。絶対居る。自らの命を諦める準備はすでに済んだ。背後に極々薄い気配を感じる。


直後肩を組むように乗せられた腕と、背後から姿を現した鮮やかな赤へと、軋きしんだ魔道具のような動きで視線を向けた。


「ずーいぶん、仲良くなってんなァ。話して良いとか言ったっけ」


「……や、呼ばれたんで」


「あの人に？　わざわざ？　顔見せて？　昨日の夜会ったからって？」


男は死を覚悟した。


「調子こいてんじゃねぇぞオイ」


地を這うように低い声が、実体を持って首を絞めて来る感覚。先程とは違う意味で体を硬直させる。


もはや縋れるものは先程のリゼルの言葉のみ。本当に殺されないのか、殺されるんじゃないか、断言するくらいならフォローぐらい入れて行ってくれと内心で唱えていると、ふいにイレヴンの腕が動く。


まさか自分が白昼堂々と死ぬとはと思いを馳せる男を尻目に、彼は三分の一ほど中身の残るグラスを奪っていった。ストローを咥え、一気に吸い込み飲み干してしまう。


「何これ、奢り？」


「有り得ねぇッスわ」


空になったグラスが、タンッと小気味よい音を立てて机へと叩きつけられた。


恐る恐るイレヴンを窺った男へと向けられたのは、苛立ちながらも温度のない瞳。その瞳の中で瞳孔が縦長に絞られたのを見て、男は即行首を振った。でないと死ぬ。


「帰ったら一字一句報告しねぇと死なす」


「や、あの……はい」


意外な事に、殺されはしないようだ。まだ利用価値があるのだろう。


ならば今まで通りそれなりの成果を上げなければと、出来れば長生きしたい男はイレヴンの後に続いて歩き出した。

            





27．


ふんふん、と鼻歌を零しながら、イレヴンは日が昇って賑わい始めた通りを歩いていた。歩を進めるごとに、一本に結ばれた赤い髪が蛇のようにしなる。


切れ長の目を一層機嫌良さそうに細め、足取りは軽い。そして彼は、ようやく見えた目的地へと歩みを早めた。


「はよーッス」


「今日もまた来たのかい。見た目に反して一途だねぇ」


「今日は呼ばれてんの。一途さに免じて飲みモンちょーだい」


毎朝毎朝、通い詰めれば馴染みの存在にもなるだろう。


いつの間にか追い出されなくなったのを良いことに、イレヴンは全く気が引ける様子もなく飲み物を要求した。愛想の良い顔で調子の良い、と女将が呆れた様子を隠さずに食堂へと入って行く。


直ぐに運ばれてきたグラスを遠慮なく呷あおり、玄関カウンターへと肘を置いた。カウンターの中でゴソゴソと何かを漁る女将へ問いかける。


「あの人まだ寝てんの？」


「今日は早いとは聞いてないから、いつ起きるのか分からないね。呼ばれたんだろ？」


「何時とか聞いてねぇもん」


だらっとカウンターの上に伸びたイレヴンを邪魔そうにどかしながら、女将は出掛けて行く宿泊者の対応を始めた。イレヴンは始まった雑談をつまらなさそうに眺める。


いつもは丁度良いタイミングで押しかけるが、今日は初めて呼ばれたのだ。タイミングを見図る必要はなく、それ故に逸る気持ちを抑えきれずに早く来てしまった。


「（朝、弱そうには見えねぇけど）」


自分の事を棚に上げ、何とも意外な事だと宿の階段を眺める。いっそ起こしに行こうか、なんて飲み干したグラスの縁を齧っていた時だ。


ふいに宿の扉が開いた。今の時間に出て行く者こそ多いものの、訪れる者などは珍しい。だからこそ、一瞬だけ向けた視線に飛び込んできた制服を見て、イレヴンは露骨に顔を顰めた。


「おや、あんた。またリゼルさんに文句付けに来たのかい？」


「いや、前回も文句を付けに来た訳では……だが、彼に用がある点では同じか」


入って来たのはとある憲兵長で、その姿に見覚えがある女将が少しばかり怪訝そうな顔をした。憲兵長も憲兵長で、前回は自身に非があると分かっているのだろう。丁寧に謝罪の言葉を送っている。


「それで、あの男なんだが」


「リゼルさんならまだ寝てるよ」


挙がった名前に片眉を上げたイレヴンが、突然の訪問者を見定めるようにカウンターに背中をつけて寄りかかる。


「今回は彼に伝言を預かっている。先日、本人に頼まれた件についてだが」


「おや、じゃあ伝えておくよ」


「いや、直接伝えよう。重要度が高い」


流石にレイからの伝言とあって、容易に任せられるものではない。真面目な彼ならば余計だ。なら起こして来ようか、と告げる女将に憲兵長が頷こうとした直後、突然ガンッと酷く威圧的な音が玄関に響いた。


驚いて目を丸くする女将と、怪訝そうな憲兵長の視線が向けられたのは、カウンターに叩きつけた靴底をゆるりと下ろすイレヴンだった。


「ちょいと、壊れたらどうするんだい！」


「ごめんってー」


憤慨する女将にヒラヒラと手を振って謝りながらも、イレヴンの視線は憲兵長を見据えている。ニィ、と嗜虐的に吊り上げられた唇に、彼はじわりと警戒を滲ませた。


「あのさァ、聞いたと思うけどまだ寝てんだわ」


「……それが何か」


「人伝が嫌なら待ってろよ、起きるまで」


「出来るだけ近い内に、と言ったのはあちらだ」


「だーかーら、起きたら直ぐ伝えられるように待ってろっつうの。分かれよ、頭悪ィな雑ァ魚」


嘲笑う様に向けられた言葉と視線は、明らかに相手を挑発し慣れていた。


憲兵長も伊達に憲兵から今の地位まで上り詰めてはいない。様々な悪人を見て来た。そんな彼の頭の片隅で鳴り響く警報が、イレヴンを危険だと告げる。


今までに見て来た悪人たちなどとは比べ物にならない相手だと、そう納得させるように。


「私が憲兵だと知って公務を妨害しようとしているなら、此方も相応の手段をとらせて貰う」


「あっそ、権力振り翳しちゃうわけサイッテー。つうか知ってるに決まってんだろ、俺憲兵とか大ッ嫌いだし」


憲兵長が帯刀した剣へと手をかけ、イレヴンが双剣へと触れる。


普段ならば、どれ程挑発されようと憲兵長は剣を抜かない。だが有事には躊躇しない。笑みを深めて柄を握り込んだイレヴンに、今がその時だと掴んだ剣を抜こうとした時だ。


「ちょいとジル！　リゼルさんのこと起こして来てくれないかい！」


玄関ホールに響いた力強い声に、二人は脱力した。


「ちょい、女将さんさ。俺が今何言ってたか聞いてた？」


「聞いてたに決まってるだろ、うちの玄関で斬り合いなんて冗談じゃないよ。弁償すりゃ良いって問題じゃないんだよ、分かってるかい！」


「そ、それは、申し訳無い」


イレヴンは不貞腐れたように視線を逸らして欠伸しているし、憲兵長は必死に頭を下げている。女将に怒鳴られる様子すら正反対の二人は、もはや根本的に反りが合わないのだろう。






一方、階下から伝わる殺気は完全に無視していたジルだが、流石に女将の声には逆らえなかった。聞こえない振りをしようものなら、今も聞こえ続けている説教が此方に飛び火する事は想像に難くない。


廊下に出て、リゼルの部屋へ向かう。酷く憤慨している女将の声を聞き流し、そして未だ安眠を貪る男の部屋へと勝手に入った。どうせ寝ているのだから、ノックなど意味がない。


「入るぞ」


部屋の中に入れば、サイドテーブルに積み上がった本の数々と、枕元に転がる一冊の本が目に入る。基本的に本を読んでいる最中に寝落ちしないリゼルなので、その一冊は些細な片付けを面倒がった結果だろう。


「おい、呼んでた奴らが来てる」


声をかけたのに無反応なリゼルに、また空が明るくなるまで読んでたのかと溜息をついた。ジルは枕元の一冊に手を伸ばし、然して興味も無さそうにパラパラとめくる。


趣味に文句をつける気は無いが、起きられないなら夜は大人しく寝ろとは思う。


「おい」


閉じた本をサイドテーブルに積み上げて毛布に包まるリゼルを見下ろす。


声をかければ、どれほど熟睡していようと目を覚ましたリゼルが、起きなくなったのは何時からだろうか。それが信頼なら美談だろうが、多少スルーしても問題ない相手だと舐められているようなものだ。


起きる必要があれば起きるので、普段は寝かせ続けておくジルだが今日はそういう訳にもいかないだろう。階下の二人が何の用事で来たのかも昨日の内に聞いている。


「（まぁ、慣れてりゃ気負わねぇか）」


ジルはゆっくりと上下する毛布へと手を伸ばした。


覗く髪に手を滑らせ、指先で地肌をなぞるように潜り込ませれば、リゼルの瞼が微かに震えた。片手をベッドにつき、髪から首筋へ指を滑らせる。くすぐったそうに肩をすくめる姿を眺めながら、髪から項へ。そして掌でなぞるように項から肩へ。


「起きろって」


「きょうせいじゃないですか」


そしてリゼルはそのまま垂直に上半身を起こされた。物凄く奇妙な感覚が気持ち悪い。


「起きねぇ方が悪ィんだろ」


「でも、もうちょっと、こう……おきるまで段階をふんでほしいんです」


せめてもの抗議にと、リゼルはジルの腕に全体重をかけて凭れかかった。勿論通じる訳がなく、平然と体重を支えられる。安定感が物凄い。


そして回り始めた頭で、先程夢うつつに聞いていたジルの言葉を反芻はんすうした。呼んでた奴、イレヴンと憲兵長に間違いないだろう。


「なんだか、気が合わなさそうなふたりかも」


「だろうな。殺気飛ばして殺り合いになりかけてた」


「朝から元気ですね……女将さんに謝らなきゃ」


リゼルははふりと息を吐き、ジルの腕から体を起こした。ベッドから降り、簡単に身だしなみを整え、顔を洗っても少しばかり眠気の残る思考のままに階段を下りる。


女将の説教は未だ継続中だ。見れば、イレヴンは既に飽きているし、憲兵長は一言一句に生真面目にも反省を示している。


「性格が出ますね」


「足して割りゃ丁度良いな」


此方に気付いたイレヴンが、つまらなさそうな顔をパッと笑みに変える。


「はよッス、早すぎた？」


「こっちこそ気を遣わせちゃいましたね。時間を指定しようにも、難しくて」


「全然良いッスよ」


リゼルの登場に、女将はもう刀傷沙汰にはならないだろうと判断したのだろう。謝罪するリゼルに快活に笑い、食堂の扉へと消えて行った。


憲兵長はというと、今まで鼠ねずみを甚振いたぶる猫のように自身を嘲っていたイレヴンが、まるで懐ききったように愛想良くなっている姿に苦虫を噛み潰したような顔をしている。リゼルが苦笑してみせれば、その表情を真面目なものへと戻したが。


「どうでしょう、会えそうですか？」


「ああ。〝今日、十四時の鐘が鳴る頃に〟と」


「随分早く対応して頂けましたね」


感心したリゼルに、憲兵長は複雑そうに口を噤む。


早くも何も、レイは今日午後から入っていた会合をすっぽかしてリゼルと会うのだ。単純にスケジュールの空きを待つと数日かかる。その数日をレイが惜しんだ結果だ。


ちなみにリゼルは憲兵長の表情で大体察した。だが、向こうが良いというなら遠慮する事はない。


「なら、その時間に伺います」


「時間になったら迎えを寄こす、とのことだ」


「有難うございます」


憲兵長は伝言を終えると、軽い敬礼をして宿を出て行った。その際、イレヴンを牽制するように一瞥したのは見間違いではないだろう。流石憲兵だけあって良い勘をしていると、リゼルがその背を見送った。


「良い子ちゃんは扱いやすいけど、傍に置きたくねぇ人種ッスね」


「俺、良い子のつもりだったんですけど」


「ハハッ、そうだとしてもアンタは別ッスよ」


やや軽く流された事にリゼルは疑問を抱いた。ジルが呆れたようにそれを見下ろす。


「そんで、用事あるんスよね？」


「そうですけど、時間が空いちゃいました」


リゼルの言葉に自らが呼ばれた理由を確信し、イレヴンは楽しそうに笑う。あの憲兵の上に誰が居るのかは知っているし、その人物とリゼルに繋がりがある事も知っている。


連れて行ってくれるのだろう。果たしてリゼルが、かの貴族とどんな会話をするのか。酷く好奇心が疼うずくが、直ぐに分かるのだからとイレヴンはにっこりと笑った。


「俺も一緒に待ってて良い？」


「良いですけど、俺はもう少し寝ますよ。君も朝に弱いって言ってましたし、もう一眠りしたらどうですか？」


「え、じゃあ一緒に寝」


「ジルはもう寝ないからベッドが空きますし、丁度良いです」


実は結構眠いのだろう。リゼルはゆったりと微笑んで、ベッドを求めて階段を上がって行った。


スタッドならば此処でごり押して同じベッドに潜り込むし、ジャッジならばそわそわそわそわし続けて鬱陶しく思ったジルがリゼルのベッドへ放り込む。だがイレヴンには無理だった。追うような真似をすると本心っぽくて嫌だ、と本心の癖して考えている。ある意味誰よりも正常。


「……一刀のニィサンのベッド貸して」


「どうぞ？」


「断れよ！」


断ってくれれば、大義名分が出来るものの。鼻で笑うジルは分かっていて言っている。確実にわざとだ。


振り回すことに慣れ切った彼は、自分が振り回されている事に気付かないままにジルの部屋へと潜り込み、不貞寝した。






そして、十四時の鐘が国中へ響き渡る少し前。リゼル達は宿まで迎えに来た馬車に乗り、レイの元へと向かっていた。


宿まで来ることを配慮したのか、いかにも貴族御用達な豪華な馬車ではない。しかし、御者席と馬車内部が完全に遮断され、内部の声が外に漏れない造りになっている辺りに貴族所有らしさがあった。


四人掛けの馬車で、リゼルはジルと隣り合って座っている。向かい側ではイレヴンが窓の外を眺めていた。


「今の内に、聞いておきます」


ふいにリゼルが零した声は、穏やかなのに不思議と凛として車内へ落ちた。イレヴンが笑みを浮かべたまま、まるで何かを探ろうとするかのように目を眇すがめる。


「今もまだ、俺のパーティに入りたいと思っていますか」


ぴくりと眉を寄せたイレヴンに、リゼルはただ微笑んでいた。


カタカタと小さく揺れる馬車と、馬の足音だけが聞こえる静かな空間だった。ジルはちらりとリゼルを見ただけで、何も言わず窓の外に視線を戻す。


「決まってるじゃないスか」


「それは何で？」


「何でって、そりゃ」


イレヴンは言いかけ、言い淀む。辛うじて皮肉気な笑みは保てた事に、彼自身無意識に安堵した。


最初は面白そうだと思ったから。接触目的でパーティ入りを申し込んだ。次は衝動的に。今思えば服従させられた本能から。泣き腫らした翌日から思考は絡みとられた。


次第に純粋に惹かれていった。本能では説明がつかない程に。自らが望んだ。そして、今。


「ただ、一緒に」


目的など無い。本能でもない。楽しい事ばかりを求めている訳でもない。


『何も求めず何も欲さず、ただ彼の望みを叶える事を唯一至上の喜びと感じていますので』


ふと、ジャッジにパーティ入りを反対された直後にスタッドを問い正した時の事を思い出す。数々の問いに唯一返って来た答えは、〝何故リゼルの為に動くのか〟という問いに対するものだった。


「信者じゃねぇの」と茶化せば、「見返りを求めるような連中と一緒にしないでくれますか」と冷たく返されて完全に話は切り上げたが。


「……あ？」


イレヴンは、今気づく。


たった一月前の自分ならば、理解出来ず一笑しただろうスタッドの言葉。あの時、確かに彼は納得していた。気付きたくなかった。だが気付いてしまった。


もはや、自覚の問題だったのだろう。ジャッジが引っ掛かっていたのも恐らく其処だった。


「一緒に？」


促すような優しい声に、ふっと思考に沈んでいたイレヴンは顔を上げる。差し込む日に色を変えるアメジストを見た瞬間、悟った。もう駄目だ。本音を隠す余裕などない。


今までで一番柔らかな微笑みに、意識が囚われる。それだけで、あれ程に好んでいた刺激を軽く凌駕する程の喜びを抱くのだから。


「一緒に、隣に、いたい」


もはや自身がどんな表情を浮かべているのかも分からないまま、イレヴンはほぼ無意識に立ち上がっていた。揺れる車体にふらつく事なく、ゆっくりと数歩の距離を詰める。


向けられる瞳に焦がれるように、手を伸ばした。


「いさせて」


伸ばした手の親指で、リゼルの目元をそっとなぞる。微かに細められた瞳がまだ自分を見ているのに小さく笑い、初めて触れたが拒否されなかった事に安堵した。


「折角、離れる機会をあげたのに」


「あーくーしゅーみ」


苦笑したリゼルを、イレヴンも笑ってじっと見下ろした。その顔がやけに大人びて見えて、リゼルは目元を緩めて微笑む。


「なら、やらなきゃいけないことがあるでしょう？」


「ちゃんと覚えてるッスよ」


「手伝ってあげるから、解決してしまいましょう」


「りょーかい」


イレヴンはパッと手を離した。その顔は既に普段通りに戻っている。


しかし離れかけた手は、髪を耳にかけようと浮いたリゼルの手をすんなりと捕らえる。その手に顔を寄せ、頬の鱗で擦り寄り、そして今度は本当に身を引いた。


満足そうに着席するイレヴンを、ジルが呆れたように見る。獣人のスキンシップが激しいのは周知の事実だ。


「今何人ついてますか？」


「二人」


「何で一刀のニィサンが答えるんスか」


何故分かる、と胡乱な目を向けられるも、ジルは答えず再び窓の外を眺め始める。


彼はイレヴンのパーティ加入を拒否しない。リゼルが望み、リゼルが決めた事だからだ。足手纏いにはならない事は確認済みだし、手合わせも多少は楽しめる。


「じゃあ、少ししたら馬車を止めて貰います。その時に───」


内部の声が外に漏れないとはいえ、窓も開けっぱなしだ。


音量を落として告げられたリゼルの提案にイレヴンはにんまりと唇を引き上げ、ジルはえげつないと呆れたように溜息をついた。






「やぁ、リゼル殿。君の方から誘って貰えるとは思わなかったな」


「すみません、お忙しいのに」


「構わないとも！　珍しいと喜びこそすれ、少しも嫌ではないのだからね」


両手を広げて歓迎を示すレイに、リゼルは申し訳なさそうに苦笑した。


憲兵長の様子では何やら用事をすっぽかしたらしいのだが、そんな事は欠片も感じさせない堂々たる姿だ。レイにしてみれば、詰まらない会合よりリゼルを優先するのは当然の事なのだが。


「さぁ、部屋に案内しよう」


「有難うございます」


自ら部屋へと案内する姿は、まるで対等か上の立場に対するものだ。イレヴンはちらりとリゼルを見て、まぁ当然かと頷いた。そして快活に整った相貌が見定めるように自身へ向けられた事に気づき、にっこりと愛想よく笑ってみせる。


「ところで、新顔が増えているね？」


「今回の話に関係があるので。お気に触るようでしたら、外で待っていて貰いますが」


「君の身内ちじんなら大歓迎だとも」


それはつまり、身内じゃなければ歓迎はしないという事だ。


レイとて、実力なく憲兵の最上位に立っている訳ではない。代々この子爵家が担って来た務めは、決して世襲に胡坐あぐらをかいて行えるものではないのだから。


貴族相手に物怖じしない様子も、リゼル相手には感じる敬意を此方には向けないのも、あまり良い人種でないのも察している。シャドウ曰く〝鼻が利く〟レイが分からない筈がない。


そんな相手を今、家の中に招いている理由は〝リゼルの身内だ〟という一点のみ。


「そういえば以前と少し、絵画の並びが変わりましたね」


「分かるかい？　なかなか見ない大きさの絵画を手に入れてね。それを軸にして」


リゼルは全てを汲み取りながらも流し、レイも変わらず楽し気な笑みを以って答える。貴族というのは本当に面倒な人種だと、ジルがふっと息を吐いた。


そして通された部屋で、リゼル達は勧められるままにソファへ腰掛ける。イレヴンだけは立っていた方が良いのだろうかとソファの裏へ回ろうとしたが、リゼルが招くように自らの隣を叩けば喜んで腰かけた。


「さて、君との会話をゆっくりと楽しみたい所だが」


レイは楽しそうに笑い、そして真っ直ぐにリゼルを見据えた。


「用件から先に済ませてしまおうか」


「そうですね、お願いします」


「何か、聞きたい事があるらしいね」


どんな楽しい事を聞かせてくれるのかと、砂金を散らしたかのように煌く金の瞳にリゼルは微笑んだ。


「フォーキ団について、何処まで御存じか伺いたくて」


「固い！」


「知っている事があれば是非、教えて欲しいです」


相変わらずだ。言い直せば、レイが満足げに頷く。


イレヴンが「この人貴族まで手玉にとってんの？」と考えている事など露知らず、リゼルは可笑しそうに笑った。ちなみに固い口調はわざとだ。


「私個人としては、教えてあげたいのは山々だがね」


レイは今回の訪問が盗賊関係である事を予想していたのだろう。大して驚く事なく、しかしわざとらしく肩を竦めてみせた。


「調査内容を簡単に洩らす訳にはいかないな」


「うーん、どうしましょう」


互いに戯れるように口にする。そしてリゼルがポーチから何かを取り出せば、それを見たレイの瞳が一層輝きを増した。


重厚な箱と、それを彩るリボン。相変わらず欠片も手を抜かないラッピングは高級感に溢れており、レイは喜々として差し出された箱を受け取って早速中身を確認していた。


「これで、是非」


「私は君のチョイスを本当に尊敬している！　素晴らしい！」


敷き詰められた黒い布の中で輝くのは、美しく光を反射する〝水晶の遺跡〟の攻略本だった。一迷宮に一冊しか存在しない、唯一無二の迷宮品だ。希少性など言うまでもない。


「賄賂じゃねぇか」


「厚意です」


「あれが？」


「ただのお土産なので」


物言いたげなジルとイレヴンの視線をリゼルはほのほのと流す。


レイは攻略本を掲げるように持ち上げ、何処に飾ろうかと早速思案している。喜んでもらって良かった、とリゼルは微笑んで更に一つのガラスケースを取り出した。


「今日はその攻略本で見つけた隠し部屋の、地底竜の逆鱗もおまけです」


「私は君を心から愛しているよ!!」


大興奮のレイにイレヴンは若干引いた。数センチだけリゼルへ近寄る。


良い年したおっさんがテンションを上げまくる光景は、レイが美形でなければ今すぐ憲兵を呼ばれかねない迫力があった。そんな彼が憲兵のトップなのだから世も末だ。


「これ程大盤振る舞いされては、私は君の願いを叶えざるを得ない。何でも答えてあげよう！」


執事長に宥められ、迷宮品を任せ、そして運ばれて来た紅茶を飲んで一息ついたレイはようやく落ち着いてそう告げた。


「さて、フォーキ団の情報だったか。情報自体はそこそこあるんだけれどね。上層部の人間については、徹底して秘匿されている所が厄介だ」


「上層部、というと？」


「初期メンバー、といえば良いかな。盗賊としての名前が売れた時にハイエナのようにおこぼれを狙って入った者ではなく、結成に関わっている者達の事だとも」


「まさに精鋭ですね」


「その通り。盗賊としては大きすぎる勢力になってはいるけれど、正直脅威なのは彼らだけだろう。それ以外は、使う人間がいなくなれば有象無象に過ぎないと私は思っているがね」


大正解、とイレヴンは内心で呟いた。


レイの言う上層部、リゼルの言う精鋭。イレヴンの正体を明確に知るのは彼らだけだ。減ったり増えたりする下っ端は、間諜かんちょうが潜り込む可能性がある。よって有象無象の前ではマントを被り、指示程度ならば精鋭達に任せてしまう事も多い。


「じゃあ、首領についての情報は？」


「密かに噂されている程度の、ただ一つきりだが」


レイの視線はリゼルから逸れない。彼は自身が向き合うべき相手をきちんと理解している。


「赤髪だと、それだけだとも」


微笑んだリゼルが、ふとソファの上でとぐろを巻くイレヴンの髪を撫でた。数度梳き、指に絡めながら示すように軽く持ち上げる。


「これぐらい綺麗な赤ですか？」


「いや、赤だというだけで色味までは伝わっていないがね」


ここでようやく、レイの視線がイレヴンへと向いた。そして肩を竦める。


唯一流れた噂だと考えれば、その赤は特徴となるほど鮮やかな可能性が高い。しかしそれらの可能性を、二人はあくまで可能性として流した。赤髪は濃淡の違いこそあれ、決して珍しいものではない。


「ふむ。首領について、何か心当たりが？」


レイは組んだ足の上で手を組み、期待を孕んだ目を向ける。


「心当たりというか、見つけましたというか」


「ほう！　流石はリゼル殿だ！　それで、誰なんだい？」


身を乗り出し、レイが面白そうに問いかけた。


彼とて節穴ではない。リゼルが襲撃された事も知っているし、その襲撃が終わったらしい事も知っている。絶妙なタイミングでリゼルに接触を図り、いつからか同行し始めたイレヴンの事も。


そんなレイが、イレヴンをただの冒険者だと思っている筈がない。だからこそリゼルの言葉に、さて何が来るのかと心躍らせているのだ。


「先日、商業ギルドで騒ぎがあったでしょう」


「ああ、臨時スタッフの不祥事だね」


「憲兵の方で捕えたって聞きましたけど、今はどうしてるんですか？」


ふいに話が飛び、レイは不思議に思いながらも受けたばかりの報告を思い返す。


昨日中に被害店舗を洗い出し、商業ギルドと結託しながら事態の収拾に努めたばかりだ。今だ完全に落ち着いてはいないが、そのスタッフを憲兵側で拘束した事で商人らも納得しているらしい。


勿論、商業ギルドの混乱は続くだろうが。ギルド職員は暫く家に帰れないだろう。


「此方で拘束中だが、処分は商業ギルドと話し合う予定だよ。ギルドが落ち着くまで、もう少し預かることになりそうだけれどね」


「憲兵が拘束してるなら安全ですね」


ふいに零したリゼルに、レイが一体何がと口を開きかけた時だ。


「子爵は直接、彼の事を見ましたか？　彼の髪、結構明るい赤褐色かっしょくですよ」


レイは突然戻って来た本題に目を瞬かせ、ふむと顎に手をあてて考え込む。相変わらず演劇のような仕草だが、嫌味なく似合ってしまうのが彼の魅力だろう。


その様子を見守り、リゼルはゆっくりと言葉を付け足していく。


「彼と結託してた冒険者、実はフォーキ団の一員だったんです。彼らの処分は冒険者ギルドに一任されていましたが、厳しく追及した結果、全て白状したようですよ」


「うん？　そんな報告は受けていないが」


「馬車が迎えに来る、少し前の事でしたから」


口元に笑みを浮かべるレイへ、リゼルもにこりと微笑んだ。


「スタッド君が教えに来てくれたんです。あの子は、俺が襲撃を受けていた事を知ってるので」


「君が襲撃を受けていたのは？」


「マルケイドからの帰り道に一度、狙われました。返り討ちにしましたが」


真実の中に嘘を混ぜ込むのか、それとも嘘を真実とするのか。


事実、ギルドから報告は必ず挙がる。冒険者達も、自分が盗賊団で臨時スタッフが首領だと確かに自白した。実際は違っても、彼ら自身が自分達の事をそうだと思い込んでいる。


何故ならあの晩、そういう風にイレヴンが仕込んだのだから。強力な洗脳、毒を用いた手法。今頃は盗賊の精鋭達が冒険者ギルドへと忍び込み、設定を仕込み直しているだろう。


唯一、それに気付くだろう絶対零度は、その瞬間たまたま目を逸らす。きっとリゼルからの手紙に目を通す事に忙しいだろうから。


もしかしたら既に、いきなり自白を始めた冒険者に気付き、その内容をギルド長へと報告しているかもしれない。


「成程、成程」


目を伏せて紅茶に舌鼓を打つリゼルに、レイは数度頷いて見せた。


「それならば、あのスタッフはうちで預かっていた方が良さそうだ！　しかし、だとすると残った盗賊団がどんな事をするか分からないな。先手を打って、統率を失った彼らを捕縛したいところだが」


「そんな時に必要なのが、彼です」


紅茶を持ったままの手に示され、イレヴンは姿勢を正した。


とはいえ、相変わらず気負った部分は何も無い。緊張した振りぐらいすれば良いとジルは思うが、振りとはいえ貴族相手に畏まるような真似をするのは嫌なのだろう。


「フォーキ団の、子爵曰く初期メンバーの一人です」


「ドーモ。今はこの人一筋なんで、盗賊団とか邪魔なだけなんスよ」


「彼なら拠点も全て知ってるので」


レイはイレヴンを一瞥して思う。正直、彼のような人間が揃っているのなら手を出したくない。貴族として、憲兵のトップとしての勘がそう訴える。


だが、と内心で呟き、彼は祭りの前夜に胸を躍らせる子供のように笑った。


「ならば、一網打尽にしてしまおうか」


リゼルが出来るというのなら、出来るのだろう。あるいは、出来るように準備して貰っているのかもしれない。これまで国が成し得なかったという事実は、リゼルに対して何の意味も持たないのだから。


「そこで、相談なんですけど」


「分かっているとも。情状酌量を、といった所かな」


盗賊団の壊滅に不可欠なイレヴンだ。その功績を以って罪には問うなという事だろう。


ここで断って、今回の話を無かった事にされては堪らない。また、一度受け入れて反故ほごにしようものなら、その毒が容赦なく己を蝕むのだろう事は想像に難くない。


「ふむ、今回の土産に色が付いていたのはこの為か。私が、君の申し出を断るとでも？」


「有難うございます」


色々考えようと、レイがリゼルのお願いを断る事など無い。


ふんわりと微笑んだリゼルに、イレヴンが彼の身内に入っている事は間違いないのだと確信する。ならば言及することは出来ない。それは即ちリゼルを敵に回す行為に他ならないのだから。


凶悪な盗賊より何より、それこそが最も国の不利益になるとレイは確信している。


「では、聞こうか」


そうしてレイはイレヴンから、フォーキ団の情報を全て聞きだした。特に明日集まる予定の拠点。何処も王都に近く、わざとらしい程に都合が良い。


しかし彼は疑わない。厚意で与えられたものを拒否する真似など、出来る筈がない。何より、それが最もこの国への利となるのだから。


「私は、君の期待に応えられたかな？」


明日までにするべき事は多い。これから準備に奔走するだろうレイは、玄関まで連れ立ったリゼルへ揶揄い交じりに問いかけた。


「何のことか俺には心当たりがありませんが……」


困ったように笑ったリゼルが、ゆるりと目を細め微笑む。


「でも、そうですね。貴方の言葉を借りるなら、〝心から愛しています〟と言いたいぐらい」


「最高の栄誉だとも！」


輝くような笑みを浮かべ、声を上げて笑うレイにリゼル達は見送られて屋敷を出た。


この訪問は、まさしく密談だった。しかし誰も疑わない程に二人の別れは平静で、元々そういったイメージを持たれない事も相まって誰も気付かない。


三人が馬車に乗り込む際、通りがかった馬車の中からとある貴族令嬢がカーテンの隙間から外を覗いていたが、手を振るレイに頬を染めただけだった。リゼルも馬車の中からひらりと手を振り返し、馬車が動き出す。


「お前は身内に手ぇ出されると本当容赦しねぇな」


「因果応報、悪い事はしちゃいけませんよって事です」


隣で呆れたように溜息をついたジルへ、リゼルが可笑しそうに笑う。


「あっちには何も仕込んでねぇんだろ」


「そうなんですよね。問題ないとは思いますけど」


件のスタッフが幾ら否定の言葉を吐こうと、大した意味はない。誰もがそれを、罪を逃れる為の嘘だと判断するだろう。それ程に周囲は固められている。


「俺、やって来よっか？」


「いえ、子爵に任せましょう」


「相当やり手っぽかったッスもんね」


レイもきっと、彼を盗賊の首領と扱う事を戸惑わない。それで全て解決するからだ。かなりの被害を齎もたらした盗賊団の壊滅。周囲への混乱はほぼ皆無。本来その地位にいた誰かは、二度と同じ事をしないと確定しているのだから。


「俺の所為でアンタが借り作んのは嫌だけど」


「子爵は貸しとは思いませんよ。盗賊捕縛の功績は、見返りとして十分でしょう」


こうしてイレヴンのパーティ入りを妨げるものは無くなった。


盗賊団は無く、首領は処刑され、残るのはただのＣランク冒険者のイレヴンと、彼に従う腕利きの裏の住人達。元々荒くれ者の冒険者が裏と交流があったところで、誰も気にはしないだろう。


「パーティへようこそ、イレヴン」


「ッよ、ろしく…ッス……、リーダー」


明日、古巣を失おうと、その為に精鋭と呼ばれる盗賊達がひーひー言いながら走り回ってようと、既にイレヴンにとっては何も関係がない事だ。


彼は初めて名を呼ばれた余韻に浸りきり、顔を覆って馬車の天井を仰ぎ、悶もだえる様に床を蹴りつける。その足をやかましいとジルに踏まれ、痛みに震えるまで後数秒。
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昨日の今日で、とスタッドは淡々とした無表情の中に恐ろしい程の冷たさを孕み、目の前で浮かれる馬鹿を見た。


そう、スタッドにとって彼は馬鹿でしかない。本当は自らの語彙力ごいりょくの全てを用いて罵詈雑言を並び立てても足りない程だが、それらを混ぜて潰して精一杯圧縮して全ての悪意を込めて〝馬鹿〟と呼ぶ。


人に対して関心を持たないスタッドにとっては、珍しい程の嫌悪感を抱いていた。


「祝、パーティ入り、俺！」


「今からでも考え直しませんか」


煽るように口にするイレヴンを意図的に視界から外し、訴えるスタッドをリゼルは苦笑しながら宥める。淡々としながらも滲む不穏な空気は、リゼルがその髪を撫でようとなかなか収まりそうにない。


むしろ促すように手首を掴まれ、頭へと押し付けられる。そうでもしないと機嫌は回復しないと伝えたいのだろう。微笑ましい動作に微笑み、空いた手で自らのギルドカードを差し出した。


「考え直すなら誘いませんよ。ほら、イレヴンも」


「さっすが俺のリーダー！」


イレヴンの言葉に、スタッドの視線が本日初めてそちらを見た。


「は？」


低く、冷たい声。瞬間、ギルド内の温度が一気に下がる。


チリチリと音が聞こえそうな程の冷気を放つスタッドが、掴んでいたリゼルの手をそっと離した。ゆらりと立ち上がる姿に、イレヴンがニィと嘲り笑う。


「誰が誰のだと言いました。もう一度言ってみなさい」


「この人が、お・れ・の、リーダーだっつったけど？」


バキンッと氷を割るような音が聞こえたのは錯覚だろう。


その錯覚を現実として捉えてしまう程、一瞬で溢れたスタッドの殺気は強大なものだった。更に応えるように広がったのは、身を這い回るようなおぞましい感覚。周りの冒険者たちは一瞬で離れ、顔を引き攣らせる。


「身の程を知らない野良犬風情が図々しい」


「牙抜かれた飼い犬なんざ怖くねぇなァ！」


スタッドがその手に氷の刃を握り、イレヴンが腰の剣を抜く。


それが相手へと向けられた次の瞬間、尋常でない冷気を纏う氷は手の中で砕け散り、刃を鈍く光らせる双剣は弾かれたように床へと突き刺さった。二人は同時に、間に入った男を睨み付ける。


「はしゃぎ過ぎだ」


誰にも止められない争いを、唯一止め得られる男。ジルが呆れたように言う。


抜かれた剣は既に収められているが、人並み外れた速さを持つ二人が反応できない程の剣戟けんげきだった。そして争いが収まった事を悟ったリゼルも口を挟む。


「喧嘩は構いませんが、周囲に迷惑はかけないように」


今回はパーティ編成に来ただけなので早朝を避け、人の減り始める時間に来た。


それでもギルドが無人になる事はない。職員だって居るのだ。スタッドの隣に座る職員など即行逃げた。固まる人間も少なくない中、行動に移せる彼は色々図太い。


「でも俺、初めて殺気が分かりました」


「念願叶ったじゃねぇか」


「嬉しいです」


あまりにも濃密過ぎた殺気だ。他の冒険者に言わせればトラウマ以外の何物でもないが、リゼルは純粋に感動した。そして止めるタイミングを完全に失った。


視線を向けただけで察して止めてくれたジルには感謝しなければ、と思いながら、不貞腐れたように視線を逸らすイレヴンと、じっと此方を見ているスタッドを見る。


「仲良くしろとは言いませんけど、折り合いはつけて下さいね」


「はぁーい」


「はい」


返事だけは素直な二人へ、しかしリゼルは良い子だと微笑んだ。ギルドは元の空気を取り戻し、再び賑やかに騒めき始める。


「わざわざ喧嘩売ってんじゃねぇよ」


「つかニィサン、俺の剣フッツーに壊れんだからもっと丁寧に扱って」


「てめぇの兄になった覚えはねぇ」


獣人は強者に従いやすい。リゼル以外には合わせる事すらしないイレヴンだが、ジルの言う事は一応聞くだけ聞く。大抵が聞くだけだが。


「君も、いつも冷静なのに珍しいですね」


反省の姿勢を見せないイレヴンに、まぁ個性だしと流しながらリゼルはスタッドへ声をかける。じっと此方を見上げる姿に、彼は反省しているようだと頷いた。


とはいえスタッドは、イレヴンを再起不能にしようとした点については一切反省していない。リゼルに迷惑をかけてしまったかもしれない点を反省している。


「手を煩わせてしまい申し訳ありません」


「誰にだって合わない人はいますよ。迷惑なんて思ってません」


リゼルは窺うような瞳に手を伸ばし、頬へと触れた。


向けられた視線は何の感情も無いかのように透き通っているが、しかしリゼルにとって読み取ることは容易い。優しく撫でれば、ガラス玉のような蒼の瞳が微かに揺れた。


「俺もあっちが良い」


「うるせぇ」


ずるいずるいと邪魔しようとしたイレヴンは、直後にジルによりアイアンクローを喰らって撃沈した。


「でも、イレヴン個人が気に入らないだけなんですよね」


「はい」


「誰かがパーティ入りするのは、嫌じゃない？」


「貴方を守る人間が多いに越した事はありません」


スタッドは、イレヴンが完全にリゼルに服従した瞬間を目にしている。


だからこそ二度と危害を加えようとはしないだろうと確信している。だがやはり図々しいと思わずにはいられない。つい数日前まで命狙っといてお前。そう思っているのだろう。


「貴方の決定に異を唱えるつもりはありません。パーティ登録を行いましょう」


「有難う」


淡々と頬の感触を堪能している姿を見下ろし、リゼルは一つ頷いた。


お互い、相手が有能だと分かればそれなりに認めるだろう。マイペースにそんな事を思いながら、改めてギルドカードを差し出した。






何故、冒険者に魔法使いが少ないのか。


単純に使い物になるまでに時間がかかるからだ。駆け出し冒険者が全力で剣を振り下ろせば何とかなる魔物ですら、魔法だけで倒すのは難しい。


それは単純に火力不足と、手間がある。魔物を葬る程の攻撃をしようと思うとそれなりの魔力が必要で、それを練り上げて発動するまでのタイムラグもある。


魔法発動までの魔法使いは完全に無防備で、信用出来るパーティメンバーが必須というのもあるだろう。今冒険者ギルドで活躍している魔法使いは、そんな逆行を物ともせず気合で伸のし上がった根性組だ。


「リーダーも一応魔法使いになんスか」


「どうなんでしょう」


そんな中、魔力は用いるものの魔法使いと言えるかは微妙なリゼルだ。


「折角魔力が多いのに、剣を握る方も多いですよね」


「まぁな。魔道具使う時は重宝されるし、持ち腐れってんじゃねぇけど」


「そもそも魔力多くて冒険者になろうっつうのが少ねぇんスよね」


言いながら、イレヴンが大きなスプーンに山盛りに乗ったオムライスへかぶり付いた。


そろそろ昼食でも、となった時にイレヴンが挙げた卵料理がオススメの店は、時間が時間なだけあってほぼ満席だ。その中でやけに注目を浴びているのがリゼル達の机だった。


「イレブンは使いますか？」


「魔法？　俺もちょい使うぐらいッスね」


「ん、今まで一回も使ったところ見てないですけど」


「剣のが早ぇし。小細工しか使えねぇんスよ」


獣人は魔力が少ない者が多い。日常生活に支障は無いが、戦闘で生かせるかは別だろう。大盛りの皿を一つ平らげ、おかわりを頼んでいるイレヴンを眺めてリゼルは納得する。


「小細工？」


「あぁ、本ッ当にしょぼいッスよ」


そしてイレヴンはこんこんと指先で机をノックしながら、足元を覗き込む。


「もっと濃い影が良いんスけど」


意味もなく唸っているのは、魔法発動に集中しているのだろう。


「あ、無詠唱ですね」


「あれって意味あんのか」


「静かです」


詠唱するかしないか、それは本当に口に出すか出さないかの違いだ。手間も変わらなければ、発動までの時間短縮にもならない。


ただし、闇に紛れて活動する事が多々あったイレヴンにとっては、無音というのは大きなアドバンテージだったのだろう。


「んー……あ、出来た」


彼は覗きこんでいた顔を上げ、ちょいちょいと足元を指差した。


リゼルとジルが揃って足元を覗きこんでみると、イレヴンの膝から下が陰に溶ける様に消えている。良く見れば薄らと足が見えてしまっているのは、濃い影が良いの言葉通りに明るすぎるからだろう。


「夜だと完全に消えるんですか？」


「まぁまず気付かれねぇッスね。奇襲とか、張った罠隠す時とか便利」


「光属性で似たようなのは見た事ありますけど、これは初めてです」


男三人が机の下を覗き込む光景は奇妙でしかなく、何か落としたのだろうかと店員が予備のスプーンやフォークを持ってうろついている。


「本当に消えてる訳じゃねぇのか」


「痛ッて！　んな訳ねぇじゃん！」


ジルにより蹴られたイレヴンが声を上げれば、パッと消えかけた足が姿を現す。そして顔を上げ、何事もなかったかのように食事を再開させる三人を店員は二度見した。


「リーダーって普通の魔法も使えんスよね」


「勿論です」


そんな店員に更におかわりと頼みながら、イレヴンは唇についたソースへと舌を這わせる。


「やっぱ凄ぇの？　こう、ガーッと」


「そこそこじゃねぇの」


「普通ですよ」


「アンタ達の基準でそこそことか言われたら期待しかねぇんスけど」


そんな事言われても、とリゼルはちらりとジルを見た。


リゼルが元の場所で使っていた魔術は、魔法とは名称の違いしかない。そう結論付けてはいるものの、此方で他者が魔法を使って戦っている所を見た事がないので基準が分からない。


「ジルってあんまり魔法に興味ないんですよね」


「使わねぇし」


魔法使い以外はそんなものだろう。


「まぁ、威力っつうなら大した事ねぇけど器用な事すんな」


「リーダー？」


「ああ」


ジルは空になった自身の皿をどかし、リゼルが手を付けなくなったオムレツを自らの前へと引き寄せる。そして数口で食べきった。


「何、どういう意味？」


「炎の矢、飛ばすヤツあんだろ」


「あー、はいはい。そのまんまッスよね、魔力強ぇと矢がでかくなるやつ」


「それをでかくしねぇ、そこそこの奴を何本か作った」


「えー……」


何それ意味わからん、と見てくるイレヴンに、リゼルは取り敢えず微笑んでおいた。別に、リゼルにしか出来ないという事でもないのだが。


「慣れですよ、慣れ」


「しかも追跡ホーミング機能付き」


「げっ」


「手動ですけど」


「そっちのが凄ぇし……なんか、普通に魔力も多そうッスね」


「俺の周りにいた人達に比べれば、低い方だったんですけどね」


何故リゼルが貴族の身でありながら、銃や魔術を身に着けたのか。多少は教養もあるが、それ以上に仕えるべき国王の存在があったからに他ならない。


彼のお忍びに誘われてついて行き、何かあった時に守られる事などあってはならなかった。だが誘いを断るという選択肢などリゼルの中には無く、頑張って会得したのだ。


「（でも、陛下の方が強いけど）」


こればかりは仕方ない。戦場で無双していた元教え子の姿を思い出し、口元を緩める。


「やーっぱ普通じゃ……、……何か今」


「そろそろ出るぞ。行く所あんだろ」


「はい」


「あ、ちょ……ッ」


その笑みに動きを止めたイレヴンだが、彼が口を開くより先にジルが席を立つ。リゼル達もそれに続けば、残された机にはオムライスの皿が積み上がっていた。


イレヴンは歩きながら、窺うようにリゼルを見た。微笑まれ、口を噤む。自分に向けられる笑みに嘘は無いと、知ってはいるが。


「どうしました？」


「何もー」


まぁ良いかと、イレヴンは目を細めて機嫌良く笑った。






昼食後、腹ごなしに歩きながら向かったのは一軒の道具屋だった。


「此処ってアレじゃねッスか。ジャッジ？　の店」


「正解です。君にあった武器がないかと思って、験げんを担いで」


「げん？」


「ジルの剣も此処で押し売りされたんですよ」


「今押し売りっつった？」


ほのほの微笑みながらの衝撃発言でイレヴンを振り回しつつ、リゼルは扉へと手をかける。イレヴンが真顔でジルを見たが、諦めたように首を振られただけで終わった。


「まぁ、良い武器あんなら欲しいけど……武器屋じゃなくて？」


「大丈夫です。欲しいな、と思ったものは大抵あるので」


謎の信頼を一心に背負ってしまった店の店主は、そんなこと知る由も無く店内をせっせと整理整頓していた。ジャッジは来客に気付き、そしてそれがリゼルだと分かってパッと顔を明るくする。


「い、いらっしゃいま……せ……」


弾んだ挨拶は、イレヴンを見つけて力を失っていった。


リゼルは暫く何かを考え、そして徐にイレヴンを彼へと差し出してみせる。背を押され、固まる長身と対面したイレヴンは、面白そうに唇の端を吊り上げて「どーも」と一声かけた。


「ジャッジ君が嫌って言わなかったので、パーティに入れちゃいました」


「なァ、まだイヤ？　今更イヤっつっても離れてやんねぇけど」


「え、あ……！」


ざっと顔を青くしたジャッジに、イレヴンは楽しそうだ。


この二人は上手くやれそうだな、と頷くリゼルを、ジルは「こいつ時々容赦ねぇな」という目で見る。やや楽しんでいる辺り意地が悪い、とも。


「なァって」


「だって、その」


「たかが新入りの顔合わせだろ、堂々としてろ」


助けを求めるように此方を向いたジャッジに、ジルが呆れたように一声かける。


リゼルは一度見守り体勢に入ると基本的に動かないのだ。微笑ましそうにじゃれあう二人を見ている。とはいえジルも、火に油を注ぎかねない助言なあたり楽しんでいないとは言い辛いのだが。


案の定、堂々とイレヴンと対峙する自分を想像して、無理だと半泣きになるジャッジが残された。


「リ……」


「あ？」


しかしジャッジは何かを決心したように、ちらりとリゼルを見て猫背を伸ばす。例え上から見下ろしていようが怖いものは怖い。だが頑張る。


「リゼルさんが決めたなら、僕は、反対しない」


「ならヨロシクー」


「え、あ、う、うん」


「何かすっげぇ俺のこと怖がるけど何なワケ？　知ってんの？」


「知ってるって何……!?」


再び腰が引けるジャッジをケラケラ笑うイレヴンに、「良し仲良くなった」とリゼルは満足げに頷いた。彼の仲良しは時々ざっくりとし過ぎている。


しかし、スタッドの時と比べれば段違いに平穏な関係に落ち着いただろう。傍から見れば脅しの現場に見えない事もないが、イレヴンがリゼルの関係者に対して高圧的に出る事は少ないので問題はない。


「ジャッジ君。それで、今日なんですけど」


「は、はい！」


「彼の剣を見繕いたくて」


ジャッジは納得したように頷いた。


イレヴンが身に着けている装備は大したものでない。ほとんど普通の布切れと変わらず、防具としての性能など無いだろう。剣だけは良いものだが、ジャッジから見れば最上級とはとても言えなかった。


「剣、だけで良いんですか？」


「装備はこの後、作って貰いに行く予定です」


「あ、そうなんスか」


「出来るだけの準備を整えるのが冒険者、ってジルが言ってました」


深く頷いたのがジャッジ。意外とちゃんと教えているなとジルを見たのがイレヴン。そして当のジルは、そんな事を言ったかと素知らぬ顔をしながら考えている。間違ってはいないのだから良いのだが。


「パーティ内で装備に格差があるのも、あまり良くないみたいですし」


「それもニィサン？」


「いえ、ギルドで会った冒険者の方に」


リゼルは意外ときちんと他の冒険者とコミュニケーションをとる。良い装備だな、と言われた時に出た話題だ。駆け出しなのに最上級装備に違和感がないな、とも言われた。


それに、身なりは立場を示す。整えれば、元盗賊などという疑いも掛けられ辛くなるだろう。


「なら、剣だけですね。えっと、どういった……？」


「んー、俺もあまり……剣を選ぶなら、やっぱりジルかな」


「本人が使いやすけりゃ良いだろ」


「それ」


イレヴンはピッと揺れる髪を払い、腰の剣へと触れる。


「どうせなら妥協したくねぇし。まずはー」


それから彼はこれでもかと云うほど注文を付けまくった。


切れ味重視。刃は薄い方が良い。でも刃毀こぼれは無理。反りはこれぐらいで握りの重さはこれぐらい。見た目ダサいのは嫌。だけど派手すぎるのも嫌。でも装飾は欲しい。


「作った方が早そうですよね」


「つっても最上級欲しがんなら迷宮品だしな」


「そうなんですか？」


剣士が剣に妥協しないのは当然だ。その中でも迷宮品の人知を超えた性能は、喉から手が出るほど欲しいだろう。


例えばジルの剣などは、不壊、不劣化、対魔力などの加護がついている。当たり外れの多い加護の中で、優秀な加護を網羅していると言っても良い。


その分、値段もとんでもないので、ジルは押し売りされた時にほぼ全財産を失った。これは流石にリゼルには言っていない。


「理想の剣に出会うまでが大変そうです」


「運が良けりゃ出んだけどな」


「ジルは出なかったんですね」


「うるせぇ」


迷宮の宝箱に、冒険者はいつだって振り回されるのだ。


「そんで全体が艶消しされてれば完ッ璧」


そして、ようやくイレヴンの口が止まった。


「多ぇよ」


「道具に拘こだわんのがプロッスよ。で、ある？」


「えっと……」


聞きながら、イレヴンは条件全てを満たすものは無いと思っている。幾つか当て嵌はまれば上出来だ。


考えるように視線を流すジャッジを、さて幾つ候補が挙がるかと楽しみに待つ。


「あ、一本、じゃなくて一組だけ」


「一組しかねぇの？」


肩透かしを食らったように、イレヴンは微かに眉を寄せた。


「あの条件を満たすのが有るだけでも凄いと思いますけど」


「リーダーって本当に剣は素人ッスね。こういう時は幾つか条件挙げといて、全部ヒットしなくても」


「え、あの、全部の条件、合てはまるけど」


「これだからリーダーの知り合いはっつうんだよ！　よっしゃァ！」


怪訝そうな顔を一転、歓喜ににんまりと笑みを浮かべてイレヴンはジャッジを急かした。


「つうか何であんだよ」


「ジャッジ君の店ですし」


零れたジルの今更ながらのツッコミは、あっさりとリゼルに流された。


例え冒険者関連以外の品でも、求める品がこの店に無かった事はない。何故だと思わないでもないジルだが、リゼルは〝有るなら有るで嬉しいし〟と気にしない。思慮深い割りに、変な所で大雑把だ。


「えっと、これなんだけど……」


そうして戻って来たジャッジが差し出したのは、一組の双剣だった。


「すっげ、迷宮品の双剣とか初めて見た。左手用がサブでちょい短い……あー、これって」


「握り短ぇな、てめぇには良いんじゃねぇの」


イレヴンは上機嫌で箱を覗きこみ、ジルもそれを見下ろして何かを納得している。


ちなみにリゼルには何も分からない。剣が二本並んでいるな、くらいだ。だが、イレヴンの様子を見る限り酷く気に入ったらしいのは分かる。


「これにします？」


「する！」


「じゃあジャッジ君、これを」


その時初めて気付いたように、ふとリゼルがイレヴンを見た。


「予算は？」


「ヨユー」


然して心配などしていない、そんな問いかけにイレヴンはにっこりと笑う。フォーキ団に対する被害額が、そのまま彼の懐ふところに入っているのだとすれば当然の事だろう。国に危険視される程の盗賊団の頭領の名は伊達ではない。


リゼルに言われて盗賊の精鋭達は殺さず残し、ある程度の資金は分け与えてある。だが、それを考慮してもイレヴンの手元には溢れんばかりの金貨銀貨が残っていた。


「ホルスターも作んなきゃッスね」


「どうせこれから装備も作りにいくので、そこで作って貰いましょう」


「つっても俺、素材って全然残してねぇんスけど」


「ジルに分けて貰いましょうか」


「ああ」


まさかの提案に一瞬固まったイレヴンだが、直ぐさま贅沢な話だとケラケラ笑う。何気ない会話すら刺激に満ちているのだから、愉しくて仕方がないと言わんばかりの笑い声だった。

            





29．


「どッスか！」


じゃん、と言わんばかりにイレヴンは両手を広げてみせた。


頼んでいた装備が、一週間かけてようやく完成したのだ。金に物を言わせて急かしたのだから早い方だろう。何せ、加工が難しい希少素材ばかりを使っているのだから。


早朝の食堂は他の宿泊客も居るが、本人は見せびらかしたいばかりなので注目を浴びようと気にしていない。リゼル達も朝食をとりつつ、イレヴンを眺める。


「うん、冒険者らしくなりましたね」


「リーダーに言われても……や、なんも。つか今までも冒険者だったんスけど」


唇を尖らせるイレヴンだが、否定は出来ない。


リゼルやジルも金属装備を纏わない為に軽装に見えるが、防御力は見た目を遙かに上回る。しかし彼は薄着相応でしかなく、服装だけ見ればそこらの不良と変わりがなかった。


しかし今は二人に比べれば軽装なものの、動きを妨げないよう配慮されているだけなのだと分かる。


「格好良いですよ。ふわふわとか」


「ここ!?」


「派手」


「裏地とか小物だけだし。真っ黒よかマシ……げっ」


飛んで来たフォークを掴み、イレヴンは顔を引き攣らせる。


ジルも良い加減、全身黒を止めたい。だが他に何色が良いかと聞かれれば希望などなく、更にデザインにも興味が無いので、結局は職人に丸投げして似たような装備になるだろう。最近は諦めの気持ちが強い。


だが、突っ込まれるのは気に入らないのでフォークは投げた。


「外見が派手なんだし、服もそうじゃないと浮いちゃいますよ」


「流石リーダー、分かってるッスね！」


「むしろ、正直もっと派手だと思ってました」


「あんま目立つ色使うと、夜に潜りにくいんスよ」


平然と言うイレヴンに、そういえば盗賊だったのだとリゼルは思い出した。


リゼルに対しては常に懐いている為に忘れがちだが、その経歴を思えば納得か。少しは大人しくなったと思われがちだが、パーティと行動を共にしていない時の彼は依然としてタチが悪い。


「折角新しくしたし、どっか手強いトコ行きてぇなァー」


「じゃあ、今日はそうしましょうか。ギルドで依頼を見て、良さそうな迷宮に行きましょう」


「良いんスか。あ、一口ちょーだい」


リゼルの隣に腰かけたイレヴンが、意外そうに目を瞬かせた。依頼は常にリゼルが決めているので、自分の意見がすんなりと通るとは思っていなかったのだ。


開かれた口へと食後のフルーツを差し出しながら、リゼルは苦笑する。


「ジルが自分の意見を言わないだけですよ。だから俺が勝手に決めてるだけです」


「ふぅん。じゃあ俺がこれやりたいーとか言ったら一緒にやってくれんスか」


「パーティだし、当然じゃないですか」


当たり前のように微笑んだリゼルに、イレヴンはさり気なく明後日の方向を向いた。


用意に本心を隠し、偽の感情を晒してみせるイレヴンだが、リゼルに対しては難しい。取り繕うとバレてしまうのが大きいだろう。そうなると、取り繕ってるなと思われる方が嫌なので、結果どうしようもなくなる事が多い。


「いい加減慣れろよ」


「もうちょい無理」


リゼルは可笑しそうに笑い、そして朝食の最後の一口を食べ終えた。立ち上がり、厨房にいる女将へと一声かけ、そして戻って来る。


「ジル、もう出られますか？」


「ああ」


「じゃあ、直ぐに」


「お前の部屋、カギ開いたままで良いのか」


そうだった、とリゼルは食堂を出て階段を上がって行った。


元居た環境では自室に鍵をかける習慣が無かったので、ついつい忘れてしまいがちだ。鍵をかけてしまうと、いざという時に護衛が入れない。


「あれだもんなァ」


姿を消したリゼルを目で追っていたイレヴンが、ふいに呟いた。


ジルがそちらを見れば、先程まで浮かべていた好意など欠片も無い視線が向けられる。まるで牽制にもとれる瞳は、まさに目指すべき場所に立つジルに対するそれなのだろう。


「ニィサンは知ってんの？」


「何が」


「あの人がただの冒険者とか何の冗談だっつうの」


背もたれに肘を乗せ、イレヴンが呆れたように言う。


知りたいのはリゼルの正体か。本人に聞けば良いものを、と思いかけてそれが違うのだと気付く。彼が今知りたいのは、ジルがそれを知っているかどうかだ。


「ああ」


元々、隠そうなどとは思っていない。何せ見れば分かる。頷いてみせれば、イレヴンはあっそ、と簡単に納得しただけだった。


その時、トントンと階段を下りる足音が聞こえて来た。誰のものかなど二人が聞き間違える訳がなく、示し合わせたように立ち上がって食堂の扉へ向かう。


「いつか教えて貰えっかなァ」


「必要なら話すだろ。むしろ言い忘れてるだけじゃねぇの」


「リーダーならあり得るー」


いってらっしゃい、という女将の声が届く。イレヴンは楽しそうに笑いながらジルを追い越し、そして扉を開いた。






「なぁなぁなぁホラ凄くねぇコレ。値段も半端ねぇけど性能も半端ねぇの」


「そのデザインにあの方は関わっていますか」


「ねぇけど」


「馬鹿丸出しで良いと思いますよ近寄らないで下さい」


「表出ろオイ」


楽しそうで何より、とリゼルは横目で言い合う二人を確認し、そして再び依頼ボードを眺め始めた。


取り敢えず気に入らない奴は煽って行くイレヴンと、煽られ耐性皆無なスタッドはとにかく相性が悪い。リゼルから「口喧嘩の範疇はんちゅうで収めること」と注意されている事もあり、いつぞやのように大事にはなっていないが。


「ジルはどの依頼が良いですか？」


「好きにしろ」


実はリゼルが目で追えない範囲で微妙に手を出している二人だが、気付いているのはジルだけだ。ジルは誰に迷惑をかける訳でも無いからと放って置いている。


「Ｂランク、までだと余り……」


うーん、と悩みながらリゼルは依頼を一通り眺める。


ジルがＢ、イレヴンがＣ、リゼルがＤ、よってパーティランクは平均のＣ。これはイレヴンが入るまでと変わらない。一つ上のＢランクまでの依頼を受けられる。


「やっぱり個人で迷宮に行きましょうか」


「別に依頼達成してからボスでも良いんじゃねぇの」


「あぁ、成程」


イレヴンは手強い敵と戦いたいと言ったのだ。


通常のＢランクまでの依頼に挙がる魔物では、彼は苦戦せず倒してしまう。ならば依頼を受けずに好きな迷宮に行くのも有りかとリゼルは思ったが、ジルの提案も最もだ。


なにせ、依頼を受けた方がランクアップも望めるし報酬も手に入る。聞いていた冒険者など、依頼を受けずに迷宮に潜る意味が分からず盛大に疑問符を浮かべていた。


「イレヴンはどうですか？」


ふとリゼルが振り返る。その直前まで、ペンやら何やらで無音の攻防を繰り広げていた二人は何事もなかったかのように口喧嘩に戻っていた。


「俺も、何処っつう希望はねぇんスけど」


呆れた顔をしているジルに気付かない振りをして、イレヴンが軽い足取りで歩み寄って来る。


「どっかにニィサンでも苦戦する奴いねぇんスか」


「てめぇは性能試したいんだろうが。エレメントの集団にでも突っ込めよ」


「肌出てる部分、とんでもねぇ事になんだけど」


三人は混み合う依頼ボード前から、ギルドの端に備え付けられている机へと移動した。行き先が決まらない事にはどうしようもない。


「それに物理攻撃効かねぇヤツって面倒なんスよね」


「あれ。前、ジルは普通に斬ってましたけど」


「リーダーはいい加減ニィサン基準にすんの止めて」


そして三人は椅子に腰かけ、互いに知っている迷宮の情報を出しながら話し合う。


とはいえ、詳しいのはジルとイレヴンなのだが。リゼルはボスだの最深層だの話し合う二人を、それにしてもと疑問を抱きながら眺めていた。


「（あんまり強い所に行かれると、俺が邪魔になりそうだけど）」


卑屈でも謙遜でもない。事実だ。


色々やっているように見えて、リゼル個人の実力はそれほど高くない。格下相手ならば難なく捌くが、真正面から格上が相手となると全く手が出ない。ジルと共に迷宮のボスと相まみえる時など、ひたすら援護に徹している。


「（でも、俺が居なくてもジル一人で何とかなるしなぁ）」


ジル曰く、〝居ると楽〟。イレヴンにも最近似たような事を言われた。気遣いにも遠慮にも縁の無い二人が言うならそうなのだろうと、リゼルは全く気にしていない。が、不思議には思う。


「なあ、あんたのパーティに入ればその馬鹿強ぇ装備が貰えるって本当か」


その時、聞き慣れない声がかけられた。


「店の紹介だけなら、パーティ入りしなくても出来ますよ」


「は？」


「あれ、イレヴンの装備ですよね？」


「あっ、なんかすんませんでした」


考え込んでいた時にかけられた為にゆったりと返せば、何かを察したのだろう。見知らぬ男は退散していった。


「俺の加入で雑魚が調子こいてるッスね」


「最近、多いですよね」


イレヴンが加入してから、こういう事が度々ある。ジルとは違い、あまり名前の売れていない存在がパーティ入りした事で、自分達もと思う冒険者が増えているようだ。


「確かに、一刀と同じパーティっていうのは魅力的だと思いますけど」


「つうよりお前だろ」


「え？」


「あー、今の奴もそうだったんスけど」


先程のリゼルの切り返しから、やはり余り理解出来ていないのだろうとイレヴンは笑う。魅力的なのが一刀だけだと思っているのなら、それは違う。ジルやイレヴンからすれば、あまり歓迎すべき見方ではないのだが。


「純粋に、リーダーが金持ってそうってのがあんスよ。パーティ入りすれば贅沢放題っつうの？」


「個人の財布があるのに、人のお金で贅沢放題はないですけど」


不思議そうなリゼルを、まぁ良いかとジル達は流した。


通常、決まったパーティを持つ冒険者達は纏めて資金を管理する。時々誰か一人が使い込んで、大乱闘を起こしたりという事もままある。


だがリゼルの報酬の分け方は、ある意味普通な三等分だ。


ソロ冒険者同士が組んだ時などは人数で分けるが、それも誰がどれほど依頼達成の為に貢献したのかを考慮し、険悪な空気を撒き散らしながら配分するので等分は有り得ない。


しかしリゼルは全くそんな事を知らず、ジルとイレヴンは知ってはいるものの等分で問題無い。リゼルは真実を知ることなく、これからも至って平和に報酬を三等分していくだろう。


「それで、行き先は決まりました？」


「ああ、〝精霊の庭スピリットガーデン〟が良いらしい」


「そこって、エレメント系がいっぱい出るとこですよね……え、本当に集団に」


「突っ込まねぇし！　其処のボスが魔法攻撃ばっかってニィサン言ったし、丁度良いじゃねッスか」


ミスリルや竜の鱗をふんだんに使用した為、ほぼ全ての魔法攻撃を無効化するといわれる装備だ。その性能を試すにはもってこいの場所だろうが、とリゼルがジルを見る。


「無力化してくれるんですか？」


「知らねぇ」


リゼルは魔法を食らった事がなく、ジルも同じく。性能の真偽を疑った事はないが、本当に大丈夫だろうかと楽しみにしているイレヴンを見ながら思った。






精霊の庭は、馬車に二時間ほど揺られた場所にある。


「イレヴンは此処、初めてなんですよね」


「ッス」


「ジルが居ると便利で良いです」


「ボス以外あんま覚えてねぇけど」


草原の真ん中にポツンとある、まるで童話の城にある門のような扉。


迷宮ごとに扉のデザインが変わるので、熟練の冒険者達はその形を見ただけで迷宮の想像がつくという。リゼルも、きっと幻想的な迷宮なのだろうと当たりを付けてみた。


そして、入る前にとジルの提案通りついでに受けて来た依頼の内容を確認する。






【魔物の持つ無限の可能性を信じて】


ランク：Ｂ～Ｃ


依頼人：魔物研究家


報酬：銀貨30～50枚（量による）


依頼：水ウォーターエレメントの水の採取を頼む。


尚、高魔力を含むと現在確認されている目的の水は、倒してしまうと魔力を失ってしまう為、生きた状態での採取が望ましい。


（※ギルド注）


当依頼には前例が無く、可能か不可能かも不明な為、未達成でも失敗と見なさない。






「お前はどうしてこんなもん選ぶんだ……」


「出来たら凄いじゃないですか」


「どうやんスか」


「一応、瓶は持って来ました」


ごく普通の瓶だ。つまり対策は無いに等しい。


通常、警戒を以って当たるべき魔物に何故瓶で立ち向かおうとしているのか。頭いい割にアホ、とジルは良く言うが、イレヴンにも少しだけその意味が分かった。


勿論リゼルとて、エレメント相手に遅れをとる事は無いと確信しているからこそ受けている。だがそうだとしても、瓶は無い。


「じゃあ行きましょうか」


そんなジル達の視線を綺麗に流し、リゼルは瓶を片手に迷宮の扉を潜って行った。






迷宮内は名前の通り、精霊でも住んでいそうな幻想的な光景だった。


昼とも夜とも言えない不思議な明るさをしており、生い茂る草花と、ポツリポツリと立ち尽くす木々。そこかしこに見える回廊は確かにどこぞの城にある庭のようだ。全体的に青みを帯びているので、更に雰囲気が増す。


ふわりふわりと浮かぶ光に手を触れてみれば、数度明滅して消えた。


「道がない、っていうのも難しいですよね」


「知ってりゃ楽だけどな」


洞窟型とは違い大した障害物もなく、一面を見渡せる庭は方向を見失いやすい。


その代わり、次の階へ繋がる場所さえ把握していれば真っ直ぐに向かう事が出来る。知らなければ、広大な空間を虱しらみ潰しに探さなければいけないが。


「水エレメントが出るのは？」


「……中層らへんから、だったか」


「うろ覚えじゃねッスか」


「いちいち覚えてられるか」


数多くの迷宮を、怒涛どとうの勢いで制覇したジルだからこそだろう。


途中で出て来る魔物に苦労しないからこそ印象にも残らないし、時間をかけて攻略していないからこそ覚えられない。


「全部で四十階ですよね。二十階くらいから行きましょうか」


「宝箱出ると良いッスね。面白いし」


「俺はいつも真剣です」


「お前宝箱開けるとき真顔だよな」


ぼんやりと光る魔法陣に乗り、転移する。


見回せば幻想的な庭園が広がる中、白磁はくじの東屋あずまやのような場所へとリゼル達は降り立った。指標は見つからず、取り敢えず東屋から伸びる回廊を歩き出す。


暫く歩くと回廊は朽ちたように途切れた。サクリ、と草原へと足を踏み出し、揺れる光の粒子を眺めながら歩を進める。


「お」


「ん？」


最初に声を上げたのはイレヴンだった。ちょい、と指差された先を見れば、周囲に浮かぶ光と比べて明らかに大きい光の塊が近付いて来る。


「ニィサンの記憶通りじゃん」


「でも、水エレメントはいませんね」


「この階のどっかには居んだろ」


近付いて来たのは火ファイアエレメントだった。


エレメント系の魔物は、核を中心に魔力が集まる魔物だ。高濃度となった魔力は属性によって炎や水のように揺らぎ、核を破壊しない限り動き続ける。


現れたエレメントは大人が一抱えする程の大きさで、火の属性を持っていた。肝心の核でさえ目には見えるが実体はない為、反対属性をぶつけるぐらいしか倒す手段は無い。


「一気に色んな種類のエレメントが出て来ると、ややこしくなりそうですよね」


ただしリゼルにとっては、動きもあまり早くない良い的だ。水の属性の魔力を弾として撃ち出せば、数匹のエレメントは燃え尽きるように掻き消えた。


「相性良いッスねー」


「魔法使い以外はどうやって倒すんですか？」


「属性持ちの剣使うんスよ。魔力通せば仕込まれた属性がってやつ」


イレヴンは機嫌が良さそうに、手にした真新しい剣を器用に回す。


「でもこの剣なら対魔力ついてっし」


「それ、ジルのにも付いてるんですよね」


「ああ」


「付いてなくても行けそうですよね」


「おい」


普通の剣でエレメントの核を斬ろうと、それは水を斬るようなものだ。だが、対魔力の加護がついた剣ならば有効打を与えられる。エレメント相手でも問題なく立ち回る事が出来るだろう。


「良い買い物をしましたね」


「見た目ふっつーの道具屋にこれがあんだもんなァ」


階層を進むより、この階を探した方が早いだろうと、うろうろしながら襲い掛かって来る魔物を斬ったり撃ったりすること数回。三人はようやく目当ての水エレメントを見つけた。


炎のように水を揺らめかせ、火花ではなく水滴を散らす。依頼主が欲しいのは、あの一見水にしか見えない部分なのだろう。


「今更ながらどうしましょうね」


「リーダー瓶、瓶出して」


時折襲い掛かるタックルや、撃ち出される水の塊を難なく避ける。もし鳩尾みぞおちにでも当たれば悶絶必至だろう。ちなみにリゼルの避け方は割とギリギリで、他二人に手を引かれたり庇われたりしていた。


「あ、やっぱ駄目ッスね」


攻撃を掻い潜り、エレメント本体を抉るように瓶を薙ないだイレヴンが、瓶を持ち上げひらひらと揺らす。確かに水を捉えた筈の瓶の中には何も入っていなかった。


「やっぱり魔力に戻っちゃうんですね」


「何か考えてんじゃねぇのか」


「今考えてます」


何せ、リゼルが水エレメントを見るのはこれが初めてだ。対策など練りようがない。


ならば何故受けた、というジルの視線を華麗に流し、リゼルは黙々と考える。ちなみに試しに一体の水エレメントを倒してみたが、床に零れ落ちようとした水は依頼用紙にあった通り、ただの水となっていた。


「うーん、核が属性を定義してるってことかな。でも核に実体が無いなら魔力を水に変えるような術式があるとは思えないし、ものとしては水魔法に近いんだろうけど魔力構築をどうやって……」


「ニィサン、後ろ」


「ああ」


地面を這い、リゼルの後ろから襲いかかる水晶の蛇をジルが踏み砕く。


今まではリゼルに注意の声をかけていたイレヴンだが、最近はそれ以前にジルに声をかけるか、自分が動いた方が早い事に気が付いた。勿論、リゼルが考えに没頭していないのなら本人に声をかけるが。


迷宮を侮ってなどいない。きっと自分達がいなければ、思考に没頭する事はない。だからこそ、ジルやイレヴンも動くのだ。


「ん？　むしろ分離した瞬間に魔力が散るんなら、難しく考えなくても良いのかな……迷宮だから理屈じゃないんだろうけど、理由はあると思うし。最初に発現した属性に他の魔力が追従してるだけなら」


「おら、横」


「あ、すみません」


頭を引き寄せるように立ち位置をずらされれば、数瞬前まで立っていた場所を水の塊が通過していく。


イレヴンは、すいすいと水エレメントの周りを歩きながら瓶を構えていた。一度、本体から撃ちだされた水の塊を瓶へと入れてみたが、これは魔力として消えずにただの水となる。


「核とか入んねぇッスかね」


「それは流石に危ないと思いますけど」


言いかけたリゼルが、ふと何かを考えること数秒。


「あぁ、でも、成程」


リゼルは空間魔法から何かを取り出し、しばらく握る。うん、と一つ頷いてイレヴンを手招き、持っている瓶へとそれを入れた。


「代わりに、はい」


「何コレ。魔石じゃねッスか」


コン、と瓶の底で跳ねた丸い石を見て、イレヴンはカラカラと瓶と振る。


魔石は魔力を貯め込む特性を持つ。ゴーレムの核のように触れた魔力を全て吸い取るようなものではなく、流し込もうとしなければ入らない。


「そのまま、もう一度採ってみて貰って良いですか？」


「そりゃ良いッスけど」


イレヴンが不思議に思いながらも頷き、襲い掛かるエレメントを避けながらも瓶を滑らせた時の事だった。瓶の水は魔力に変わることなく、透明なガラスの中でたぷんと揺れる。


「わ、すっげ、何で？」


「魔石に水属性を流し込んでみたんです。偽物の核ですね」


ヒュンッと剣を一閃して水エレメントを倒し、イレヴンは透かすように瓶を見た。良く見れば細かく気泡が上り、薄っすらと青に色づいている。


「核から離れると分解されるからって？」


「それが何でかは分からないですけど」


「あれは魔物になんねぇのか」


「ならないみたいですね」


流石に偽物の核だから有り得ないとは思うが、迷宮なので何があるか分からない。とはいえ、今の所そういう兆候もないので恐らく大丈夫だろう。


リゼル自身、まさか上手くいくとは思わなかった。やってみるものだと微笑めば、ジルから溜息を一つ貰う。


「迷宮から出たら消えたりしねぇの」


「消えた時は消えた時です。素直に依頼を失敗しましょう」


潔い。イレヴンは思わず感嘆の声を上げる。


そうして三人は無事依頼を終え、本来の目的である最下層へと向かって行った。






全身を青い焔ほのおに包む巨体が、腕を薙ぐ。


ずんぐりとした見た目とは裏腹に、暴風のような攻撃をイレヴンは仰け反るように避けた。途端、ぶわりと広がる余波の炎が襲いかかる。


「わッは、すっげ！」


イレヴンは笑みを浮かべ、剣を振るった。


炎の巨人の名前は精霊の王エレメントマスター、迷宮の最下層で待ち構える迷宮最強のボスだ。巨大な炎の塊から伸縮自在の手足が伸びる姿は、見上げる程の巨体を誇っている。


「今の避け方、前みたいにお腹出してたら燃えてましたね」


「前だったらンな避け方しねぇッスよ！　でも本ッ当ダメージねぇなコレ！」


テンションが上がり切ったイレヴンに微笑み、リゼルは遥か上にある巨体の頂点へと銃を構える。


頭の位置にある三つの洞。揺らぐそれらは明らかに目と口の位置にあり、それを形どっている。機能しているかは分からないが、狙わない理由もない。真っすぐ射抜く。


グォォ、と口らしき裂け目から炎が燃えさかるような呻き声が漏れ、巨大な腕が射抜かれた目を押さえた。


「ジル」


残された片目を向けられたリゼルが速やかに後退し、代わるようにジルが巨体へ迫る。


上から下へ。振り下ろされた大剣は巨体の足を縦に切断した。流石にボスだけあって炎の隙間はすぐに消えたが、巨体が僅かにバランスを崩す。途端、ぶわりと足元から広がった炎の残滓ざんしに舌打ちを零し、ジルは既に此方へと駆け寄るイレヴンへと視線を向けた。


「ニィサン最ッ高！」


「グローブしてなきゃ許してねぇぞ」


差し出されたジルの掌に、跳躍したイレヴンが踵くるぶしを乗せる。直後、勢いよく押し出される感覚と共に空中へと放り出された。


風に張り付く前髪が顔面を覆うのを首を振って逃がし、投げ出された頂点でまるで己が浮いているかのような感覚に笑う。勢いをつけるように逆さになれば、すぐ横では炎の洞が此方を向いていた。縦に裂けたような瞳孔でそれを見据え、イレヴンは唇の端を吊り上げた。


「雑ァ魚」


瞬間、全身全霊を込めて双剣を振り抜く。振り上げられた巨腕の根元、表面を斬りつけただけの剣戟は、その鋭さを以って太い腕を斬り離した。


今度こそ完全にバランスを崩し、地面へと倒れ込む巨体を眺めながら、落下を始めたイレヴンが空中で体勢を整える。


「げ」


瞬間、目を覆っていた筈の巨大な手がイレヴンへと向かう。


これは食らう、と口元を引き攣らせ、片腕で顔を庇いながら剣を向けた。その時だった。鈴なりの破裂音と共に手を形作る炎が千切れて霧散する。


ブワッと散った炎が体を通り抜ける感覚に長い髪を揺らしながら、イレヴンは笑みを零す。これで足手纏いだと思っているのだから、見当はずれにも程があった。


「リーダーあんがと」


「はい、どういたしまして」


かなりの高所から、音もなく着地をしたイレヴンがリゼルへとひらりと手を振った。そして直ぐ、ズンッと重い音をたてて倒れた巨体へと駆け寄る。


エレメントマスターの核は頭に存在する。こうして倒しでもしなければ届きもしない。落下の衝撃に巻き上がる風を押しのけ、イレヴンは炎の中に鎮座する核へと双剣を振り下ろした。


「硬ッてぇなァ！」


ガキンッという鈍い音と共に核の表面に十字の傷が刻まれた。


「核は普通の核ですよね？」


「表面だけ硬ぇんだよ」


「なら、防御殻っていうやつでしょうか」


ゆったりと近付いて来たリゼルを横目で見て、その隣にジルが立ったのを確認する。イレヴンは剣を逆手に持ち、そして十字の真ん中へと思い切り突き立てた。


まるで厚いガラスが割れたかのように、核が砕け散る。


「あ、イレヴン、起き上がりそうです。早く」


「いや早くっつっても！」


露わになった核を斬り付けるが、密度の高い水のような感触が返って来る。効いているのかどうかすら良く分からない。


「つうかニィサン何で突っ立ってんだっつの！」


「お前だけで行けんだろ、多分」


「いやコレ、全ッ然効いてねぇんじゃねぇの!?」


ぐ、と巨大な頭が持ち上がろうとする。


イレヴンはその瞬間にも数度斬りつけ、そしてやけくそのように離れて行こうとする核へと思い切り剣を突き立てた。直度、その核が強く光る。


「そういやこいつ、最後爆発したな」


「はァ!?　ちょ、リ……！」


次の瞬間、轟音ごうおんと共に核を中心にして激しい暴風が広がった。


床を抉る程のそれは土埃を巻き上げ、辺り一面を白く染める。近くにいたなら何処まで吹き飛ばされていたか分からない程の爆発が、その空間を掻き回し尽くした。


「ゲッホ……！」


そして、ようやくそれが薄れ始めた頃。爆心地からやや離れた場所から、激しく咳き込む声が上がる。息を吸う度に口内へ侵入する砂埃を払うよう、力を込めて手が振っているが大して意味をなしていない。


「ごほッ、ゲホッ……信じらんねぇ、何で忘れてんの？」


「いちいち覚えてねぇっつっただろうが」


目にも色々入って来る。涙すら浮かべるイレヴンは、何事もなかったかのように立っているジルを人外のものを見るような目で眺めた。


「つか何で平気なんスか」


「別に平気でもねぇよ」


ジルとて砂埃の影響を受けていない訳ではない。盛大に眉間に皺を寄せているが、普段からガラの悪い顔は然したる違いを感じさせないだけだ。


イレヴンは肩に降り積もる砂を、折角の新品なのにとぶつぶつ言いながら払う。


「コホッ」


「あ、まだちょっとケムいッスよ」


「ん」


同時に、腕の中で顔を上げたリゼルの口元を覆う。


爆発の瞬間、抱えて此処まで下がったが怪我はないようだ。窺うように覗き込めば、大丈夫というように微笑まれる。それを見て、背中を支えていた手をゆっくりと外した。


「いてっ」


「あ、すみません」


体を離すリゼルを眺めていると、ふいにクンッと後頭部を引かれる。見れば、リゼルの片手がしっかりとイレヴンの鮮やかな赤を握っていた。


「握ったの忘れてました」


「何でそんなもん持ってんスか」


「庇われた瞬間、つい目に入って。燃えたら大変ですし」


「お前にしちゃ良く動けたな」


「でしょう？」


当然のように爆風には炎も含まれるだろうと思っていたリゼルが咄嗟に手を伸ばしたのは、イレヴンの髪だった。とはいえ、握っているのを忘れるぐらいには無意識の行動だったのだが。


ジルの微妙な褒め言葉に、リゼルは嬉しそうに笑う。握っていた手を緩め、さらりと流れて行く髪を撫でる様に手放した。


「この赤、綺麗で好きなんです」


微笑まれて、イレヴンは一瞬目を見開いた。


「庇ってくれて、有難う」


「……どーいたしまして」


先のやり取りを反芻するかのように、本心を隠しにこりと笑う。恐らくそんなものは見通されているだろうが、自分自身でさえ理解しきれない感情を露わにするのは避けたかった。


「それにしても」


リゼルはそれに対し目元を緩めただけで、そして改めて周囲を見渡した。


不思議とリゼル達の周囲だけは無事だが、確かに爆風により地面が抉れている。吹き荒れる暴風の感覚もあった。それでも無事なのは。


「直撃、しなかったんですか？」


「や、俺の真後ろでニィサンが真っ二つにしてた」


ジルの方を見れば、成程。彼の存在を基点に無事な地面が広がっている。


「俺だけだったら、此処まで下がってもぶっ飛ばされたッスよ」


「初回でぶっ飛ばされたの思い出したからな」


「流石のジルも、初見では避けきれなかったんですね」


「それで何で忘れてんの？」


爆風すら両断する一閃、人間業じゃないとイレヴンは呆れたように視線を向ける。


そんな彼へと、一瞬だけジルからも視線が返った。直ぐに外れたそれに、しかしイレヴンはその意図を悟る。そして得意げに笑って見せた。


良く守ったと、そういう意味なのだろう。自身がリゼルを守ったからこそ、ジルは剣を振れたのだから。


「折角のボスなのに戦利品ねぇんスか」


「本には炎の最上級魔石とか書いてありましたけど……あ、あれじゃないですか」


茶化すように口にしたイレヴンに、リゼルが離れた地面を指さした。多少土埃を被りながらも、確かに丸い魔石が転がっている。


「爆風で飛び散んだよ。前は拾うの面倒でそのまま帰った」


「勿体無ぇー」


そして三人は雑談しながら、部屋中に飛び散った魔石を拾おうとうろうろと歩き回り始めた。






依頼品である水エレメントの一部は、幸い迷宮を出ても消滅しなかった。


リゼル達は無事ギルドへと納品し、報酬を受け取る事が出来た。ちなみに瓶には、〝貴方の可能性を楽しみにしています〟のメッセージカードとリボンがリゼルによって巻かれてた。


「もう趣味だよな」


「貰った時に嬉しいじゃないですか」


ジルとイレヴンはそういうのがいまいち理解できない。二人はリゼルとジャッジが和気藹々と瓶を飾る間、良く分からんと眺めていた。


「じゃあ俺、ここで」


「お疲れ様です」


もはや夕日も沈みかけ、夜の兆きざしが表れる空の下で、イレヴンは手を振ってリゼル達と別れた。振り返された手と、去って行く背を少しだけ眺め、そして拠点への帰路につく。


ふと、彼は綻び一つ無い真新しい装備へと手を当てた。何故、大金を持ちながらも装備を揃えなかった彼が、すんなりとリゼルの言葉に頷いたのか。


今、気付いた。


「（あのままでも戦える。勝てる。殺せる。嬲なぶれる。けど、守れない）」


それは、彼の本質すら変える意識の変化。


この装備だから庇えた。守れた。あの爆風から。振り下ろされた熱から。刺激を求め、ぎりぎりの戦いに興じて快楽を得ていた自分が、もっと大きな心地良さを知ってしまった。


「（我ながら有り得ねぇよなァ）」


矛盾だが、もし出会う前にこの変化が訪れたなら嫌悪しかなかった。今はそれどころか、溢れる歓喜すら感じてしまうのだから、一体どれ程に惹き込まれているのか。


「　望むトコロ　」


誰かを庇うなんてした事がなかった。もしあの時、傍に居たのがリゼル以外だったなら、イレヴンはその誰かを盾にすらしただろう。


リゼルに礼を言われて初めて、自分が庇う以外の選択肢を持っていなかった事に気が付いた。まさかと呆然とし、しかし向けられた微笑みに溢れたのは確かに高揚感で。


恐らくこれからも彼を守る機会はある。危険に晒す気はないが、その時が来れば今度も迷わず動くだろう。


「（その代わり、何して貰おっかな）」


イレヴンは軽い足取りで歩きながら、揺れる自らの髪を掴んだ。


掌を滑らせると、ある部分に差し掛かる。まるで自ら服従する主の手をとるように、恭うやうやしく持ち上げた。指に絡め、静かに唇を寄せたそれは、間違いなく自らのもので。

            





    
  
  




しかしイレヴンは満足げに笑みを深め、パッと手を離す。赤い髪は直ぐにいつも通りに、彼の背中で蛇のようにしなっていた。


「つかニィサンも、俺が守るのしっかり確認してから剣抜くんだもんなー」


イレヴンは鼻歌を口ずさみながら、薄暗い路地の奥へと姿を消していった。

            





閑話．


どうも、フォーキ団の盗賊です。ちなみにこれは、俺の回想と言う名の走馬灯です。


今日貴族さん（貴族じゃないですけど）と話して、それを報告して、頭に八つ当たりと言う名の強烈な蹴りを喰らって意識が飛んでる最中です。内臓破裂したかと思った。


あの人そんな筋肉あるように見えねぇのに何であんな強ぇの？






頭と俺は、貴族さんにも言った通り頭が盗賊入りした時からの付き合いです。


盗賊歴は俺のが先輩。本気でガキの頃からこっちは盗賊やってんので大先輩。でもそんなの関係無い。


森でふらついてたガキに集団で襲いかかって返り討ちにされて、首領に担ぎあげた元祖盗賊の一人です。あの時の頭は若い癖にカタギじゃなかった。絶対同業者だと思った。


盗賊の首領としては文句無しだし、あの人についてりゃ程々に生きてられるので、別に良いんですけど。


これは、そんな俺から見た貴族さん達のお話です。語り手は、目が隠れるほど伸びた前髪がチャームポイント、盗賊Ａです。よろしく。


何で前髪伸ばしてるかって？　人と目が合うの嫌いだから。






じゃあまず一刀から話します。


あの人なに？　人？　うちの頭も大概だと思ってたけど、洒落になりません。


まだ頭が貴族さん襲撃してた時、まあ雑魚使ってたけど、どんどんあの人に殺されてます。柄のあるナイフが人間の頭蓋骨貫通して、顔面から後頭部に穴開けてるのとか見た事ない。怖い。


どんだけ気配消して監視してもバレるし。怖い。頭と一対一で勝てる人とかいないと思ってました。怖い。


でもまぁ、見た目は一級品どころか特級品かと。


すごいガラ悪いけど、男らしい綺麗な顔してるし。身長高くて足長くてスタイル良すぎるし。男が憧れる男じゃないですかね。俺はあの長い脚で蹴られたら本気で内臓破裂するな、としか思わないですけど。


時々、壁にもたれて煙草吸ってますよ。宿で吸わないんですかね。そういう時とかは女の視線集めてます。ガラ悪いけど。


あと貴族さんに対しては、意識してかしてないか行儀良いです。貴族さんが座ってからじゃないと座らなかったり、ドア開けてやったり。無意識っぽいですけど。無意識に紳士行動とるとか。


紳士行動っつうか、従者行動？　気持ちは分からなくもない。


あと情報全然ないです。ギルドに登録してあんのは、遠ーくの何の変哲もない小さな村なんですけど。






次が貴族さん。


あの人は本当に全然分からん。貴族じゃないとか詐欺だと思います。


全部計算かと思いきや全部素な気もするし、清廉潔白かと思いきや俺らのこと上手く使うし、賢いかと思いきや意外なところで物知らずだしで、全然掴めません。


ただ多分、俺らの監視には本当に気付いてないんじゃないかと。この人は視線に気付かないっつうか、無頓着な気がします。向けられても気にしない。


頭曰く、この人に一度殺されかけてるみたいですが、到底戦える人種には見えないです。スリとかにも気付かないし。実は一度、俺が監視中にスラれかけたので阻止しました。


女みたいな感じは全然無いのに、仕草に品があって目ぇ引きますよね。いや、品とか知りませんけど。でも住む世界違う感じはします。


話してみた感じは印象通り。よりは、結構ぶっとんだ事しますけど。御蔭で今こうして意識飛んでますし。


あと全然肌を見せないので、うちのヘソ丸出しな頭と並んでると結構違和感ありますよ。こういう所も貴族っぽいですよね。ちゃんと一人で着替えれんですかね。


まぁ、こういう人なので。表だって女に言い寄られたりはしてないですけど、観賞用みたいな扱いは受けてますね。この前みたくテラスで読書なんかしてたら、絵画見るみたいな目ぇ向けられてますよ。


そんで、この人も全然情報ないです。一刀よりない。






で、次はギルド職員。


冒険者の間で絶対零度の通り名をつけられてる、王都ギルドの職員さんです。ただひたすら冷たいだけの文系職員かと思いきや、実力は全くの未知数。監視全部バレた。


蛇の道は蛇ってことで、色々調べさせてたら何人か消されました。怖い。多分職員さん本人に消されてます。


ただ、やり口的に暗殺者みたいなものかと。全員喉かっ斬られてた上に、全く証拠出なかったんで。今は職員一筋みたいですけど、俺達が眠れる獅子ししを起こしたような気がしないでもないです。


貴族さんに露骨に懐いてます。甘えてます。見れば分かる。しかし露骨。


表情筋が全く動かない上に、口を開くと業務連絡か蔑みしか飛んでこないけど、この人も綺麗な顔してますよね。この人こそまさに観賞用。話そうとすら思えない。


良い意味でも悪い意味でも男女に対する対応の差が無いので、多分この人平気で女の顔面殴れます。女関係が全く無いのが救いです。


ですが、一部この顔に蔑まれたいとかいう奇特な女たちもいるそうで。貴族さんと一緒に居る時の彼に話しかけた猛者は、絶対零度の名に相応しい視線を貰った直後「ありがとうございます！」なんて頭を下げたらしいですよ。怖い。






最後に道具屋の店主さん。


この人、本当に普通の人です。監視とかにも気付かないし。情報も簡単に集まるし。頭の貢ぎ物に情報使われたけど、多分それも気づいてない。こういうの、貴族さんもあんまり気付かせたくないみたいですしね。


間違いなく戦闘能力は皆無。普通じゃないのは身長ぐらいです。凄くでかい。二メートル以上絶対ある。気弱っぽい猫背と困ったような顔で誤魔化されるけど、普通だったら威圧感あんだろってくらいでかい。


貴族さんと話してる時だけちょい屈むのは、気遣いとかじゃなくて多分下っ端根性。見下ろすなんてとんでもない、とか考えてそうです。


ただこの人、俺達に大人気。


頭が監視を付けたのは、貴族さんは当然。そんで貴族さんと特別親しい、今まで紹介した人全員につけてます。


一刀は言うまでもなく即バレして、暫く放置してくれるけど、鬱陶しくなると凄ぇ威圧感の殺気飛ばして来るし。絶対零度の職員さんも即バレして、冷たい殺気飛ばして来るし。下手すりゃ喉元に氷のナイフ押し付けられるし。


その点、店主さんの監視は平和。平和すぎるほど平和。命の危険が無いって素晴らしい。


一度だけ、偵察目的で買う気もないのに店に入った奴が、知らない内に店の外に立ってたらしいけど。何したか分かんねぇけど拒否の仕方も平和。






そして一番嫌がられるのが、意外にも貴族さんの監視。つまり俺。


〝俺以外にあの人がちょっかい出されんの嫌〟とかいう頭のクソガキ理論で、監視兼護衛みたいになってます。何故俺を指名するのか。いや分かるけど。俺以外ちょっとアレだし。


一刀も職員も、何だかんだ言って基本的には俺らの事を放置してくれます。どうやら貴族さんから一言あったみたいです。手を出してこないなら放置、とかですかね。


おかげで俺ら生きてる。ありがとう貴族さん。でもアナタの監視が一番つらい。






貴族さんに問題はないです。むしろ理想的。


こっちに気付いてないし、殺気飛ばすような事もないし、基本的に部屋で本読んでてくれるし、すごい楽。でも貴族さんの監視には、自分への監視は放置してる筈の二人が関わってきます。


一刀は牽制が凄く辛い。あの人本職もビビるぐらいガラ悪いから凄く怖い。


職員さんに至っては気配ゼロで真後ろに立ってますからね。気付いた時の恐怖半端ない。


貴族さんが気付けば止めてくれそうですけど。二人の手間になるから的な意味で。でもこの二人、貴族さんにバレないように立ち回るので俺が辛いだけで終わる。






『どうぞ』






だから、貴族さんに呼び止められた時、隣に誰もいなくて心底安心しました。誰かいたら、三分の二の確率で視線で殺されるし。


ただ尋問の翌日なのに冒険者のこと聞かないし、詳しい事も聞かない。この辺り、ただ〝いい人〟って訳じゃないんですよね。俺としちゃ楽で良いですけど。


ちなみに冒険者に対して何したのか。


それはもうえげつないです。頭が久々に張りきったんですよね。あの人、的確に人の傷えぐんの得意なんで。


嫁つれてきて目の前で豚の真似させようとか、ガキ連れてきてダーツの的にしようとか、まぁ何処から出るのかってぐらい色んな事言ってましたね。冒険者も良い年して独身だったので、そういう系の案は却下になりましたけど。


でもまぁ、お仲間連行してきて×××ったり×××を×××したり、そういえば×××したら×××ったなんてことも。俺らも途中で盛り上がっちゃって。


最終的に回復薬使ってパッと見は元に戻して、頭の毒で脳みそとろけた状態にして、仕込んで、商業ギルドに放り出しました。一見、正常にしか見えない所が肝です。


『ちょっと良い子になりました、とか』


マジねぇよ。






「痛ッて……」


「起きんの遅ぇよ。で、あの人他に何か言った？」


「あー……〝明日の朝、俺のところに来るように伝えて下さい〟って、頭に」


直後、頭の手から手入れ中の剣が落ちる。いっつも器用にクルクル回しているそれが失敗した所なんて見た事がない。


内臓やられたお陰で立てない俺が、床に尻をつきながら見上げると、色々なモン押し込めたような引き攣った笑みを浮かべてた。頭って貴族さんの事になると余裕なくす。


前、貴族さんからスろうとした奴を好奇心で頭に献上したら、それはもう凄い事になった。あれキレてたのかも。そうなると予想したから献上したんだけど。


「あの人から呼ばれるとか、初めてじゃねぇ？」


「例の憲兵の頭やってる貴族んとこ、連れてかれるっぽいですよ。突き出されんじゃないですかね」


「そんときゃそん時だろ」


あ、機嫌良さそう。普通だったら「てめぇが来い」とか言いながら相手のことぶっ壊しそうなもんだけど。


さっき貴族さんの下っ端全滅発言を報告した時も楽しそうにしてたし、頭はなんか分かってんのかも。相手の思惑に気付きながら乗るとか、素直過ぎて気持ち悪い気もします。


「つか、んな大事な事最初に言えっつの」


まぁ、その気持ちも分かったばかりなんですけど。


というか一字一句最初から報告しろっつったのは頭なのに、理不尽ですよね。






ただ今受付でうたた寝中、昼過ぎってすごく暇。


おもわず夢見るぐらいです。夢という名の回想とか始めちゃいましょう。






こんにちは、時々出て来るギルド職員です。職員Ａって呼んでください。


主にスタッドの隣の席で、椅子から落とされたり物理的に黙らされたりしてる職員が俺です。趣味はうたた寝。


合言葉はスタッドさんマジパネェッス。一日一回言ってる。ちなみにスタッドが人に懐くなんて未だに夢だと思ってます。






えー、リゼル氏たちについては良く分かんないです。


だってスタッドがリゼル氏と話す機会をめっちゃ奪って来るし。ジル氏とかそもそも怖ぇし。最近なんかよく見るイレヴン氏とか基本的にギルドあんま来ないし。この頃リゼル氏にくっついて来るけど。


ただ、パーティ入りがどうとか言ってるのは聞こえて来ます。正直あの三人が組むの勘弁して欲しい。


何故なら、リゼル氏とジル氏がパーティ組んだ時。あの人達って視線集めるじゃないですか。リゼル氏の影響でジル氏も改めて視線浴びるようになったじゃないですか。


俺が休日に外歩いてた時に「ギルドの人ですよね？」って超絶好みの女の子に声をかけられて、「その、あの二人ってお付き合いしてる方とかいますか？」って聞かれた時は泣いた。知らねぇよ。


どうやら女性代表らしく、聞き耳立ててる女の数の多さに顔面格差を切実に感じました。泣いた。






そしてあの三人、今でさえ目立ちまくってます。道歩いてると振り返られるし、外で座ってると立ち止まる人もいるし。とにかく男からも女からも視線を貰う。もうあれは溢れ出るカリスマレベル。凄い。


なんか妖しい魅力ありますよね。浮世離れしてるっていうか。まあ逆に言えば、正統派の魅力は無いですけど。爽やかさは皆無。


リゼル氏でさえ穏やかで整った顔してるけど爽やかではない。あの人は高貴な魅力。これだけは譲らない。


これでパーティ組んだなんてなったら、あの時の再来じゃないかと思います。俺の心がボロボロになる前に早く。癒してくれる可愛い彼女を早く。






しかも実力が過剰戦力過ぎるかと。


ジル氏だけでも過剰。リゼル氏は良く分からんけど、ジル氏が連れてるなら、まぁそういう事でしょう。イレヴン氏もジル氏に隠れてはいるけどソロＣ。それだけで異常なのに、Ｃランク余裕でこなして帰ってくるから実力は多分それ以上。


ギルド内で密かに流れてる噂では、彼に喧嘩売ったＡランクがボロボロにされたとか。Ａランクパーティとか、普通に貴族から指名依頼来てもおかしくないんですけど。


あの人達どこ目指してんの？　国と戦争でもすんの？






折角だから秘蔵の話でもしましょうか。


あれは俺が、当時の彼女に浮気されて泣き腫らしていた時でした。ええ、泣き腫らしました。もちろんギルド受付でも慰め目的で露骨に泣き腫らしました。スタッドに蹴られたけど。


そんな俺を、その時ジル氏とイレヴン氏と一緒にいたリゼル氏は不思議に思ったようです。


『お気になさらず。恋人にフラれたとかで鬱陶しく落ち込んでるだけなので。公私混同です鬱陶しい』


スタッドさんマジパネェッス。リゼル氏が疑問を口に出すより先に、俺のことバッサリ切り捨てました。


どうやら自分以外の職員がリゼル氏に関心を持たれるのが嫌みたいです。一度それについて、爆笑しながらからかったら腹パンされました。血尿出たからもう言わない。


『フラレてねぇし！　浮気されただけだし！　喧嘩して俺、怒鳴っちゃったし！』


大喧嘩の末、手を上げるのは何とか堪えました。女に手を上げる男はクズ。


泣き続ける俺を、道端に落ちてる石のように見るスタッドに心が折れそうでした。無表情なのに蔑みだけは伝わるって何なの。


そんな俺がスタッドによって強制的に黙らされる直前、リゼル氏の優しい声が聞こえてきました。


『怒鳴るっていうのは、暴力と同じですよ。相手に与えるものは同じなんですから』


『やっぱり……！』


『反省出来たのは、とても偉いですね』


何この気持ち……凄い……よしよしされたい……あ、殺される。


混沌とした思考に陥ろうとした俺ですが、それを止めたのはリゼル氏の後ろに立つ二人でした。ねぇ、と同意を求めるリゼル氏に、ジル氏は不可解そうな顔をしたし、イレヴン氏は「えー」っと不満を露わにしました。


『つっても泣くほど好きな女ッスよ。そもそも浮気したそいつが悪ィんじゃん。大義名分はこっちにあんだから、何しても問題ねぇんじゃねッスか』


『まぁ、こっちが気ぃ遣う必要はねぇな』


そこまで俺のこと正当化して欲しい訳じゃないんですけど。


とはいえ、それがジル氏達の本心なんでしょう。まぁ男としては同意したい気も。


『つうか怒鳴るだけで済んでんなら、そこまで好きじゃなかったんじゃん？』


マジで？


『本当に好きな女性だったら、どうするんですか？』


『あ、俺？　俺はァー……あ、毒使って人形にするかも。俺が言った事だけして、俺が言った事以外させないで、ぜぇーんぶ俺が世話してやんの！　最ッ高！』


ドン引いた。


『ジルは？』


『あー……最終的に脳みそぶっ壊れて、俺以外全員忘れるまで犯す』


ドン引いた。


『じゃあ、スタッド君は？』


『私も普通ですね。相手を殺すか自分が死ぬか、殺してから死ぬかどれかだと思います』


ドン引いた。


何に引くって三人が三人共、互いの意見を特に問題あると思ってない所ですよ。この人達の感性どうなってんの？　ぶっ壊れてんの？


『みんな物騒ですね、ちゃんと相手の意思も尊重してあげなきゃ』


『だって浮気ッスよ。超絶裏切りじゃねぇッスか！』


優しいリゼル氏の常識的意見が胃に優しい。


『じゃあ貴方は、本気で好きな人が自分から離れて行くのを耐えられるんですか』


『そうですね……耐えられないかも』


スタッドの質問に、リゼル氏は微笑みながら首を傾けました。マジ優雅。


相手に幸せを信じて身を引くとか、幸せならそれで良いとか。そういった言葉で綺麗に話のオチがつくのを信じて疑わなかった俺に言ってやりたい。


『だから、浮気相手に成り代われば良いんですよ。貰える愛情は本物だし、皆幸せでしょう？　友人知人家族親戚まで揃えて、全く違和感なく成り代わる自信ありますよ』


『それお前しか出来ねぇだろ』


類は友を呼ぶ。


正直、浮気されたショックなんてどっか行きましたね。衝撃的すぎて。本当に好きな相手に浮気されて、そこまで出来るのが普通なら、きっと俺は彼女のことを好きじゃなかったんでしょう。


だって出来ない。しようとも思わない。え、俺正常だよね？


そう思えば晴れ晴れしかったので、一応慰めは貰ったことになるんでしょうか。それ以上のダメージ喰らった気がするけど。






「くぁ……眠ィ……」


ぐっと伸ばした背筋が、ミシミシと軋んでいる気がする。


相変わらずギルドの中に冒険者はほとんどいない。こんな時間に帰ってくる冒険者なんてまずいない。皆無ではないけど。


例えば、午前だけで依頼を達成してしまう超実力者なんかは依頼から帰ってくる事もある。そう、今入って来たリゼル氏一行とか。


リゼル氏を見て思いだす。


あのドン引きした問答の時、今現在隣で彼らをジッと見ている同僚のこと。リゼル氏達は依頼ボードの前で何か話し合っているし、もう少し来ないだろうから聞いてみようか。


呼びかけた途端、邪魔をするなとばかりに向けられた視線が絶対零度すぎる。


「なぁ、この前〝本当に好きな人〟って話題でた時、リゼル氏のほう向かんかった？」


あの時、一瞬スタッドの視線がリゼル氏を向いた。それはスタッドに限らない。リゼル氏の隣に立つ二人も同じだった気がする。


相変わらず向けられる無感情な瞳は、リゼル氏を向いた直後少し温度を持った。気がする。気の所為かも。こいつの変化何年付き合っても全く分からん。


「本当に大切な人は今の所一人しかいないので」


「これから増えんの？」


「その予定はありません」


あの問答はリゼル氏を想定したものではなく、つまりリゼル氏以上に優先する恋人が出来て浮気されない限り、あの問題発言は現実にはならないという事で。


誰にも止められない三人が、犯罪に走る予定が無くて何よりだ。


つかさっきまでスタッドは裏で書類片付けてた筈なのに、リゼル氏が入って来た瞬間いつのまにか隣にいたんだけど何なの。スタッドさんマジパネェッス。

            





    
  
  




王都パルテダの片隅にある工房で細工師をしている王都の一国民、それが私です。


魔物素材を使った工芸品だったり、魔道具に使う良く分からない部品だったり、時に冒険者さん達の装備に使う細工だったりを幅広く扱ってます。


冒険者さんって拘る人は拘るんですよ。ボタン一つとっても魔物素材でっていうのも少なくないので、それなりの頻度で防具職人さんから依頼が入ったりします。


とはいえ、欲しい素材がピンポイントで市場に出回る事って滅多にないので、素材の入手は冒険者さん達に依頼を出す事が多いんですが。


「俺らの仕事っぷりにケチ付けようってのか」


「いえ、そういう訳じゃなく……」


これだから冒険者は、という言い方は偏見が過ぎるとは思うものの。


「依頼にはちゃんと、私から見て細工に使えるものは銀貨二枚、それ以外は一枚でお引き取りすると」


「そんなこと言って、安く買いたたこうってか？」


「その条件ってのも曖昧だしなぁ」


じゃあ説明してアンタ達に理解出来んのかい！　それが無理だからギルドに任せられず、私がヒヤヒヤしながら冒険者相手に報酬の受け渡ししてるんですけど！


と、いうのは相手も分かってるんでしょう。分かってて言ってる。最近、私の依頼を受けるのこの人達ばっかりだし。カモにされてる。困る。


結局、奮闘空しく押し切られ、満額お渡しする羽目に。商売人として失格です。でも無理じゃないですか⁉　あの高圧的なガラの悪いの相手に勝てとか!!


「……そうは言ってもなぁ」


ノミを片手に肩を落とし、思わずため息が零れます。早く、どうにかしなければ。






「貴女が依頼人の方ですね」


貴族様が来た。


冒険者との報酬問題を解決する為に冒険者に依頼を出すという、自分でも訳分からん暴挙をやらかした私です。あの時は……あの時は妙案だと思って……でもまさかこんな事に……。


「お、恐れながら申し上げますが、家をお間違いでは……」


「あってるあってる」


大混乱の私に、軽い口調で赤毛の獣人さんが言いました。ちょっと何を言ってるのか理解できない。


「お前な」


「俺の所為じゃないですってば」


貴族様が、黒が印象的な冒険者っぽい人と揶揄い合うように言葉を交わしてます。あれ、冒険者？


「依頼、されたでしょう？」


そうして貴族様が取り出したのは、確かにギルドの依頼用紙で。ハッ、もしや最近噂の貴族っぽい冒険者……な訳ないか。貴族っぽいどころかどう見ても貴族だし。貴族も冒険者になれるんだ。へぇ、初めて知った。


何はともあれ、依頼を受けて来てくれたという事は、つまり。


「貴方方が、対冒険者の最終兵器……？」


「あ、やっぱり見間違いじゃないんですね」


納得したように、貴族様が依頼用紙を見下ろしました。






【平和を取り戻すために】


ランク：Ａ〜Ｆ


依頼人：魔物素材細工師


報酬：銀貨５枚


依頼：とにかく威圧感があって、誰に対しても臆さず、交渉事に強い方。


対冒険者の最終兵器のような方。助けて下さい。






「何事かと思いました」


おっしゃる通りで。


「良くギルドも受けたよな」


私もそう思います。


「選ぶリーダーもリーダーっつうか」


ええ、もう恐れながらその通りかと。今見たら私もどうかと思いますし。


「それで、依頼内容なんですけど」


「あ、はい！」


取り敢えず立ち話も何だからと、細工道具や素材で溢れる机の上を急遽片付け、椅子を引っ張り出しました。高級茶葉のない家で絶望した。


貴族様たちは気にせず腰かけてくれて、話を聞いてくれました。某冒険者さん達の暴挙に、鼻で笑い、嘲笑い、そして仕方なさそうに微笑む姿の大物感が物凄くて、凄く頼りになる。確信。


「それで、是非お力を借りたいと」


「勿論です。その為に来たんですから」


き、貴族様……！


微笑む姿が高貴すぎて挙動不審になりそうです。これは、私が向けられて良いものなんでしょうか。もっとこう、しかるべき場所から、具体的に言うと城とかから大衆に向かって向けられるべき微笑みで、私が独り占めして良いものではないのでは。


「最終兵器かは分かりませんが、ギルドからは間違いないってお墨付きを貰いましたし」


お、おう……いや分かるけども。


「交渉なら、多少お力になれるかと思います」


「やんごとなくいらっしゃいますしね」


まず貴族様と対等な立場になれず、相手が自滅するのでは？


「こっちのジルが、実力行使に出られれば制圧してくれますし」


「せいあつ」


あ、似合う。圧倒的強者っぽい雰囲気と制圧って言葉が似合う。


最近トラウマになりかけてた暴力的っぽい強さじゃなくて、何て言うんでしょう。竜みたいに、恐怖じゃなくて自然と「あ、強い」って確信出来る強さというか。いや竜とか見た事ないけど。


「不安なら、依頼終了後にイレヴンに頼んで相手を最初から王都に居なかった事にして貰う事も」


「お心遣いだけで!!」


怖い。ひたすらに怖い。恐る恐る獣人さんを窺えば、愛想の良い顔でにっこりと笑われました。あ、笑顔は好青年だ。遊んでそうだけどモテそう。


「その交渉事は今日も？」


「依頼も出したし、多分ですけど」


「そうですか」


貴族様がちょっと考え込んでいます。


口許に触れる指に、思わず視線が引き寄せられました。一挙一動を注視してしまうのは、その高貴な空気ゆえでしょうか。清廉な雰囲気も相成って何故か抱く罪悪感。


違うんです。唇を凝視したのに変な意味はないんです。まさか男性相手にこんな言い訳をする日が来るとは。


「その交渉は、この工房で？」


「私は罪深い……あ、いえ、はい、そうです！」


「場所を変えましょう」


「はい!?」


いきなりの提案に、思わず目を剥きました。


「リーダー何で？」


「単純に、人目があれば相手も無茶言い辛いかなと」


「あー」


あ、成程。確かに貴族様の言う通りです。


私が扱うような素材なんて大きさも大した事ないものが殆どだし、必ずしも此処まで運んで貰う必要はありません。外で受け取るくらい、全く手間でもないし。


「女性に荷物を持たせるのは恐縮ではあるんですが」


「いえいえいえ全くそんな全く！」


困ったように笑う貴族様へ、必死に訴えます。


自分の商売道具ですからね。そんなもの当たり前ですよ。それより突然の淑女扱いに心臓が痛い。ひぇ、凄い人に淑女扱いされてしまった……。


「この近くに良い場所ありますっけ」


「あそこは？　武器屋の隣の店」


「ギルドの机で良いんじゃねぇの」


「女性一人では入り辛くないですか？」


一人？　あっ、今後の事も考えてくれてる！


思えば、今回の依頼で彼らが場所を移す必要なんて全く無いんじゃないでしょうか。きっとこの工房で完全勝利を収めてくれるはず。むしろ絶対。


「いえ、平気です！」


「なら、ギルドにしましょう」


正直、冒険者ギルドって長居したい場所じゃないんですけど。ガラ悪いし。けど、今回は対冒険者の最終兵器がついてます。というより、まぁ貴族様より浮かないだろうなっていう安心感。


「問題の冒険者はどうすんだよ」


ふと、黒い冒険者さんが口を開きました。うーん、良い声。


「自分達が無茶言ってる自覚があんなら、向こうはノッて来ねぇだろ」


「じゃあ待ち伏せしましょう」


待ち伏せしましょう!?






そして今、私は貴族さん達を引き連れて、ギルドへ向かって街中を歩いています。


何これ拷問か。めっちゃ見られてる。すっごい。有名人みたい。とはいえ貴族さん達みたいに気にせず振る舞える訳もなく、めちゃくちゃ挙動不審ですけど。


「細工師さん、お腹すきませんか？」


「滅相もございません！」


「ギルドでちょっと待つでしょうし、良ければ何か買っていきましょう」


「勿論どうぞ！」


あ～～見られてる～～。貴族様と言葉を交わす度に見られてる～～。見比べられてる～～。石ころになりたい。もはや歩き方すら覚束ない。


「あ、危ないですよ」


早速足首をグネッたら、自然な仕草で腰を支えられました。ひぇ、畏れ多い。土下座して感謝を示して然るべきでは？


こんなに清廉高貴な方が近い。現実を受け入れられない。肌が綺麗。なんか良い匂いする気がする。絶対する。触れ方も全然いやらしくないし、直ぐにそっと離された手が然り気無さ過ぎて、何て言うかもう……紳士レベル高……。


「ちょっと所か結構待つだろ」


「待ち伏せですから」


黒い冒険者さんもな～～。並ばないで欲しいな～～。


この人の股が多分私の腰ぐらいにあんだよな～～。性差や身長差じゃ誤魔化せない格差～～。何食べたらこうなるんでしょうね。ダイナマイトビューティーになりたい。


「リーダーあれ食う？」


「美味しそうですね」


「じゃあ買お」


そして獣人さんがさっきから絶え間なく屋台に寄ってるのは気のせいでしょうか。


いや気のせいじゃない。絶対寄ってる。手に持ってないから騙されそうになるけど大量に買ってる。というか既に食べてる。


貴族様たちが普通に流してるって事はいつもの事……？　なら相応に太ってくれ～～。何だその腰～～。太って～～。


「ハッ」


ふと、向かい側から歩いてくる友人を見つけました。


精神状態が何だかヤバくなってきたので、もっとこう、庶民感が恋しいです。この私だけ場違いな空間から解放してくれ。一緒に場違いになってくれ。


そんな願いが届いたのでしょうか。相手も此方に気付きました。いえ、この状況で気付かない筈ないんですけど。


「…………？」


空飛ぶパスタを見つけたかのような目で見られました。つまり現実と虚構の区別が付いてない目。分かる。私も付いてない。


「細工師さんは何が好きですか？」


「はい⁉　あっ、えーと、ガッツリしたもの好きですね！」


「じゃあ、そこの串焼きでも買っていきましょうか」


いや私よ……もうちょっと何か……そんなものを貴族様に買わせてしまうのか……。罪の重さに押しつぶされそうです。私は罪深い。


さぁ今だ、声をかけて来るんだ我が友よ。自他共に認める肉食系女子よ。共に卑しい存在になり果てよう。顔の良い男を見かけたら取り敢えず声をかけるのがお前だろう。


あ、貴族様をそんな俗っぽい考えに巻き込んだ罪悪感で心臓が痛い。死ぬ。早く来て。


「（いや無理）」


「（マジかよ）」


さささ避けおったーー!!　きれーーに弧を描いて避けおったーー!!


紙より薄い女の友情が視線のみの意思疎通を可能にしましたね。互いに真顔でした。私は真顔でひたすら凝視しましたけど。あ、目ぇ逸らしやがった!!


貴族様が余りにもやんごとなさ過ぎるばかりに。いえ、この方は全く以って悪くないんですが。


「イレヴンは屋台で値切るのが上手いですよね」


「まァ慣れッスね」


「ちょっと俺も挑戦して来ます」


こっちはこっちで物凄いこと言ってますね。


あぁ、貴族様が私の肉の為に。大変居た堪れないです。


「これを四本、お願いします」


「どうぞお持ちください！」


「いえ、そうじゃなくて」


ですよね。


とはいえギルドに程近いこの辺りの屋台では、売り子の皆さんはそこそこ慣れたように対応したのが意外でしたが。初見だとこうなるんでしょうか。


屋台のおっちゃん頑張れ。私も頑張る。


「値切れませんでした」


「逆に値段上げてくの初めて見たんスけど」


「流石に申し訳なくて」


そんな貴族様の言葉が少し意外です。


差し出されたものはそのまま受け取りそうなイメージがあります。ちゃんとした買い物をしてる姿さえ微妙に浮いてるのが貴族様クオリティなんでしょうか。


同じことを獣人さんも思ったんでしょう。やっぱり直ぐに串焼きに齧りつきながら、怪訝そうに貴族様を見ています。


「リーダー、そういう感覚あんの？」


「前、そのまま貰って来たら、ジルに怒られました」


「怒ってはねぇよ」


黒い冒険者さんが呆れたように言いました。この人、屋台のチョイスが肉ばっかりなんですけど。


「細工師さんは、値切るの得意ですか？」


「そ、それなりに……？」


「依頼報酬には押し負けんのに？」


それとこれとは話が別でして…！


「冒険者が相手ともなれば、また違うんでしょう。ほら、俺達にもちょっと控えめですし」


貴族様に腰が引ける理由もそれとは別でして……！


いえ、正直少なからず優越感はあるんですよ。こんな、浮世離れした三人を連れだって歩いているんですから。こればっかりは仕方ない。


「やっぱり武器とかが怖がられるんでしょうか」


「あー、手放すの嫌がるヤツ多いしなァ」


「重いから持ち歩きたくねぇって奴もいるけどな」


あぁ、確かに武器もそうですよね。とはいえ、道のど真ん中で武器抜いてる冒険者さんなんて滅多に見ませんけど。


よその国から来た商人さんの話を聞いてると、この王都は冒険者さんが比較的落ち着いているみたいです。何やら、怖いギルド職員さんがいる？　みたいで。


「君達は手放したくない方ですよね」


「落ち着かねぇもん」


「同じく」


「私服の時は持ってない時もありますけど」


「つっても空間魔法つっこんでるッスよ」


「完全に手元に無ぇっつうのはねぇな」


空間魔法⁉　あのすっごく高価たかいやつ⁉


値段以上に希少過ぎて買えないって話だけど、もしかして貴族様のつけてるポーチとかそう……いや手元って言った気が……もしや一人一個持ってる……いやいやいや有り得ないでしょう。ですよね？


考えると怖くなって来るので止めました。貴族様は魔法使いだし、武器が無いのも納得ですけど。


「あ、甘いモンも食いてぇなァ」


獣人さんはどれだけ買うの？






ついに来てしまった冒険者ギルド。


いかにも体格の良い男の人達が出入りしていて、依頼する時でもなければあんまり近付きません。懇意にしてる職人さんは、慣れれば気の良い奴らだって言うけど。


じろじろ見られてちょっと肩身が狭いです。でも大丈夫。貴族様よりは浮いてないはず。


「スタッド君、机借りますね」


「どうぞ」


貴族様が無表情な職員さんに声をかけました。


無表情すぎてちょっと怖い。あ、獣人さんがちょっかい出した。あっ、あーっ、なんかしてる！　ペーパーナイフとか物騒なもの持って、手元が物騒な動きしてる！ 


「この時間だと、机も空いてますよね」


「これから混むだろうけどな」


貴族様気付いてないだと!?


気付いてー！　お願い気付いてー！　ひぇっ、目玉！　ナイフが！　刺さる！


「イレヴン、あそこの机で良いですか？」


「良いッスよー」


今、一体何が??　止まりましたよ。スンッと職員さんも獣人さんも止まりました。


止まったというか、何事もなかったかのように笑ってるし仕事してます。何だこれ。


「細工師さん」


「あ、はい！」


椅子の背に手を乗せた貴族様に呼ばれて早足で近付けば、その椅子がスッと引かれました。


「どうぞ」


掌で示されて、これは、つまりそういう……？


優しく清廉で高貴な微笑みで、どうかしたのかと首を傾けられて、それを拒否できる人間が果たして存在するんでしょうか。否。少なくとも私には無理です。


スカートでもないのに、完全に無意識に裾を巻き込まないように両手を動かしながら、震える足で粛々と腰かけました。椅子を差し入れてくれるタイミングも完璧です。凄い。


「何から食べましょうか」


「温かいモンからじゃねッスか」


「取り敢えず並べときゃ良いだろ」


貴族様たちも腰かけて、同じ机を囲みます。


本日何度目かの場違い感。回りからの「誰？」っていう視線が痛いです。


「結構皆さん、ここで何か食べてること多いですよね」


「依頼帰りは腹減るからな」


「報酬出るまで時間かかる時あるし、飲み会場にしなきゃギルドも何も言わねぇんスよ」


「成程」


へー。


「こういうの、たむろってるって言うんですよね」


何て？


何故か貴族様は異様に嬉しそうでした。黒い冒険者さんは呆れたように見てるし、獣人さんは何やら物言いたげにパンを頬張ってます。


「細工師さんも食べて下さいね」


「あ、有難うございます、頂きます！」


机に並ぶ串焼きを掴んで噛み付けば、口の中に広がる肉汁。たまりません。


ちなみに屋台の前で払おうとしたお金は拒否されました。この方々の奢り。緊張で味がしないのと、希少シチュエーション故に数倍美味なのが合わさり、プラマイゼロの美味しさです。


「良い匂いすんなぁ」


「腹へった」


「腹へった」


周囲の冒険者の皆さんにはやや申し訳ないですけども……！


「そういえば、細工師さんはどんなものを作ってるんですか？」


「普通に美味しい。はっ、いえ何でもないです。魔物素材を使っての冒険者さん達の装備や、工芸品なんかを作っております！」


「あ、じゃあ俺の装備とかも細工師さんの作品があったりするんでしょうか」


「滅相も御座いません」


その発想はありませんでした。


いやいや、そんなまさか。もしそうだとすれば畏れ多くて何がなにやら……いやいやいやいやいや。見るからに最上級ですし。ベルトのバックルすら素材が分かりません。


「あ、そういえば聞きたい事があったんです」


「私で答えられる範囲なら……」


ちょっと残念そうにした貴族様が、ふと思い出したように言います。


「職人の側から見て、素材採取の時に冒険者に注意して欲しい事ってありますか？」


「リーダーは勉強欠かさねぇなァ」


「基本真面目だからな」


「不真面目より良いじゃないですか」


真面目な冒険者っていうのも正直違和感ありますけども。黒い冒険者さん達が呆れ半分感心半分で言うも、全く気にしない貴族様は強いです。


それにしても、注意して欲しい事。その時々では色々思ってますけど、いざ考えてみるとなかなか思いつかないですね。


「私の場合は、実際見ないと判断つかない事が多くて」


「そういうの一番厄介だよなァ」


「歓迎はされねぇな」


自覚があるだけに申し訳ない……。


「ただ、どの素材も採取後の処理が大切だって聞きた事があります」


「あー、毛皮とか？」


「そういうの、イレヴンが上手いですよね」


主に毛皮を扱う友人曰く、戦って倒すんだから斬った燃えたに文句は言わないし、いつ魔物が出るかも分からない場所で剥ぎ取ってるのも分かるけど、もう少し丁寧に鞣なめしてくれだとか。


その辺り、私達いらいにんからしてみれば依頼を受けてくれた人の当たり外れです。上手な冒険者さんもたくさんいますし。


「あと、運搬中の……」


「え？」


「いえ何でもないです！」


空間魔法持ちに運搬中の破損とか言っても、多分通じない……！


「えーと、とにかく私だと、欠け割れは多少あっても良いので状態が良いものがいいですね！」


「欠けてると状態悪ィんじゃねぇの？」


「いえ、酷くなければ形はどうとでもなるので……こう、色合いが均一だったり、素材本来の色といいますか」


黒い冒険者さんと獣人さんに良く分からんって顔されました。


貴族様が成程って頷いてくれているのが救いです。いかにも芸術面にも通じていらっしゃる高貴さ。きっと家には超希少な芸術品が並べられているに違いない。


「あと、魔力の含有量が高すぎると加工しづらかったり」


「そこまで考えんのは面倒臭ぇんだけど」


「イレヴン」


「あ、いえ大丈夫です、流石にそこまで注文つける気はないので……！」


そこまで煩い依頼を出したら、誰も受けてくれなさそうです。依頼する側はいつだって、どうすれば冒険者さんに受けて貰えるかどうか考えながら依頼します。


「素材の魔力によって加工が変わるんですか？」


「はい。特に獲れたての素材は強く魔力を帯びていて、同属性を流し込みながら」


「なら、この素材だと火の魔力で？」


貴族様の取り出した何かの牙が何これ。何の牙でしょう。私じゃ加工出来るレベルじゃないのでは。というより、加工自体は出来るけど扱うには手の届かない最上級素材といいますか。


「これを彫るなら、こういう道具で──」


「あ、魔力を流し込めるようになって──」


「そうです、この部分が──」


細工トーク楽しいー！


何言っても一発で理解してくれるし応用してくれるしで凄く楽しいー！


「俺ぜんっぜん言っている意味分かんねぇ」


「普通だろ」


黒い冒険者さん達がムシャムシャと屋台での戦利品を順調に消費していく中、貴族様との細工トークは止まりません。興奮も止まりません。物凄く聞き上手。


お陰で、時間が時間なのでどんどんと増えて行く冒険者さん達も全く気になりませんでした。依頼帰りの皆さん、お疲れ様です。腹減ったコールが其処かしこから聞こえます。


その後も急遽まさかの貴族様への細工教室が始まったり、私も黙々と細工をしたりしながら、充実した時間の潰し方が出来ました。危うく本題を忘れかけた。






そして今、問題の冒険者さん達と向かい合っています。


もはや既に貴族様たちに若干引き気味です。流石は対冒険者の最終兵器。


「今日は、ここで報酬をお渡しします！」


そんな彼らが付いていて、何故弱気になれるでしょう。畏れ多さが先立ちますが、少なくとも目の前の冒険者さん相手に腰が引ける事はありません。


「そりゃ良いけどよ、そっちの貴族さんは」


「最終兵器です」


貴族様が面白そうに言えば、意味が分からんという目が向けられてました。目の前の冒険者さん達に限らず、ギルド中から。いえ分かりますけども。


私が……私があんな書き方をしたばかりに……！


「一刀は」


「ジルも最終兵器です」


でしょうね。誰が相手でも切り捨てられそうですもんね。


ただガラが悪いので、近くに居ると直視は出来ませんが。いえ、斬られそうとかじゃないんですよ。ただただガラが悪い。


「獣人は」


「一番の最終兵器です」


冒険者さん逃げて!!


「というのも、彼女から依頼を受けたんです。冒険者との報酬交渉が苦手だって」


あ、分かる。ギルド中の視線が集まってるのが分かる。


これはあれですね。冒険者との報酬交渉を解決するのに、金かけて同じく冒険者雇うのはどうなんだっていう視線ですね。私もそう思います。


「不明瞭な報酬に対して、交渉を以って有利を勝ち取るのも冒険者としての腕の見せ所でしょう。ですが、それは依頼人側も変わりません」


そうなんですよね。


提示してあった金額以上の報酬を要求されれば、冒険者ギルドに訴えられます。けど、そうではない上に元々基準も曖昧な報酬設定。冒険者側に正当性を主張されれば、私の主観しか否定材料がない訳で。


「彼女が交渉で勝利を収められるよう、助っ人に来ました。宜しくお願いします」


相手の冒険者さんの顔が全力で引き攣りました。若干の申し訳なささえあります。


周りの冒険者さん達の反応はというと、意外なものでした。面白がって煽る人達が大半、呆れたように向き合っている冒険者さん達を見る人達が少し。


「正直、厄介な依頼人だって非難轟々ごうごうだと思ってました……」


「それは無ぇなァ」


「他人の報酬なんざ口出さねぇよ」


呟けば、当たり前のように獣人さん達から返答がありました。割とドライですよね。


ギルド職員さんも何とも思ってなさそうだし、むしろ慣れたように騒動を流してるし、他のギルドと違ってこういうところ自由です。流石は冒険者ギルド。


「細工師さん」


「あ、はい！」


そうでした。あくまで私が交渉しなければ。


「それで、今回頼んだ水玉羊ドットゴートの角なんですけど……」


まぁ案の定拗れますよね。


「だからっ、これだけドットが偏ってると使い物にならないんですって」


「はァ？　こっちが良くてそっちが悪ぃとか意味分かんねぇだろ」


「そっちは良いんですよ、直線状に並んでるから」


「基準が分かんねぇんだよ基準が。買い叩こうとしてんじゃねぇだろうなァ」


日々納得して貰えない事が、隣に貴族様が並んでるからといって納得して貰える事もなく。交渉は難航しています。


私だってもうちょっと分かりやすいように説明したいんですよ……でも、水玉羊の角はドット部分だけ魔力の通り方が違うだの、含有量がどうだの言う訳にもいかないし。こういうのは専門職にでもついてないと、なかなか分かりにくいと思いますし。


「嘘は、言ってないんですってば！」


「証拠がなけりゃ何とでも言えんだろうが！」


まぁ確かに、と頷く獣人さん。どっちもどっちだと呆れたように溜息をつく黒い冒険者さん。そして、何かを考えるように机に並べられた素材を眺める貴族様。


「これって何になるんですか？」


「え？」


ふいに貴族様から向けられた質問に、私も、そして相手の冒険者さん達も口論を止めました。


「あ、えーと、冒険者さんの装備の一部で……ロープ代わりになるベルトのバックルと、ベルト背面にちょっとしたガードを」


「バックルはドット部分を？」


「いえ、魔力を流すだけで外れるようにするので、表面だけドットで後はこういう」


手をわきわきと動かし、ドットとそれ以外の理想の配置を大まかに説明していきます。さっきの細工トークもあって、少し説明したら直ぐに分かってくれました。


成程、と頷いて、貴族様は冒険者さん達を見ます。


「貴方達の言い分はもっともです」


「お、おう、そうだろ」


「ようは、納得のできる説明を、という事ですよね？」


すると、貴族様は素材の一つを手に取りました。


「ざっくりと説明すると、この黒い部分が魔力を通さず、白い部分は通します」


「おう……ん？」


「バックルに使うのは、この切り口の近くです。ここ、真っ白ですよね」


「まぁな……？」


冒険者さん達が半分混乱しています。


「これだと、冒険者は迷宮の真ん中でパンツ一枚になります」


そして私も大混乱です。


「リーダー……」


「てめぇも夢見過ぎだろ」


獣人さんがさめざめと両手で顔を覆ってます。気持ちは分かる。


聞きたくなかったですよね、あの口からパンツなんて単語。私もその言葉と高貴なご尊顔が全く一致せずに思わず凝視しました。


「これでバックルを作ると、魔力に反応して直ぐにベルトが外れてしまうんです。自分の魔力どころか、魔物の攻撃なんかでも同じように」


「それでパンイチは極端過ぎんだろ」


「有り得なくはないじゃないですか」


黒い冒険者さんの指摘に、貴族様はほのほのと微笑んでいます。


まぁ確かにベルトが外れればズボンがずり落ちるっていうのも、分からなくもない気がしないでもないのかも。あれ、良く分からなくなって来た。


「同じ冒険者の誰かが、そんな目に遭ったら可哀想でしょう？　いつか、貴方達が使う事もあるかもしれません。だから、これは使わないでおいてあげましょう」


ね、と穏やかに笑う貴族様には、謎の説得力がありました。


思わず、そして何故か納得してしまい、それは相手の冒険者さん達も同じだったんでしょう。衝撃から抜け出せないままに頷く彼らの姿を、思わず呆然と眺めます。


「ほら、細工師さん。報酬は幾らになりそうですか？」


「え、は、あ、えーとですね！」


こうして私は無事、依頼用紙に書いた通りの条件で報酬をお渡し出来たのでした。


「力押し過ぎんだろ」


「リーダーってそういうトコある」


私は何も聞こえない。






こうして、私は以降の依頼でも報酬に悩む事はなくなりました。


冒険者さん側に立って上手に説明が出来るようになったっていうのもあるでしょうし、交渉への苦手意識が小さくなったっていうのもあるかもしれません。


何より、貴族様一行と一日過ごした事で、他の冒険者に気圧される事がなくなりました。あの人達以上に凄い人って間違いなくいない。


「お、貴族さんじゃん」


「相変わらず一刀と並んでも違和感ねぇなァ」


「あの獣人パーティ入りしたんだったか」


通りすがりの冒険者さん達の声に、思わずピタリと足が止まります。そして彼らの視線を辿って、全く見慣れる事のない三人組を目で追いました。


あれ以来、一番変わった事といえば、こうして彼らを視界に入れてしまうこと。相変わらず清廉で、強そうで、癖のある三人を眺めながら、最近ひっそりとしている決意を新たにします。


「（あの人達が使うような、そんな最上級の細工を任されるようになる！）」


目指すべき目標を手に入れ、日々精進。頑張ります！






あと、これは完全に蛇足だそくですが、あの日に擦れ違った友人には後日とっ掴まって質問攻めにされました。お前……逃げた癖に……。

            






あとがき

	




突然ですが、一巻の後書きにも目を通して下さった方々へ。その節は、後書きから目を通される方がいる事を失念し、突然の性癖チェックと相成りまして誠に申し訳ございませんでした。


それは兎も角として、「目隠れ」「やけに有能なサブキャラ」「まともに見えてぶっ壊れてる」を性癖に持つ皆様。大変お待たせいたしました。盗賊Ａがついに登場致しました。「休暇。」では初の目隠れです。何を隠そう、勿論全て私の性癖です。


目隠れが好きなのではなく、好きになったキャラが全て目隠れだった。その事実に気付いて衝撃を受けたのはいつの頃だったでしょうか……。そんな私ですが、目隠れは隠れているからこそ価値があると力説するものの、目をチラ見せされたらそれはそれで悶え、その後に「分かってない……!!」と悔しがるという厄介な性癖を患っております。


そんなにわか目隠れ属性、岬で御座います。お世話になっております。






一巻ではまるで出番のなかったイレヴンも、ついに今巻で揃いました。これで主要メンバーが出揃い、しかし何が変わるでもなく、リゼルの休暇はマイペースに続いて行きます。


マイペースな割に周りを振り回すので、微妙に厄介な男ですよね。その代表が、リゼルが居なければダントツで周りを振り回したに違いない癖に、振り回される側になってしまったイレヴンだと思っています。年下二人組は何だかんだいって我を通す。


彼は振り回されるのを楽しめるし、むしろ慣れてからは自分から振り回されに行ってる気がするので、今後も頑張ってリゼルとジルに馴染んで行って欲しいと思います。






今巻も、たくさんの方々のご協力があり、無事にリゼル達の休暇を皆様にお届けする事が出来ました。


相変わらず美麗すぎるリゼル達を描いて下さった、さんど様。さんど様から初めて頂いたキャララフでリゼルのブーツガーターを見た瞬間、この方に一生ついて行こうと心に決めました。口絵のリゼルの笑み、最高ですよね！


そしてお世話になっておりますＴＯブックス様、我儘放題を広いお心で許して下さる担当編集様、一巻を買って下さった読者様、なろう版を読んで下さる読者様、本当に有難うございました。






そして、本書を手に取って下さったあなたへ、心から感謝申し上げます。


それでは、また三巻でお会いしましょう。果たして肉欲系痴女は書籍としてセーフなのか……！






二〇一八年十月　岬



            





電子版特典SS


興味の尽きない今日この頃







イレヴンはパーティ入り当初、日々探っていた。


何がリゼルを怒らせるのか。そのぎりぎりのラインは何処なのか。過分な安全策をとる気はさらさらないが、そのラインを踏み越えようなどとは決して思わない。


結果、さり気ない会話や行動で反応を試して探っている。


「あ、依頼受けてくるッスよ。座って待ってて」


「お願いします」


出しゃばる分には何も言われない。というより、周囲に何かを任せる事に全く抵抗が無い。見ていれば、意外な程に積極的に自分から動いている事も分かるのだが。


「リーダァー、金貸して」


「何割増しで返って来ますか？」


「は？……に」


「またどうぞ」


戯れ混じりに告げれば、同じく戯れが返って来る。


特に金に厳しい様子はない。パーティメンバーが何にどれだけ使うかなど、特に留意する点でもないのだろう。これで本気で金に困れば、相応の見返りを示せば貸してくれそうだと思う。


「この本、つまんねぇッスね」


「君にはこっちの方が良いんじゃないですか？」


本に関しては、やや慎重になっている自覚はあった。


恐らく目の前で破り捨てでもすれば、間違いなく教育的指導を受けるのだろう。あの日の警告など目ではなく、本気で怒られる。怒られる程度で済めば良い。


普段ならばライン探しを楽しむ余裕があるにも関わらず、この一点に関しては微笑みを見る度に密かに安堵してしまう。






「怒りやすい奴でもねぇだろ」


「そうだけどさァ」


あまりにリゼルが読めないので、酒を嗜みに馴染みの酒場を訪れていたジルへ突撃した事もあった。何も言わず黙々とグラスを磨く、不愛想な店主がいる酒場だ。


ジルには若干鬱陶しそうな顔はされたが、叩き出されなかったのは偏に面倒くさかったからなのだろう。


「ニィサンは怒ったとこ見た事あんの？」


「無ぇ」


「怒る事あんのかなァ」


カウンターに一つ席を空けて座っていれば、店主がグラスを差し出した。頼んだのは強めの酒だが、この程度で酔うほどヤワな体はしていない。


「てめぇが怒られかけただろ」


「そうなるかもって宣言されただけじゃん」


グラスを手にとりカラリと回し、煽る。


「他の冒険者に絡まれても全然気にしねぇしさァ」


「あいつまだ絡まれてんのか」


「まー最近は少ねぇっぽいけど」


冒険者に成り立ての頃は良く絡まれたと聞いている。イレヴンとて広義で言えば絡んだ側であり、恐らくその頃に出会っていても似たような事はした筈だ。絡む側の気持ちは分かる。


「それでも怒んないし」


「むしろ少なからず喜んでんだろ」


「は？　あー……冒険者っぽくて？」


リゼルはいつだって冒険者らしくなろうと頑張っている。それが報われた事はないが。


「最初よりマシってマジ？」


「まぁな」


「ふぅん」


一体どれ程だったのか。その全てを知るのがジルなのだろうが、と横目で窺うも話す気はなさそうだ。知りたくないと言うと嘘になるが、然程気にはしていない。


きっと、全力で貴族だっただけなのだから。だからこそ、気になる事もあるのだが。






そんな日々が続き、ある日イレヴンは気付いた。


「リーダー座って待ってて」


「はい」


朝のギルドでは、依頼を受けようとすると待つ。


よってイレヴンはパーティ入り当初、新参者であるしと一時期それを請け負っていた。何せギルドカードさえ全員分あれば良いのだ。混み合う受付カウンターに揃って並ぶ必要はない。イレヴンは気にしない方だが、獣人はとにかく上下関係に厳しい傾向が強い、というのもあるだろう。


スタッドの窓口に当たった時など、物凄く不本意そうな顔をされるので一石二鳥だ。


「（お、座って待ってる）」


座って待てと言ったからか、リゼルは大人しく依頼ボードの前から移動して椅子に腰かけていた。机が全て埋まっていた為、たまたま一つ席が空いていた余所のパーティが集まる机に普通に座ったので、同席している冒険者から二度見されている。


ちなみにジルは暇潰しに他の依頼を眺めていた。






更に違う日。


「じゃあリーダー、座って見守ってて」


「分かりました」


何となしに伝えた言葉は再び実現された。


依頼受付の列に並び、ふとそちらを見ればリゼルがのんびりと此方を見ていた。目が合うと微笑まれ、ひらりと手が振られる。


「（………見守られてる？）」






そしてまた別の日、今度は意図して口を開いた。


「本でも読んで待ってて」


「有り難うございます」


相変わらず並びながら眺めれば、予想通りと言うべきか。リゼルはポーチから一冊の本を取り出して開いていた。そのまま賑やかなギルドの片隅で、優雅に読書を始める。


「…………」


口角が上がるのを、イレヴンは自覚した。


きっとあれは素だ。特に何かを考えて言葉に従っている訳ではない。言われたのなら、そうしようかと。何となくの流れで。その程度なのだろう。


ならば、それが何処まで許されるのか。気になるのは当然の事だった。






そして、様々なパターンで試し始めた。


「じゃあリーダー、俺依頼受けてくんね」


「お願いします」


「はーい、偉そうに待ってて」


ジルから呆れたような視線が飛んできたが気にせず、常の通り受付に向かう。


ちらりとそちらを窺えば、リゼルは不思議そうにしながらも、こちらもいつも通りに机へ歩を進めた。そして空いていた椅子二つにジルと並んで座り、何かを考えるように視線を流し、そして。


「（お、ちゃんと偉そう）」


腕を組み、足を組み、普段はあまり使わない背もたれへと凭れて座る姿は全く見慣れない。


どこからか「リゼル氏がぐれた！」やら「誰が怒らせた！」やら聞こえてくる。そして会話を聞いていたらしい者達からは「あれが貴族さんの偉そうのイメージなのか」やら「普段のがそれっぽいよな」やら聞こえてくる。


込み上げる笑いを耐えながら眺めていれば、お前のせいだと言わんばかりのジルの視線が刺さった。






またある日は、手合わせで負けた腹いせに八つ当たりを盛り込んでみた。


「リーダー、行ってくっからニィサン苛めて待ってて」


「分かりました」


「分かるな」


ただ、これは失敗だった。列から眺めても会話が聞こえなかったからだ。ただ、可笑しそうに笑うリゼルと嫌そうなジルの姿に、恐らく伝えた通りに実行してくれていたのだろう事は分かった。


後程ジルに何があったのか聞いてみたが、一発ひっぱたかれて終わった。






その日は、ジルだけ別の依頼を受けていた。


「じゃあオラつきながら待っててー」


「？　はい、行ってらっしゃい」


元々、三人で依頼を受ける予定はない。ジルはいつも通り一人で勝手に依頼を受けに来て、リゼルも趣味全開な低ランク依頼を受けに来て、そしてイレヴンが勝手にそれについてきてギルドで鉢合わせただけだ。


「あんま遊ぶなよ」


「ニィサンに言われたくねぇし」


ジルについて依頼の列に並び、イレヴンはにんまりと笑う。


言い残すように離れたので、リゼルは告げられた意味を分かっていないだろう。驚くほどの知識を持ちながら、スラングに対しては無知と言って良いほどに弱い。


時々、冒険者達の会話を聞いては「何語だろう」みたいな顔をしているので間違いはない筈だ。


「ニイサンはそういうの教えねぇし」


「必要ねぇだろ」


視線の先で、リゼルがヒントを求めるようにふっと周りを見渡した。


すると、近くにいた冒険者達が何故かチラリと視線を交わし合う。そして何故か徐に互いの胸ぐらを掴み、何故か争うように互いを睨み付けた。本当に何故なのか。


「ッだコラー、やんのかオラー」


「すっぞオラー」


棒読みだ。


成程こういう、とリゼルが天啓を得たかのように頷く。イレヴンが噴き出しそうになるのを耐え、そして冒険者達が達成感に満ち溢れる前で、彼は動いた。


片足を椅子へと持ち上げ、二秒。やや申し訳なさそうに足を下ろす。次に立ち上がって壁にもたれ掛かり、きゅっと眉を寄せながら腕を組み、三秒。むにむにと眉間を揉みながら椅子へと戻る。


そして何事もなかったかのように本を取り出し、読み始めた。


「（諦めた……!!）」


思わず動向を見守ってしまった面々が真顔でそれを眺める。


「あれ俺ら？」


「じゃねえの」


何とも複雑そうにジルを見れば、此方もやや顔を顰めながらリゼルを見ていた。


「あれって素？」


「多少は楽しんでんだろ」


「あー」


視線がリゼルから散り散りになり、同じくイレヴンも依頼受付の順番が来たジルを眺める。


ギルドカードと依頼用紙を職員へ渡し、手続き。その間、冒険者は特にやる事がない。注意事項や質問があれば別だが、職員にもジルにも特にないようだ。


「あの人さァ、何でああなの？」


「あ？」


ぼんやりとそれらを眺め、そして振り返ったジルへと視線を合わせる。誤魔化させない、詮索の意図を隠さない、そんな意図を込めて。


「すっげぇ従順」


リゼルは基本的に貴族らしい人間だ。


品があり、物腰穏やかで、しかし確かに隠しきれない傲慢さがある。それが不快でないのは、それが当然であると思わせる存在感ゆえか、単純に人柄もあるのだろう。


だからこそ、矛盾している。気付いたのは、つい最近だ。こんな戯れで再確認などしてみたが、恐らくこの結論は間違ってはいまい。


リゼルは自身を他人の損とはしない。何を思われようと、例え拒否されようと、相手の利益となるよう動く。それに対してリゼルに損は無く、あるいはちゃっかり利を得てしまう為に分かりにくいが、極々自然な行動理念としてそれが存在している。


尤も、その恩恵を受けるのは彼と親しい者に限るのだろうが。


「あれも素？」


問いかければ、向けられた瞳が鋭さを増しながらゆっくりと細められた。


「だったら？」


「別にィー」


唇の端を吊り上げてみせれば、ふとジルの視線が逸れた。


依頼受諾の手続きが終わったのだろう。受け取ったギルドカードを手に、イレヴンの横を通り過ぎて行く。すれ違い様、届いたのは深く静かな声だった。


「誰の為にああなってんのか、聞きてぇなら聞け」


そちらへ視線を向ける事なく、イレヴンは空いたスペースを詰めた。


自身のものとリゼルのもの、二枚のギルドカードをギルド職員へと渡す。


「（損、させられてぇ訳じゃねぇけど）」


リゼルのあの性質は、誰の為のものなのか。イレヴンは然程気にしない。


ただ、一つの目安とするだけだ。きっと些細な損失を、意図せず与えられた時こそ対等に並び立てた時なのだろう。それは少し、楽しみだった。






「リーダーお待たせ」


「有難うございます、イレヴン」


向けられた微笑みに、にっこりと笑ったイレヴンの顔には窺いの色など欠片も無かった。
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